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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　それは遠い日の思い出――


　もはや忘ぼう却きやくの彼方かなたへ追いやってしまった出来事。だが、それは確たしかに過か去こで起こった事じ件けんだった。


　少年は、魔ま乖かい術じゆつ師しに出会った。


　絶ぜつ望ぼうに打ちひしがれ、悲ひ嘆たんにくれていた少年。その前に現あらわれたのは、黒尽ずくめの衣い装しようを身にまとった少女だった。


『あたしは、ちょっとお節せつ介かいな魔乖術師よ』


　そう言ってイタズラっぽく笑う少女の顔はとても印象的だった。思えば――それが一目ぼれというやつだったのかもしれない。その時少年の目に焼きついた少女の顔は、二度と忘わすれられなかった。


　少女が手を一ひと振ふりすると、指先から光が伸のびた。光は地面に当たるとそこで弾はじけ、そのまま花の形に固まった。


　少女が両手を広げると、周囲に無数の光の花が咲さいた。花はどれもが淡あわい輝かがやきを発し、無数の花びらが風に舞まい上がってひどく幻げん想そう的な光景だった。


　それを見ただけで、少年は今までの悲しみも忘れ、その不思議な力に魅み了りようされた。


『これが魔ま乖かい咒じゆの力よ』


　少し得意そうな少女に向かって少年は尋たずねた。自分もその力が使えるのかと。少年の言葉を聞いた少女は、少し面食らった様子だった。


『え？　あなたにもできるか？　そうね。がんばれば、できると思うわよ。あなた才さい能のうがありそうだし』


　ならば少年の答えは決まっていた。少年はすっかりその力の――いや、少女の虜とりことなってしまったのだから。


『ん？　魔乖咒を教えてほしいの？　そうね、いいわよ。あたしがこの街にいる間だけだけど、それでいいなら教えてあげるわ』


　少年は喜んだ。新たな力が手に入ること、美しい少女とこれからも会えること、どちらもが嬉うれしかった。


『じゃあ、授じゆ業ぎようの第一歩よ――まず、あたしのことはこれから先『先生マイステリン』って呼よぶのよ。わかった？』


　マイステリン。ドイツ語で『先生』という意味だ。少しはにかみながら少年が『先生マイステリン』と呼びかけると、少女は少年以上に顔を赤くした。


『うわ、恥はずかし……けど、イイわ、イイ感じよ』


　照れながらも嬉しそうな少女を見ていると、自分の胸むねの中に温かなものが広がってくるような気がした。


　そうして少年と少女の、二人だけの秘ひ密みつの会合は続けられていくことになるのであった。











　現げん在ざい、少年は戦っていた。必死になって、自分の人生最大の戦いを繰くり広げていた。


　ただし、血みどろの死し闘とうを繰り広げているわけではない。戦う相手に姿すがた形かたちはないからだ。すなわち、少年が戦っているのは、自分が十五年の歳さい月げつにわたって築きずき上げてきた理り性せいと常じよう識しきという名の相手だったからだ。


　バン、と爆ばく発はつ音が周囲を震ふるわせた。少年の見ている前で、路上に駐ちゆう車しやしてあった乗用車が爆発したのだ。燃ねん料りように引火したか、車はそのままオレンジ色の炎ほのおを上げて燃もえ出した。


「なんなんだよ、あいつは、いったい」


　信じられない、少年の内心はその想おもいで一いつ杯ぱいだった。


　少年は逃げながら、つい先ほど、街中で見かけた光景を反はん芻すうした――それは異い様ような二人だった。全身をマントとフードで覆おおい隠かくした、奇き妙みような風体の二人。その二人が街のど真ん中で戦っていたのだ。だがそれはただのケンカではない。二人は宙ちゆうを舞い、手から炎や稲いな妻ずまを出しながら街中で破は壊かいの限かぎりをつくしていたのだ！


　手品ではない、どう見ても超常現象としか思えない光景だった。なにより奇妙なのは、そこは街中にもかかわらず、他人の姿がまったくないということだった。いくら日も沈しずみ、辺りが暗くなる時間とはいえ、街の中心部に人がいないというのは異常だった。


　その異常を感じ取って少年は逃げたわけだが、怪かい人物は逃げる少年の存そん在ざいに気づいた。目もく撃げき者しやは赦ゆるさないというわけか、それ以来少年は追われる身となったのである。


　もうどれくらい走っただろう。何時間も追われているような気がするが、実じつ際さいはせいぜい十分足らずの時間だろう。背はい後ごから迫せまる恐きよう怖ふが時間の感覚を狂くるわせていた。


　と、今度は横手にあった自動販はん売ばい機きが破は裂れつした。中から機械の部品と、破裂したカンの残ざん骸がい、中身のジュースなどが周囲に散さん乱らんした。


　破裂音に重なるように悲鳴を上げつつも、少年は逃げる足を緩ゆるめなかった。少しでも足を止めれば、その瞬しゆん間かんに殺される――生存本能がそう告げていた。


　走りながら、チラリと背後を見た。追ってくるのは、赤黒い、固まった血のような色のマントで全身を包んだ長身の怪人。頭にも同じ色のフードをかぶっているため顔はわからないが、その身長は二メートルをゆうに越こしていた。怪人は滑すべるような動きで、音もなく少年を追ってくる。その白く、細長い腕うでがマントの間から伸のばされるたびに、少年の周囲で新たな爆発が起こった。


　少年は覚かく悟ごを決めて路地に逃げ込んだ。少年にとって唯ゆい一いつの利点は、ここが彼のホームグラウンドということだ。生まれてから十五年にわたって住み続けた街。この街にある道という道で少年が歩いたことのない道はない。入り組んだ路地だって、少年にとっては庭も同然だ。地の利を活いかして相手をまこうという作戦だ。


　デタラメに路地の間を駆かけ抜ぬけていく少年。この辺りは無計画な都市整せい備びの結果として、路地が迷めい路ろのように入り組んでいる。一度迷い込めば、地元民でも抜け出すのに苦労するほどだ。ここならば逃げられる――少年はそう確かく信しんしていた。


　路地を走ること五分――振り向いて、背後に追つい跡せき者しやの姿も気配もないことを確かく認にんし、少年はようやく息を整える余よ裕ゆうを得た。


　壁かべに背中を預あずけて立ち、少年は噴ふき出る汗あせを制せい服ふくの袖そででぬぐった。


「まったく、冗じよう談だんじゃないぞ、クソ」


　毒づいても仕方ない。今はなにより、逃げ切れたという事実を喜ばねば。


「でも……あいつらは、なんなんだ？」


　ただの人間が空を飛んだり、さっきみたいな爆発を引き起こしたりすることができるはずがない。それはまるで超ちよう能のう力りよく、あるいは魔ま法ほうみたいなものだった。


「魔法……魔なる力？」


　少年は違い和わ感を覚えた。魔法という単語を思い出そうとすると、どうも頭に引っかかる。そう、彼は確かに子こ供どものころ、魔法使いに――


　――突とつ然ぜん目の前の壁が砕くだけた。なにが起きたのか、理り解かいするのに時間がかかった。そして理解したときには、少年はすでに逃げられない状じよう態たいとなっていた。


　目の前にそびえていたコンクリートの壁を突つき破って人間の腕が飛び出てきたのだった。その腕は少年の顔を鷲わし摑づかみにすると、おそろしい怪力で締しめ上げながら少年の体を釣つり上げたのである。


「!!!」


　アイアンクロー。その激げき痛つうに声にならない悲鳴を上げた。少年は自分の頭を摑む白くて長い腕に摑つかみかかったが、そこに込められた力は微み塵じんも緩ゆるまなかった。


　目の前のコンクリートを突き破って現れたのは、マントの怪人だった。怪人の背後には無数のコンクリートの残骸が転がっていた。どうやら入り組んだ路地の中、壁を破壊して一直線に追ってきたらしい。なんて非ひ常じよう識しき！　しかもここまで接せつ近きんされたというのに、気配どころか物音一つ聞こえなかった。やはりこの相手は常識外の能力を持っているようだ。


　もっとも、今の少年に余計なことを考える余裕はなかった。大柄ではないとはいえ、男子高校生を片かた手てで軽々釣り上げる相手の怪力は異常だ。このままでは少年の頭はザクロのように握つぶりつぶされるだろう。


　少年は振りほどこうと相手の腕を摑んで力を込めるが、細く見える相手の腕は鋼はがねのように硬く、ピクリとも動かなかった。それどころか、頭に込められる力がますます強められていく。ミシミシと、ありえない音が自分の頭から聞こえてきた。


「アァァァァァァ!!」


　雄おたけびを上げながら少年は目の前の相手の腹ふく部ぶを思いっきり蹴けり上げた。だが、それでも相手は微び動どうだにしない。それどころか、壁を蹴ったような硬い反動が少年の足に返ってきただけだった。


『……大人しクシろ』


　マントの奥おくから、相手はくぐもった声を響ひびかせた。発音に奇妙なクセがあり、ひどく聞き取りにくい。それが一いつ層そう恐きよう怖ふを駆り立てる。


『すグに終わル。苦しまナいよウニ、殺シてヤる』


　左手で少年を摑んだまま、怪人は握りしめた右の拳こぶしを大きく振りかぶった。その拳が、少年の顔面めがけて叩たたき込まれる！　反はん射しや的に目をつぶる少年。


　そして――






　第一章　始まる魔ま宴えん







　地方都市赤あか霧ぎり市――水すい天てん主しゆ川流りゆう域いきに発達した中規き模ぼの都市である。最近は都市開発が活発になり、それなりの規模にまで拡かく大だいしたものの、とりたてて誇ほこれるような特とく徴ちようのない街でもある。


　その赤霧市の北部に位置するのは、天てん神じん高校。これまた特徴のない高校だ。偏へん差さ値ちがさほど高いわけではないが、不良と呼よばれるような素行不良の生徒も少ないという、実に平均的な高校である。


　そしてその高校に通う一年生の中に、彼はいた。


　平均的、十人並なみ、そういった言葉が実に似に合あう少年だ。学ランの制服を着た生徒が集まる中、集しゆう団だんに埋まい没ぼつしてしまう無む個こ性せいな外見の少年。身長も体格も平均的な男子高校生。顔立ちもとりたてて悪くはないが、美形でもない。髪かみは特に手入れもなにもしておらず、奇き抜ばつな髪形でもない。顔には四角いメガネをかけているが、これもやはり特徴のない、ありふれたデザインのものだった。


　衣ころも替がえ間近の季節なので冬服だと少し暑いが、額ひたいには汗一つない涼すずしげな表ひよう情じようだ。朝の登校の最中ということで少しだけ眠ねむそうな顔をしており、知り合いと顔を合わせるたびに軽く会え釈しやくをしてアイサツをする――これまたありふれた普ふ通つうの行動だった。


　ありふれた外見と行動。人と少し違ちがうところがあるとすれば、その名前だろう。


　少年の名は清すが夢む騎ない人と。まるでヒーロー活かつ劇げきの主人公のような名前だが、れっきとした本名だ。もっとも、本人はそんな大おお仰ぎような自分の名前のことがあまり好きではないのだが。


　ナイトは登校すると、三階にある一年Ｂ組の自クラスへと入った。そのまま自分の席に座すわり、カバンの中から教科書を出して机つくえの中に移うつす。始業まではまだ時間がある。なにをするか、と思案していると、横から肩かたを叩たたかれた。


「よう、ナイト。今日も早いな」


　声をかけてきたのは、ナイトの級友、仁じん野の陣じん矢やであった。気のおけない悪友の一人だ。ナイトはちらりと友人の顔を見て、ニコリともせずに答えた。


「俺おれより早く来ている奴やつに言われても嬉うれしくないな」


「なんだ？　今朝はご機き嫌げん斜ななめだな。あの日か？」


　冗じよう談だんを言って笑う陣矢に、ナイトはやはり笑わないまま答えた。


「あぁ、あの日だ――月に何度かある、朝からお前の頭を殴なぐりたくなる日だ」


　友人のあんまりな言葉に、陣矢は顔をしかめた。


「お前、月に何度もそんな日があるのかよ？」


「冗談さ」


　ナイトは肩をすくめた。陣矢もナイトの反はん応のうに苦く笑しようした。


「だよな、大親友のこの仁野陣矢様に向かって、そんな日が月に何度もあるわけないよな？」


「あぁ。月に数日じゃない。そんな日はせいぜい、月に三十か三十一日くらいしかないからな」


「毎日かよ、オイッ！」


「ちなみに二月だけは例外で、月に二十八日くらいだ」


「要するに毎日だろ！」


「四年に一回、二月でも二十九日になる」


「うるう年までフォローしてくれてありがとう！」


　と、くだらない会話を朝から交かわすくらいに二人の仲は良かった。少しクセの強い髪を持つ陣矢。決して目立つ外見ではないが、行動力があるのでなにかと顔が広い存そん在ざいでもある。


　そんな友人の顔を見て、ナイトは口を開いた。


「で、今朝はなんの用なんだ、陣矢？」


「ん？　あぁ、数学の宿題、提てい出しゆつ日びって今日だよな？」


「あぁ、そうだ」


　陣矢はそこでナイトを拝おがむように両手を合わせた。


「ノート見せろ！」


「態たい度どの割わりに口調がえらそうだな」


「いーじゃないか、どうせ減へるもんじゃない。今度ジュースおごるからさ」


「俺のなんかを写すより、秀才の佐さ竹たけとかのノートを写した方がいいんじゃないのか」


「バカ言え。俺の頭で宿題全問正解だったら、写したのが丸わかりじゃないか」


　陣矢は自分の頭があまり良くないことをしっかり自覚していた。そして、バカはバカなりに宿題一つを写すのにもいろいろ考えてるんだな、とナイトは内心思った。


　だが、ナイトの宿題を丸写ししても同じことだろう。ナイトはその点を指し摘てきした。


「俺とおんなじ箇か所しよを間ま違ちがえても丸わかりだろ」


「一いつ緒しよに宿題をしましたって言えばいい」


「まぁ、好きにしろ」


　ナイトは一冊さつの大学ノートを陣矢に渡わたした。陣矢は頭を深く下げてもみ手をした。


「いやー、さすがナイト様。宿題をきちっとやってきてくれて、いっつも感かん謝しやしてるよ」


「たまには自分でやれよな」


「バカ言え。自分でやったら、お前と友達でいる意味がなくなるじゃないか」


「――お前、それだけのために俺と付き合ってるのか？」


　ナイトは陣矢の宿題係か？


「冗談に決まってるじゃないか、ナイト。真に受けるなよ」


　ははは、と軽く笑う陣矢。ナイトはポツリと呟つぶやいた。


「……ま、そうだとしてもいいけどな、俺は」


「え？　なんか言ったか？」


「なんでもないさ。写すんなら早く写せ。そのために早く登校してるんだろ？」


「おっと、そうだった、サンキュ」


　陣矢はノートを片手に立ち上がった。と、そこでまた新たな人物が二人の間に入ってきた。


「おはよ、相変わらず朝からバカな会話してるわね」


　と、やってきたのは同級生の女子だ。ショートカットに釣つり目という活発そうな顔立ちの女子。名前は佐さ藤とう杏あん子ず。陣矢と同様、ナイトにとって友人と呼よべる数少ない人物だった。


「なんだ、朝からアイサツだな、シュガー」


「その呼び方はやめなさいって言っているでしょ、ジンジャー」


「お前こそやめろよ！　俺はショウガじゃねえんだよ！」


　仁じん野の陣じん矢や＝ジンジャー。佐藤＝砂さ糖とう＝シュガー。どちらも安直すぎるあだ名で、二人ともそう呼ばれるのを嫌きらっていた。


「ケッ、いいけどな、シュガー。お前、今日が数学の宿題の提出日ってことを忘わすれてないか？　ちゃんとやってるんだろうな？」


「あたしがやるわけないじゃない、そんなもの」


　胸むねを張はって断だん言げんする杏子。まったく自じ慢まんになってない。杏子は悪びれもせずにナイトに言った。


「と、いうわけでナイト。ノート見せなさい」


　この二人は似にたモノ同士だな、と思いながらナイトはため息と共にかぶりを振った。


「お前も命令形か――ま、いいけど、ジンジャーの次にな」


「チッ、やっぱ先をこされてたわけね」


　そのとたん、陣矢は勝ち誇ほこったように言った。


「へへへ、言っとくが、俺は始業ギリギリの時間までかけて写すから、お前が写す時間はない！　ざまあみろ、この砂糖女！」


「なによ、生しよう姜が男。どうでもいいから、そのノート見せなさいよ。あたしが写した後、見せてあげるから」


「バカ言え、俺が先だ！」


「あんたは宿題忘れて廊ろう下かでバケツ持って、水栽さい培ばいされてればいいのよ、生姜男！」


「生姜言うな！　お前だってアプリコット女のクセに！　廊下でバケツの中にアプリコットジャムでも作ってやがれ！」


「あんた、言ってはならないことを言ったわね」


　ぎゃーぎゃーと騒さわぐ友人たちを、ナイトは呆あきれた面おも持もちで眺ながめていた。


「まったく、朝から元気だな」


　このまま数分たっても騒いでいるようなら、仲ちゆう裁さいに入るか、とナイトは考えた。それが中学以来、三年目の付き合いになる三人組の中での、ナイトの役やく割わりだった。


　そんな朝のとりとめもない出来事の後、件くだんの数学の授じゆ業ぎようが始まった。最初に宿題のノートが回かい収しゆうされたが、ナイトのおかげで陣矢も杏子も問題なく提出できた。結局二人一いつ緒しよにノートを写したのである。当人同士はかなりイヤがっていたが、宿題を忘れて廊下に立たされるよりはマシだろう。


　宿題を回収した教きよう師しが満足そうに頷うなずいた。


「よし、珍めずらしく宿題を忘れたものはいないようだな。感心感心。お前たちからもらってばかりでも悪いから、今度は返してやろう、このまえの抜ぬきうちテストの答案をな」


　数学教師の言葉に、教室中から悲鳴が上がった。


「静かにしろ。抜きうちとはいえ、基き本ほん問題しか出してないからな、平へい均きん点は六十五点だった。これくらいのテストで五十点も取れないやつは、期末がヤバいと覚かく悟ごしろよ」


　と言い、教師は出席番号順に名前を呼んで答案を返していった。そのまま佐藤、仁野、清夢と立て続けに三人の名が呼ばれた。出席番号が近いからこそ、この三人は仲がよくなったのである。


　三者三様の顔で答案を受け取った後、自然と三人はナイトの机つくえに集まった。


「ナイト、テストどうだったよ？」


　陣矢の青ざめた顔に、ナイトは自らの答案を差し出した。陣矢が驚きよう愕がくの叫さけびを上げる。


「げっ、こいつ、七十二点も取ってやがる！」


「卑ひ怯きようよ、裏うら切ぎり者！」


　杏子まで追つい従じゆうするので、ナイトはヤレヤレと手を振った。




[image: ]


「裏切りって……これくらい、たいした点じゃないだろう」


　ナイトの言葉は謙けん遜そんではなく、事実だ。確たしかに平均点よりは上だが、これくらいの点数はクラス内でも数多くいる。百点を取っているものも何人かいるくらいだ。いい点数と言い切るレベルではない。


「けっ、すかしやがって。俺から見れば七十二点なんて雲の上だよ、成せい層そう圏けんだよ、月軌き道どうだよ、天の川だよ！」


　そういう陣矢の点は、四十四点。ゾロ目だ。


「うわ、これまた不ふ吉きつな数字がならんでるわね、ジンジャー」


「お前はどーなんだよ、シュガー」


　杏子の答案をのぞき込むと、そこには六十六の数字が躍おどっていた。


「お前の方が不吉だよ、このビースト・ナンバー！」


「バカね、獣けものの数字は六百六十六よ。ヨハネの黙もく示し録ろくを読み直しなさい」


「くっそぉ、結局俺が最下位かよ」


「まぁ、いつも通りね」


　杏子は肩をすくめた後、左右にいる二人の男友達を見渡した。彼女の顔は、なにかを思いついたときに浮うかべる得意げな表ひよう情じようだった。


「よし、決めたわ。こんなブルーになるものを渡わたされて、あたしの第三艦かん橋きようのごとき繊せん細さいなハートは砕くだけ散ったわ」


「いや、あれは繊細と言うか、壊こわれるためだけに存そん在ざいしている代しろ物ものだろ？」


「生姜、うっさい――とにかく、このブルーな気持ちをふっ飛ばすべく、今日の放課後はカラオケ四時間コースへの直行と決定しました！」


「げっ、カラオケかよ。マイク奉ぶ行ぎようのシュガーの個こ人じんリサイタルだろ、要は？」


「うっさい、あたしの美声が聞けるのよ、もっと喜びなさい！」


　今まで黙だまっていたナイトがそこで口を開いた。


「シュガーは確かに声こえ質しついいけど、シャウト系けいしか歌わないから活いかしきれてない」


「いいじゃない！　シャウト結けつ構こう、魂たましいのこもった歌を歌うには声量も重要なのよ！」


「まぁ、あれだけ絶ぜつ叫きようして声が裏返らないのは才能だと思うけど……」


「ナイト、よせよ。こいつを褒ほめるとつけあがるぜ。砂糖のクセして甘あまい言葉に弱いんだからな」


　と、三人が騒いでいるところに影かげがさした。横を見ると、コメカミを震わせた数学教師が立っていた。


「お前たち……放課後の計画もいいが、少し早すぎやしないか？　まだ授業中だぞ、それも一時間目の。取らぬタヌキの皮算用だな」


「先生、この場合はどっちかと言うと、来年のことを言うと鬼おにが笑うじゃないっすか？」


　余よ計けいな一言を言った陣矢は、廊ろう下かで水栽さい培ばいすることになった。





　放課後、三人は予告通りカラオケに行ってハメを外した。小こ遣づかい節約のために飲み物のみをこっそり持ち込んで、あとは食べ物もなしに歌いまくった。七割わり方歌ったのは杏子だったが、それでもかなり盛もり上がった。


　そしてカラオケを出たころには、外もすっかり暗くなってきていた。さすがに延えん々えん歌っていたから空くう腹ふくだ。時間も時間だし、今日のところはこれくらいが潮しお時どきだろう。


「じゃ、今日は楽しかったってことで、お開きにすっか」


　陣矢が締しめくくると、杏子が手を伸のばした。


「待ちなさいよ。あんた最初の飲み物代、小銭がないってまだ払はらってないでしょ」


「あぁ、そういうのもあったな。ホレ、釣つりはいらねえよ」


「って、全部十円!?　小銭ありまくりじゃないのよ！　……しかも、十円足りないし！　なにが釣りはいらない、よ！」


「ちっ、気付かれたか」


「十円くらいでセコセコするな、生姜男！」


「うっせ、砂糖女。セコセコしてんのはお前だろ」


「おい、二人とも。もう時間も時間だ。あまりウロウロしてると、補ほ導どうとかされるぞ」


　ナイトの仲ちゆう裁さいで三人はようやく帰路についた。歩きながらふと、陣矢が呟つぶやいた。


「に、してもだ。なんか俺おれたちの付き合いも長いよな。もう三年か？」


　杏子がその言葉にウンザリした表ひよう情じようを浮うかべた。


「ナイトはともかく、ジンジャーとはただの腐くされ縁えんね」


「あたりまえだろ」


　言われてみればもうそんなになるか、とナイトも頷いた。中学で同じクラスになったとき、出席番号が隣となり同士の陣矢とナイトがなんとなく一いつ緒しよに行動するようになった。そしてそこにいつのまにか杏子も加わって、悪友三人組の完成である。


　杏子も思い出すように呟いた。


「昔からジンジャーはバカで、あたしはかわいかったわ」


「うるせえぞ、砂糖女――で、ナイトは昔から無ぶ愛あい想そうだったな」


「ん？　そうか？」


「そうだよ」


　不思議そうな顔でナイトは首をかしげた。


「こう見えても喜き怒ど哀あい楽らくははっきりしてる方だと思うんだがな」


「でも他人とあまり話さないだろ？」


　ナイトは肩かたをすくめて反はん論ろんした。


「あまり話さない相手を他人と呼ぶのさ。よく話す相手は知人や友人だ」


「あぁいえばこういう奴やつだよ、お前は」


　陣矢はそこでふと顔を上げた。


「でもナイト、お前も変な奴だよな。頭いいはずなのに、俺たちなんかと一緒にバカばっかやって」


「そうね。ナイトは実じつ際さい、がんばれば天神高校うちじゃなくて、水天主高校だって行けたんじゃない？」


　水天主高校は赤霧市の東部にある進学校で、県下でも名門と呼ばれる学校だった。天神高校とは偏へん差さ値ちにだいぶ隔へだたりがある。


「かいかぶりすぎだ、俺は平均点を超こえるくらいがせいいっぱい。そんな高望みなんてできないさ」


　少しだけ皮肉っぽく笑うナイト。だが、陣矢が反論してきた。


「でも実際、お前宿題は毎回きっちりやってくるだろ、ま、ミスが多い答えだけど」


「そうね。ノートもマメにまとめてるし、予習復習もやってるんでしょ？　それでなんで、もっといい点取れないのよ」


　ナイトは肩をすくめた。


「さてね、要よう領りようが悪いせいだろ？　時間ばかりかかって、結局おぼえきれないんだ」


　実際ナイトの成せい績せきは、平均付近をウロウロしている。悪くなる兆きざしもよくなる兆しもない。とことん目立たない少年なのだ。


「いや、でも……」


「と、俺、家あっちだから、ここまでだな」


　と、ナイトは右の道を指差した。陣矢もそれ以上追つい及きゆうするのはヤボだと思ったか、続く言葉を飲み込んだ。


「おぅ、じゃぁな、ナイト」


「また明日学校でね、ナイト」


「あぁ、また明日」


　片かた手てを上げて、右手に折れ曲がるナイト。その背せ中なかを少し眺ながめた後、杏子は首をひねった。


「……なんていうか、ナイトっていまいち心が読めないわよね。付き合いはいいけど、あまり自分を語らないっていうか」


「ま、いーじゃんか。少し口下手なだけだろ？　だからって俺たち三人の関係は変わらない、このままずっと、続くさ」


「でもね……たまに、あいつがなに考えてるのかわかんないのよ」


「あいつも、昔はそうでもなかったらしいんだけどな」


　陣矢の言葉に杏子が反はん応のうした。


「なによ、あんたなにか知ってるの？」


「いや、ナイトってさ、小学校のころはもっと明るいやつだったらしいんだ。あいつと同じ小学校だったやつから聞いた話だけどな」


「そうなの？」


　今のナイトからは想そう像ぞうできない話だ。


「あぁ、けど、なんかいろいろ複ふく雑ざつなことがあって、今みたいになったらしいぜ」


「複雑なこと、ってなによ？」


「さぁな。あいつが自分からなにも言わないんだから、あまり昔のことを探さぐるのもマズイだろ」


　と、多くは語らない陣矢。その態たい度どを見る限かぎり、なにか知っていそうな様子だった。


「なによ、知ってるなら教えなさいよね、ジンジャー」


「……あいつの昔話ってのは俺もよく知らないけど、他にいいことを教えてやるよ」


「なによ？」


「ナイトの家な、実は街の南側だぜ」


　ここは北側である。杏子は驚おどろきの声を上げた。


「え!?　方向が正反対じゃない？　なんで？　ナイト、帰るとき、いつもここまで一いつ緒しよよね？」


　疑ぎ問もん符ふを浮うかべる杏子に、陣矢は教えてやった。


「まだわかんねえか？　お前の家、どこだよ？」


「どこって、すぐそこの一いつ軒けん先……え？　じゃ、ナイトっていつもここまで……」


　陣矢は頭をかきながら呟つぶやいた。


「まぁ、もう薄うす暗ぐらいし、最近なにかと物ぶつ騒そうだからな。男二人いた方が安全だろ――それこそ時代遅おくれの騎士ナイト気取りでお前はダサいとか思うかもしれねぇけど、俺はあいつのそういうとこ、好きだぜ」


「……そりゃ、あたしだって好きか嫌きらいかって言われたら、好きよ」


　陣矢は空に浮かぶ月を見上げると、少しまぶしそうに目を細めた。


「ま、あいつは少しばかり、感情を表すのが苦手なだけの、気のいい奴だよ」


「知ってるわ、それくらい」


「ならいいんだ。お前は知らないかと思ったから、つい言っちまった。じゃぁな、気をつけて帰れよ」


「家まで残り五メートルだっての」


　と、陣矢と杏子もそこで別れた。


　杏子は家の扉とびらを開く前に一度だけ今来た道を振ふり返った。右手の先が陣矢の進んだ道、左側がナイトの行った道だ。


　杏子は少しだけ寂さびしそうな顔で左を見た。


「バーカ。そんなに優やさしいなら、あたしだけの前でもっと見せなさいよね」





　ナイトは二人と別れた後、一人薄暗い帰路を進んでいた。さして急いでいるつもりはないのだが、その足取りは速い。普ふ通つうの歩行者などあっという間に追い抜ぬいていってしまう。


　今日もすっかり遅おそくなってしまった。あの二人と付き合っていると、ついこうなってしまう。まったくもって余よ計けいな手間だな、とナイトは心の中で呟きつつ、片手でメガネのフレームを押おし上げた。


　だがそれもしかたない。全すべては自分の選んだ道だ。余計な手間も、不必要な回り道も、全て甘あまんじて受け入れようではないか。


　世界は醜みにくく、つまらないもの――それは十五歳さいの若わかさでナイトがたどり着いた世界観だった。


　世界だとか社会だとかいうものは、集しゆう団だんであり、組そ織しきであるのだ。そういったものに個こ人じんが立ち向かったところで、なにも変化はない。集団の前で個人は無力だ。


　なぜなら、社会というものは優すぐれた個人よりも、歯車として動く何の変へん哲てつもない群ぐん衆しゆうを求めるものなのだ。出る杭くいは打たれるという言葉どおり、世界は均きん衡こうをもとめ、突とつ出しゆつした個人を平均の波の中へと埋まい没ぼつさせようと作用する。


　ナイトはその事実を、もう何年も前から悟さとっていた。だから彼は選んだのだ。突出した個人になってもしかたない。どうせ飲み込まれるならば、初めから平均的になればいい。その方が実に効こう率りつ的だ。


　だからこそ、平均的な天神高校への進学を決めた。そこであえて平均的な学生を演えんじ続けている。宿題を欠かさずやるのは、教きよう師しに変に目をつけられるのを防ふせぐため。あまりガリ勉ぶって目立つのもイヤなので適てき当とうに間ま違ちがえているが、その気になれば日々の宿題くらい十分ほどで全問正せい解かいできる。学校のテストにしたって、全教科満点近く取る自信があった。体育の授じゆ業ぎようでも、運動クラブのエースを追い越こすくらいわけないことだ。


　だが、ナイトはそういった自分の才さい能のうを隠かくしていた。なぜなら出る杭になりたくないからだ。あんな思いは、もう二度としたくない。


　――ただ、ナイトは時々思うのだ。確たしかに世界はつまらない。そしてそんなつまらない世界の中で、甘んじて過すごす自分もつまらない存そん在ざいだ。しかし、この世のどこかにきっと、ナイトの望む世界が、ナイトの能力を発はつ揮きするにふさわしい世界があるはずだ――そう信じているからこそ、この醜く息苦しい不ふ浄じような世界の中で、自分は生きていける、ナイトはそう考えていた。


　と、足早に進んでいるナイトの前方に人ひと影かげが現あらわれた。小こ柄がらな人物だった。ナイトの胸むね程てい度どの身長しかない、小学校高学年くらいの子こ供どもである。


　その子供は黒いドレスを着て、黒い日ひ傘がさをさしていた。すでに薄うす暗ぐらいというのに、なぜそんなものを持っているのだろうか。おかげで相手の顔をうかがうことができない。


　と、そこでなにやら頭上から耳みみ障ざわりな音が響ひびいた。なにごとかと見上げれば、巨きよ大だいな物体が宙ちゆうを舞まっていた。


　ナイトがいるそこはビルの工事現場のワキにある道だった。いかなる事じ故こか、頭上からビルの骨ほね組ぐみに使う鉄てつ骨こつが少女めがけて落下してきたのであった。


「危あぶない！」


　薄暗かったので気付くのが遅おくれた。ナイトは叫さけびながらも必死に駆かけだした。少女とナイトの距きよ離りは数十メートルほど。鉄骨は今にも少女を押おしつぶしそうだった。普通なら、間に合わないタイミングだった。だが、ナイトの瞬しゆん発ぱつ力りよくは並なみ以上だった。


　驚きよう異い的な加速力。足を一歩踏ふみ出した瞬間には、ナイトは全速力にまで達していた。その勢いきおいで瞬時に少女との距離をつめ、抱だき上げる――が、そこでまたも異い変へんが起こった。


　少女に駆け寄り、その小柄な体を抱きかかえようとした瞬間、少女が消えたのだ。まるで幻まぼろしのごとく、煙けむりがかき消えるように少女はいなくなったのだった。


　ナイトは目を見開いたが、驚おどろいている余よ裕ゆうはない。頭上には危き険けんな鉄骨が迫せまっているのだ。あれが一本でも当たれば、軽けい傷しようでは済すまないだろう。


　ナイトはここまで走ってきた勢いのまま転がるようにその場から離はなれた。次の瞬間、けたたましい音をたてて鉄骨が地上に激げき突とつしたのだった。間かん一いつ髪ぱつまにあったようだった。ナイトにケガはない。


　ナイトは路上で転がったまま、先ほどまで自分がいた場所を見た。鉄骨はアスファルトを削けずって地面に刺ささっていた。一歩間ま違ちがえれば、自分が串くし刺ざしになっていたかもしれなかった。そう考えると、今さらながら冷や汗あせがにじみ出てきた。


　そこでナイトはハタと気付いた。そうだ、あの少女はいったいなんだったのだ？　こんな場所で、幽ゆう霊れいでも見たというのか。


　周囲を見渡すと、少女の姿すがたはすぐに見つかった。黒いドレスの少女はナイトから少し離れたところにある路地の入り口に立っていた。


「……ケガはないか？」


　状じよう況きようが飲み込めなかったが、とりあえず少女に尋たずねてみた。少女はそれに答えることなく、無言のまま黒い日傘をクルクル回しながら路地の奥おくへと進んでいった。


「あ、待て！　大だい丈じよう夫ぶなのか!?」


　しっかり二本の足で歩いているのだからケガはないだろうが、一いち応おう確かく認にんした方がいいだろう。なによりこの不ふ可か解かいな出来事と少女の関係が気になって、ナイトは少女を追って路地に入った。


　だがすぐに追いつけると思った少女の姿はどこにも見当たらなかった。路地は一本道なので間違えようがないはずなのに、どういうわけか少女が見つからない。ナイトは不可解な思いを抱いだきながら路地を進んでいった。


　そのまま数分ほど進んだだろうか、ナイトはふと気付いた。


「？　変だな、静かすぎる」


　いや、静かどころか、人の気配が周囲から完全に消えている。どこを見ても、人っ子一人見当たらない。


　奇き妙みようどころか、異い常じような状じよう態たいだ。陣矢たちの家とナイトの家は街の中で南北正反対だ。すなわち、ナイトが帰るには街の中心部を縦じゆう断だんせねばならない。だが街の中心部は今、人のいないゴーストタウンと化していた。


　おかしかった。赤霧市は地方都市ではあるが、それなりの人口がある。夏に向かって日が長くなっていく時期だ。細い路地とはいえ、七時を回ったくらいの時間で人が一人も出歩かないなどという事態はどう考えても異常だった。


「……なにか、街ぐるみでの避ひ難なん訓練、ってわけじゃないよな？　そんな回かい覧らん板ばんなんて来てないし」


　冗じよう談だんとも本気ともつかない口調で呟つぶやき、ナイトは少し用心しながら歩を進めた。不可解な事態ではあるが、今のところ自分に害悪があるわけではない。それに、なにかの偶ぐう然ぜんだという可か能のう性せいもまだ消えてはいない。少し進めば、誰だれかと出会うかもしれない。


　そう楽観して進んでいたのだが……甘あまかった。


　いくら進んでも少女の姿はそれっきり発見できなかった。無む論ろん、他の人間にも一人も出会うことはなかった。


　と、歩を進めていくとやがて物音が聞こえてきた。それは激はげしく物がぶつかる音、爆ばく発はつ音、なにかが燃もえるような音に、光と煙――そういったものが、路地の先にあった。


　あそこでなにかが起こっている――そうわかると、ナイトの足は自然とその場所に向かって速まった。あそこに行けばこの奇妙な光景の答えがわかるかもしれない、そう思って、ナイトは進んだ。


　そして――ナイトは見た。


「なんだ――なにをしてるんだ、あれは？」


　路地の先にあったのは、四方を雑ざつ居きよビルに囲まれてできた広場だった。その広場には二人の人物がいた。そしてその二人は今、激しい死し闘とうを繰くり広げているのだった。


『アァァァァァァ!!』


『オゥゥゥゥゥゥ!!』


　二人の人物は雄おたけびを上げながらぶつかりあった。瞬間、爆発が起こり、爆音と爆風が周囲を震ふるわせた。圧あつ倒とう的な力と力の激突である。


「いったい、あいつらはなんなんだ！」


　理り不ふ尽じんなものへの反発を声に込めて、ナイトは叫さけんだ。


『デア　シュテルン』


　黒い頭ず巾きんに黒マントといういでたちで全身を隠かくすような人物がそう呟つぶやき、手にした紙を宙ちゆうに放ほうり投げた。途と端たん、紙が宙で爆はぜた。それはそのまま巨きよ大だいな火の玉となり、地上めがけて落下を開始した。


　それを迎むかえ撃うつのは、長身の人ひと影かげだった。二メートルを越こす体たい軀くを誇ほこり、やはり全身を赤黒い布ぬので包んで姿すがたを隠している。ただその体は身長に比くらべ、枯かれ木のように細かった。そしてマントの間から伸のびるのは、ロウソクのように白く、細長い二本の腕うでだ。


『イЮグτナ＜ヴロｋト』


　長身の怪かい人じんは意味不明な奇声を発しつつ、固く握にぎり締しめた拳こぶしを頭上に迫せまる炎ほのおに叩たたき込んだ。


　爆発。


　周囲に炎の火か片へんが飛び散り、またも被ひ害がいが増ふえた。だが破は壊かいを撒まき散らす二人の怪人物本人は無む傷きずのままだ。


『ディ　シュテルネ』


　黒尽ずくめの人物はマントをなびかせながら宙に浮ういた。なにもない空間にフワリと、風船のように浮いたのだ。黒尽くめは宙を飛びつつ、懐ふところから本を取り出してそのページを次々と破やぶいては宙に投げた。先ほどと同様、紙片が炎へと姿を変えていく。たちまち周囲には十数個の火か炎えん玉が生まれた。


『アングリフ』


　黒尽くめが腕を振り落とすや、炎の雨が地上を襲おそった。その中心にいるのは無む論ろん、長身の怪人だ。


『アゥШガバЫウ▼ラ』


　長身の怪人が迎え撃つ！　無数の火の玉のことごとくを素す手でで弾はじき返していったのだ。たちまち周囲は炎に包まれ、あらゆるものに引火して燃え上がった。


『アァァッ!!』


『ヴォォォォォォォォ』


　二人は奇声を発しながら互たがいに地を蹴けり、再ふたたび激しい戦いを繰り広げ始めた。


「なんだよ、あれは、いったい」


　そんな激げき闘とうを、ナイトは物もの陰かげに隠れて盗ぬすみ見ていた。全すべてが異常だった。なんなのだ、これは。いったいどういう仕組みで、人間があんな力を使うことができるのだ。


「映えい画がの撮さつ影えい、にしては笑えないほどリアルだな。バーチャルリアリティで本当に街が燃えるんなら、映画監かん督とくは放火魔まってわけだ」


　目の前の現げん実じつが受け入れられないため、ナイトの言葉も支し離り滅めつ裂れつだった。


　とにかくなんであれ、ここにこれ以上とどまるのはまずそうだった。これはきっとなにかの悪あく夢む、幻げん覚かくの類たぐいだ。そうに決まっている。仮かりにこれが幻想でもなんでもなかったとしても――それはそれでそっちの方がいろんな意味でまずい。どっちにしろ逃にげるに越こしたことはない。


　少年はその場で回れ右をして、すばやく逃げようとした――が、足を踏ふみ出した瞬しゆん間かん、地面に転がっていた小石を蹴けってしまった。カツン、と、小石が壁かべにぶつかる小さな音が響ひびいた。


　二人の異様な人物の注意をひきつけるにはそれだけで充じゆう分ぶんだった。


『ヴェアダ』


　あれだけ激しく争っていたにもかかわらず、そんな小さな音にも気付くとは予想外だ。黒尽くめの人物が、フードの奥おくから鋭するどい視し線せんをナイトへ向けてきた。気付かれた！　まずい、と本ほん能のう的にナイトは悟さとった。


　だが、ここにナイトがいるということは相手も予想外だったらしい。黒尽くめはナイトの姿を確かく認にんすると、驚おどろいたようにその場で硬こう直ちよくした。


「現げん地ち人じん？　どうしてここに？　人ひと払ばらいの結界を、どうやって？」


　初めて聞こえた日本語。だが、その答えをナイトが口にすることはできなかった。なぜなら、黒尽くめの人物が見せた硬直は、死闘の中では格かつ好こうの隙すきだったからだ。


『ヌ〇オΓデャЦウ』


　またも奇き声せいを発しながら長身の怪人が迫り、その長い腕を真っ直ぐ黒尽くめへと伸ばした。


『ウグッ！』


　長い腕が、黒尽くめの胴どう体たいを串くし刺ざしにした。色白な腕の表面には複ふく雑ざつな幾き何か学がく模も様ようが浮かび上がっていた。


　黒尽くめの背中から突き出る手。黒尽くめは中ちゆう背ぜいだが、その体を易やす々やすと怪人は片手で持ち上げていた。その腕は確かく実じつに人間の胴体を貫かん通つうしている。黒尽くめの体からは、赤い液えき体たいがドクドクと流出していた。体を貫つらぬく白い腕と血の赤との対比が、冒ぼう瀆とく的なくらいに美しい。


『に、逃げ……グ、グ……』


　体を串刺しにされ、黒尽くめは宙ちゆう吊づりとなっていた。その状じよう態たいで体をビクンビクンと数回痙けい攣れんさせ、黒尽くめはグッタリとなった。


「ウ、ウワァァァァァァァァァ!!」


　逃げた、ナイトは、後ろも見ず、一目散に逃げた。本能が告げていた。これ以上その場にいれば、次は自分があのようになると。死にたくないなら、逃げるしかない。


　わけがわからない。あの人物は死んだのか？　腹ふく部ぶを貫かれたのだ。病院に早く行かねば死ぬのは確実だ。いや、今は他人の心配などどうでもいい。今危あぶないのは自分の身だ。そもそも、あの連中の使う技わざはなんなのだ。人間技じゃない。


　あいつらはなにもので、あそこでなにをしていたのか――疑ぎ問もんの根本はそこなのだが、今は深く考える余よ裕ゆうがない。まずは逃げねば、ナイトは明日の太陽をおがめないだろう。


　だが、背はい後ごから絶ぜつ望ぼうの足音が聞こえてきた。視し界かいの端はしに、あの長身の怪かい人じんがナイトを追ってくる姿すがたが入った。ダメだ、捕つかまれば殺される！


　ナイトは必死になって逃げた。普ふ段だんは隠かくしているが、本気になれば体力にも自信がある。だが、今はその自信がどこまで通用するかわからなかった。相手は、ナイトの常じよう識しきが通じる相手ではないのだ。


『イｄｇハゝフ¶ィ』


　迫る怪人――とにかく逃げるしか、ナイトに選せん択たく肢しはなかった。地じ元もと民みんの土地勘かんを活いかして路ろ地じ裏うらに逃げ込んだまではよかったのだが――捕まってしまった。


　ついに、壁かべの中から伸のびてきた怪人の豪ごう腕わんに捕とらえられ、ナイトは宙吊りになった。その衝しよう撃げきで顔のメガネが外れて落ちた。逃げようにも、ガッシリ顔を摑つかまれて逃げ場がない。


　ミシミシと音を立てるのは自分の頭。ナイトは半ば、自分の死を覚かく悟ごした。


　だが、その覚悟は不要だった。突とつ然ぜん横よこ殴なぐりの衝しよう撃げきと共にナイトの体は宙を舞まい、地面に叩たたきつけられた。


　自分が投げ出されたと気付くには、少し時間がかかった。倒たおれたまま周囲を見回して状じよう況きようを把は握あくしようと努める。目の前には巨きよ大だいな人影がそびえている。無む論ろん、今までナイトを捕らえていた怪人の姿だ。だが怪人の細長い腕、そこには炎でできた矢が数本刺さっていた。


『グ、ヌ……誰だれダ!?』


　誰すい何かの声に、路地の奥から現れたのは誰あろう、先ほどやられた黒尽くめの人物だった。


　黒尽くめはフードの奥から涼すずしげな声を響かせた。


「一いつ般ぱんの人間を巻まき込こむのは、協定違い反はんよ」


『……魔ま乖かい咒じゆを見らレタ。口くち封ふうジが必要だ』


「不要な殺せつ生しようはやめなさい」


　声には張はりがあるが、外見はとても元気には見えなかった。黒いマントの中央には穴あなが開き、暗い洞どう穴けつができていた。にじみ出た血はマントに染しみ込んでおり、黒色のために目立たないが、かなり出血したようである。常人なら間ま違ちがいなく致ち命めい傷しよう。だが、その人物は自らの足でしっかりと立っていた。


　黒尽くめが長身の怪人に向かって、指を伸ばした。


「どうしてもと言うなら、わたしを倒してからにしなさい！」


『イイだろウ。先にお前ヲコロす。遅おそいカ早イカの違いダ』


　長身の怪人が右腕を持ち上げた。白い腕の表面に、再び複雑な幾何学模様が浮かび上がった。その途と端たん、怪人の腕に刺さったまま燃もえ盛さかる炎の矢が一瞬で消しよう滅めつした。


『死ネ』


　怪人が大きく腕を振ふりかぶり、すさまじい速さで拳こぶしを突き出した。その拳の先から赤黒い光が飛び出し、そのまま真っ直ぐ黒尽くめへ吸すい込まれるように襲おそいかかった。


　黒尽くめはその光をよけようともせず、片かた手てに持った本のページを破やぶいて投げた。途端、紙が弾はじけて空中に輝かがやく魔ま方ほう陣じんが浮かび上がり、その魔方陣が怪人の放った光を受け止め――爆ばく発はつした。


　爆発はかなりの大きさで、周辺一帯を小規き模ぼな地じ震しんが走り抜けた。魔方陣のおかげで黒尽くめの人物にダメージはなかったが、爆風で頭にかぶっていた黒いフードが後ろへとずり下がった。


　そのフードの中から光がこぼれた――いや、それは金きん髪ぱつだった。長い、金糸のごとき黄金色をした髪。あまりに鮮あざやかな金色をしているので、光と見間違えたのだった。


「……さすが、『滅メツ』の魔ま乖かい術じゆつ師し、『最強』の名は伊達だてじゃないわね。防ぼう御ぎよ陣も一いち撃げきでふっ飛んだわ」


　そう呟つぶやいたのは黒尽ずくめの人物――その正体は、一人の少女だった。


　髪は輝くような金髪で、長さは背中まであり、クセなく真っ直ぐ伸びていた。目はすけるような青。肌はだも驚くほど白く、明らかに日本人ではなかった。まだ若わかいようだ。外国人は年かさに見えるものだが、彼女の場合ナイトとあまり変わらない年ねん齢れいだろう。切れ長な瞳ひとみ、高い鼻、小さな唇くちびる――少女の顔は、息を呑のむほど美しく、そして可か憐れんだった。


「女？」


　ナイトは内心の驚きを隠せなかった。まさか、黒尽くめの正体が自分とたいして年の変わらない少女だったとは、夢ゆめにも思わなかったからだ。だが、これと似にた光景をどこかで見たような気がした。いや、正確に言うなら、彼女とよく似た人と、昔どこかで……


『ブァァァァアァァアァアァ!!』


　怪人が雄おたけびを上げながら駆かけだした。拳を振り上げ、目の前の少女に殴なぐりかかっていく。その細長い体たい軀くからは、恐おそろしいほどの殺気があふれ出ていた。
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「ウッ、キャッ！」


　外国人の少女はその拳を両手で受け止めたが、怪かい人じんの圧あつ倒とう的なパワーを受け止めきれるはずもなく、軽々と弾き飛ばされ、壁に叩きつけられた。


「大だい丈じよう夫ぶか！」


　今ごろになってようやく自由に体が動くようになったナイトは立ち上がり、少女に駆かけ寄よろうとした。だが少女はナイトに向かって手の平を突つき出し、その行動を制せいした。


「来ないで！　なんのためにわたしが時間を稼かせいでいると思っているの！　早く逃にげなさい！」


「し、しかし……」


　自分と年も変わらない少女が襲われているのを前にして、逃げ出すという選せん択たく肢しはナイトにはなかった。だが少女は切せつ迫ぱくした声でナイトに逃げるよう促うながしてきた。


「いいから、早く逃げて！」


『ゴアァァァァァアアァアァァアア!!』


　壁にもたれて立つ少女に、再び怪人が襲いかかった。唸うなる豪ごう腕わん。もはや少女は攻こう撃げきを防ふせぐ素そ振ぶりすら見せず、まともに怪人の拳をくらってしまった。ドン、と弾かれ、少女の体が路上を小石のように勢いきおいよく転がっていく。


「ウッ、ゲ、ゲホッ」


　路上でうつ伏ぶせに倒れ、咳せき込む少女。口元には血がにじみ、明らかに重傷だった。元々腹ふく部ぶにも傷きずがあったはずである。そこへコンクリートも一撃で砕くだく怪人の拳をまともに受けたのだ。平気であるはずがない。


「しっかりしろ、おい！」


　名も知らぬ少女に駆け寄り、助けおこすナイト。少女は苦しそうにうめきながらも、意志の輝きを失わぬ青い瞳でナイトを睨にらみつけた。


「バ、バカね……なんで逃げないのよ」


　確かにそうだ。逃げるなら、怪人の意い識しきが少女に向いている今が絶ぜつ好こうのチャンスだ。あんな怪物が相手では、ナイトではまともに太た刀ち打うちできないだろう。ここで少女をかばったところで、二人まとめて怪人に叩き潰つぶされるのが関の山だ。そう、逃げるという選択肢はこの場合、最も正せい解かいに近い答えだ。しかし――ナイトは反はん論ろんした。


「バカはそっちだろ。目の前でこんな風にかばってもらった相手を放ほうって逃げるほど、俺おれは薄はく情じよう者じゃない！」


「……そうね。あなたをかばったばかりにこんな傷を負って、わたしもバカだわ……あなたと同じくらいバカね、わたし」


　皮肉っぽく笑う少女。互たがいに寄り添そう二人に、人ひと影かげが迫せまった。


『コれデ終ワりだナ』


　怪人が右みぎ腕うでを振り上げた。その腕にまたもや輝く模も様ようが浮うき上がった。


　ナイトと少女めがけて、怪人の拳こぶしが伸のびた。拳の先には赤黒い光が宿っている。その拳の威い力りよくは、すでにいやというほど目まの当たりにしてきた。当たれば、その一撃は今度こそ確実に二人の命を奪うばうだろう。それは圧あつ倒とう的かつ絶望的な死の力だった。


　ナイトは目の前に迫る死の一撃を、驚おどろくほど冷静に見つめていた――あぁ、あれを食らえば死ぬな、と他人ひと事ごとのように思った。


　死が間近に迫っても、ナイトは慌あわてなかった。これで自分は死ぬ――理り不ふ尽じんな死だ。つい三十分前まで、自分はいつもとかわらぬ日にち常じようを過すごしていたはずだ。それがいきなりわけのわからない戦いの場にでくわし、わけのわからないまま怪人に殺される――理不尽で不ふ条じよう理り極きわまりない死だ。


　ふざけるな――ナイトは思った。自分はこれで終わるのか。たった十五年の短い人生を終えるのか。冗じよう談だんではない。確かに世界は理不尽に満ちあふれている。だがここでその理不尽を全すべて受け入れてしまうほどナイトは人生を達観していなかった。このまま、こんなところで、自分の真の実力を発はつ揮きすることすらできずに死ぬなど、断だんじて認みとめられない！


　心が高ぶっていく。ナイトの怒いかりが燃もえ上がり、理不尽への反発を視し線せんにこめて怪人の拳を睨みつけた。そうだ、まだだ。まだ終わらない。まだ終われない。こんなところで自分は死ねない。こんな――理不尽に屈くつすることはできない。自分はもう、あの頃とは違ちがうのだから。


　そう思った瞬しゆん間かん、ナイトの右手が急きゆう激げきに熱くなった。右手の甲に一瞬円が浮かび上がった。瞬間、そこから光があふれ、ナイトと少女を包み込んだ。


　二人を包んだ光の壁かべが怪人の拳を阻はばんだ。コンクリート壁を砕く一撃を、壁は完かん璧ぺきに受け止めていた。重く、巨大なものが壁に激突したような音が響いたが、壁に守られた二人は無傷だった。


『ヌォゥ』


　怪人は突然の出来事に、フードの奥おくで歯は軋ぎしりをした。その声にあるのは、驚きよう愕がくと、そして――歓かん喜きだった。


『お前ハ……ソウか。ソの力は……』


　怪人の拳を受け止めた光の壁は、そのまま空気へ溶とけ込むように消しよう滅めつした。もはやナイトたちを守るものは存そん在ざいしない。怪人がもう一度攻撃してくれば、再ふたたび防ふせぐことができるとは思えなかった。


　だが怪かい人じんはそれ以上攻撃してはこなかった。


『ク、カッカッカッカッカッカ』


　怪人が、笑い声を漏もらした。かすれるような声で、くぐもった嗤わらいを漏らしてくる。不気味で、陰いん惨さんな声だとナイトは思った。


『カッカッカ…おもシろイ。オモしろいな――今日ハここまでダ。次会うトキまで、勝負は預あずケよウ』


　怪人はそう呟つぶやくと、大きく跳ちよう躍やくして傍かたわらにそびえるビルの屋上へと着地した。五階建てのビルを軽々と飛び越える跳躍力。人間の力ではなかった。


『楽しミダ。次が楽しミだ。カッカッカッカッカッカ……』


　屋上から再び驚きよう異いの跳躍を披ひ露ろうする怪人。夜よ闇やみの奥へと消えていく怪人の姿すがたを見送って、ナイトはようやく自分たちは助かったのだと気付いた。


「……あなた、何者なの？」


　ナイトの手の中にいる少女は、ナイトを怪け訝げんな顔で見上げていた。と、急に周辺から喧けん騒そうが聞こえだした。


　今まで人気のまったくなかった道に通行人が現あらわれた。向かいの通りを車が走りだし、街中に本来の活気が戻もどってきたのだった。


「……人ひと払ばらいの結界が解かい除じよされたわ。どうやらあいつ、本当にわたしたちを見み逃のがしてくれたみたいね」


　と、呟く少女。ナイトは事じ情じようがさっぱり飲み込めずチンプンカンプンだ。だが周囲の人間が傷だらけで路上に座すわり込むナイトたちに注目しだした。ナイトは痛いたむ体をムリヤリ動かし、少女を抱かかえて立ち上がった。


「とにかく、ここでじっとしている意味はないだろ？　助かったんなら、とりあえず移い動どうしないか？　色々聞きたいこともあるしな」


「えぇ、そうね……わたしもあなたにいろいろ聞きたいわ」


　少女は青い瞳ひとみで興きよう味み深そうにナイトの顔を見上げてきて――ナイトは少女のその表情に、いろんな意味で胸が高鳴るのを抑おさえきれなかった。






　第二章　八ヤ祖ソの禍マガ家ヤ







　赤あか霧ぎり市南部の住じゆう宅たく街がいに、ナイトの家はあった。二階建てで赤い屋根を持つ、ごく普ふ通つうの一いつ軒けん家やだ。人目を避さけるようにしてなんとか帰りついたナイトは、とりあえず薬を取りだし、自分と少女の傷きずの手当てを開始した。


　自分の手当ては手早く済すませ、ナイトより重じゆう傷しような少女の手当てに移うつった。少女の傷口を洗あらって消毒薬を塗ぬり、包帯を巻まいていく。


　驚おどろいたのは、少女の腹ふく部ぶだった。着ている黒い服とマントには大きな穴あなが開き、大量の血がしみ込んでいるにもかかわらず、腹部に傷らしい傷はないのだ。


「あぁ、その傷はもう平気よ。完全に塞いでおいたから」


　少女はそう言ったが、意味がわからなかった。だからとりあえず無む視しして、手足の細かい傷の手当てにナイトは集中した。


　手当ても一いち段だん落らくして、とりあえず一息つくためにナイトはお茶を飲むことにした。外国人の少女にも同じものを出すと、少女はニコリと笑ってカップに口をつけた。


「紅こう茶ちや――ニルギリね。すっきりした飲み口だわ」


「くわしいな」


「お茶のたしなみくらい、魔ま乖かい術じゆつ師しとして当然よ」


　優ゆう雅がに微ほほ笑えむ少女。見れば見るほど美しい少女である。輝かがやくような金きん髪ぱつ、蒼そう穹きゆうのように深く澄すんだ青い目、滑なめらかな白い肌はだ。そのどれを見てもシミひとつなく、彫ほりの深い顔も、思わずハッとするほど美しかった。そして仕草の一つ一つが実に様になっている。少女はそのまま薀うん蓄ちくを傾け続けた。


「セイロンはどうも渋しぶすぎてわたしの好みじゃないから、ニルギリはありがたいわ。まぁ今の気分としては、香かおり付けにブランデーが欲ほしいわね」


「……探さがしてくる」


　少女は遠えん慮りよを知らない性せい格かくのようだった。なにかを欲ほつする少女の視線に促うながされ、ナイトは台所へ酒さか瓶びんを探しにいった――が、目的の物は見つけられないままナイトは戻もどった。


「悪いな、ブランデーはない」


「そう。残念ね」


「代わりにワインならあったけど、これじゃダメか？」


　少女はジトリとナイトを睨にらんだ。


「それを紅茶に入れろと？」


「ブランデーもワインも、原料はブドウだろ？」


「ブランデーはさらに蒸じよう留りゆうしたものよ。ワインとは完全に別だわ」


「……蒸留酒なら、焼しよう酎ちゆうがあるぞ」


「あなた、それでわたしになにをさせたいの？」


　ヤレヤレ、と少女は肩かたをすくめた。すっかりくつろいだ様子である。まぁ、ケガがたいしたことなくてよかった、と喜ぶべきだろう。だが、ナイトはどうも釈しやく然ぜんとしないものを感じて素す直なおに喜べなかった。


「ブランデーがないのは残念だけど、こんな極きよく東とうの僻へき地ちでゼイタクも言えないわ」


　ずいぶんな言われようだ。


「まぁいいわ。ブランデーがなくてもそれなりに美味おいしいし」


　と、一いち応おう少女も満足してくれているようだった。とりあえず、この紅茶がティーバッグであることは黙だまっておこう、とナイトは内心思った。少女の名めい誉よと、自分の精せい神しん衛えい生せいの為ために。


　お茶を飲んで一息ついた少女は、カップをテーブルに置いて改まった顔になった。


「さて――助けてくれてありがとう。少し言うのが遅おくれたけど、心より感かん謝しやしているわ」
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「ん？　あ、あぁ、別に、俺おれはたいしたことはしてないから、感謝してもらうほどのものじゃない……それよりも、君には聞きたいことがある」


　そのナイトの言葉を予想していたかのように、少女は首を振ふった。


「えぇ、あなたが聞きたいことはわかっているわ」


「なら、それを説明してもらおうか」


「無む論ろん教えるのはやぶさかではないわ。でも、ことを急ぐのは優雅さに欠けるわね」


「……日本語が達者だな」


　外見は完かん璧ぺきな外国人だが、流りゆう暢ちような日本語を喋しやべっている。声だけを聞けば日本人だと言われても疑ぎ問もんはないくらいだ。少女が得意そうに胸むねを張はった。


「まぁね。魔乖術師の卓たく越えつした頭ず脳のうをもってすれば、こんな極東の島国の言語を覚えるなんて苦でないわ」


「魔乖術師？」


　さっきも言っていた。『魔乖術師』。どうも気になる単語だ。少女は鸚おう鵡む返しに呟つぶやいたナイトを見て、微笑んだ。


「えぇ、そうよ。わたしは魔乖術師よ」


　少女はソファから立ち上がり、優雅に一礼をした。


「では、自じ己こ紹しよう介かいをさせていただくわ。初めまして。わたしの名はヨルミルミ・シュトレンベルグ。誇ほこり高き八つの祖その一つである『闇ヤミ』を司つかさどるシュトレンベルグ家の魔乖術師よ」


　なんというか……どう反はん応のうすればいいのか、ナイトにはわからなかった。だからとりあえず名乗りかえすことにした。


「……あぁ、こちらこそ初めまして。俺の名はナイト、清すが夢む騎ない人とだ。ごく普通の平へい均きん的な日本の高校一年生だ」


「ナイト？　日本人にしてはかわった名前ね」


「あぁ。騎人と書いてナイトと読む。親おや父じは knight みたいに気高く強くなれって意味を込めたらしい」


「ナイト？　あぁ、ritter のことね。日本人らしくない名前だわ。おまけに、本人はナイトゥにしては礼れい儀ぎ知らずだし」


　さっきから散々な言われようだった。自然、ナイトの言葉もトゲが出てくる。


「……で、その誇り高き魔乖術師様は、この極東の島国のそのまた片かた田い舎なかの街にどういったご用よう件けんでいらっしゃったのか、お伺うかがいしてもよろしいでしょうか？　街まち中なかで花火の打ち合いをして破は壊かいの限かぎりをつくしたあげく地元の善ぜん良りような高校生を殺しかけるのがあなたの旅の目的でよろしいのですか？」


「そんなにかしこまらなくてもいいわ。こんな極東で礼儀を期待してもしかたないから」


　どうやらこのヨルミルミという少女に皮肉は通じないらしい――いや、さすがに今のナイトのもってまわった言い方は、外国人の少女には理り解かいできないか。


「まぁあなたを巻き込んだ以上、こちらの事じ情じようをある程てい度ど説明するべきだとは思うけど……どこから話したものかしらね？」


　少女はアゴに指をあて小首をかしげた。それらの仕草がいやに優ゆう雅がに見えるのは、やはり少女の整った外見のせいだろうか。


　さすがに室内ということで、穴あなの開いた黒いマントはすでに外してある。少女が着ているのは黒く、タイトな服だった。体のラインがはっきりわかる服ふく装そうだ。手には手て袋ぶくろ、足には黒いハイソックスと、どこまでも黒尽ずくめなカッコウだった。ただ、腹部は無残にも破やぶけ、血で汚よごれているのを、今はナイトが用意した包帯で隠かくしていた。


「で、ヨルミル……なんだっけ？」


「ヨルミルミ・シュトレンベルグよ。名乗られた相手の名前は一度で覚えるものよ、清夢騎人」


　……なんとも皮肉のきいた言葉だった。しかし、外国人のそんな名前など一度言われただけでは覚えにくい。


「ヨルよ」


「ん？」


「ヨルでいいわ、わたしを呼よぶときは。親しい人はそう呼ぶの。あなたにもそう呼ぶことを許きよ可かしてあげるわ」


　なんとも偉えらそうな物言いで、ヨルは続けた。


「そのかわり、わたしもあなたのことはナイトと呼ばせてもらうわ」


「あぁ、別に構かまわんが」


　ヨルがナイトのことを呼ぶときは『ナイトゥ』という発音に近かった。やはり外国人だから、少し発音が違うようだった。


　まぁ呼び方についてはさておき、ナイトは疑ぎ問もんに思っていることを尋たずねた。


「じゃぁヨル。聞きたいんだが……魔ま乖かい術じゆつ師しってなんだ？」


　ヨルは眉まゆをひそめてナイトの顔を見た。


「根本からきたわね……まぁ簡かん単たんに言うと、魔乖術師ってのは、世界の裏うら側がわを支し配はいする存そん在ざい、ってとこかしら？」


「裏側？」


「そう。あなたたちが住んでいるのが表側。表側からは絶ぜつ対たいに見えない陰の世界に、わたしたち魔乖術師はいるのよ」


「……よくわからんが、魔乖術師ってのは、魔術師のことか？」


「まぁ、基き本ほん的にそう考えてもらって構わないわ。でも、できれば魔術師ではなく、魔乖術師と呼んで欲しいわ。厳げん密みつに言えば、二つはまったく別物だから」


「で、魔乖術師の君は魔法を使えるのか、さっき街中で暴あばれていたような？」


「魔ま乖かい咒じゆよ」


「え？」


　ヨルはきっぱりした口調で断だん言げんした。


「魔法じゃないわ。わたしたちが使うのは魔乖咒よ」


「同じだろ？」


「いいえ〈魔乖咒マギー〉と〈魔法ツアウベル〉は別物よ。魔乖咒っていうのは、異界の力を引き出して使う技ぎ術じゆつのこと。魔法ってのは、体たい系けいもなにもない、わけのわからないまやかしのことよ。魔乖術師に対して魔法使いと呼びかけることは、魔乖術師にとって大きな侮ぶ辱じよくよ」


　よくはわからないが、魔乖術師にとっては大きな違いらしい。まぁ、ナイトには呼び方などどうでもいいが。


「つまり、君たちは魔乖咒ってのが使えるわけだな？」


「えぇ。すでにあなたの見た通りよ」


　そう、先ほど街中で争っていた二人。そこで使っていた異い能のうの能力。あれは確たしかに常じよう識しきでは説明できない力だ。いかに現げん実じつ主しゆ義ぎのナイトといえど、実じつ際さいあんなものを見た後では頭ごなしに否ひ定ていすることもできなかった。


「まぁ……さっきあんなものを見たばかりだからな、信じるのもやぶさかではない。で……魔乖術師ってのは、君以外にもいるのか？」


「もちろん、魔乖術師は数十万単位で世界中に存在するわ」


　そんなにいるのか。世界の裏側にいるというが、そんなに多くてどうしてその存在が知られていないのだろう。


　ヨルはナイトの疑問を読み取ったように補ほ足そく説明をしてきた。


「魔乖術師は表立って活動はしていないけど、太たい古この昔から確かに存在していたわ。歴史の陰に隠れ、時の為い政せい者しや、支配者と陰で結びつきながら、魔乖術師は密ひそかに世界の裏側で存在し続けてきたの」


「なるほどね。まぁその辺りはいい。それで……魔乖術師である君はここでなにをしていたんだ？　まさかわざわざこんな極きよく東とうの島国でストリートファイトの大会でもあるのか？」


「わたしたちがここに来た目的は一つ。〈プラクトフォル・バンケット〉に参加するためよ」


　プラクトフォ……耳みみ慣なれない言葉だ。発音の感じからして、ドイツ語だろうか？


「なんだ、それは？」


「慌あわてないで、基本から説明するから」


　ヨルは空になったカップを持ち上げた。


「その前に、ノドが渇のどいたわ」


「あぁ、おかわりだな」


　要求されるまま、新しい紅こう茶ちやを入れるナイト。ヨルは満足したように頷うなずきながらカップを傾かたむけつつ、説明を続けた。


「わたしたち魔乖術師には根本である指し導どう者しや的な存在がいるわ。それが〈アハト・シュレクト・フォルファレン〉よ。日本語で言うなら……〈八ヤ祖ソの禍マガ家ヤ〉とでも言えばいいかしら？」


「ヤソノマガヤ？」


「そうよ。魔乖咒はその効こう果かによって、八種の系けい統とうに分けられるわ。その系統を守るのが八つの家、すなわち〈八祖の禍家〉よ。そしてわたしは八祖の一つ、『闇ヤミ』の魔乖咒を司つかさどるシュトレンベルグ家の出身なのよ」


　少し胸むねを張はって誇ほこらしげに言うヨル。ナイトは頷いた。


「つまり、君は魔乖術師の中でも身分が高いんだな」


「まぁ、そうなるわね――話を戻もどすけど、今わたしたちは〈プラクトフォル・バンケット〉を戦っているの。日本語で〈絢けん爛らんなる魔ま宴えん〉ってとこかしら？　八祖それぞれの家の代表、世界最高位の八人の魔乖術師が集つどい、互たがいの命を懸かけ、最も華か麗れいで苛か烈れつな死し闘とうを繰くり広げる魔宴よ。八人の魔乖術師がおのれの持てる全すべての力を駆く使しして戦い、最強の魔乖術師が誰だれかを決めるバトルロイヤルね」


「最強の魔乖術師って……そんなの決めてどうするんだ？」


「この魔宴で最後まで勝ち残った魔乖術師こそが世界最強、最さい高こう峰ほうの魔乖術師であることに間違いないわ。その魔乖術師には魔乖術師の中の王、『魔王エルケーニツヒ』の称しよう号ごうが与あたえられるの。それは魔乖術師にとって最高の栄えい誉よよ」


「さっきの戦いも、その魔宴なのか？」


「えぇ、さっきの相手もわたしと同様に八祖の一つ、『滅メツ』の魔乖咒を司るヘルブスト家の魔乖術師よ」


　ナイトは今のヨルの説明を頭の中でまとめた。つまりその八人の魔乖術師は、名誉のために命を懸けた殺し合いを、こんな日本の片かた隅すみでやっているわけか。


「……それでわざわざこんな日本くんだりまで来て街まち中なかで暴あばれ回ってたのか。事情はわかったが、なんだってまたこの日本で戦ってるんだ？　戦うならよその国なんかを巻まき込こまないで、ドイツで戦ってればいいだろ」


「おあいにくさま。わたしはリンツの出身よ。ドイッチュランドじゃないわ」


　ヨルは肩かたをすくめた。ドイツ語をたまに漏もらすのでドイツと言ったのだが、違ったらしい。


「この国のことは個こ人じん的によく知っていたからね。子こ供どものころから何度も来日していたし、日本語も自信があるわ。それに、この国に魔乖術師は少ないから」


「魔乖術師が少ないのがどう関係あるんだ？」


「近代化された国の中でも、この国は単一民族の特色が強く出ているわ――要するに、この国に外国人が来ると、イヤでも目立つってこと。おまけに四方を海に囲まれているから、密みつ入国も簡かん単たんじゃないわ。ここを拠きよ点てんにしておけば、他のライバルが入国してきても不意をつかれる危き険けんが少なくてすむのよ」


「でも、目立つって意味じゃ、君も同じだろう」


　ヨルは一目で外国人とわかる風ふう貌ぼうで、おまけに一度見たら忘わすれられないほどの美人だ。街中にいればイヤでも目立つことだろう。


「そうね、相手と同様、わたしも目立つわね。でも同様に目立つなら、土地勘かんのあるわたしの方が有利よ」


「そういうものか」


　一いち応おうこの少女なりの策さくがあって日本に来たようだ。


「状じよう況きよう説せつ明めいとしては、こんなものでいいかしら？」


「まぁ、だいたいはわかった。で、これから君はどうするんだ？」


「当然、『滅』の魔乖術師との決着をつけるわ」


　ヨルは決然と言った。


「魔宴の参加者は他にもいるわ。他の連中がここに来ると厄やつ介かいだから、そうなる前に決着をつけたいわね」


「決着はいいが、ヨル。君はさっきの相手と再さい戦せんして、勝てるのか？」


　先ほどの戦いを思い返すと、ヨルは苦戦していたように思える。さっきはなぜか『滅』が引いてくれたから助かったが、相手はいつでもヨルとナイトを殺せたはずである。


　そのことはヨル自身理り解かいしていたのだろう。たちまち渋じゆう面めんを作った。


「言っておくけど、ナイト。一いつ般ぱん人じんのあなたに気を取られたせいでわたしは致ち命めい傷しようを受けたのよ。負けた原げん因いんの何割わりかは、あなただわ」


「そいつは悪かったな」


　言いがかりだが、そのことを言ってもしかたない。ヨルの自じ己こ中心的な性せい格かくは、今までの短い会話からでも充じゆう分ぶん理解できたからだ。


「それにしても、傷きずは大だい丈じよう夫ぶなのか？」


　手足の細かい傷はナイトの手によって治ち療りようされているが、ヨルの体には他にも傷があるだろう。そもそも最初ヨルは胴どう体たいを怪かい人じんの腕うでで貫かん通つうされていたはずだ。決して無む視しできるケガではないはずだが、今はケロリとしている。まったくもって不ふ可か解かいだった。


「心配は無用よ。傷はもうないわ」


「本当か？」


「心配性しようね。なんなら、調べてみる？」


　魔乖術師の少女はためらいもなく自分の服のすそに手をかけた。それを見て慌あわてて手を振るナイト。


「バカ言え、なにをする気だ！」


　その反応を見たヨルは唇くちびるのハシを持ち上げ、鼻で笑った。


「冗じよう談だんに決まってるじゃない。わたしの体はそんなに安くないわ。なにを期待したのかしら、坊ぼうやは？」


「……安くないってことは、金さえつめば売るって意味か？」


「そうね。あなたが一生かかっても払えきれないほどの金きん額がくだけどね」


　このヨルと言う少女、やはり食えない相手だな、とナイトは内心呟つぶやいた。無む論ろん口に出したりするような愚おろかなマネはしない。口に出せば、きっと倍の勢いきおいで嚙かみつかれるだろうから。


「とにかく、わたしにケガの心配は無用よ。そうね……ナイト。手を出してみなさい」


「？　手相でも見るのか？」


　なにがしたいのかは知らないが、言われた通り右手を前に出した。


「動かないでね」


　ヨルは差し出された手に左手を絡からませてきた。なにをするのか、とナイトが怪け訝げんな表情を浮うかべた瞬しゆん間かん、右手に鋭するどい痛いたみが走った。


「チッ!!」


　ヨルがいつのまにか片かた手てにナイフを握にぎり、それでナイトの指先を切ったのだった。刃先はかなり鋭かったらしく、傷は結けつ構こう深かった。たちまち赤い血が流れ出て、床ゆかに滴したたった。


「いきなりなにをする！」


　ヨルはそれにはなにも答えず、無言のまま指先を宙ちゆうで動かしてなにかの図形を描えがいた。するとナイトの指先が一瞬輝かがやき、痛みが和やわらいでいった。


「ん？　痛みが消えた？」


「傷は塞ふさがっているはずよ」


「バカな」


　指先を汚よごす血をぬぐって見ると、たった今切り裂さかれた傷は跡あと形かたもなくなっていた。


「おいおい、今のはどういう手品だ？　まるで魔ま法ほうだな」


「だから、これが魔ま乖かい咒じゆよ。わたしの使う『闇ヤミ』は『始まりの混こん沌とん』から力を引き出す魔乖咒で、回かい復ふくにすぐれた技わざよ。今みたいな傷を塞ぐことくらい、朝飯前アインフアツク・ザツクよ」


「ケガがないのはいいが……それで勝てるのか？」


　そこでヨルは初めて言葉に詰つまった。黙だまり込む少女の様子を見る限かぎりでは、状況は少女にとって不利なようだった。


「やっぱり、勝てないのか？」


「勝てないとは言わないわ。ただ、苦しい戦いになるわね」


　ヨルは重々しく答えた。


「『滅メツ』は八や祖その中でも戦せん闘とうに特化した魔乖咒を使う一族よ。その実力は、戦闘面においては八祖最強と言われているわ。今回の魔宴でも優ゆう勝しよう候こう補ほの一人に上げられる相手だわ」


「そんな相手と、どう戦うんだ？」


「わたしだって勝算のない戦いはしないわ。いくら相手が『最強』と呼よばれているとは言え、絶ぜつ対たいに勝てない相手ではないし」


　まぁ、ヨル本人がそう言うならば、それを信じるしかないが。


「それはそれとして、ナイト……一つ聞きたいんだけど、あなた、家族はいないの？」


　この家に現在、二人以外の人の気配はない。ナイトはあぁ、と頷うなずいた。


「家族は両親がいるけど、二人とも海外の支し店てんに赴ふ任にん中。俺おれは日本を離はなれたくないってワガママを言って、目下一人暮ぐらしだ」


「そう……好都合だわ」


「好都合って、なにがだよ？」


　ヨルの返事にキナ臭くさいものを感じた。なんだか、イヤな予感がする。


「……決めたわ。わたし、この家にしばらくホームステイすることにしたから、よろしく」


　と、ヨルは平然とのたまった。そのあまりに何気ない物言いに、ナイトは頷きかけた。


「あぁ、ホームステイか……って、正気かよ！　なんでまた！」


「だって、この街に知り合いって、あなた以外にいないんだもの。安心して。滞たい在ざい費ひは払はらうし、迷めい惑わくはできる限りかけないようにするから」


「もう充じゆう分ぶん迷惑かけているだろ！」


「だから、できる限りって言ってるでしょ？」


　ニッコリ、とヨルは輝かがやくような笑えみを浮かべた。なんて恐おそろしい少女だ。その日会ったばかりの他人の家に泊とまると来たぞ。いったいなにを考えているのだ。


「まぁ、落ち着きなさいな、ナイト。騎士リツターっていうのは、常つねに冷静であるものよ」


「俺は落ち着いている。自分が魔乖術師だと名乗る頭が少し不自由な少女にいきなり自じ宅たくを占せん領りようされることになったとしても、冷静に警けい察さつへ通つう報ほうすることができるくらいには落ち着いているさ」


　電話へ向かおうとするナイトを見て、ヨルは肩かたをすくめた。


「そういう行動はあまり感心しないわね。ま、連れん絡らくしたければしてもいいけど、たぶんムダよ」


　なぜか余よ裕ゆうたっぷりな態たい度どでヨルは長い足を組み替かえた。


「わたしたち魔ま乖かい術じゆつ師しは世界の裏うら側がわを支配してきた存そん在ざいよ。わたしたちがどうして世間一いつ般ぱんに知られず隠かくれ住むことができるか、その理由はわかる？」


「さぁな。誰だれも来ないドイツの山やま奥おくに隠れ住んでいるからじゃないのか？」


　ナイトの皮肉にも動じず、ヨルは苦く笑しようしながら指を振った。


「だからわたしの出身はリンツだって……ともかく、違うわ。魔ま境きようという魔境は探たん検けんしつくされ、地球上に人類が足を踏ふみ入れていない場所などないわ。そんな状じよう態たいでどこに隠れ住むことができると言うの？」


「地球上にないなら、月にでも隠れてたのか？」


　今度はヨルもニコリともせず、諭さとすような口調で説明を開始した。


「わたしたちは社会の裏を支配しつつ、表の権けん力りよく構こう造ぞうにも介かい入にゆうしているからよ。わたしたち魔乖術師は時の為い政せい者しや、各国の行ぎよう政せい、経けい済ざいの中心組そ織しきは無論、警察や軍事関係の力とも裏で結びついているのよ。わたしたちには、そうすることができる力があるからね。だから警察に電話しても、ムダよ。相手にされないわ。そういうシステムになっているの」


「……だが、この国に魔乖術師は少ないと言ったはずだ」


「よく覚えているじゃない。頭の回転は悪くないようね」


　と、少し感心した素そ振ぶりを見せるヨル。だが、彼女の余よ裕ゆうは消えなかった。


「確かにこの国にわたしたちの仲間は少ないけど、ゼロじゃないわ。ウソだと思うなら、朝まで待ってみなさい。わたしたちがあれだけ街まち中なかで暴あばれて、破は壊かいの爪つめあとが残っていても、事じ件けんには決して発はつ展てんしないから」


　その余裕がただのハッタリだと言い切るのは簡単だが、ヨルからは確かに裏打ちされた自信のようなものが感じられた。どうも、ナイトに逃にげ道はないようである。無む意い識しきにナイトは奥歯を嚙かみ締しめた。


「…………」


「あら、怖こわい顔をして、怒おこらないで。この話はあなたにとっても悪いものじゃないはずよ」


「俺にどんなメリットがある？」


「あなたは魔ま宴えんを見てしまったのよ」


　ヨルは声のトーンを一段だん下げた。


「魔ま乖かい術じゆつ師しの存在は、一いつ般ぱん人じんには極ごく秘ひ事じ項こうよ。だからこそ、さっきの戦いも、人払いの魔乖咒を使って人に見られないようにしていたの。でも、あなたは見てしまった。目もく撃げき者しやは、口くち封ふうじをしないとならないわ」


「俺を、殺す気か？」


　油ゆ断だんなく身み構がまえるナイト。ヨルとはテーブル一枚まいを隔てた距きよ離りしか離れていない。いざとなったらいつでもテーブルを蹴けり上げられるよう、自然と足を組み替えるナイト。


　が、ヨルはそこで表ひよう情じようを和やわらげた。


「安心しなさい。わたしはあなたを害するつもりはないわ。でも、『滅メツ』の魔乖術師はどうかしら？　あなたも見た通り、あいつは目的のためには手段を選ばない相手よ。このままだったら、あなたは確かく実じつにあいつに殺されるわ」


　確たしかに、あの魔乖術師はナイトに対して明確な殺意を抱いだいていた。


「そこでわたしの出番よ。わたしは魔ま宴えんに参加する以上、あいつを倒たおさなくてはならないわ。そしてあなたのそばにいれば、あなたをあいつから守ることができる。利害関係が一いつ致ちしてるでしょ？」


　ナイトは腕うで組ぐみをして考え込んだ。ヨルの話はあまりに突とつ拍ぴよう子しもない。全すべてデタラメと断じることは簡かん単たんだ。だが、すでに現実としてナイトは巻まき込まれてしまっているのだ。今さらなにもかも見なかったことにしてベッドに入る、という選せん択たく肢しは残されていなかった。


　しばしの黙もつ考こうの後、ナイトは口を開いた。


「……言っておくが、俺はしごくまっとうな常じよう識しき人じんでね。魔乖咒だとか魔法だとか言われても、信じられない」


　ナイトはまず、そう断言した。それは現状に至いたっても変わらないナイトの信念だ。ヨルは片かた眉まゆを上げて少し驚おどろいたようだった。


「さっき、あれだけ実じつ際さいの魔乖咒を目撃したのに？」


「あんな光景は、映えい画が館かんのスクリーンの中じゃありふれたものだ。それに俺が夢む幻げんを見たという可か能のう性せいもある」


「ご立りつ派ぱな現実主義者レアリストだこと」


「だから俺は君の話を話半分だと思っている」


「疑うたぐりぶかいのね」


「いや、違ちがう。ウソか本当かを判断する材料は足りないが、少なくとも半分くらいは信じている。無論君が今世紀最大のペテン師で、俺をまんまと口車に乗せているという可能性もあるがな」


　ヨルは肩をすくめた。


「まぁ、信しん頼らい関係は今後築いていけばいいわ」


「そしてもう一つの問題だ。実は俺の人生のモットーは『平へい穏おん無ぶ事じ』でね、厄やつ介かいごとには極力関かかわらないようにしているんだ」


「面おも白しろみのない人生だこと」


「面白さを求めて危き険けんに巻き込まれるよりはマシさ。そして、君と関わるのは、明らかに危険だ」


　ヨルもその点はアッサリ頷うなずいた。


「えぇ、危険よ。でも、わたしと別れたとしても、あなたの危険度は変わらないわ」


「そうだな。だがそうだとしても、俺おれは目立つのは嫌きらいなんだ」


　全すべてにおいて中ちゆう庸ようで平へい凡ぼん。それがナイトの目指す理想だ。


　そしてこの期ごに及およんでそんなことを言うナイトを、ヨルは信じられない、という顔で見つめた。


「本気で言っているの？　『滅』の危険性はあなたもわかっているはずよ？」


「そうだとしても、自分の身は自分で守るさ」


　ナイトは肩をすくめた。彼の決心は変わらなかった。


「そう……わかったわ。なら、わたしからこれ以上言うことはないわ。あなたがそう言うなら、こちらから無む理り強じいはできないしね」


「……まぁ待て。話は終わってない」


　と、去ろうとするヨルをナイトは呼よびとめた。


「関わりあいになるのはゴメンだが……あいにく俺は、ごく普ふ通つうの高校生にすぎなくてね。手から火とか雷かみなりを出す魔乖術師を相手に戦う自信はさすがにない」


　あぁ、ナイトは内心ため息を吐ついた。どうして自分はこう、お人よしなのだろう。いつもいつも他人とはできるだけ関わりあいにならないようにしているのに、結局は関わってしまって、そして厄介なことになっていくのだ。今日だけでもイヤというほど巻き込まれて、命の危険にさらされたのだ。これ以上ヨルに肩入れすればますます深みにはまるというのは目に見えている。なのに、どうしてこんなことを言うのだ？　一時の感情に身を任まかせれば、後で絶対後こう悔かいするのに……


　だが、後悔してももう遅おそい。ナイトは言葉を続けた。


「まぁ、そういうわけだから……」


「つまり、わたしに『滅』から身を守って欲ほしいってことでしょ？」


「違う、その逆ぎやくだ」


　そこでナイトは少しだけ皮肉っぽく笑った。


「仮かりに魔乖術師を名乗る少女に自じ宅たくを占せん拠きよされたとしても、俺にはそれを止める力もなにもないってことだ」


「占拠って、どういうことよ？」


「つまり、君が勝手に、この部屋の隣となりにある客間に住みついたとしても、俺としてはどうしようもないってことだ」


　ヨルはナイトの言葉を嚙かみ締しめるようにしてしばらく考えた。


「なら、わたしはここにいてもいいのね？」


「それは君の勝手だ。自由にするといい……しばらくは両親も帰ってこないからな」


　結局こうなってしまったか、とナイトは肩をすくめた。どうして自分からヨルを助けてしまったのか、自分でもよくわからなかった。


　他人と関わらないようにするのがナイトのモットーだ。本来なら、こんな厄介ごとを抱かかえた外国人の少女など無む視ししてしかるべきだ。だがどういうわけか、ヨルの顔を見ていると見み捨すてることができないのだ。なぜかお節せつ介かいを焼きたくなってしまう。どうしてだろうか？


　ヨルのそのいかにも外国人然とした顔を見ていると、なぜか平静を保たもっていられないのだ。その吸すい込まれそうな青い目を見ていると、自分は……


「ありがとう、ナイト。言い方は素す直なおじゃないけど、その心こころ遣づかいには感かん謝しやするわ」


　ヨルがいきなりこちらを見て礼を述のべてきた。ナイトは少しだけ顔を赤くし、慌あわてて視し線せんをそらして頭をかいた。


「礼を言われることじゃない。君が勝手に客間を占拠するだけの話だ」


「そうだとしても、ありがとうとわたしは言うわ。あなたに最大限の感謝を」


　と、またも優ゆう雅がに礼をするヨル。仕草がいちいち絵になるのは、整った外見だけでなく、家いえ柄がらのせいでもあるのだろうか。


「まぁ、なんだ。ヨル。君もあまり目立ちたくはないのだろう？　なら変にホテルとかに泊とまるより、ここで隠かくれ住んだ方がいい。ただし、さっきも言った通り俺は目立つのは嫌いなんだ。極力、目立つ行動は避さけてくれ」


「言われるまでもないわ」


　それに、理由は他にもあった。ナイトは今まで自分の実力を隠して生きてきた。それはこのつまらない世界で力を発はつ揮きするのに空むなしさを感じていたからだ。だが、先ほど魔宴に巻き込まれたとき、命の危機にさらされたとき、ナイトは確かに高こう揚よう感を感じたのだった。


　今までなにをしても冷めていたナイトが、熱くなった瞬しゆん間かん。自分の全ぜん霊れいを打ち込めるなにかを、ナイトはそこに感じていたのだった。


　そして、最後にもう一つ理由がある。それはナイトの記き憶おくだ。昔――どこかで会った気がする――ナイトはそれを確かめるべく、口を開いた。


「ヨル……一ついいか？」


「ん？」


「昔、ある人に教えられたんだ。正せい義ぎを貫つらぬくなら、困こまった人を助けるのは当然のことだってな」


「だからわたしを助けてくれるの？」


「あぁ、それも理由の一つさ」


　不思議だ。別に今のことは言わなくてもいいのに、どうしてヨルに言ってしまったのだろう？　だが、なんとなく言わねばならない気がしたのだ。


「ねぇ、ナイト。あなたにそれを教えてくれた人は、あなたにとって大切な人？」


「ん？　あぁ、まぁ、そうだな……正直言って、昔のことすぎてその人のことをほとんど覚えてないんだ。ただ、それでも完全に忘わすれてないってことは、大切だったんだろうな」


　その返事を聞くと、ヨルはナイトの顔を興きよう味み深ぶかそうに見つめて微ほほ笑えんだ。


「どうしたんだ？」


「別に。ただ、こんな極きよく東とうの島国で、立りつ派ぱな騎士リツターに会えるなんてね――いいえ、この国の言葉で言えば、武ぶ士しって言うのかしら？」


　面と向かって言われると、妙みように気き恥はずかしかった。ナイトは照れを隠すように横を向いた。


「客間はそこだ。汚よごさないなら、家の中のものは好きに使ってくれていい」


「商談成立、ってことでいいのかしら？」


　ニコリ、と笑うヨル。その笑顔は、男なら誰だれもが見み惚とれる類たぐいのものだった。


「よろしく、清夢騎人――日本のナイトヤパーニツシユ・リツターさん」


　差し出された少女の手を、ナイトは握にぎり返した。


「こちらこそ、美しい魔ま乖かい術じゆつ師しさん」


　少しキザなセリフを言ってみたが、ヨルは自信たっぷりに言い返してきた。


「わたしが美しいということは自分でよくわかっているから、今さら口に出さなくても結けつ構こうよ」


　美人な上に、すごい自信家だ。


「とりあえず、少しおなかが減へったわね。夕食はまだかしら？　日本食も悪くはないけど、ハムとチーズが欲ほしいわ」


　……おまけに、遠えん慮りよ知らずでワガママな魔法使いだ。





　衝しよう撃げきの事じ件けんが起きた翌よく日じつであっても、日常はいつもと変わらず始まる。ナイトもまたこの世界で生きていく以上、普ふ段だんどおりに日常を過ごさねばならなかった。すなわち、いつもと同じように朝になったら学校へ行ったのである。


　ただ、普段より少し登校が遅れるくらいは見み逃のがしてくれてもいいだろう。普段より十分ほど遅れてナイトが教室の自分の席につくと、待ち構えていたように陣じん矢やと杏あん子ずが近ちか寄よってきた。


「おっす、ナイト。遅いぜ、今日はいったい……って、おまえどうしたんだ、その顔！」


「ん？　顔がどうかしたのか？」


「ナイト、鏡見てないの？　ひどい顔よ」


　杏子がポケットから手鏡を取り出し、ナイトに向けてきた。鏡の中に映うつったナイトの顔――ひどく青ざめて病人のようだ。全体的に疲つかれた雰ふん囲い気きが漂ただよい、目元にうっすらクマができていた。


「いや、少し予習に時間がかかって、昨日あまり寝ねてないんだ」


　そうごまかしてみるが、付き合いの長い悪友たちはあまり納なつ得とくした顔はしてなかった。


「予習？　テストもまだ先だってのに、なんでまた？」


「いろいろあったんだよ、俺おれにもな」


　杏子が気き遣づかわしそうにナイトの顔をのぞき込んだ。


「本当に大だい丈じよう夫ぶ？　本気で顔色悪いわよ」


「これくらい平気さ」


「そんな様子で、朝ご飯は食べてきたの？」


「イヤ、ゴタゴタが続いてな、時間がなかった」


「もう、どうなっても知らないわよ」


　呆あきれはてた、と杏子はため息を吐ついた。しかたない、といった素振りで自分のカバンの中から小箱を取り出すと、それをナイトのテーブルにおいた。


「あげるから、それでも食べなさい」


「これは？」


　有名な栄養サプリメントの箱だった。箱は開けられ、中身は半分ほど残っていた。


「いざって時のためにカバンに入れてるの。食べかけで悪いけど、ないよりはマシでしょ？」


「あぁ、悪いな、シュガー。気を使わせて」


「ま、気にしないで。いつも宿題見せてもらってるお礼みたいなもんよ。それと、シュガー言うな」


　少し照れたように言う杏子。と、隣となりから陣矢も手を伸のばしてナイトの机つくえに惣そう菜ざいパンを置いた。


「俺からもだ。昼飯用に途と中ちゆうで買ってきたやつだけど、食え」


「それじゃ、お前の昼飯がないだろう？」


　陣矢は気にするな、と片かた手てをヒラヒラさせた。


「いいよ。混こむけど、昼に購こう買ばいに走ればいい。気にしないで食え」


「あぁ、気を使わせたみたいだな」


　今さら遠えん慮りよをするような間あいだ柄がらでもない。ナイトは友人の差し入れをありがたく受け取ることにした。実じつ際さい食料を目の前にしたら、忘わすれていた食しよく欲よくがぶり返してきたのだ。モサモサと、遅れた朝食を口にするナイト。


　真っ先にパンに手を伸ばし、自分の渡わたしたサプリメントはわきに追いやられている――杏子はそんな状じよう況きようを前にして、隣の陣矢の頭を叩たたいた。


「いてっ！　なにしやがんだ、砂さ糖とう女！」


「うっさい、生しよう姜が男！　あんたが余よ計けいなことするから！」


「余計って、なにがだよ？」


「大きなお世話よ！」


　なぜか杏子の機き嫌げんが悪い。いったいどうしたというのだろうか？　最近自分は女運が悪いのかもしれないな――パンを食べながら、ナイトは今朝の出来事を思い返した。それは出発が少し遅れた原げん因いん、ヨルのことだった。


　結局昨夜はあの後、ヨルと夜通し話し合った。なにしろ、敵てきはいつ襲おそってくるか全くわからないのである。襲しゆう撃げきに備そなえ、二人を取り巻く状況を迅じん速そくに理り解かいする必要があった。二人が互たがいに知っていることを語り合って情じよう報ほうを交こう換かんしていたら、結局徹てつ夜や同然になってしまったのだ。


　朝明るくなって、学ランの制せい服ふくを着て登校の準じゆん備びを始めたナイトに、ヨルが怪け訝げんな顔を向けてきたのがことの発ほつ端たんだった。


「ナイト。どこへ行く気？」


「学校だ」


　それを聞いたヨルは血相を変えた。


「バカなことを言わないで。この状況で不用意に外へ出るなんて、危き険けん極きわまりないわ。しばらくはこの家から外に出ないで、襲撃に備えるべきよ」


「バカを言え。健全な男子高校生がそうそう理由もなく学校を休めるか」


「学校と命と、どっちが重要なのよ！」


「そんなもの比くらべようがない。一キログラムと一キロメートル、どっちが大きいかと聞かれても困こまるだろう？　それと同じだ」


「とにかくダメなものはダメよ！　外出は認みとめられないわ！」


　そのまま三十分くらい二人は言い争ったが、議ぎ論ろんは平行線でどうしようもなかった。


「とにかく、俺は登校する。こう見えても、小学校のころから無む遅ち刻こく無欠席の皆かい勤きん賞が続いているんだ。その記録を停止させるわけにはいかん」


　それはナイトにとって数少ない誇ほこりだった。だが、その誇りもヨルには伝わらなかったようだ。


「ウワ、地味な記録ね」


「地味でなにが悪い。地道な積み重ねが確かく実じつに自分の益えきになるんだ」


「日本人らしい慎つつましさという悪徳を持っているようね、あなたは」


　ヨルの言葉には皮肉のスパイスがたっぷり効きいていた。ジトリと目の前の少年を半はん眼がんで見つめ、ヨルは尋たずねた。


「で、どうあっても学校に行くのをやめる気はないの？」


「当然だ」


「わたしが泣いて引き止めたとしても、気は変わらない？」


「君がそう簡かん単たんに涙なみだを流すとは思えないけどな」


　その言葉にヨルは心外だ、とこぼした。


「失礼ね、わたしだって女よ。涙だって流すこともあるわ」


「なら今ここで泣くのか？」


「…………」


　ヨルが複ふく雑ざつな表情を浮うかべた。なんだか話が妙な方向に曲がっていることに、今さらながら気付いたようだった。


「どうした？　泣くんじゃないのか？」


「……バカね。女は涙を安売りしないものよ」


「できないなら、最初からそんなこと言うんじゃない」


　ナイトとしてはあまり強い口調で言ったつもりはなかったのだが、この言葉へのヨルの反はん応のうは激げき烈れつだった。


「なによ！　わたしに――魔ま乖かい術じゆつ師しに不ふ可か能のうはないわ！　今の言葉は取り消しなさい！」


　予想外の反応に、少し言いすぎたかとナイトも反省した。


「……悪かったな。言いすぎた」


　だが、ヨルはナイトの素直な反応が逆に気にいらなかったらしい。険けわしい顔のままナイトを睨にらんでいる。


「なによ、あっさり頭下げれば全すべて水に流れるとでも思ったの？　だから日本人は嫌きらいよ！　面めん倒どうごとは全部曖あい昧まいな態たい度どでごまかそうとするんだから！」


「ならどうしろって言うんだ？　君をバカにしたことは謝あやまるさ。君はれっきとした女で涙だって流すし、魔ま乖かい術じゆつ師しの君に不可能はない。これじゃ不満か？」


「その口調は、これっぽっちもわたしを信じてない口調ね」


　ヨルは疑うたがわしげにナイトを睨んできた。自分とさして身長の変わらない外国人の少女に睨まれると、けっこう迫はく力りよくがある。ナイトはヨルに圧あつ倒とうされつつも、表面上は平静を保たもったまま首を振った。


「……信じてるさ」


「最初の間まはなによ！　信じてないんでしょ！」


「信じてるって」


「いいえ、信じてない――いいわ、なら、証しよう拠こを見せてあげるわ！」


　ヨルはナイトに指を突きつけ、決然とした口調で言い放った。


「なんでもいいから、言ってみなさい。魔乖術師に不可能はないってことを見せてあげるわ！」


「いや、別に……」


「いいからなにか言いなさい！　魔ま乖かい咒じゆでなんでも一つだけ、あなたの望みを叶かなえてやるわ！　さぁ、なにが欲ほしい！　金銀財ざい宝ほう？　地位や名めい誉よ？　それとも、頭が良くなりたい？　強くなりたい？　さぁ、なんでもいいから一つ言いなさい！」


　ムキになったように叫さけぶヨル。どうも変なスイッチが入ってしまったらしい。困ったな、とナイトは頭をかいた――これ以上時間をかけてたら遅刻してしまう。


「なんでもいいのか？」


「えぇ、魔乖術師に不可能はないわ」


　適てき当とうなことを言ってなんとかごまかすことにしよう。今はさっさとこの場を切り抜ぬけるのが先決だ。いつまでも、昨日会ったばかりの少女と遊んでいるヒマはない。ナイトは適当な願いを言うことにした。


「じゃぁ、リンゴが食べたいから、リンゴをくれ」


　が、ヨルはたちまち不機嫌な声を漏もらした。


「はぁ？　あなた、わたしをバカにしてるの？　そんなこと、魔乖咒じゃなくたってスーパーに行けば買えるじゃない！　もうちょっとマシなことを言いなさい！」


　さすがにリンゴじゃムリか。もう少し難なん易い度どを上げよう。


「なら、スイカが食べたい」


「くだらないわね、もう少し高こう尚しような願いは言えないの？」


「なら、松まつ阪ざか牛ぎゆうのステーキが食べたい」


「食べ物ばっかり。願いが食欲と直結してるのは、精せい神しんが成せい熟じゆくしていない証拠ね」


　さすがのナイトもだんだん腹はらが立ってきた。ただ願いを言っただけで、どうしてここまで言われなくてはいけないのか。いや、そもそも、どうしてヨルはここまで反発してくるのか。すでにナイトは悪かったと頭を下げたはずだ。これ以上なにをすればこの少女は満足するのだ。冷静に考えれば考えるほど、自分に非ひがあるとは思えなかった。


　ヨルがナイトを急せかしてくる。


「さぁ、どうなの、ナイト？」


「……ヨル。君は言ったな、魔乖術師に不可能はないと」


「えぇ、あなたの貧ひん困こんな想そう像ぞう力で思いつく願い程てい度どをかなえるのは造ぞう作さもないことよ」


　いいだろう、そこまで言うなら、飛びっきりの願いを言ってやろうではないか――ナイトは目の前の魔乖術師の鼻をあかしてやろうと決心した。


「なら、俺おれの願いを言うぞ」


「えぇ、好きになさい」


　余よ裕ゆうたっぷりな様子のヨルに向かって、ナイトはその願いを口にした。


「今すぐ四つんばいで三回まわってワンと鳴け」


「……は？」


「聞こえなかったか？　犬のマネして三回まわってワンと鳴けと言ったんだ。男が相手なら全ぜん裸らにしてやるところだが、さすがにそこまではカンベンしてやる」


　ヨルはあっけにとられた顔をしていたが、やがてナイトの言葉に気付くと顔を赤くした。


「バカにしないで！　なんで誇ほこり高き八や祖その一ひと柱はしらでもあるこのわたしが、犬のマネを……」


「おや、魔乖術師に不可能はないんだろ？」


「うっ！」


　ナイトも徹てつ夜や明あけで機き嫌げんが悪くなっていた。ヨルの逃にげ道を塞ふさぎ、追い詰つめていく。


「不可能はないとまで言って、まさかできないとは言わないよな？」


「な!?　そんなこと誰だれだってできることでしょ！」


「なら、できないとは言わないよな！」


「うっ……」


　口ごもるヨル。あと一歩だな、とナイトはトドメの言葉を言った。


「それとも誇り高い八祖の一人である魔乖術師さんは、同どう居きよ人にんと交かわした約束をあっさりやぶる程度のプライドしか持ち合わせてないのか？　いやはや、それはまたずいぶんご立りつ派ぱな身分だな」


「…………」


　とうとうヨルはうつむいたまま黙だまり込んでしまった。少し大人気なかったかな、とナイトは思ったが、まぁこれくらいは言ってやってもいいだろう。これでヨルもこれ以上無茶は言うまい。さて、このあたりで話を落としどころへもっていくとするか。


「さぁ、ヨル。これにこりたら……」


「……じゃない」


「ん？　なんだ？」


　ヨルは据すわった目つきでナイトを睨にらみ、大声で叫さけんだ。


「やってやろうじゃないのよ！　魔ま乖かい術じゆつ師しを甘あまくみないことね、ナイト！　わたしの裏うらをかいたつもりかもしれないけど、舐なめないでよ！　三回まわってワンと鳴け？　いいわよ、そんな簡単な願いでいいって言うなら三回でも三百回でもやってやるわよ！」


　ヨルがキレた。ナイトが追い詰めすぎてしまったのだ。マズイな、とナイトは思ったが、もはや後の祭りだ。


「いや、ヨル。少し言いすぎてしまったようだが……」


「黙りなさい！　今すぐやってあげるから、そこでかつ目もくして見ていなさい！」


　止める間もなかった。ヨルは宣せん言げん通り床ゆかの上にヒザをつくと、そのままグルグルとおそろしい勢いきおいで回転しだした。


「三回まわって――ワン！　ほら、どうよ、満足したの、え、ナイト！」


　怒ど鳴なるように叫びながら、ヨルは背はい後ごを振ふり返り――そこには誰もいない廊ろう下かがあるだけだった。廊下の先にある玄げん関かんの扉とびらはなぜか開け放たれたままだった。


「に、逃げたわね！　なにが騎士リツターよ、ただの卑ひ怯きよう者ものじゃないのよ、ナイト!!」


　羞しゆう恥ちのせいか、怒いかりのせいか――おそらく両方だろうが――顔を赤くしたヨルは誰もいない家の中で一人絶ぜつ叫きようしたのだった。


　――まぁそんなわけで、ヨルとはなかばケンカ別れして家を飛び出してきたのである。さすがに朝の行動は大人気なかったな、とナイトは反省していた。


　授じゆ業ぎよう中ちゆうノートと教科書を広げてはいるが、教師の話は半分も頭に入ってこない。気になるのは、ヨルのことだ――冷静になってみれば、彼女も不ふ慣なれな外国に来て、なにかと不安も多いことだろう。精神が不安定になるのも無理からぬことだ。そんな彼女を言葉責ぜめで追い詰めるなど、日本男児として、いや、人間として恥はずかしい。これは家に帰ったら潔いさぎよく謝らねばなるまい――と、ナイトは朝の行動を猛もう省せいした。やはりこの少年、無ぶ愛あい想そうながらも真まっ直すぐな性しよう根ねをしている。


　授業は次々と進行していったが、日ごろの一割程度も集中できなかった。ヨルのことが気になるのも無論、やはり今後の進しん退たいも頭が痛いたいところだ。


　とりあえず当面の敵である『滅メツ』の魔乖術師は強敵だ。八系けい統とうの八祖のうちでも最強と呼ばれる『滅』。さらに気になることをヨルは言っていた。


『今回の魔ま宴えんに参加する『滅』の魔乖術師は一族稀き代たいの魔乖術師って噂うわさでね、かなり手て強ごわいらしいのよ。ついたあだ名はそのまま『最強』。事前情報で優ゆう勝しよう候こう補ほの一人にあげられているわ』


　ヨルはそこでさらに付け加えた。


『もちろんわたしも才さい能のうでは負けてないつもりだけど、今回の魔宴に参加する魔乖術師ってのが、これまた誰も彼もが百年に一度の天才って連中ばかりでね、今回は激げき戦せん中の激戦って言われているのよ』


　ともあれ、楽な戦いでないのは最初からわかっていたことだ。とりあえず昨夜二人で決めた今後の方ほう針しんは、ヨルの傷きずを癒いやしつつ再さい戦せんに備そなえて準備を整えるという無ぶ難なんなものだった。現げん状じようではそれが最さい善ぜんだろう。


　――と、いろいろと考えているうちに午前の授業も終わった。昼休きゆう憩けい、食事の時間だ。


　普段のナイトは、昼食に弁べん当とうを持って来ることが多い。一人暮ぐらしをしているが、外食ばかりだと飽あきるし、経けい済ざい的にもよろしくない。簡かん単たんなものではあるが、普段から自じ炊すいを心がけている。昼食には、夕食の残り物を適てき当とうにつめた弁当を用意することが多かった。


　しかし今朝はそんなことをする余よ裕ゆうがあったはずもない。今日のところは購こう買ばいか、食堂を利用するしかないようだ。


　と、そんな友人の様子を目ざとく見つけた杏子が声をかけてきた。


「あら、ナイト。今日はお弁当じゃないの？」


「あぁ、少し忙いそがしくてな、今日は作ってこれなかった」


　自分用の小さな弁当を机つくえに広げる杏子に、ナイトはそう答えた。杏子はハシを片かた手てに持ってナイトを見上げた。


「やっぱ、一人暮らしだとなにかとタイヘンでしょ？　ちゃんと食事できてるの？」


「あぁ、普段は大だい丈じよう夫ぶ。今日はタマタマさ」


「……なんなら、お昼のお弁当くらい用意してあげよっか？」


　と、唐とう突とつに杏子が提てい案あんしてきた。その言葉はナイトも予想していなかった。


「？　いや、それは悪いだろ」


「遠えん慮りよなんてしないでいいわよ、あたしたちの仲じゃない？　普段いろいろお世話になってるから、そのお礼にね」


「……見返りに、宿題を見せろってことだな」


「ま、持ちつ持たれつってね」


　と、微ほほ笑えむ杏子。計算高い言葉のようだが、現状ですでに杏子は毎回ナイトのノートを写しているのだから、実じつ際さいにナイトがこれ以上払はらう代だい償しようは必要ないわけだ。


「あ、でも本当に遠慮しないでいいのよ。お弁当なんて簡単なものしか使ってないし、うちは家族多いから今さら一人分増ふえてもかかる手間は大差ないからね」


「……本当にいいのか？」


　正直なところを言えば、自炊というのはなにかと面めん倒どうだ。作ることと食べることは楽しいのだが、後片付けが面倒くさい。そんなナイトにとって、杏子の提案は魅み力りよく的てきだった。


「えぇ、なんならさっそく明日から用意してきてあげよっか？」


「……頼たのめるなら、お願いしてもいいか？」


「うん、任せておいて。帰ったらさっそくお母さんに言っておくから」


　って、弁当作るのは母親か！　――いや、別に誰が作ってもナイトは構かまわないが。


「さて、明日からはいいとして、今日は食べるものがないから学食にでも……」


　そこでふと動きを止めるナイト。なにか、大切なことを忘わすれているような気がする――


　そこで思い出した。


　今ここでナイトに食べるものがないということは、家でヨルが食べるものもないということだ。すっかり忘れていた。


　ヨルに料理の心得があるのかどうかはよく知らないが、昨夜の夕食はナイトが料理している間まったく手出しせず、食べる専せん門もんに徹していた。いや、仮かりにヨルに料理の才能があったとしても、今あの家には食材がほとんどない。


「まずったな……どうしたものか」


『滅』の居い場ば所しよがわからない以上、あまり外を出歩いて目立つ行動をヨルはしないはずだ。きっと今ごろ、食べるもののない家の中で空くう腹ふくを抱かかえていることだろう。


　朝ケンカ別れしたのだから、今さら顔を合わせづらい。しかし、ここで知らん振りを決め込むというのも問題だろう。いや、これは逆ぎやくにチャンスだ。外でなにか食べものを買って、空腹のヨルに届とどければ、それはきっと仲直りのきっかけとなるだろう。


「よし……一いつ旦たん帰るか」


　そうと決心したら、早く行動せねばなるまい。なにせ、昼休憩はあまり長くない。家まで往おう復ふくしていたら、ほとんどが潰つぶれてしまうだろう。ここは、家と学校の中間にある弁当屋でなにか買っていこう。昨日の夕食でヨルはハムやソーセージを喜んでいたので、肉料理が好きなのだろう。ここは奮ふん発ぱつして、カルビ弁当でも買って帰ればきっと元通り仲直りが……


「てめぇ、ナイト!!　この犯はん罪ざい者しや、てめぇなにをしたぁぁぁぁぁ!!」


　と、背はい後ごからいきなり陣矢がナイトに組み付いてきた。ナイトのクビに手を回し、容よう赦しやなく締しめ付けてくる。咄とつ嗟さにナイトはアゴを引き、なんとか気道を確かく保ほするのに成功した。


「な、なんだ、ジンジャー。いきなりなにをする！」


「すましやがって、てめぇ、いったいなにをしたんだ、隠かくしてもムダだぞ、さぁ、吐はけ、あの美人とお前はいったいどういう関係だ！」


「待て、なんのことかさっぱり……って、美人？」


　なぜか、その単語がひどく気になった。強ごう引いんに陣矢の束そく縛ばくを振ふりほどき、ナイトは陣矢に詰つめ寄よった。


「その美人ってのは、誰のことだ？」


「聞いてるのはこっちだ！　さっき廊ろう下かを歩いていたら、いきなり話しかけられたんだよ！　それもパツキン美女に！」


「パツキンって、ジンジャー、あんたいつの時代の人間よ？」


　呆あきれたような杏子の声も気にせず、陣矢はそのまま一気にまくし立てた。


「お前は黙だまってろ、砂さ糖とう女！　――で、その美女は俺おれに優やさしい微び笑しようを浮うかべて聞いてくるじゃないか、『この学校に通うスガムナイトのクラスを知りませんか？』ってな！　てめぇ、いったいいつのまにあんな美女と知り合いになったんだよ！」


　ナイトは額ひたいに手を当てた。なんてことだ。まさか、彼女がここに来ているというのか？　いや、今の話を聞く限かぎり、確かく実じつに来ているのだろう――なんてことだ。人には外出を控ひかえるように言っておきながら、自分はなにをしているのだ。そもそも学校でナイトは平へい凡ぼんな生徒を演えんじているのだ。そこに余よ計けいな波風を立てないで欲ほしい。


　ともかく、厄やつ介かいなことにならないうちに彼女を止めねばならない。ナイトは目の前の陣矢の肩かたを摑んだ。


「ジンジャー。彼女はどこにいるんだ！」


「ん？　あぁ、美女に尋たずねられたら正直に答えるしかないだろ。俺はパツキン美女に答えてあげたのさ。『あぁ、ナイトだったら、今日は体調不良で早そう退たいしましたよ。ちょうど行き違ちがいでしたね。会いたいのならあいつの自じ宅たくに行ったらどうですか』ってな」


　――待てぃ。


「待てよ、ジンジャー！　なにが正直に答えるだ！　俺がいつ早退した！　口からでまかせを言うな！」


「俺の心の中から声が聞こえたのさ『この美女とナイトの出会いを邪じや魔ましてやれ』ってな。俺は自分の心の声に正直に答えただけさ」


　なんてことだ。ヨルはそれで戻ったというのか？　これで実際は早退していないとわかったら、また話がややこしくなる！　今から追えば間に合うだろうか、いや、間に合わせねば！


「えぇい、ジンジャー。俺はちょっと外へ出るから、先生になにか言われたら適てき当とうにごまかしておいてくれ」


「え？　待てよ、ナイト。お前、どこに……」


　陣矢や杏子の制止も無む視しし、ナイトは駆けだした――が、その足はすぐに止まった。


「み～つけた」


　ひょこっと、教室の扉とびらから顔をのぞかせて微ほほ笑えんでいるのは誰だれあろう、ナイトが今追おうとした人物――ヨルミルミ・シュトレンベルグその人であった。彼女は最初に会ったときと同様、黒く、体にフィットするミニスカートのドレス、そして黒いマントという異い様ようないでたちで校こう舎しやの中にたたずんでいた。どこに隠かくし持っていたのか、ボロボロになった服ではなく、ピカピカの新品である。


「ヨ、ヨル……」


　呆ぼう然ぜんとするナイトとは対照的に、ヨルはにこやかに語りかけてきた。


「さがしたわよ～、ナイト。学校の位置は家にあった地図ですぐわかったけど、あなたの年を聞いてなかったから、学校中をさがすハメになったわ」


　ニコニコと、朝の様子とはうって変わってヨルは機き嫌げんよく笑っている――それが逆ぎやくにナイトにとっては不気味だった。


「ヨル、どうしてこんなところに？」


「ご挨あい拶さつね、勤きん勉べんな高校生のために、差し入れを持ってきてあげたのに」


　と、ヨルは片かた手てに持った風ふ呂ろ敷しき包みを持ち上げた。いったいなにを持ってきてくれたのだ、この魔ま乖かい術じゆつ師しは？


「急いできたおかげで、昼食に間に合ったみたいね」


　ざわめく周囲の生徒たちを気にせず、背せ筋すじを伸のばしたままヨルは真まっ直すぐナイトに近づいてきた。突とつ然ぜん現あらわれた外国人の美少女に、周囲には野や次じ馬うまの生徒が大おお勢ぜい集まってきていた。


　ナイトも慌あわててヨルに近づくと、耳元に口を寄せて小声で尋たずねた。


「いったいどういうつもりだ、ヨル！」


「どういうって、なにが？」


「なにを考えているんだ。自分で今朝言っていただろう。外に出るのは危き険けんだと。なんで出てきた!?」


　ヨルはすまし顔で答えた。


「えぇ、外は危険よ。危険な外へ単身出ていった同どう居きよ人にんを見み過すごすことはできないから、こうして後を追ってきたのよ」


「バカな……なんでそんなことを……」


　言いたいことは山ほどあったが、口から言葉がうまく出てこなかった。


「そもそも、目立つのはまずいんじゃなかったのか？　いつ敵てきが来るかもしれないんだぞ」


「大だい丈じよう夫ぶよ。これでも来日するのは初めてじゃないわ。日本のことはそれなりに知っているし、目立たないように行動すれば平気よ」


　なにを言っているのだ、この娘むすめは。この国の高校に金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美少女がいきなり現あらわれれば、それだけでイヤでも目立ってしまう。そのことに本気で気付いていないのだろうか？　いや、気づいてないのだろう。


　この魔乖術師の娘は知能が高いが、たまに間の抜ぬけた行動をすることがあるということはすでにわかっていた。たぶん、本気で本人は目立たずここまで来たと思っているのだろう――背後にやじ馬が列になっているというのに。


　これで平へい凡ぼんな学園生活も終わりか、とナイトはため息を吐ついた。


「あら、どうしたの、ナイト。そんな暗い顔をして？」


　元げん凶きようが、のんきな口調で尋ねてきた。さすがのナイトも怒いかりを抑おさえるのが難むずかしくなってきたが、ぐっとこらえて目の前の少女を睨にらんだ。


「目立たずに？　よく言う。自分がアリの行列みたいに野次馬を引き連れてきたことにもまだ気付いていないのか」


「え？　これくらい普ふ通つうでしょ？　わたしくらいの美び貌ぼうを持っていると、どこに行っても注目されるものなのよ」


　それがわかっているなら、目立たないで行動することなどムリだろう。


「大丈夫よ」


　この期ごに及およんでヨルはそう言った。


「確たしかに注目は集めているわ。でも、ここにいる生徒たちが覚えているのは、金髪の外人っていうわたしの外見イメージだけ。実じつ際さいの顔とかはたいして覚えてないものよ」


「だからと言って、目立っていいわけじゃあるまい」


「大丈夫って言ってるでしょ……朝とは少し事じ情じようが変わったから、単たん純じゆんに隠れていればいいってわけでもなくなったのよ」


　その言葉に少し引っかかりを覚えたナイトは、ヨルに先を促うながした。だが、ヨルは片目をつぶっただけだった。


「ここだとあれだから、帰ってから詳くわしく話すわ」


「そうか……まぁ、来てしまったものは今さらどうしようもない。だが、くれぐれも目立つ行動はさけて、できるだけ早く帰ってくれ」


「わかってるわよ、そう邪じや険けんにしないで」


　少しだけ膨ふくれた顔を見せるヨル。彼女はそのまま手の包みを差し出した。


「それよりも、これ。差し入れよ」


「差し入れ？」


　ヨルが持つ風呂敷包みを開けると、中からは重箱が出てきた。風呂敷も重箱にも見覚えがある。どちらもナイトの家にあったものだ。ヨルは輝かがやくような微び笑しようを浮うかべた。


「感かん謝しやしなさいよ、ナイト。お弁べん当とう、用意してあげたわよ」


「弁当？」


「えぇ。朝、食べ物をなにも持っていなかったから、気になってたのよ。勉強するのにも空くう腹ふくじゃ脳のうが働かないわ」


　ヨルが弁当を作ってくれた――その事実に気付くのに少し時間がかかったが、そのことを理り解かいすると、なんとも言葉にできない気持ちが胸むねの中に広がった――が、それを素す直なおに言葉にすることもできず、口から出たのは憎にくまれ口だった。


「朝はあれだけ不ふ機き嫌げんだったのに、どういう風の吹ふき回しだ？」


「朝はわたしも大人気なかったと反省しているのよ。悪かった、謝あやまるわ。せっかくの同居人と出会って二日目にケンカするなんて、わたしがどうかしていたわ。このお弁当はそのお詫わびと、これから先世話になるお礼よ。もので釣つるつもりじゃないけど、料理はこう見えて得意なの。これで手うちにしない？」


　相変わらずの流りゆう暢ちような日本語で淀よどみなく言うヨル。ヨルはまつげの長い瞼まぶたを震わせ、うつむきながらも上うわ目め遣づかいにナイトを見上げてきた。その可か憐れんな仕草にナイトはドキリとすると同時に、自分の罪ざい悪あく感がこみ上げてくるのを感じ取った。


「いや……悪かったのは俺の方だ。朝のことはずっと後こう悔かいしていたんだ。こちらこそ謝る。そして赦ゆるして欲ほしい。これからは二度と、あんなことを言ったりしない」


　二人は互たがいの視し線せんを合わせて頷うなずきあった――二人の心が通った瞬しゆん間かんだった。そのただならぬ様子に、周囲で見ていた生徒たちの間からざわめきが上がった。


「いったい誰だ、あの外人？」


「なんでクラスでも目立たない清夢があんな美女と知り合いなんだ？」


「しかも親しそうだ」


　ガマンできなくなったか、ナイトの傍かたわらに陣矢が近ちか寄よってきた。


「おい、ナイト。俺をその美女に紹しよう介かいしろよ。この、お前の一番の親友でいざと言うとき頼たよりになるナイスガイである仁じん野の陣矢様をな」


　ずうずうしい自じ己こ紹介だ。しかもヨルに聞こえよがしに言っている。ヨルはジンジャーの顔を見て、あら、と手を口元に当てた。


「あなたは……」


「ふっ、俺おれの顔がどうかしましたか、美しいお嬢じようさん」


　陣矢がニヒルに髪かみをかき上げた。本人は決まったな、とか自己陶とう酔すいしているようだが、ハタから見ているナイトはチンパンジーが額ひたいをかく動作に似にているな、という感想しか抱いだかなかった。


「あなた、確かさっき、ナイトが帰ったって言った人よね？」


　そう言えばそうだった。陣矢は思いっきりヨルにウソをついていたのだ。陣矢はごまかすように笑い声を漏もらした。


「ははははは、いや、その、なんていうか、さっきのは俺の勘かん違ちがいっていうか、俺は帰れって言ったんですけど、ナイトの奴が強ごう引いんに戻もどってきたんですよ」


　この期に及んでごまかそうとする陣矢。どうしようもない男だな、とナイトはため息をついた。


「えぇ、勘違いは誰にでもあることですから、気にしてません。ナイトの気配が近くからしたので、帰ってないってこともすぐわかりましたし」


　鷹おう揚ように手を振ふるヨル。だが、彼女の言葉にナイトは怪け訝げんな顔をした。


「待て、ヨル。その気配ってのはなんだ？」


「ん？　ま、言って見れば微弱な魔力の波動ね。あなたの波動は変わってるから、感じやすいの」


　ナイトにはよくわからなかったが、まぁいいだろう。そういうものなのだと納なつ得とくしておくしかない。


「で、ナイト。この美人はお前のいったいなんなんだよ？」


　陣矢がしつこく尋たずねてきた。このまま無視すると、陣矢の場合かえって騒さわぎ出すことだろう。ヤレヤレと思いつつ、ナイトは紹介することにした。


「これは俺の悪友のジンジャー。通つう称しよう仁野陣矢だ」


「逆ぎやく！　本名と通称が逆だ！」


　陣矢の抗こう議ぎは無視し、ナイトは続いてヨルに手を向けた。


「で、こちらが……」


　さて、ヨルをどう紹介したものかとナイトが考え込むと、ヨルはナイトの言葉を待たずに一歩前に出て優ゆう雅がな一礼をした。
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「初めまして、日本の高校生の方々。わたしは、ここにいるナイトの遠とお縁えんにあたるものです」


「おい、ヨル！　勝手に」


　勝手な作り話を始めるヨルにナイトは慌あわてたが、ヨルは大だい丈じよう夫ぶ、と目配せをした。


「大丈夫よ、ナイト。わたしだってこんなところで目立つマネをする気はないわ」


　すでにここにいるだけで充じゆう分ぶん目立っているんだ、という言葉がナイトのノドまで出掛かっていたが、下手に騒ぐのも得とく策さくと言えず、結局ナイトは押おし黙だまるしかなかった。


「おい、ナイト。お前に外国人の親戚がいるなんて聞いたことないぞ」


　陣矢の言葉に、微ほほ笑えみながらヨルが答えた。


「えぇ、わたしの叔お母ばが、ナイトのお祖父じいさんの兄弟の養子になったという関係で、血は繫つながっていないんです」


　よどみなく言うヨル。平然とよくデマカセを口にできる。陣矢は感心したように声を上げた。


「へぇ、日本語上手ですね」


「えぇ、日本には長くいます。わたしの両親は日本に帰化していますから」


　いや、そこまで適てき当とうなウソを口にして、大丈夫なのか、本当に？


「えっと、名前は？」


　陣矢に名前を尋ねられ、ヨルはニコヤカな笑みと共に答えた。


「えぇ、わたしの名前はヨルミルミ・シュトレンベルグ……」


「え？　帰化してるのにそんな名前なんですか？」


　早さつ速そくボロが出てきた。ヨルは慌あわてたように咳せき払ばらいをしてごまかした。


「間違えたわ、今のは源げん氏じ名なですのよ、ほほほ……」


　ヨル。君はいったいどんな夜の店で働いているんだ。


「わたしの本当の名前は、田中花子です」


「え？　田中、花子？」


　いかにも外国人っぽい豪ごう奢しやな外見とのギャップがすごい――というか、もう少しマシな偽ぎ名めいはないのか!?


「えぇ、日本人としてありふれた名前でしょ？　わたしも平へい凡ぼんすぎてあまり好きではないの」


「ははは、いや、いい名前ですよ、田中さん。ありふれすぎていて、逆に個こ性せい的っていうか……」


　どうやらヨルは、日本人としてありふれた名前を言うことで目立たないようにしているつもりらしいが、ありふれすぎた名前であからさまに偽名臭くさい。どう考えても不ふ審しんだった。


「で、田中さん、今日はどんな用でこんな小こ汚ぎたない学校に？」


　ジンジャー、お願いだ。これ以上変な質しつ問もんをしないでくれ。


「えぇ、ナイトがわたしの作ったお弁べん当とうを忘わすれたから届とどけに来たんですよ。ね、ナイト？」


「ん？　あ、あぁ、そうだな。わざわざありがとう」


　それを聞いた杏子がガタンと席を立ち、ナイトに詰つめ寄よってきた。


「ちょっと、どういうことよ、ナイト！　聞いてないわよ！」


「な、なんだよ、シュガー。そんな剣けん幕まくで」


　どうもここのところ女子に詰め寄られることが多いな、とナイトは内心呟つぶやいた。杏子はマユを吊つり上げたまま声を張はり上げる。


「人にお弁当を頼たのんでおいて、しっかり作ってくれる人が自分にはいるんじゃない。なによ、あたしのせっかくの好意を弄もてあそんでくれたの！」


　……あぁ、なんだか話がややこしくなってきた、と内心ボヤいても遅おそい。さてどうしたものか、とナイトは半分泣きたい気分で頭を働かせた。と、そこで隣となりのヨルがナイトの袖そでを引いてきた。


「……ねぇ、ナイト。そちらの素す敵てきな淑女ダーメはどなたかしら？」


　ナイトが口を開くより早く、敵てき意いさえ感じられる口調で杏子が名乗った。


「初めまして。あたしは佐藤杏子。こちらのナイト君と昔からお友達付き合いさせていただいているものです。今後ともよろしくお願いします、親戚の田中さん」


　杏子の言葉に、ヨルはピクリとコメカミを震わせた。


「なるほど友達付き合いを……それはどうも、いつもうちのナイトがお世話になっていますわ」


「いえいえ、たいしたことじゃありませんことよ、田中さん。あたしはちょっと、遠くにいる家族や親戚の方などとは比くらべ物にならないくらい親しい関係を、近くの他人として続けているだけですから、おほほほ」


　なんだろう、この居い心ごこ地ちの悪さは。この二人、口調は丁てい寧ねいなのに一皮剝むけば突つき刺ささるくらいに鋭するどいトゲが無数に隠かくされている。


　その場の空気をごまかすようにナイトは声を張り上げた。


「さて、腹はらが減へったし、弁当を早く食べるとするかな！」


「……そうね、昼休みは短いし」


「そうよ。せっかく用意したんだから、わたしのお弁当を早く食べなさい、ナイト」


　どうしてこう、女子ってのは張り合うのかねぇ、とボヤきつつ、ナイトは重箱に手をかけた。


「でも、弁当なんてなにを作ってくれたんだ？」


「わたしの得意料理よ」


　得意料理というと、ドイツ料理……いや、ヨルの場合はオーストリア料理か？


「なにが得意なんだ？　魔ま乖かい術じゆつ師しの得意料理って、カエルやヘビのから揚あげじゃないだろうな？」


「あら、見てないのに良くわかったわね」


「……はい!?」


　待て、冗じよう談だんのつもりだったのに、本気か！


「冗談よ。そんな変なもの作れないわ。あなたの好物を用意してあげたわよ」


「俺おれの好物？」


　心あたりがない。首をひねりながら重箱を開けると、そこにあったのは……


「今日のお弁当にはご要望の松阪牛のステーキを用意したわ」


　重箱には、輝かがやくステーキが何枚まいも詰め込まれてあった。ヨルが得意そうに笑った。


「松阪牛ってのがなんのことかよくわからなかったけど、スーパーに行ったら売っていたから買って、塩コショウで焼いてステーキにしたわ。さぁ、タンと食べて」


　いや……予想外だ。確かに朝食べたいと言ったが、本当に用意してくれるとは……しかも、重箱一いつ杯ぱいに肉が敷しき詰められている。


「いいのか、ヨル？　こんなにたくさん、安くなかっただろ？」


「遠えん慮りよはいいから、早く食べて、ナイト」


「あぁ、そうだな」


　ナイトは箸はしをステーキに伸のばしてみた。最高級の和牛は嚙かみ切らずとも、箸だけで簡かん単たんに切り分けることができる柔やわらかさであった。


「すっげー、うまそう。俺も食いたいな、田中さんの手料理……」


　無遠慮に見ているのは陣矢だ。その視し線せんは無視して、ナイトはステーキを口にした。柔らかい肉の食感に豊ゆたかな肉にく汁じゆう、脂あぶらの甘あまみが口一杯に広がる……


「美味うまい。こんな美味い肉を食ったのは初めてだ」


「そう、それはよかったわ、どんどん食べて」


「あぁ、これは美味い」


　ナイトは大喜びで箸を進めた――それが地じ獄ごくの始まりだとも知らずに。


　十分後。


「ナイト、早く食べて。まだお肉はあるわよ」


「あぁ……」


　ナイトは死人のように青ざめた顔で重箱を眺ながめていた。今さらながらようやく気付いた。ヨルはナイトと仲直りをしにきたのではない、これは復ふく讐しゆうなのだ。


　確かに松阪牛のステーキは美味い。それはみとめよう。だが――ステーキというのは、本来焼きたてを食べるもののはずだ。焼いた後に重箱に詰めて完全に冷めてしまったステーキは最初こそよかったものの、食べ続けるにつれて加速度的に味が落ちていった。


　完全に冷えて硬かたくなったステーキ。肉汁に脂も冷えて固まってしまえば、それはおそろしく鈍どん重じゆうな味わいになってしまう。しかも松阪牛は肉にはいった脂の量が並なみ大たい抵ていではない。こんな代しろ物もの、二、三口食べれば誰でもイヤになる。


　おまけに肉は、大きな重箱一杯に詰め込まれてあったのだ。とても一人で食べられる量ではない。しかも重箱の中に付け合せは無む論ろん、米の一ひと粒つぶたりとも、ステーキ以外の食材ははいっていなかったのだ。この重箱を空にすることは簡単ではない。


「ほら、ナイト。早く食べて、わたしのお弁当」


「いや、ヨル。俺はもう……」


　限げん界かいだと断ことわろうとした瞬しゆん間かん、ヨルの目が刃やいばのように鋭するどく細められた。


「俺はもう？　俺はもう、どうしたの？　まさかナイト。日本のナイトヤパーニツシユ・リツターであるあなたが、仲直りのしるしに出されたわたしのお弁当を、残すわけがないわよね？　残したら……わたし、どうなっても知らないわよ？」


　ヨルの冷たい眼まな差ざしからは殺気さえ感じられた。本気で、ナイトは身の危き険けんを感じた。


　ヨルという少女を甘あまく見ていた――ナイトは朝の行動を死ぬほど後こう悔かいしたが、もはや全すべては手て遅おくれだった。ナイトは死ぬような思いで苦戦しながらも、なんとか重箱の中身を全て胃い袋ぶくろに詰め込むことに成功した。


「……く、食ったぞ……」


　ナイトは片手で口を押さえながらかろうじて終しゆう了りようを宣せん言げんした。脂が口の中に残って、すさまじく気持ち悪い。せめて口直しにさっぱりした物が欲ほしい。


「はい、お粗そ末まつ様。さっぱりした物が欲しくなったんじゃない？」


　と、ヨルはこちらを見み透すかしたように言う。ナイトは青い顔で頷うなずいた。


「ちょうどいいわ。デザートに、リンゴでもいかが？」


「リンゴ？」


　それはちょうどいい。甘あま酸ずっぱいリンゴでも食べれば、少しはこの脂の後味も消えるだろう。地獄に仏ほとけだ。


「それはいい。リンゴをくれ」


「えぇ、あなたが朝欲しがっていたから、たっぷり用意したわ」


　と、ヨルはどこに隠し持っていたのか、一ひと抱かかえはあるカゴ一杯のリンゴを取り出した。


「さ、遠えん慮りよせずに食べてね、いくらでもあるから」


　ヨルはニコニコと微ほほ笑えみながらナイフを取り出し、手なれた様子でリンゴの皮をむき出した。リンゴの山に次々と手を伸のばし、あっというまに無数のリンゴを食べやすく切り分けていく……


「まさか、ヨル。このリンゴを全て食えとか言うんじゃ」


　ダン！


　ヨルは手にした果物ナイフを、ナイトの腕うでスレスレの位置で机つくえに突き刺した。


「残すの、ナイト？」


　口調は悲しそうな問いかけ。でも目が完全に据すわっている――食べるしかなかった。残せば命はない――そんな確かく信しんがナイトにはあった。


　すでに肉で腹一杯なのに、さらにリンゴを詰め込む。硬い食感のリンゴはただでさえ腹が膨ふくれるのに、それが山一つ分……地獄だ。


　それでもナイトは必死に戦い、リンゴの山をなんとか攻こう略りやくしていった――が、待て。冷静になって思い出せ。確か今日の朝、自分は取り返しのつかないことを口にしなかったか？　そう、確か、食べたいものを他にもう一つ言った気が……


　ナイトがリンゴを食べ終わりそうになるタイミングを見計らって、ヨルが最後の難なん関かんを切り出してきた。


「それと、今日はナイトのだ～い好きなスイカも用意してきたのよ、少し時季ハズレだけど、よく冷えた奴やつを持ってきたのよ」


　取り出したのは、一抱えはある緑と黒のまだらもようの球体……カンベンして欲しかった。この期ごに及およんでスイカ一個こを食えというのか？


　青ざめた顔で半ば白目を剝きつつ、朦もう朧ろうとした意い識しきのままナイトは机つくえの上に倒たおれるようにして額ひたいをつけた。


「悪かった……本当に、俺が悪かった。謝あやまる、ごめんなさい、もうあなたには逆さからいません。だからもう赦ゆるしてください」


　謝った。男のプライドもなにもない。全てを棄すててひたすら惨みじめに頭を下げた――それ以外に助かる道をナイトは知らなかった。


　一連の行動で溜りゆう飲いんが下がったか、ヨルは冷え切った眼差しでナイトを見下ろしながら呟つぶやいた。


「……本当に反省した？」


「した、ヴィチャージ海かい淵えんより深く反省した」


「朝、わたしすっごく恥はずかしかったわ」


「悪かったと思っている」


「それに、すっごく屈くつ辱じよく的だったわ」


「心底すまないと思っている。なんだったら今この場で俺おれが同じことをしてもいい」


　それでこの苦しみから解かい放ほうされるなら、本気でやってもいいとさえナイトは思っていた。


「まぁいいわ。わたしはこう見えて心が広いのよ、カスピ海くらい」


　広いのか狭せまいのか、微び妙みような喩たとえだ。


「本当にナイトが反省しているみたいだし、今日のところは赦してあげる――次はないわよ」


「はいヤー、ご主人様マイネ・ヘレン」


　こうして二人の主しゆ従じゆう関係がはっきりした瞬間、昼休みの時間を終えるチャイムの音が鳴り響ひびいたのだった。


「じゃぁわたしは帰るわ。学校が終わったら早く帰ってくるのよ」


「あぁ、わかっている」


「あ、それと……これ」


　ヨルは折りたたんだメモ用紙をナイトの机の上に置くと、きびすを返した。


「わたしはもう行くわ」


　こうして魔ま乖かい術じゆつ師しの少女は学校から去っていったのだった。帰るときは結けつ構こう足早に去っていった。余よ計けいなやじ馬を寄せつけないように彼女なりに考えていたようであった。


「なんだ、これは？」


　腹はらが重くて起き上がる気力もなく、ナイトは机に体を投げ出したままヨルの置いていったメモを広げた。


「ん？　これは……」


　そこに書かれた内ない容ように、ナイトは少し驚いたような声を漏もらした。


　一方その横で、グッタリ突つっ伏ぷすナイトを見ながら陣矢は指を嚙かんだ。


「クソォ、ナイトめ。田中さんの手料理を腹いっぱい食って、幸せそうだな、オイ」


　隣となりの杏子は呆あきれたように呟いた。


「あんたはあれのどこをどう見たら幸せそうに見えるのよ？　顔が青ざめてるわよ？」


「腹いっぱいで動けないんだろ？　俺が代わりたいくらいだ」


「あぁ、おれだってそうだ」


「田中さんの弁べん当とう、食いたかった……」


　男子は誰だれもが勘かん違ちがいをしていた。その場にいたものの中で、杏子だけは一人、ナイトに同情していた――かわいそうなナイト。きっと、あの金きん髪ぱつ女の料理が不味まずかったからあんなに苦しそうなのね。任まかせておいて、ナイト。明日はきっと美味おいしいお弁当を用意するわ。とりあえずナイトが意外に大食いだってことがわかったから、明日は今日の田中さんに負けないくらいの量を用意して、絶ぜつ対たいにナイトを振ふり向かせてやるわ。


　――教室内にナイトの味方は誰一人として存そん在ざいしないのであった。





　ナイトと別れて帰路についたヨルは、歩きながらため息を吐ついた。


　ついムキになってこんなところまで来てしまったが、冷静になればずいぶん無用心な行動であった。今ヨルは魔ま宴えんに参加しているのだ。こうして無む防ぼう備びに出歩けば、襲おそってくださいと言っているようなものだ。一いち応おう気配は隠かくしているが、見つからないという保ほ証しようはない。朝の行動の仕返しという、大人気ない行動にヨルは自分で苦笑した。


　いや、それだけではない。ただの復ふく讐しゆうだけで、自分はこうも冷静さを失ったりはしない。こうなった原げん因いんはわかっている、あの、ナイトという少年だ。


　なんとも不思議で、興きよう味み深い相手である。成り行き上巻まき込こんでしまったが、彼はそれを受け入れ、あまつさえヨル自身の面めん倒どうまで見てくれた。無む論ろん、行きがかり上彼に選せん択たく肢しはなかっただろう。だがそれでも、ヨルはそのことが嬉うれしかった。


　ヨルは幼おさないころから魔ま乖かい咒じゆの修しゆ行ぎように明け暮くれて、同年代の友人というものがほとんどいなかった。だからナイトと知り合えたことは嬉しかったし、行ったことのない学校という場所にも興味があったのだ。


　それだけではない。どういうわけか、ナイトを見ていると、ヨルは普ふ段だんの調子が出ないのだ。初めて出会ったとき、ナイトは無む謀ぼうにも自分を助けようと、『滅メツ』の魔ま乖かい術じゆつ師しの前に立ち塞ふさがった。そして彼は、確かに相手の魔乖咒を弾はじき返していた。それだけでも驚おどろくべきことだ。生まれつき魔乖咒素養の高い人間というのはいるが、ナイトは格かく別べつだ。今の段階でこうならば、本格的に魔乖咒を学べば驚くべき使い手となるだろう。そして、その力は見み逃のがすよりも、味方にひき込んだ方が有利である。


　そういった打算的な考えもあるが、ナイトのことが個人的に気にいっているのもまた事実だった。騎き士しというにはまだ頼たよりないものの、それなりの正せい義ぎ感は持っているようだ。少し感情を出すのが苦手で、わざと擦すれた態たい度どをとったりしているようだが、それはそれでかわいく思えた。あぁいう少年ならば、パートナーに選ぶのも悪くない……と、そこでヨルは気付いた。


　いつのまにか、自分はナイトに必要以上に感情移い入にゆうしているようだった。現げんに先ほども、ナイトの隣にいた友人らしい女生徒と下らない口論をしてしまった。実に下らない。


　自分は、ただ単にナイトの能力に目をつけただけだ。今後の魔宴を有利に進めるための手て駒ごまとして――半ば自分に言い聞かせるように呟つぶやきながら、ヨルは道を足早に進んでいった。


　でも、ヨルは思った。昔、この国に来たとき出会った少年と、どことなく似にている気がするのは気のせいだろうか。そのことを考えると、どうも心がざわめくのはなぜだろう。ナイトの顔を思い出すと、なぜか冷静な行動がとれなくなってしまう……


　彼女は自分でも、その感情の正体にまだ気付いていなかった。








　最悪の昼食を終えた後、ナイトは重い腹はらをかかえながら午後の授じゆ業ぎようを受けた。その後は特になにごともなく授業は進行し、一日は終わった。終礼の後、いつもと同様、陣矢と杏子がナイトを誘さそいにやってきた。


「やれやれ、今日も退たい屈くつな授業は終わったな。オイ、ナイト。ゲーセンにでも行こうぜ。今日こそ対戦の決着つけるぞ」


「あぁ……悪いんだが、今日は用があるから付き合えないんだ。悪いな」


　片かた手てを上げて謝あやまるナイト。こう見えて彼は普段の友達付き合いがいいので、断ことわることは珍めずらしかった。


「フーン。まぁ、用があるならしかたないか」


「用ねぇ～」


　陣矢はアッサリ頷うなずいたものの、杏子が少し疑うたがわしそうに目を細めた。


「それって、あの田中さんとの用事？」


　田中というのがヨルのことだと気付くのに少し時間がかかってしまった。厄やつ介かいな偽ぎ名めいを考えてくれたものだ。


　昼にあれだけヨルが目立つ行動をしてくれたのだ。変にごまかしてもかえって不自然だろう。ナイトは首しゆ肯こうした。


「あぁ。あいつがいきなり遊びに来たからな、不ふ慣なれな街だし、案内してやる約束をしてるんだ」


　とりあえず、外国人の知り合いが訪たずねてきて、案内するというシチュエーションは不自然ではないはずだ。だが杏子はやはり不ふ機き嫌げんそうにうなった。


「ふ～ん。田中さん、日本語上手だったし、今さら案内なんてしなくても大だい丈じよう夫ぶなんじゃないの？」


「なんだよ、シュガー。今日はやけに不機嫌じゃないか」


　陣矢がからむと、杏子は腕うで組ぐみして横を向いた。


「別に、そんなことはないわよ。あたしはいつも通りよ。変なこと言わないでよね、ジンジャー」


「ふーん、そうか……よぉ、ナイト。なんなら今から田中さん呼よべよ。せっかくなんだから、俺おれたちで街を案内してやろうぜ」


　なにを考えたのか、陣矢がいきなりそんなことを言い出した。ナイトは無論、これには杏子も慌あわてた。


「ちょっ、余よ計けいなこと言わないでよ、生しよう姜が男！」


「なんだよ、別にいいじゃないか。田中さんと仲良くなろうぜ？」


　どうやら陣矢はただの下心で言っているようである。このまま変に時間をかけると話がこじれそうなので、ナイトは強ごう引いんに話を打ち切ることにした。


「いや、それは悪いから、遠えん慮りよしておく。じゃぁ、俺は約束があるから、行くぞ」


　そう言ってナイトはカバンを摑つかむと、逃にげるようにしてその場を去っていった。


「おい、待てよナイト……いったいなんなんだ？　変な奴？」


　陣矢が首をかしげる横では、憤ふん然ぜんとした杏子がナイトの去った方向を睨にらんだ。


「いいじゃない。長年の友情より、変な外人を選ぶような男なんて放ほうっておきなさいよ」


「えらく不機嫌だな、シュガー」


「うっさい、黙だまれ生姜」


　いらだたしげに髪かみをかき上げる杏子。


「あぁ、なんかいらだつわね。ジンジャー。駅前行って騒さわぐわよ！」


「あぁ、はいはい、お望みのままに」


　こうなった状じよう態たいの杏子に逆さからうほど愚おろかな行こう為いはない。陣矢はそのことを経けい験けん上、よく心得ていた。


「まったく……お前ももう少し素す直なおになれよな」


「なんか言った!?」


「なんでもねぇよ」


　陣矢は杏子の後ろをついていきながら、財さい布ふの中身を確かく認にんした――月末だから残金が少ない。今日は素す寒かん貧ぴんになるな、これは。まったく、恨うらむぜ、ナイト……





　ナイトは小走りで学校から逃げ出した。陣矢たちの誘いを断ったのは悪かったと思っている。それにあんな断りかたでは、変に目立ってしまったことだろう。目立つことはナイトにとって、最も避さけたいことだったのに……これも全てはあの、魔ま乖かい術じゆつ師しの少女のせいだ。


　ヨルと出会って以来、ロクなことがない。昨日から彼女には振り回されっぱなしだ。


　ではあるのだが、不思議と彼女を見み過すごすことができない。なし崩くずし的な状じよう況きようとはいえ、巻き込まれること自体はイヤではない。なんとも不ふ可か解かいだった。これまでのナイトならば、ヨルとの関かかわりはできるだけ避けようとしたはずなのに……


　いや、やはり彼女は不思議と他人である気がしないのだ。そう、遠い昔、どこかで会ったことがあるような、懐なつかしい気がするのだ。そう、子こ供どものころ――ナイトは確かにどこかで、外国人の少女と出会ったはずだった。だが、その記き憶おくがどうも曖あい昧まいで、思い出そうとすると頭にモヤがかかったようになるのだった。いったい、どこで彼女と会ったのだろう……


　と、思い出せないことをいつまでも悩なやんでいてもしかたない。今はそれよりも気になるものがあるのだ。


「この手紙……」


　昼に来たヨルが別れ際ぎわに、こっそりとナイトに手紙を渡わたしてきた。家においてあったメモ用紙に、細かく几き帳ちよう面めんな日本語で書かれた手紙だった。


『状況が変化。予期せぬ勢せい力りよく介かい入にゆうの可か能のう性せい。わたしは少し調べる。あなたは学校が済すんだら、速すみやかに帰き宅たくすること』


　なんとも気になる内ない容ようだ。状況が変化した、というのはどういうことだろうか？　この文章から想そう像ぞうしてみると、新たな敵てきがこの街に来たということだろうか？　ヨルと『滅メツ』以外の他の八や祖そがもうこの街に来たということか？　となるとナイトたちは『滅』とその新たな敵との板ばさみとなるわけだ。


「三つ巴どもえか……あまり嬉うれしくないな」


　ヨルは『闇ヤミ』の魔ま乖かい咒じゆによって傷きずは回かい復ふくしたと言っていた。しかし失った体力、魔力の回復には少し時間がかかるらしく、今すぐ戦うのは得とく策さくとは言えなかった。


「まぁなんにせよ、早く戻ってヨルと相談しないとな」


　結局今日は学校にいる間、気になって勉強に手がつかなかった。こんなことならヨルに逆さからったりせずに大人しく学校を休めばよかった。だが、変に目立つのはナイトの主義に反することだ。


「さぁて、いよいよ本格的に厄やつ介かいだな」


　目立たず、常つねに中ちゆう庸ようの道を選び続けてきたはずなのに、気付けばこんな非ひ現実的な世界に巻き込まれてしまった。だが、もはやここまで来たら今さら逃げられないと覚かく悟ごも決まってきた。


「まぁもっとも、魔ま乖かい術じゆつ師しとかいうバケモノ連中相手に、俺の力が通用するか……ん？」


　視し界かいの端はしに銀色のものがよぎった。違い和わ感に、足を止めて振り返ってみる。よく見ると、道なりに進む人間の誰もが同じものに注目していた。


　その視線の先にいるのは、銀ぎん髪ぱつの少女だった。小こ柄がらで、年ねん齢れいは多く見積もっても小学校高学年程てい度ど。柔やわらかくウェーブした髪は、雪のように輝かがやく白銀色。肌はだは青ざめて見えるくらいに白く、目も透すけるように澄すんだ色をしている。服は黒いドレス、かさばる上着に多た層そう構こう造ぞうのスカート、大量の白いフリルが縁ふち取どるゴスロリ風の衣い装しようだ。全体的に色素の薄うすい少女――明らかに外国人だった。


　そう言えば、ヨルも言っていた――日本では、外国人はいやでも目立つと。その言葉どおり、件くだんの少女も周囲の注目を集めまくっていた。無論その服ふく装そうや、髪の色などでも目立つが、なによりも人形のように整ったその顔立ちが印象的だった。


　ナイトはそこでふと気付いた。ヨルからもらった手紙『予期せぬ勢力介入』。そしていきなり現あらわれた外国人の少女――地方都市である赤霧市は最近開発されたとはいえ、観光名所とは言いにくい。外国人がそうそう足を運ぶような場所ではないはずだ。まさか、あの少女が八祖の……


　そこまで考え、ナイトは鼻で笑った。自分の考えがバカらしかった。いくらなんでもそれはないだろう。あの少女はいったい何歳だ？　ヨルの言う敵というのは、つまり最強の魔ま乖かい術じゆつ師したちのことだ。魔乖術師のことはよく知らないが、いくらなんでもあんな子こ供どもがそんな物ぶつ騒そうなものであるはずがない。ただ、少女の姿すがたにはどこかで見覚えがあるような気がするのだが……どういうわけだか、詳くわしいことが思い出せなかった。思い出せない以上はたいしたことではないだろう、とナイトはそれについては気にしないことにした。


　ナイトが見守る中、銀髪の少女は先ほどから路上を行ったり来たりしていた。なにかと思えば、どうも道に迷まよっているらしい。周辺の地図のかかれた看かん板ばんの前で眉まゆ根ねを寄よせていたかと思うと、周囲をキョロキョロしてウロウロ歩き回り、結局また地図まで戻もどってきていた。その様子を見る限かぎり、日本語が読めないのかもしれなかった。


　あんな小さな子供が一人。保ほ護ご者しやとはぐれてしまったのだろうか？　それも、こんな見知らぬ異い国こくの地で。先ほどから道行く人間がそんな少女に気き遣づかわしげな視線を投げかけているが、実じつ際さいに少女を助けようと行動する人間は皆かい無むだった。


　まぁムリもない。現げん代だいの日本人というのは基き本ほん的に他者との関わり合いを避さけたがるものだ。少女を助けたいと思う気持ちは誰もが抱いだくだろう。だが、事情もよくわからない外国人の少女と関かかわって厄介な目にあいたくないという気持ちも同時に抱くのだ。


　昨日までのナイトならば、ここで素知らぬ顔で立ち去っていただろう。目立つのは、ナイトにとってもっとも好まぬことだった。変な仏ほとけ心ごころを出して目立っては、後々どんな結果が待ちうけるかわかったものではない。ここは日本、治安の良さは世界有数だ。放っておいても少女に危害が加えられる可か能のう性せいは低いし、そのうち誰かが警けい察さつにつれていってくれるだろう。


　しかし、今日は違った。すでにナイトはヨルと関わったことで目立ってしまっている。この上また少し目立ったところで今さら大差あるまい。それに、こんな場所で途と方ほうにくれる少女を見み捨すてるのはなんとも後味が悪い。


　早く帰りなさい、というヨルの顔が脳のう裏りをよぎったが……大丈夫だ。あの少女を一番近くの交番へ案内するだけだ。それならたいした手間でもないだろう。


　ナイトは覚悟を決めると、困こまり顔の少女に近寄り、声をかけた。


「エクスキューズミー。メイアイヘルプユー」


　と、英語で話しかけてみた。一応学校の授業はマジメに受けているので、ナイトとしても英会話にはある程てい度ど自信があった。


「……？」


　が、少女は上うわ目め遣づかいにナイトを見上げて首を傾かしげるだけだった。意味が通じてないようだ。やはり発音がジャパニーズイングリッシュなのがまずかっただろうか？


「えっと……ハウドゥユードゥ」


「……イグ・カルサルテ・ケリヌフト」


「は？」


　ナイトは硬こう直ちよくした。少女の口から出た言葉は英語ではなかった。最近よく耳にするドイツ語でもない。ナイトにとって完全に未知の言葉だった。


「えっと……パードン？」


「アル・メル・ニハツ・ロイ・イクサナタ」


　……ダメだ。なにが言いたいのかまったく理り解かいできない。外国人だから英語で大丈夫だろう、という先入観がまずかっただろうか。


　少女はナイトを見上げてくる。その顔に浮うかぶのは、困こん惑わくと失望の色だった。痛いた々いたしいその顔を見て、ナイトは自分の胸むねを叩たたいた。


「と、とにかく、俺おれに任まかせて欲ほしい。俺がなんとかするから」


「……？」


「君は道に迷まよったんだろう？　どこへ行きたいんだ？　親か誰かはこの街にいるのか？　ホェアドゥーユーワントトゥゴー、ホェア、ホェア」


　片言の英語に身振り手振りを交えて少女に話しかける。それが功こうをそうしたか、少女もナイトの言いたいことがわかったようだった。


「ウグ・カイナン」


　と、少女は手に持っていたメモを差し出した。


「ん？　メモ？　なにか書いてあるな」


　そこには『Π[image: ]ЮЦ　９０１』と書かれてあった。


「……ここに行きたいのか？」


　メモを指差して尋たずねると、少女はコクリと頷うなずいた。


　マズイ。文字がさっぱりわからない。わかるのは三ケタの数字だけだ。さて、どうしたものか……いや、待て。これはもしかすると……


「そうか。よし、こっちだ。ついておいで」


　手て招まねきして呼よぶと、少女は怪け訝げんな顔ながらも大人しくナイトについてきた。なんとか信用してもらえたようだった。


　ほとんどカンだが、ナイトは少女の行く先にアテがあった。メモに書かれてあるのが場所を示しめしているのはわかった。メモの言葉はさっぱりわからない。だが、最後の数字だけは読める。三ケタの数字が示す場所、それを考えれば答えは自然と出るだろう。


　住所かとも最初は思ったが、赤霧市の住所に三ケタで表ひよう示じできる場所はない。三ケタの数字が示す場所――そう、きっとこれは、ホテルの部屋番号だ。ここまでわかれば充じゆう分ぶんだ。赤霧市の中心部にあるホテルはさほど多くない。しらみつぶしにあたって。外国人の宿しゆく泊はく客がいないかを尋ねて行けばきっとすぐに少女の保ほ護ご者しやも見つかるだろう。


　警察に連れて行くだけのつもりが、いつのまにかホテル探さがしをするハメになっている――それがナイトという少年である。基き本ほん的に世話好きで、お節せつ介かい焼やきなのだ。ただ、普ふ段だんはそういった自分の本ほん性しようを押おし隠かくしているだけのことだ。


　無言でナイトが歩いていると、その手に柔やわらかなものが触ふれた。なにかと思うと、隣となりに並ならんだ銀ぎん髪ぱつの少女がその小さな手でナイトの手を摑つかんできたのだ。


「…………」


　円つぶらな瞳ひとみがナイトを見上げていた。その瞳に浮かぶのは、不安の色――ナイトは優やさしく少女の手を握にぎり返し、微ほほ笑えんだ。


「大だい丈じよう夫ぶだ。君の親は、俺が必ず見つけてあげるから」


「…………」


　言葉が伝わったとは思えないが、少女の表ひよう情じようが和やわらいだ。ニコリと微笑むと、少女の愛らしさがまた強きよう烈れつに引き出されることにナイトは気が付いた。


　二人は手を繫つないだまま歩き出した――が、程ほどなく少女は歩みを止めた。


「ん？　どうした？　疲つかれたのか？」


　少女は道みち端ばたでうつむきつつ、フルフルと首を振った。彼女はうずくまり、片手で自分のお腹なかをおさえて悲しそうな顔をしている。


「……もしかして腹が減へったのか？」


　それを肯こう定ていするかのように、クー、と腹の虫がないた。少女は恥はずかしそうに顔を真っ赤にさせた。


「……なにか食べるものは……」


　なんの因いん果がか、すぐそばにハンバーガー屋があった。世界的に有名なフランチャイズだ。これならば外国人の少女の口にも合うだろう。なにより、高校生のサイフでも安心して会計ができる。


「よし、なにか食べていくか」


　店を指差すと、その意味がわかったか、少女はパッと顔を輝かがやかせた。





　――店に入って少女は旺おう盛せいな食しよく欲よくを発はつ揮きしてくれた。その小さな体のどこにそれだけ入るのかと感心するほどだ。ビッグバーガーを三つ。サイドメニューのポテト、フライドチキン、デザートにアイスクリームとケーキ……ナイトはブラックのアイスコーヒーだけを飲みながら、首を振った。


「まったく、好きに頼たのんでいいとは言ったけど、遠えん慮りよもせずに高い物を……」


　よほど空くう腹ふくだったのか、貪むさぼるような勢いきおいで少女は食事を続けていた。まぁ、これだけ喜んでくれているならば、多少の出費くらいたいした痛いた手でではないのだが……


「……？」


　ジッと見つめるナイトの視し線せんに気付いた少女が首をかしげた。そして自分が食べていたハンバーガーを、ナイトへと差し出してきた。ナイトは苦く笑しようして手を振った。


「俺はいいよ。全部君が食べな」


　少女は再ふたたび嬉うれしそうに食事を再さい開かいした。と、その頰ほおに赤いケチャップがついているのにナイトは気付いた。ナイトはナプキンを手にとり、少女へと手を伸のばす。


「動くなよ」


　あまり力を入れすぎないよう、優しくぬぐいとってやった。


「ほら、きれいになったぞ」


「ウフフフフフ……」


　なにが嬉うれしかったか、少女は笑い声を漏もらした。ナイトも釣つられて笑えみをこぼした。


「ははは。慌あわてずに、よく嚙かんで食べるんだぞ」


　少女はコクンと頷うなずき、ゆっくりと食事を再開した。カンのいい少女だ。ジェスチャーだけでナイトの言いたいことが伝わったらしい。


　ナイトはストローでコーヒーを飲みながら、今後の予定について思案した。予想以上に少女に関かかわってしまった。大至し急きゆう少女のホテルを見つけた後は、速すみやかに帰らねばヨルになんと言われるかわからない。できるだけ急いで……


　ガタン


　と、そこで耳みみ障ざわりな音が響ひびいた。横を歩いていた客の一人が、手に持っていたトレイを落としてしまったのだ。トレイのハンバーガーやドリンクが床ゆかの上に散さん乱らんしていた。


「……なんであんたがここにいんのよ、ナイト」


「え？　あ！　シュガー」


　コメカミを震ふるわせながら言うその客は、杏子だった。いったいどうしてこんなところに？


「あんた、田中さんを案内してるんじゃなかったの？　それがどうしてまたこんなところで、別の女の子と一いつ緒しよに食事してんのよ？」


「えっと、それはだな、これには少し事じ情じようがあって……」


　杏子は腰こしに手を当てて不ふ機き嫌げんそうに足あし踏ぶみをした。


「どんな事情？　説明してもらえない？」


「いや、実はこの子はヨル……じゃなくて、田中花子の妹でね」


　別に隠かくす必要はなかったのだが、ついつかなくてもいいウソが口から出てしまった。ナイトがやましさを感じているためだろうか。


「妹ねぇ」


　無ぶ遠えん慮りよに少女を眺ながめる杏子。銀ぎん髪ぱつの少女はヨルとあまり似にていなかった。共通しているのは、容よう姿しが整っているということくらいだろう。顔立ちもなにもかもが違うし、そもそも国籍や人種が同じかどうかも疑うたがわしい。


「あれ？　なんでナイトがいるんだ？」


　と、タイミング悪く現あらわれたのは陣矢だ。陣矢は杏子とナイトの間の一いつ触しよく即そく発はつの空気を敏びん感かんに感じ取った。


「……もしかして、俺ってお呼よびでなかった？」


「黙だまってなさい、生しよう姜が男」


　いっそう不機嫌そうな杏子。ナイトはなんとか杏子の機嫌をとろうと試みた。


「いや、まぁ杏子。落ち着こう。今のお前は頭に血がのぼっているだけだ。まずは落ち着け」


「あたしは落ち着いているわ」


「……ウア・トスタン！」


　いきなり少女がナイトに抱だきついてきた。


「な、なんだ、いきなり！」


　少女の意図は良くわからないが、今この状じよう況きようでこれでは杏子の怒いかりに油をそそぐだけだった。


「……へぇ、ずいぶんと仲がよさそうだこと」


　杏子のマユが危険な角度にまで釣り上がった。


「ウア・ウア・メリト・スタン」


　わけのわからない言葉を喋しやべる少女。どうも、少女を放ほったらかしにしておいたのがお気に召めさなかったらしい。ナイトにかまって欲しいようだった。


「あぁ、もう、とにかく、また明日詳くわしく説明する！」


　結局ナイトはその場を立つと、少女を抱きかかえて一目散に走り去っていた。その背せ中なかに、杏子の声が投げかけられた。




[image: ]


「バカナイト！　最低！　二度とあたしの前に出てくんな!!」


　いや、ムリだろう。明日学校に行けばいやでも顔を合わせるし。


　――店を飛び出した後も数分ほど走り続け、ナイトは人気の少なくなった場所で少女を下ろすと、額ひたいの汗あせをぬぐった。


「ヤレヤレ、まったく、なんだってこう、面めん倒どうばっか起きるんだ」


　本当に厄やく日びだ。ここ二日ほどでナイトの運気が急きゆう激げきに悪化していた。風水でも試ためしてみた方がいいかもしれない――半ば本気でそう思った。


　息を整えるナイトと、キョトンとした少女。さすがにこのままなにも言わないのは腹に据すえかねる。ナイトは少しだけ声を荒あらくして少女を睨にらんだ。


「いったい君は、なにを考えているんだ。人が会話しているときに邪じや魔ましたらダメだろう！」


　とたん、銀髪の少女の顔が歪ゆがんだ。円つぶらな瞳ひとみが潤うるんだかと思うと、少女はしゃくり上げはじめた。


　これにはナイトも困こまった。あまり強く言ったつもりはなかったのだが、泣かれてしまっては悪人はナイトの方だ。まったく、泣く子に勝てないというのは万国共通だ。


「い、いや、ほら、そんな泣くな。別に怒ってるわけじゃないんだ。な、な？　謝あやまるよ。怖こわい顔して悪かったから、泣き止やんでくれ」


　ナイトが慌あわてて謝ると、少女は上うわ目め遣づかいにナイトの様子をうかがってきた。ナイトはロリコンではないと自分で思っていたが、そんな少女の様子にドキリとしてしまう自分がいることに自信が揺ゆらいでしまった。


「ほら、涙なみだをふいて」


　ハンカチを取り出して少女の目を優しくふいてやると、少女は笑顔を取り戻もどしてくれた。


「イア！」


　少女はたちまち嬉しそうに、ナイトに再び抱きついてきた。少女の柔やわらかで温かい体は、見た目以上に小さいのだなとナイトは思った。


　と、そんな二人の傍かたわらを黒い乗用車が走り去ったかと思うと、その車が急停車し、中から一人の男が姿すがたを現した。


「アイリス！」


　茶ちや褐かつ色しよくの髪かみに、グレーの目をした男は明らかに外国人。仕立てのいい背広を着たその姿は、若わか手ての実業家のように見える。


「マシュー」


　と、銀ぎん髪ぱつの少女も相手の名前を呼び、ナイトから離はなれると、男へと駆け寄っていった。


「……どうやら、俺おれの役目は終わったか」


　上手うまい具合に保ほ護ご者しやとめぐり合えたらしい。ナイトは結局たいしたことをしていないが、まぁ、結果オーライだ。無事に見つかってよかった。


　少女はその男としばらくなにごとか話し込んでいたが、やがて男をその場に残し、ナイトの元へ戻ってきた。


「どうした？　なにか忘わすれものか？」


　少女はナイトの目の前に来ると、チョイチョイと指を動かして、ナイトに顔を近づけるようなジェスチャーをした。


「ん？　なんだい？」


　ナイトが膝ひざを曲げて少女と視し線せんをあわせると、少女は両手を伸のばしてナイトの顔から四角いメガネを外した。


「え？」


　メガネを外したナイトの顔を見て、少女はニコリと笑った。


「やはり、君はメガネを外した方がいい。その方が男前だ」


「え!?」


　ナイトが驚おどろくまもなく、少女はさらに驚く行動に出た。あっけに取られるナイトの頰ほおに、そっと、桜さくら色いろの唇くちびるを触ふれさせたのだ。


「な!?」


　ナイトは頰を手で押さえて立ち上がった。少女の手からメガネを取り戻し、顔に戻してドキドキする鼓こ動どうを抑おさえた。


　今、確かにこの頰に柔らかなものが触れた。今のは……間ま違ちがいなく、キス？


　少女はナイトの前でスカートを両手でつまみ、深々と頭を下げた。


「どうもありがとう。君の気き遣づかいと優やさしさは私の心に染しみ渡わたった。感かん謝しやしよう。今のは、ほんのささやかなお礼だ」


「……え!?」


　少女の口から出ているのは、流りゆう暢ちような日本語だった。驚くナイトを、少女は下から見上げた。


「自じ己こ紹しよう介かいがまだだったな。私の名はアイリス・マリア。ここには昨日入国したばかりで、うっかり連れ合いとはぐれてしまって難なん儀ぎしていたんだ。そこを助けてくれてありがとう」


　少女の声は外見通り、鈴すずを転がすような愛らしい声だ。だが、口調は大人の男だん性せいのもの。おまけに目つきまで先ほどより鋭するどくなっていた。いったいどういうことだろうか？　外見は間違いなくさっきまでと同じ少女だ。だが、雰ふん囲い気きが違う。幼おさない少女にはありえない、年配の人間から漂ただよう貫かん禄ろくのようなものすら少女からは感じられた。


「ん？　驚いたかね？　実は日本語は得意なんだ。君を騙だますようなマネをして悪かったね」


「なんでまた、言葉が通じないフリを？」


　少女は妙みように堂に入いった動きで肩かたをすくめた。


「いや、この国の人間と久ひさ々びさに会って、あまりの変へん貌ぼう振ぶりに驚いたんだ。道で困こまる外国人の女の子を見ても、遠とお巻まきに見守るだけで助けようともしない。朝からずっと待っていたが、私に話しかけてきたのは君を入れて五人だ。そして私に英語が通じないとわかると逃にげてしまったのが三人。一人は私を警けい察さつへつれて行こうとしたが、私のワガママについてこれずに結局逃げてしまった――義ぎ理りと人にん情じようにあふれた日本人に会いたくて、言葉の通じない芝しば居いをうってみたのだが、結果は散々だった」


　それは――少女の言う通りだ。この現代の日本社会で、そういった人情だとかを期待するのは間違いなのだ――ナイト自身、そのことはよくわかっていた。


「気を悪くしたのなら謝しや罪ざいしよう。だが私はこの国の武ぶ士しにもう一度会ってみたかったんだ」


　武士って、いったいいつの時代の話をしているのだろうか。


「いや、まぁ別に俺はいいんだが……」


「そう言ってもらえるなら嬉うれしいな。それはさておき、お礼をせねばなるまい」


　アイリスと名乗った少女はアゴに手を当てた。


「助けてもらったのだから礼が必要だからな。キスは、まぁアイサツ代わりだから礼としては弱いな」


　口付けのことをあっさり流す少女。やはり外国人と日本人とではキスへの感覚が違うんだな、とナイトは思った。


　だが、ナイトは見返りが欲ほしくて少女を助けたわけではない。そう言ったのだが、アイリスは首を横に振った。


「遠えん慮りよするな。午後のオヤツも馳ち走そうになったからな、なんとしてでも返礼せねばならん。迷めい惑わくをかけた詫わびの意味合いもある」


　なんとも喋しやべり方が仰ぎよう々ぎようしい、というか、本当にこの少女は外国人だろうか？　用法の乱みだれた日本語を連発する日本の若わか者ものより、よほど達者な日本語を喋っている。


「アイリス！」


　と、少し離はなれた場所で待っている外国人の男が呼んできた。車を指差し、出発すると言うジェスチャーを見せている。アイリスは申し分けなさそうに頭を下げた。


「すまんな。私の連れはせっかちな性しよう分ぶんで、落ち着いて話すこともできん」


「いや、礼などいいから、早く行ってやれよ」


　ナイトが鷹おう揚ように言うと、アイリスも頷うなずいて黒くろ塗ぬりの乗用車へと向かっていった。だが、車に乗り込む寸すん前ぜん、ナイトを振ふり返って言った。


「ナイト君。今日の恩おんは忘れない。お礼といってはなんだが、次に会う時、一度だけ命を助けてあげよう」


「え？」


「ただ、気をつけた方がいい。厄やつ介かいごとに首を突つっ込こむと、ロクな結果にはならんぞ」


　アイリスはそれだけ言うと車に乗り込み、車はそのまま静かに発進して、あっという間に視界の外へと消えていった。


「……なんなんだ、今の？」


　残ったナイトはキツネにつままれたような顔で首をひねった。アイリスの最後のセリフは、どういう意味だろう？　あれでは……あれではまるで、次に会う時は、ナイトの命が危ない状況になっていると言っているようなものではないか。


「……あ！」


　そこでナイトは今さらながら重要なことに気がついた。


「あの子……日本語がわかってたなら、バーガー屋で俺に抱だきついてきたりしたのもワザと？　クソ、事じ態たいをややこしくしやがって」


　地じ団だん太だを踏ふんでももう遅おそかった。今はそんなことよりも、すっかり帰るのが遅くなってしまったことをヨルに謝あやまることが先だ。


　家への道を早足で進みながら――片かた手てでそっと自分の頰ほおに触ふれてみた。頰は心なしか、まだ少し火ほ照てっている気がした。


　――俺、本当にロリコンか？――本気で頭が痛いたくなってきた。








「遅いわ！　今までどこで遊んでたの！」


　家に帰って、最初に投げかけられた歓かん迎げいの言葉がそれだった、無む論ろん、温かく出で迎むかえてくれた相手はヨルだ。


「いや、すまない。ちょっとヤボ用があって……」


　と言い訳わけをしようとしたら、ヨルはまなじりを吊つり上げ、腰こしに手を当ててきた。


「問答無用！　あなたはね、自分がどれだけ危き険けんな状じよう況きようにあるかわかってないわ。わたしがこの家でどれだけ心配していたと思ってるの」


「なんだ、そんなに心配しててくれたのか？」


「当たり前じゃないの」


　ヨルはなにを今さら言うんだ、といった様子で息を吐ついた。


「勝手に巻き込んだ手前、あなたに万一のことがあったら、魔ま乖かい術じゆつ師しとしての面メン子ツに関かかわるわ」


　あぁ、そういう意味か、とナイトは頷いた。


「いったいなにをしてたらこんなに遅くなるの？　どうせあの同級生の女とでも遊んでたんでしょ」


「え？　あぁ、シュガーのことか？　いや、違うけど……なんでここでシュガーが出てくるんだ？」


「そんなことはどうでもいいのよ！　とにかく、あなたは無用心すぎるわ」


　昼にノコノコ学校に来た魔乖術師には言われたくなかった。だが、そのことは口には出さなかった、賢けん明めいなナイトはすでにヨルとの付き合いかたを学びつつあったのだ。代わりにナイトは疑ぎ問もんをぶつけてみることにした。


「しかしヨル。朝君は、『滅メツ』の魔乖術師も君と同様、あまり派は手でには動けないと言っていただろう？」


「手紙を見てないの？　どうも事じ態たいが変わってきたのよ。この国に新しい敵てきが入国したらしいっていう情報が入ってきたのよ」


「新しい敵――他の八や祖そか？」


　順当に考えれば、ヨルの敵は八祖、魔ま宴えんの参加者たちだ。三人目の八祖がここにやってきたのだろうと、ナイトは当たりをつけていた。


　だが、ヨルは首を横に振った。


「そうであれば話は単たん純じゆんだったんだけどね……ちょっと厄やつ介かいな連中にかぎつけられたらしいのよ」


「厄介な連中？」


　ヨルは頷うなずき、いつになく真しん剣けんな表情で敵の名を告げてきた。


「そう。わたしたち魔乖術師にとっての天敵、宿命の相手ともいうべき連中――〈魔女猟人ヤクト・ヘクス〉よ」


「〈魔女猟人ヤクト・ヘクス〉？」


「その名の通り、魔乖術師を狩かるための存そん在ざい、わたしたち魔乖術師のアンチテーゼともいうべき存在よ。魔乖咒じゆという異い能のうの力を是ぜとせず、それを行使する魔乖術師を悪と断だん罪ざいし、世界から魔乖術師を抹まつ殺さつしようとしている過か激げき派はよ」


「そいつらは、そんなにヤバいのか？」


　ヨルは厳げん粛しゆくに頷いた。


「確たしかに連中は魔乖咒を使えない。でも、魔乖咒への対たい抗こう手しゆ段だんは山と持っているわ。この国ではともかく、欧州における連中の勢せい力りよくは絶ぜつ大だいなものだわ。連中の起き源げんは紀元前、ローマ帝てい国こくにまでさかのぼるとされているわ。ローマ帝国初期におけるキリスト教徒弾だん圧あつ。その後キリスト教が欧州で確かつ固ことした地位を築きずいた後は十字軍遠えん征せい、キリスト教による異端審しん問もん、中世における魔女狩り、失地回復運動レコンキスタ、最近で言うなら、ドイツ第三帝国によるユダヤ人迫はく害がいにいたるまで、欧州における異種族への弾圧運動は全すべて連中が裏うらで糸を引いていると見ていいわ」


　なんだかよくわからないが、ナイトの想そう像ぞう以上にその敵は規き模ぼが大きいようであった。


「この国には連中の拠きよ点てんがないから大だい丈じよう夫ぶかと思っていたけど、甘あまかったわ。連中はすでに入国をすませて、わたしたちの近くにまで来ていると見たほうがいいわね」


　ヨルは腕うで組ぐみをして、ソファに座すわった。


「あなたも気をつけてね、ナイト。この街で見み慣なれない外国人がいたら、間違いなく連中と見ていいわ」


　……待て。今さっき、ナイトはその外国人と、街中で会わなかったか？　いや、でも、まさかあんな幼おさない少女が……いや、でも、もしかしたら……


「どうしたの、ナイト？　顔色が悪いわよ」


「いや、少し気になる節があって……」


「なにかあったの？」


「いや、なんていうか、すでにそれっぽい外国人を見かけたというか……」


「なんでそれを先に言わないのよ！」


　ガタンと立ち上がると、ヨルはナイトに詰め寄った。


「それで、大丈夫だったの？　ケガはない？　戦いは、どんな状じよう況きようだったの？」


「いや……会っただけで、戦ったりはしてない。そもそも、あの二人が本当にその〈魔女猟人ヤクト・ヘクス〉っていう連中かどうかもわからない」


「あなたが見たのは、どんな人なの？」


　ナイトは昼間出会ったアイリスと、そのつれの男の特とく徴ちようを言った。それを聞いたヨルはまたも悩なやむような唸うなり声を漏もらした。


「十歳くらいの子こ供どもに、大人の男の組み合わせね……聞いたことないわ。相手が魔ま乖かい術じゆつ師しならその外見の年ねん齢れいはあてにならないけど、猟人かりうどなら魔ま乖かい咒じゆは関係ないし……うーん？」


「ヨルも知らない相手なのか？」


「それは考えにくいわ。『闇ヤミ』は戦せん闘とう向けじゃないとはいえ、わたしは仮かりにも八や祖その一人よ。さらにこの街には『最強』と謳うたわれる『滅メツ』までいるわ。となると、猟人の方もそれなりの実力の持ち主を出してくるはず。わたしたちとまともに戦える猟人となると数も限かぎられてくるけど……その中に、十歳の女の子ってのはいないわ」


「……なら、あの子はその猟人じゃないってことだな？」


「そう簡かん単たんに断言はできないわ。まぁ、現状では様子を見るしかないわね」


　ヨルは肩かたをすくめると立ち上がった。


「とにかく、猟人が来た以上、あまりノンビリしていられないわ。夜になって人気が少なくなったら街に出て、戦いの準じゆん備びをしましょう」


「って、俺も手伝うのか？」


「当たり前じゃない。もうここまで来たら、あなたもわたしと一いち蓮れん托たく生しようよ。今さら自分だけなにもしないつもり!?」


　ナイトはヤレヤレ、と首を振った。確かにナイトももう逃げられないところまで来てしまっているのは間違いないようだが……


「なんでこうなるのかねぇ。俺の人生のモットーは平へい穏おん無ぶ事じ。目標は、平へい凡ぼんな家庭だってのに、どうしてこう、わけのわからん非ひ現げん実じつに関かかわったか……」


　ぼやくナイトを見て、ヨルは少し不ふ審しんそうな顔になった。


「前から気になってたけど……あなた、どうして平凡にこだわるの？」


「ん？」


「あなた、頭は悪くない――むしろ回転が速い方でしょ？　運動神しん経けいにしたって、優ゆう秀しゆうな部類だわ。なのに、学校では目立たないって周り中から言われてたし……それって、あなたが自分の実力を隠かくしているってことでしょ？」


　これは驚おどろいた。まさか、出会って二日目の少女に指し摘てきされるとは思わなかった。どうやら、ヨルも頭の回転は速いようだ。


「ついでに言うなら、あなたのそのメガネはダテね。どうしてそこまで目立たないように演えんじるのかしら？」


「こいつは驚きだ。そこまでわかるとはね」


「メガネ越ごしに見ても輪りん郭かくがずれないから、度が入ってないんでしょ」


　確かに、このメガネはダテだ。目立たないように印象付けるためのアイテムにすぎない。


　ナイトは両手で顔のメガネを外し、懐ふところのメガネケースから布ぬのを取り出してレンズを磨みがいた。


「……この国の社会ではな、目立つことはあまり得ではない。場合によってはむしろマイナスにしかならないんだ。俺は目立つことで害悪を引き起こすくらいなら、最初から目立たないでいる方がいいんだ」


　と、ナイトは答えた。それはナイトの持論だ。だが、ヨルは納なつ得とくしたようではなかった。


「だからと言って、実力があるのにそれを役立てようとしないのは罪つみだとは思わない？」


「さてね。だが俺は目立たないようにしているだけだ。他人に迷めい惑わくをかけているわけじゃない」


　冷めた口調でナイトは答えたが、ヨルは感情的に声を大きくした。


「それでいいと、あなたは本気で思っているの？」


「あぁ、そうだな。この国には出る杭くいは打たれるって言葉がある。自分が傷きずつくだけならまだいい。でも場合によっては、他人まで巻き込むことさえあるんだよ。この腐くさった社会の中だと、高こう潔けつな個こ人じんは黙もく殺さつされる運命にあるのさ」


「つまらない話ね。自分の可か能のう性せいまでせばめていることに、あなたは気付いてないの？」


「だが、そのために危険を冒おかす可能性があるなら、俺は単調でも平へい穏おんな道を選ぶね」


　その言葉を聞いたヨルは――悲しそうに長い睫まつ毛げを震ふるわせた。


「バカね、ナイト。そんなことをして……本当に自分が傷つかないで済すむと思っているの？　それでも結局傷つくのは自分なのよ？」


「…………」


「わたしはね、あなたにだけはそんな道を進んで欲しくないのよ。昔と同じ過あやまちだけは、犯おかして欲しくないから」


「え？」


　待て。今のはどういう意味だ？　昔と同じ過ちって……どうしてヨルがそのことを知っている？


　そう言えば、昔同じことを言われたことがある気がする。それはどれくらい昔のことだったろうか。世界の真理を知って絶ぜつ望ぼうに打ちひしがれた幼おさない自分に向かって声をかけてくれた人がいた気がする。その人は、輝かがやく金きん髪ぱつと青い瞳ひとみを持ち、凜りんとした声で語りかけてきたのだ。


　――辛つらいことから逃にげるのも立ち向かうのもあなたの自由よ。でも忘わすれないで。どちらを選ぶにせよ、結局傷つくのはあなた自身だわ。どっちにしろ傷つくなら、せめて前向きに進みなさい――


「……イト。ナイト。どうしたのよ、ボッとして？」


「いや……なんでもない。少し、昔を思い出していただけだ」


　ナイトはそう答えつつ、首をかしげた。今一いつ瞬しゆんだけ脳のう裏りをよぎった光景――あれはなんだ？　子こ供どものころ、自分は誰だれに会ったのだろう？　そのあたりのことがどうしても思い出せない……


「ともかく、あなたにも手伝ってもらうからね、ナイト。わかった？」


「あぁ……いいさ。今さら逃げたりしない。付き合おう」


　そうだ。逃げてはダメだ――ここに来てようやくナイトも覚かく悟ごを決めた。今感じた違い和わ感、そして、思い出せない過か去この記き憶おく。これらの正体を確たしかめるためにも、しばらくヨルと共に行動する必要があるのは間違いなかった。どうせなにもしなくても危険ならば、自分を守ってくれるヨルのそばにいた方がまだ安全だろう。


「それで、これからなにをする気だ？」


「それは秘ひ密みつよ。あなたはわたしの言う通りに動いていればいいの」


　ヤレヤレ、相変わらずのワガママぶりだ。まぁ、モチはモチ屋。魔ま乖かい咒じゆで戦うのなら、魔乖咒の専せん門もん家かに任まかせておくのが一番だろう。


「でも、腹はらが減へっては戦いくさはできないわ。まずは腹ごしらえよ！」


　と、ヨルが勢いきおい込んで言った。どうしてこう、ナイトの周りに現あらわれる外国人は皆みな日本語が上手うまいのだろうか？


「あぁ、わかったよ。夕飯の用意をすればいいんだろ？」


　さっきアイリスにおごってしまったから、もう無む駄だ遣づかいはできない。自じ炊すいをして安上がりに済ませるしかあるまい。


「あ……ご飯なら、用意しておいたわよ」


「え!?」


　ナイトは硬こう直ちよくした――昼食の弁べん当とうの光景が脳裏をよぎったのだ。またもあの地じ獄ごくのような苦しみを味わわねばならないのか？


　ナイトの様子を見たヨルが鷹おう揚ように手を振った。


「安心しなさい。別にもう怒おこってないから。昼のは軽い冗じよう談だんじゃないの。夕食はちゃんとマジメに作ったわ。こう見えても、料理は得意なのよ？」


　と、ヨルは腕を曲げて力ちから瘤こぶを作った――その自信は本当に信しん頼らいできるものなのかどうかは疑ぎ問もんだが。


「で、なにを作ってくれたんだ？　まさかステーキじゃないよな？」


「安心して。昼にあれだけ食べたんだから、夕食はさっぱりしたものにしておいたわ」


　やれやれ、よかった。昼の暴ぼう食しよくのせいで、肉はしばらく食べたくないのだ。


「これから戦うんだからスタミナをつけないといけないからね。特別メニューにしたわ」


　特別、という単語が少し気になった。


「ヨル、いったいなにを作ったんだ？　気になるじゃないか」


　するとヨルは嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。


「ウフフフ……ヒントをあげるわ。夕食はあなたに合わせて和食にしたわ」


「和食？　これは意外だ。君が和食のレシピを知っているなんて」


「日本についてはいろいろと調べておいたからね」


　フム。和食で、スタミナのつくメニューか……となると、もしかして？


「正解は、ウナギよ。日本人はウナギが好きなんでしょ？」


「なるほど、ウナギか」


　ウナギがさっぱりしているかは少し疑問だが、まぁいい。ウナギはナイトの好物だ。ここのところ食べていなかったから、久ひさ々びさに食べるのも悪くはないか。


「そいつは嬉しいな。俺はこう見えて、ウナギには目がないんだ」


「いやねぇ、ナイト。ウナギにだって目はあるわよ」


　……冗談だよな、ヨル？　まさか今の日本語が本気で理り解かいできなかったのか？


「さぁ、準備はできているわ。座って座って」


　強ごう引いんにヨルに引っ張られて、食しよく卓たくに座らされた。その時点でナイトは違和感を覚えた。妙みようだ……香かおりがない。ウナギを用意してくれたらしいが、ウナギを焼いたあの香こうばしい匂においがまったくしないのだ。


「はい、おまたせ～。用意できたわよ」


　……いやな予感が的中した。ナイトは頭を抱かかえたくなった。


　ナイトの前に出されたのは、大型の金きん属ぞく製せいボウルだ。ボウルの中には水がはってあり、その水の中をニョロニョロとウナギが泳いでいるのだ。


「……ヨル。すまないが、俺にはこれは生きているウナギにしか見えないんだが？」


「えぇ、そうよ」


「君は俺に、こいつをどうしろというんだ？　まさか俺に自分でさばけと言うのか？」


　するとヨルは心外だ、という顔をした。


「なにを言ってるの？　日本人ってのは、魚はなんでも生で食べるんでしょ？」


「…………」


　いや、なんだ、そのいい加か減げんな知ち識しきは。


「しかも生きたままの魚を食べる踊おどり食いってのが、日本人の中でも通つうな食べ方なんでしょ？　だから用意してみたの」


　つまり、ヨルはこのウナギを丸ごと飲み込めと言っているのか？


「日本人ってすごいわよね。こんなヌルヌルとした大きい魚を食べるんだから」


　……やはりヨルの怒りは収おさまっていないのか？　いや、ニコニコと笑うヨルの表情に裏うらはなさそうだ。どうやらこのエセ日本通は、本気で日本人がウナギを踊り食いすると思いこんでいるらしい。


　ナイトは無言のまま、ボウルの中のウナギに両手を伸ばした。


「うお、滑すべる！　ヌルヌルするからつかめない！」


　しかもウナギが暴あばれるおかげでテーブルの上に水が飛び散った。


「がんばって、ナイト！」


　ヨルの応おう援えん。ナイトはなんとか握あく力りよくを込めてウナギを捕ほ獲かくした。


「よし、捕つかまえたぞ。あとはこいつを丸ごと……って、食えるかボケェェェェェ!!」


　捕まえたウナギを解かい放ほうする。みごとなノリツッコミだ。ナイトは顔についた水をふきながら、ヨルを見た。


「ヨル……言っておくが、踊り食いってやつは、もっと小型の魚でやるものだ、ウナギの踊り食いは、不可能だ」


「え!?　そうなの？　ガッカリ」


　落らく胆たんした声を出すヨル。やはり本気で信じていたのか……


「……ゴメン、ナイト。わたし、知らなかったの。その、ウナギが踊り食いできないなんて。わたしは本当に、あなたにスタミナを……」


　シュン、と小さくなるヨル。演えん技ぎとかではなく、彼女は本気で落ち込んでいた。ナイトは慌あわてて手を振った。


「いや、君のその気持ちはよくわかったし、それだけ思ってもらえているなら嬉しいよ。その気持ちだけで充じゆう分ぶんさ」


「ありがとう、ナイト。じゃぁ……別の食事を用意するわね」


　ヨルがウナギの入ったボウルを持って立ち上がった。


「踊り食いがダメなら、サシミにしましょ。生の魚を適てき当とうに切るだけだから簡かん単たんよね」


　……待てぃ。


「ヨル。その前に言っておくことがある」


「なに？」


「ウナギは普通焼いて食うんだ！　というか、焼かなきゃ食えん！　ウナギを生で食うのはありえない！　生のウナギには毒がある！　俺を殺す気か！」


「……そうなの？」


　カルチャーショックを受けたようにヨルは目を見開いた。


「日本人って、生の魚をなんでもバリバリ頭から食べるイメージだったのに……」


「君、本当に日本に来たことがあるのか？」


　日本の話を聞いただけで日本に来た気になってただけではないのか？


「な!?　失礼ね。日本には何度も来たわよ……まぁ、知り合いと一いつ緒しよに来て、ホテルの外にはほとんど出たことがなかったけどね」


　まったく、それで中ちゆう途と半はん端ぱな知識しかないわけだ。


「どうしようかしら……魚屋さんで高かったのに、ウナギも無む駄だになったわね」


　さすがにウナギを丸ごと一匹ぴきさばくなんて芸当はナイトにもできない。ウナギは諦あきらめるしかないだろう。


「……でもいいわ。こんなこともあろうかと、もう一匹魚を用意しておいたの。そっちを食べましょ」


「なんだ、他ほかにもあったのか」


「そ。なにがいい？　焼く？　煮にる？　蒸むす？　それともサシミがいい？」


　サシミにこだわるな。いや、それよりも一いち応おう一つだけ確かく認にんしておかねばなるまい。


「なぁ、ヨル。そのもう一匹の魚って、なんだ？」


「えっと……なんだったかしら？　魚屋さんで美味おいしい魚をくれって言ったら、そこの主人が勧すすめてくれた魚よ」


「名前は？」


「えっと、あまりなじみのない魚で……たしか、そう、フグっていうすごく美味しい魚よ」


　……どこの魚屋だ、それ！





　――赤霧市の真ん中にあるセントラルホテル。その最上階の一室に銀ぎん髪ぱつの少女、アイリスはいた。窓まど際ぎわに置いたイスに腰こし掛かけ、ワイングラスの中の赤い液えき体たいを舐なめるように飲んでいた。


「……なかなか美味だ。さすがロマネコンティ。こんな極東の島国にしては、いいものを置いてあるな」


「アイリス、そんなにノンビリしていていいのか？」


　と、尋ねてきたのはアイリスのつれの男、マシューであった。彼は机つくえの上に置いた抜ぬき身の剣けんを磨みがきながら尋ねた。


「魔ま乖かい術じゆつ師しがこの街にいるのは間違いないんだ。さっさと始末して、おれはこんな国から早く出たいぜ」


「そうせくな。この国のコトワザにもある、急がば寝ねて待てとな」


　ノンビリとワインを傾かたむけながらアイリスが言う。外見に似に合あわぬ落ち着いた物腰だった。コトワザが間違っているが、意味は間違っていない。が、マシューが反論した。


「だがこの国のコトワザには、善ぜんは急げという言葉もあるはずだ」


「まったく、仕事熱心だな、マシュー。そう慌あわてず、少しはくつろいだらどうだ？　せっかくのスイートが泣くぞ」


　二人がいる場所、ここはこのホテルのスイートルームだ。はっきり言って、十数人が同時に生活できるくらいの広さがある部屋だが、そこを二人だけで使っているのである。たいした身分だ。


　アイリスはワイングラス越ごしに街の夜景を眺ながめた。


「我われ々われは猟人かりうどだ。獲え物ものを追う技ぎ術じゆつも重要だが、時には獲物が現あらわれるまで待つ忍にん耐たい力も必要だ。今は待つ時だよ、マシュー」


「……悠ゆう長ちようにしてると、逃げられるぞ」


　マシューは白はく刃じんを傾け、そこに映うつり込んだ自分の顔を眺めた。


「なにせこの国にいるのは八や祖その連中だ。魔乖術師の中でも大物。その分手て強ごわい相手だぜ」


「なに、心配ない。たとえ相手が八祖であろうと、魔乖術師である以上、我々の敵ではないさ」


　ワイングラスを大きく回してワインを攪かく拌はんし、アイリスは一口含ふくんだ。


「ふむ、まろやかな味わいだ……八祖のうち、この国に入ったのは今のところは二人。裏づけはまだ取れていないが、『闇ヤミ』と『滅メツ』の二家という話だ」


「『闇』はともかく、『最強』と呼ばれる『滅』はかなり手強いぞ」


　アイリスは肩をすくめた。


「マシュー。そうではない。君は少し相手を侮あなどっている。八祖は魔乖術師の中でもトップクラスの連中だ。たとえ相手が最も戦せん闘とうに不向きで最弱と言われる『闇』であっても、油断していい相手ではない」


「慎しん重ちようだな、アイリス。おれたちの敵じゃないだろ？」


「あぁ、敵ではないさ……油断しない限かぎりな。一瞬の油断のために、追い詰つめたネズミに反はん撃げきされて命を落とした猟人を、私は何人も知っている。君もそうならないように注意した方がいい」


「あぁ、心に留とめておこう――それはそうと、アイリス、昼間のガキは大だい丈じよう夫ぶか？」


「ん？　あぁ、あの少年か」


　アイリスは昼間出会った少年――ナイトのことを思い出した。彼女の記き憶おくの中で、ナイトが苦く笑しようしながらアイリスに助けの手を伸のばしてきた光景がよぎった……


「……あの少年ならば気にすることはない」


「だが、あいつからはクサイ臭においがしたぜ。間違いなく、あいつからは魔力の臭いがした」


　猟人である彼らは魔力の気配に敏びん感かんだ。そして魔力というものは、魔乖術師以外の人間からはほとんど感じられないものである。


「あのガキ、うまく隠していたように見えるが、おれの鼻はごまかせないぜ」


「……あの少年は魔乖術師ではないよ」


　アイリスはきっぱり断だん言げんした。


「昼間少し動向を見守ったが、魔乖術師らしき行動はまったくなかった。あの少年は白だ」


「……お前を疑うたがうわけじゃないがな、今までおれのカンが外れたことはないんだ。おれは自分のカンを信じるぜ」


「私の言葉が信用できないと？」


　アイリスの声こわ色いろが急きゆう激げきに冷たくなった。マシューはクック、とのどの奥おくから笑い声を漏もらした。


「なんだ、やけにご執しゆう心しんじゃないか。あのガキがどうした？　まさか惚ほれたか？」


　パン、と音がした。アイリスの手の中にあったワイングラスが粉々に砕くだけた音だった。アイリスがグラスを握にぎりつぶしたため、周囲にはガラスの破は片へんと赤い液えき体たいが飛び散っていた。見ようによっては、血が飛び散ったようにも見える。


　アイリスは自分の顔についたワインの雫しずくをぬぐおうともせず、冷え切った眼まな差ざしでマシューを睨にらんだ。


「マシュー。もう一度言おう――あの少年は無関係だ――もしあの少年に手を出すならば……」


「冗じよう談だん。お手上げだよ、アイリス」


　と、マシューはあっさりと両手を上げた。自分より一回り小さな少女に睨まれてあっさり意見を翻ひるがえすというのも情なさけない話だが、アイリスには他人をそうさせるだけの迫はく力りよくと貫かん禄ろくがあった。


「おれがお前に逆さからえるわけないだろう？　そんな怖こわい顔するなよ」


「……わかればいい。我われ々われ猟人かりうどの目的は魔ま乖かい術じゆつ師しを狩かるだけだ。無関係の一いつ般ぱん人じんを巻まき込こむことはできる限かぎり避さけねばならん」


「でも、もし万一、あのガキが魔乖咒じゆを知ってたらどうする？」


　再ふたたびアイリスに睨まれそうになって、マシューは両手を振ふった。


「待てよ、アイリス。誰もあのガキが魔乖術師だとは思っちゃいない。だが、魔力の気配はたしかにあのガキからした。となると、あのガキの身近なとこ、あいつの関係者に魔乖術師がいると考えた方がいい」


「……まぁ、そう考えるのが順当か」


　不ふ承しよう不ぶ承しよう、アイリスが頷うなずいた。


「となると、あいつが魔乖咒のことを知ってしまった可か能のう性せいも否ひ定ていできないはずだぜ――一般人が魔乖咒に関かかわった場合、それを始末するのもおれたちの仕事だ。違うか？」


「わかっているさ、マシュー」


　アイリスは少し考え込むと、やがて顔を上げた。


「もし万一――あの少年、ナイトが魔乖咒を知ってしまっていたのなら――その時は私自らの手で始末しよう」


　決然とした口調でアイリスは断言した。マシューはそれをチャカすように口笛を吹ふいた。


「ヒュー、言うね。まぁ、土ど壇たん場ばになって自分の言葉を裏うら切ぎらんようにな」




[image: ]


「私はウソはつかんよ」


　だがアイリス自身、自分の言葉にたいした説得力がないということに気付いていた。そしてマシューが自分のことをまったく信用していないということもよくわかっていた。


　信用しないのならばそれでいい。べつにこの国へ来た目的を果たすには、マシューの力を借りずともアイリス一人の力だけで充じゆう分ぶんなのだ。実じつ際さい、魔乖術師を始末することくらい、アイリスにとってはわけないことだ。たとえその相手が八や祖そであったとしても……


　アイリスは空になったワインボトルを指ではじき、窓まどから街の夜景を見下ろした。


「さて……ワインがきれたことだし、そろそろ行くか」


「どこへ？」


　アイリスは冷たく微ほほ笑えんだ。


「待ち伏ぶせするのはいいが、狩しゆ猟りよう場ばの状じよう況きようを見み極きわめておかねば狩りの時に本ほん領りようを発はつ揮きできんだろう？　夜のこの街の様子を見ておきたい」


「そんな悠ゆう長ちようなことをするより、魔乖術師をいぶり出した方が早いぜ」


「慌てるな。連中もすぐには逃げんさ。まずはこちらも準じゆん備び万ばん端たん整えねばな。さぁ、行くぞ、マシュー」


　アイリスは口元を歪ゆがめて笑い声を漏らした。だがその笑いは、なにか含ふくむところがある笑いだった。






　第三章　決戦前夜







　結局、ナイトは夕食に出前のピザを注文した。ヨルはそれがかなり不満そうだった。自分の料理が失敗に終わったのが気にいらなかったのだろう。その反動か、その細い体のどこに入るのかと思えるほど旺おう盛せいな食しよく欲よくを発揮し、一人でＬサイズのピザを二枚まいも食べてしまった。おかげでかなりの出費となり、経けい済ざい的に痛いた手でであった。


　食事が終わり、外もすっかり暗くなった頃ころ合あいに二人は連れ立って街へ繰くり出した。無論、人目を忍しのんでである。なにしろ二人の敵てきはいつ攻せめてくるかわからないのだ。用心に越こしたことはない。


　赤あか霧ぎり市の南部、水すい天てん主しゆ川の河口付近にはオフィス街が広がっている。商社のオフィスが並ならんでいるため、日中はそれなりに混こみあっているが、夜になると途と端たんに人気のなくなる場所でもある。二人はその場所へやってきた。


「下調べをした中では、ここが一番いいわね。ここで戦うことにしましょう」


　人のほとんどいない通りを進みながらヨルが言った。黒尽ずくめのカッコウなので夜だとかなり怪あやしいが、確たしかに魔ま乖かい術じゆつ師しっぽく見えるな、とナイトは場違いな感想を抱いだいていた。


「魔乖術師にしろ、猟人かりうどにせよ、一いつ般ぱん人じんにわたしたちの存在を知られるのは避さけたい事じ態たいであるわ。だから戦いの場としては、こういう人気のない場所を選びたいわけよ」


「こっちがそう思っても、向こうがそう思うとは限かぎるまい」


「わたしたちがこの場所から動かなければ、連中はイヤでもここで戦わざるをえないわ。時間があるうちに、準備をしておきましょう」


　ヨルは懐ふところから一冊さつの本を取り出すと、ページを開いた。革で装そう丁ていされた分ぶ厚あつく、古びた外見の本だった。


「なんだ、それは？」


「魔道書よ、わたしのね。力ある魔乖術師ならば、自分専せん用ようの魔道書を持っているものよ」


「ふーん、そうなのか」


　ヨルの開いた本には、なにも書かれていない白紙のページが並ならんでいた。


「なんだ、なにも書いてないじゃないか」


「それはそうよ。これはこうやって使うのよ」


　ヨルが白紙の上で指を動かすと、指の動いた跡あとが軌き跡せきとなってページの上に残った。紙に描えがかれたのは、複ふく雑ざつな図形の組み合わせである魔ま方ほう陣じん。それを何枚も描かいた後、ページを破やぶいてヨルはナイトに手て渡わたした。


「これを、あっちの壁かべに貼はってきて」


　よくはわからないが、言われた通りにしておいた。街中を移い動どうしながら、あちらこちらに同様に紙を貼って回った。


「いったいこれにどんな意味があるんだ？」


「言ったでしょう？　これは罠わなよ」


　ヨルは視し線せんを手の魔道書に落としたまま呟つぶやいた。


「力を込めた魔方陣さえあれば、術者の遠えん隔かく操そう作さでいつでも魔ま乖かい咒じゆが発動できるわ。街中にあらかじめ魔方陣をしこんでおけば、いざ戦うときに四方から相手を攻こう撃げきできるのよ。無む論ろん攻撃以外に補ほ助じよ効こう果かのある魔乖咒もしこんであるわ」


　喋しやべりながらもヨルは視線を動かさず、魔方陣を次々と描えがいていった。


「慣なれているな……それに、さっきからページを破いても本の厚さが変わってないな」


「基き本ほん的にこの本のページがなくなることはないわ。この本はね、特別製せいなのよ」


　ヨルは重そうな魔道書を掲かかげた。


「これはわたしの魔道書よ。『闇ヤミ』の〈八ヤ祖ソの禍マガ家ヤ〉であるシュトレンベルグ家の全すべての秘ひ密みつが書き込まれた『闇ヤ淵ブチへの嘆タン願ガン書シヨ』と呼よばれるものよ。魔乖咒の発動に魔道書は必須ではないけど、この本を媒ばい体たいとすることでより強力な魔乖咒を発動できるわ」


「その本があれば俺おれでも魔乖咒が使えるか？」


「それはムリよ。これはわたし専用の、わたしだけの魔道書よ。わたし以外の人間には白紙の本にしか見えないしくみになっているの――あなた、本当に魔乖咒のこと、何も知らないのね」


「当たり前だ。魔乖咒なんて、そんなもの知っているはずがないだろう」


　ヨルは作業を続けながらナイトを横目で見た。


「しかたないわね。あなたにも手伝ってもらう以上、魔乖咒のことはある程てい度ど知っててもらわないといけないから、軽く説明するわ」


　喋しやべりながらもヨルの手の動きはまったく衰おとろえなかった。器用だな、とナイトは場違いな感心をしながらヨルの言葉に耳を傾かたむけた。


「わたしが『闇』系けい統とうの魔乖術師だってことは言ったわね？　あらゆる存そん在ざいが混まじりあった混こん沌とん、『始し源げんの闇あん黒こく』をわたしたちは信しん奉ぽうしているわ。『全きもの』『混沌たる闇黒』『起こりうる全て』『可か能のう性せいの悪魔』『万ばん物ぶつを孕はらみし黒の聖せい母ぼ』とも呼ばれる異い界かいの『闇』からわたしたちは力を引き出して行使するの――『闇』はすなわち、なにかを生み出す力。それは純じゆん粋すいなエネルギーを異界から直ちよく接せつ引き出せる分、八祖の中で最も効こう率りつのいい魔乖咒が使えるわ」


「それで、ケガとかが治せるんだろ？」


　ヨルが頷うなずいた。


「引き出したエネルギーを人間の体内に流し込めば、大たい抵ていの傷きずを回かい復ふくできるわ。首を切り落とされても、十秒以内なら再さい生せい可能よ。回復、蘇そ生せいに関してなら『闇』は八祖一よ。『闇』は戦せん闘とうよりむしろ、そういった補ほ助じよ関係の魔乖咒がメインね」


　だがそれでは、これから先の魔ま宴えんで本当にうまく戦えるのかが不安だった。魔宴は、おのおのの魔乖術師が文字通り命を賭として繰くり広げる死闘なのだ。補助の魔乖咒だけで勝ち進めるほど甘あまくはないだろう。


「そして目下わたしたち最大の敵てき、『滅メツ』ね。これは『闇』とは対照的にただ戦闘にひたすら特化した魔乖咒だわ。無む秩ちつ序じよな混沌を破は壊かいしつくして秩序を築いたとされる『導みちびきの破は滅めつ』――『死と共に来たりて死と共に去りぬもの』『大いなる破壊』『未知なる無形』『愚おろかしき消滅』『崩ほう壊かいの黄たそ昏がれ』と謳うたわれる『滅』がその力の源みなもとよ。防ぼう御ぎよもなにも考えずにひたすら攻撃重視の魔乖咒。その破壊力は八祖トップ。『最強』の魔乖術師の称しよう号ごうはダテじゃないわ。正面からぶつかった場合、『滅』に勝てる八祖はいないわ。そしてわたしの『闇』は『滅』とは相性が悪いの」


「そうなのか？」


　だとしたら、ますますこちらに勝ち目がないではないか。


「魔乖咒には相そう克こくっていって、相性があるの。八つの系統はそれぞれが得意な相手、苦手な相手というのが存在するわ。そして『闇』にとっての天敵が『滅』。『闇』は『滅』に対して効こう果かが低いし、逆に『滅』は『闇』への効果が増ぞう大だいするわ」


「そんな相手と戦って、勝てるのか？」


「わたし、勝てない戦いはしないわ。今はわたしを信じていなさい」


　そう言われては、ナイトは従したがうしかない。実際はどうであれ、ヨルを信じるしかナイトに道はないのだ。


「他に知っていて欲しいことで、魔乖咒の段だん階かいがあるわ。魔乖咒はその威い力りよくや規き模ぼによって段階が分かれているの。一つ段階が上がると、魔乖咒の難なん易い度どは急きゆう激げきに上じよう昇しようするわ。第一咒法は最も基き本ほん的な技わざだけど、習得するのに三年はかかるとされているわ。平へい均きん的な魔乖術師は一生をかけて第二、ないし第三咒法まで身につけることができるの」


「なんだ、思っていたより少ないな」


　と感想を漏もらすと、ヨルが指を振った。


「魔乖咒ってのは、そんな単たん純じゆんに量れるものではないわ。魔乖咒は、結局のところ持って生まれた才能に左右されるのよね。才能がない人間がいくら努力しても上位咒法を身につけることはできないのよ。でも、上位咒法を使える魔乖術師が優ゆう秀しゆうであるのは間ま違ちがいないけど、下位咒法しか使えない魔乖術師が劣おとっているわけではないわ。第一、第二咒法は魔乖咒の基本にあたるけど、基本だからこそ奥おくが深くて究きわめにくいものよ。現に一生を第一咒法の研究に費やして名を残した魔乖術師は歴史上何人も存在するわ」


「なるほどね……それで、君はどこまで使えるんだ？」


「わたしは第四咒法までの『闇』系統魔乖咒を習得しているわ。言っておくけど、わたしの年で第四咒法が使えるのは普ふ通つうはありえないことだからね、驚おどろきなさい」


　他の魔乖術師をよく知らないのでなんとも言えないが、多くの魔乖術師が一生かけて第二、第三咒法まで身につけるということは、第四咒法を身につけられない魔乖術師も多いということだろう。そう考えると、ヨルが自信たっぷりに言う話も信しん憑ぴよう性せいが出てくる。


「第一咒法は魔乖咒の基本。自然界の四大要素、火、水、風、土の力を操あやつる技よ。まぁ、第一咒法は八系統の魔乖咒全て共通ね。各系統の特色が出るのは第二咒法以い降こうになるわ。第二咒法は自己強化の魔乖咒。『闇』の第二咒法は、回復よ。これはもう知っているわね？　わたしの実力なら、心しん臓ぞうを潰つぶされても瞬しゆん時じに回復できるわ。第三咒法は、魔力の物ぶつ質しつ化。魔乖咒で引き出したエネルギーをこの世界に固着化することで武ぶ器きを精せい製せいするわ。嚙かみ砕くだいて言えば、魔乖咒の剣けんや槍やりを作るってことよ。そして第四咒法は強力な攻性魔乖咒。一撃げきで核かく兵器にも匹ひつ敵てきするだけの攻こう撃げきを展てん開かいできるわ。さしあたってはそれくらい知っていてもらえばいいかしら？」


　一気に説明されたが、不思議とすんなり理り解かいできた。自分でも不思議だ。いや、今の感覚はまるで、今まで忘れていたことを思い出したかのように、魔乖咒に関する知ち識しきが頭の中で展開されたのだ。そう、自分は昔、どこかで魔乖咒を学んで……


「どうしたの、ナイト？　変な顔して」


　思考はヨルによって打ち切られた。


「なんでもないさ……それで？」


「魔乖咒の講こう義ぎはおしまい。罠わなの設せつ置ちもこんなものね」


　作業の手を休め、ヨルは周囲を見渡した。罠の設置状況に満足したように彼女は頷いた。


「戻もどりましょう。今後の作戦を考えるわよ」


「もう終わりか？　もっと罠を作らなくていいのか？」


「多ければいいってものじゃないわ。多すぎれば相手に警けい戒かいされすぎて、ここに誘さそい込むのが難むずかしくなるからね。なにごともホドホドにしておくのが一番よ」


　そういうものなのか、とナイトは頷うなずいた。まぁ、素しろ人うとのナイトが口出ししても仕方がない。ここはヨルに任まかせておこう。


　――二人はそのまま家に戻り、リビングで膝をつき合わせるように座すわって今後のことについて話し合った。


「まず初めに言っておくと、決戦の日は近日中、今日か、明日か、長くても二日以上先さき延のばしになることはないわ」


「そんなに早いのか？」


　この前の『滅』との戦いで受けたヨルのダメージは、まだ多少残っているはずだ。その状じよう態たいで勝負を挑いどむのは、少し無む謀ぼうに思えた。


「わたしたちとしてもあまりこの戦いに時間はかけたくないのよ。『滅』は『闇』に有利な属ぞく性せいだわ。この前はなぜか見み逃のがしてくれたけど、『滅』がわたしとの戦いをためらう理由はないのよ。『滅』は時間をかけすぎて事態が流動してしまう前に、決着をつけようと動くはずよ。そして〈魔女猟人ヤクト・ヘクス〉も同じ。わたしと『滅』、二人の魔宴参加者がいる以上、他の参加者もこの街へとやってくるはずだわ。猟人かりうどたちもこれ以上敵が増ふえる前に、今いるわたしたちを始末しようと動くはずよ。無論わたしも同じ。これ以上他の八祖が増えるのは、望のぞましい状じよう況きようではないわね」


「ずいぶん性せい急きゆうな話だな。せいてはことを仕し損そんじるってコトワザもあるぞ」


「善ぜんは急げとも言うわ」


「殺し合いが善とは思えんがね」


　ナイトは肩かたをすくめたが、ヨルは気にせず続けた。


「わたしたちが望む展開は、猟人と『滅』とが戦いあって、互たがいを潰つぶしてくれることよ。どちらが生き残るにせよ、無傷であるはずはないわ。勝敗がついた瞬しゆん間かん、わたしたちがすかさず襲おそいかかれば、かなりの勝しよう率りつが見込めるはずよ」


「なんていうか、セコい戦いかただな」


「故こ事じによると、漁ぎよ夫ふの利って言葉があるはずよ」


　この娘むすめは本当に外国人だろうか？　どうしてこう、日本語が達者なのだろう。


　ヨルは少し言い訳わけっぽく告げた。


「残念だけど、奇き麗れい事は言えないわ。『闇』は戦せん闘とう向けの魔ま乖かい咒じゆではないから、魔宴ではどうしても不利なのよ。勝つための手段は選んでられないわ」


「……なぁ、一ついいか？」


　ナイトは最初に出会ったときから気になっていたことを聞くことにした。


「なに？」


「ヨルは、どうしてこの〈絢けん爛らんなる魔ま宴えん〉に参加したんだ？」


「それが名めい誉よだからよ。魔宴に参加するということは、それは最強の八人に選ばれたことになる。参加するだけでも名誉なことよ。そして勝ち残れば魔ま乖かい術じゆつ師しにとって最高の栄誉である魔乖術師の王、『魔王エルケーニツヒ』の称しよう号ごうが与あたえられるわ」


「それは自分の命を懸けるほどの価か値ちがあるのか」


「えぇアーベル、もちろんナチヤーリツヒ」


　即そく答とう。ヨルには微み塵じんの躊ちゆう躇ちよもなかった。


「『魔王エルケーニツヒ』の称号は、望んで誰だれもが手に入れることができるわけではないわ。どれだけ才能がある魔乖術師でも、生きているうちに魔宴が開かれねば、『魔王エルケーニツヒ』にはなれないしね。実力、才能、運、そのどれかが欠けていたとしても『魔王エルケーニツヒ』にはなれないわ」


　よどみなく言うヨル。ナイトは、なんだか目の前にいる少女との距きよ離りが急に開いてしまったような錯さつ覚かくを覚えた。


「だが、死ぬかもしれない」


「えぇ、そうね。何の危き険けんもなしになにかを得るなんてのは、ムシのいい話だわ。なにかが欲ほしいなら、その代だい償しようを支し払はらうのは当然のこと――そして世界の真理として、払われる代償は得られる報ほう酬しゆうより大きいというのが常つねだわ」


「君は他の魔乖術師を――人を殺さないと『魔王』にはなれない」


「えぇ、そうよ。だから？」


「君はそれでいいのか？」


「言ったでしょう？　代償なしに報酬だけを望むなんて――奇き跡せきでも起きないとムリな話だわ。自分の手を汚よごさないでなにかがなしとげられるなんてムシのいい話、わたしは信じていないわ」


　あぁ、なんなのだろう、この感覚は。ナイトは頭がクラクラとしてきた。つい先ほどまで、ナイトはヨルと親友になれるかもしれないと思っていた。心の距離が近づいていると感じていた。だが、これはなんなのだ？


　いや、そんなことはわかっていたはずだ。ナイトも同じ決心をしていた――魔宴に勝つということは、他の七人の魔乖術師を殺すということなのだ。ナイトがヨルの手助けをするということは、ナイトが人殺しの手伝いをするということなのだ。


　あの怪かい人じん――『最強』の異い名みようを持つ『滅メツ』の魔乖術師を相手にするのなら、そこまで悩なやみはしなかった。初対面のナイトを躊ちゆう躇ちよなく殺そうとした冷れい酷こくな魔乖術師。そんな存在を、ナイトの正せい義ぎは許ゆるすことができなかった。だからこそ、ヨルを手伝おうと決心した。


　でも、今は素直にそうすることができない。アイリス――〈魔女猟人ヤクト・ヘクス〉かもしれない少女のことを、ナイトはすでに知ってしまった。場合によっては彼女たちとも戦わねばならない。そうなったとき、相手は名も知らない敵ではない。すでに顔も名前も知った、一人の人間なのだ。そんな相手と殺しあいができるほどナイトは冷静でも冷れい酷こくでもなかった。


「なに、ナイト？　もしかして、今さらわたしを手伝うことを後こう悔かいしているの？」


　ヨルが眉まゆをひそめた。彼女は躊躇を見せるナイトを、臆おく病びようと見ているのだろうか。


「もし後悔しているのなら、このままベッドに入って全すべてを忘れなさい。無む理り強じいはしないわ」


　ヨルは突つき放はなすような口調で言った。強要はしない、あくまで決断はナイト自身にさせるということだ。そんなヨルの冷酷な魔乖術師としての一面を前に、ナイトは眩暈めまいがひどくなったような気がした。


　結局のところ、ヨルは魔乖術師なのだ。『魔』なる外げ道どうの理ことわりを操あやつる裏うら世界の住人――ナイトとヨルは根本からして住む世界が違ちがった。そんなこと最初からわかっていたはずなのに……どうして今自分はこんなに落らく胆たんしているのか、ナイトは自分でもよくわからなかった。


「……ヨル。俺おれは君を成り行き上、助ける結果となった。そして君が俺の助けを欲しいと言うならば、行きがかり上協力する」


　そうだ。引き返すならば、それは最初にヨルと会った時、あのときが最初で最後のチャンスだったのだ。ここまで来た以上、いくら後悔してもナイトはもう引き返せない。世界の裏側を垣かい間ま見みた以上、ナイトは平へい穏おんな日常へと以前のように戻ることはできないのだ。


「ヨル。だけど、約束してくれ。できるだけ人は殺さないと」


「……それはムリだわ」


　あっさりと、ヨルは首を振った。


「魔宴で勝ち残る条じよう件けんは、自分以外の参加者を全員殺すことよ。あなたの意見は問題外だわ」


「ならせめて、できるだけ殺さないように努めるというのでどうだ？」


「……いいわ。努めましょう。守れるかどうかは別問題だけどね」


　ヨルはそう言って頷いた――わざわざ最後に一言付け加えてくれたのが、彼女なりの優やさしさなのかもしれないな、とナイトは思った。








　――それは今から十年近く昔のこと。彼は泣いていた。自分の信じた正義が歪ゆがめられ、くじけた。それが口く惜やしかった。学校では決して涙なみだを見せなかったが、こうして一人になるとやはり口惜しさがおし寄せてくる。だからこうして、学校の裏山で一人きりになると隠れて涙を流した。


『なにを泣いているの、あなた？』


　声をかけられた。ふと見ると、目の前には一人の少女が立っていた。年は、彼と同じか、若じやつ干かん上のように見えた。その少女は異様な風体をしていた。


　体はヒザまで長さのある黒いローブに包まれていた。頭には、幼よう児じがすっぽり入ってしまえるほど巨きよ大だいな黒い三角帽ぼう子しを被かぶっている。


　そしてその顔立ち。帽子の間からこぼれる髪かみは長く、陽光を固めたかのような黄金の輝かがやきを放っていた。帽子の広いツバの下からのぞく青い瞳ひとみには、強い意志の煌きらめきがあった。まだ子こ供どもらしさの残る愛らしい顔立ちも、ハッとするほど凜り々りしく見えた。


「外人……さん？」


　彼の第一声は、それだった。相手は日本語を喋しやべっているものの、たまに発音に不自然な箇か所しよもあった。それに相手の髪と目の色を見れば、日本人でないのは一目瞭りよう然ぜんだ。相手はつまらなそうに首を振ふった。


『当たり前じゃない、そんなの。それよりも、あたしの質しつ問もんに答えて。あなた、どうして泣いているの？』


　異国の少女の声には相手に対する呆あきれと、気き遣づかいが半々に込められていた。


「なんでって……なんでもないよ、別に」


　涙の理由を人に話す気にはなれなかった。それは彼自身の恥はじだったからだ。


　すると少女は彼に近づいてきて――コツン、と額ひたいを小こ突づいた。


『男の子はね、理由もなく泣いたらダメなのよ』


　と言った後、彼女は微ほほ笑えんで、彼の頭をなでてきた。


『涙を流すってのはね、自分の感情を漏らすってことなのよ。ピーピーよく泣いていたら、涙の価か値ちが下がるわ。それはつまり、自分の価値まで下がっちゃうってこと。だからあんまり泣くものじゃないわ』


　彼女の言葉は少し難むずかしくて少年には理り解かいできなかったが、彼は頷うなずき、服の袖そでで涙をぬぐった。


『いい子ね。素直な子は好きよ』


　彼女は少年の髪をすきながら、優やさしく尋たずねてきた。


『で、どうして泣いていたの？　話してみて』


　彼女の言葉は優しく、包容力があった。そのせいか、初対面にもかかわらず彼は自分にあったことを彼女に話していた。


　――学校でイジメがあった。そのイジメに彼は猛もう然ぜんと立ち向かった。


　苛いじめられていたのは、級友の一人だった。格かく別べつ親しい間あいだ柄がらではなかった。おまけにイジメの主しゆ犯はん格かくは街の権けん力りよく者しやの息むす子こで、教きよう師しも見て見ぬ振ふりをしている有様だった。


　少年は小学校では優ゆう等とう生せいとして通っていた。成せい績せき優ゆう秀しゆうでスポーツ万ばん能のう、おまけに友人も多い、絵に描かいたような優等生ぶりだった。


　そんな彼は無む論ろん、聡そう明めいでもあった。そのまま他人と同様に、イジメを見て見ぬ振りをしていた方がいいのはわかっていた。余よ計けいな波風はたてないほうがいいというのもよくわかっていた。だが、彼の胸むねの中にあった正義は、それを見み逃のがすことを是ぜとしなかったのだ。


　彼はその悪に対し、正面からぶつかっていった。いじめられている級友を身を挺ていしてかばい、イジメグループに勝負を挑いどんだのだった。


　相手は五人のグループだった。彼らは自分たちに嚙かみ付いてきた優等生を、袋ふくろ叩だたきにした。グループのリーダーは、人気者の彼のことが普ふ段だんから気にいらなかったのだ。ここぞとばかりに、彼らはイジメのターゲットに彼をくわえた。


　その翌よく日じつから標的を優等生に変えて徹てつ底ていしたイジメが行われた。肉体的な暴ぼう力りよくではなかった。主犯格の少年は、頭の回転も速かった。スポーツ万能の優等生と正面からぶつかるのは得策ではないと判はん断だんしたのだ。彼らは優等生を徹底的に、空気のように無む視しするという、精せい神しん的なイジメを行ったのだ。主犯格の少年の力は、級友全員を巻まき込こむほどのものだったのだ。


　優等生は当然、それにも猛然と立ち向かった。どうしてそんなことをするのか、自分が悪いのならば、はっきり言って欲しい、悪いところがあるならいくらでも直す――彼は論理的に相手に抗こう議ぎしたが、返ってきたのは無視という沈ちん黙もくだった。


　彼は学級会議でも果か敢かんに発言した。一部のイジメに参加していなかった級友に対して、熱く語りかけた。だが――返ってきたのは、異物を見るかのような冷たい視し線せんだった。あいつはいったいなにを熱くなっているんだ、わけがわからない、正直キモい、元々あいつのこと好きじゃなかった、優等生だからって偉そうに――イジメは終わらなかった。それどころか、それまで友人だと思っていたものたちからも無視されるようになっていった。


　教師は依い然ぜん傍ぼう観かんの立場で、せいぜいおざなりな注意を一言二言言う程てい度どだった。


　彼にとって一番辛つらかったのは――最初にいじめられていた級友も他と同様に彼を無視してきたことだった。無論相手の立場を考えれば、イジメグループに逆さからえずにそうしていたのだろう。だが、悲しかった。いったい、自分はなんのためにこんなことをしてきたのだろう？　次し第だいにそんな疑ぎ問もんが首をもたげてきた。


　正義を信じて、それを目指して行動してきただけだった。だが結果はなにも手に入らない、自分以外の誰も、正義を信じていないという事実がわかっただけだった。


　悲しかった。口く惜やしかった。やるせなかった。そもそも、自分は何を求めていたのか、自分が求めた正義とはなんだったのか――なにもわからなくなって、こうやって学校の裏うら山やまで一人、涙なみだをこぼしていたのだった。


　――それら全すべてを、少年は初対面の少女に話した。不思議だった。初めて会うのに、彼女にならなんでも打ち明けることができた。


『そう』


　少年の身の上を聞いて、彼女は少し考え込むように頷うなずいた。


『それで、あなたはなにがしたいの？』


「え？」


　その問いかけに、彼は戸と惑まどった。


『あなたは正義を信じて、それに身を任まかせて行動した。でも結果はあなたの望むものではなかった――要約すると、そういうことでしょ？　で、望まぬ結果になって、あなたはどうしたいの？　もう諦あきらめるの？　正義を信じるのはもうやめるの？』


「ぼく、は……」


　彼は、考えた。正義を信じるのは簡かん単たんだ。でも、行動に移うつすのは難むずかしい。さらに、結果を得るのはもっと難しい。それでも正義を信じるのか、信じるほどの価か値ちが、意義がそこにはあるのか。


　彼はくじけた。今も彼はヒザを屈くつし、悪という土ど壌じように口付けをしようとしていた。でも――まだだった。正義の炎ほのおは確たしかに消えた。いや、消えたように見えた。だが、彼の胸のうちにはまだくすぶる火種が残っているのだ。


「ぼくは……正義になりたい。正義になるための、力が欲しい！」


　それは少年の本心、心の底からの切望だった。


『それはとても辛つらいことよ。結局のところ、世界は気まぐれで残ざん酷こくなんだから、正義の居い場ば所しよなんて蚊かの涙ほどもないわ。それでもいいの？』


「だから……ぼくは、そんな世界でも正義でいられる力が欲しい」


『フーン』


　少女は真まっ直すぐにその青い瞳ひとみで彼の目をのぞき込んできた。吸すい込まれるくらい澄すんだ瞳に見つめられ、彼は少し顔が熱くなるのを感じた。


『……面おも白しろいわね、あなた。いいわ。ならあなたに、力を教えてあげるわ』


「え？」


　彼女はニコリと微ほほ笑えんだ。


『あなたのその望み、叶かなえてあげようって言うのよ。感かん謝しやしなさいよ。本当はこんなことしたらいけないんだけど、なんだかあなたのこと見み過すごせないから、特別よ』


　少年は目の前の少女をマジマジと見つめ、根本的な疑ぎ問もんを口にした。


「……お姉さん、誰だれ？」


　少女はその言葉に脱だつ力りよくしたようにヒザを曲げた。


『……このカッコウを見てわからない？　あたしは魔ま術じゆつ師し……いえ、魔ま乖かい術じゆつ師しよ』


　と、少女は黒いローブのすそを持ち上げてみせた。少年は首をかしげた。


「ま……魔法使いってこと？」


『その呼ばれ方は好きじゃないけど、あなたからすればそう思ってもらって問題ないわ』


　魔乖術師の少女は肩をすくめた。


『あたしは魔乖術師。八や祖そに連なる最も強力な根こん源げんの一ひと柱はしら――ま、よーするに、ちょっと気まぐれでお節せつ介かい焼やきなかわいい魔乖術師よ』


　そう言う少女の笑顔は輝かがやくようで、彼はその笑顔を一生忘わすれないだろうと、そのとき子こ供どもながらに思った。





　――ナイトは夜中に目覚めた。なんだか懐なつかしい夢ゆめを見たような気がするが、目覚めた瞬しゆん間かんに夢の内ない容ようは忘わすれてしまった。まぁ、夢などどうでもいいが。


　時刻はまだ深夜、寝ね始はじめて一時間程度しかたっていない。だが全身から寝ね汗あせが噴ふき出て、ひどく寝苦しかった。


「……俺おれはなにを悩なやんでいる？」


　自分は、ヨルになにを期待していたのだろうか？　初対面からして、彼女は敵てきの魔乖術師と殺し合いをしていたではないか。しょせん人殺しはどこまでいっても人殺しにすぎない――


　違ちがうな、とナイトは自分で自分の言葉を否ひ定ていした。ならばなぜあの時、ヨルは自分が傷きずつくのも構かまわずナイトを助けようとしたのだ？


　他人を助けるために自分が傷つくなんて愚おろかな行こう為いだ。他人を助けても自分が傷つけば意味はない。そんなのはただの偽ぎ善ぜんにすぎない――ナイトはそう思ったからこそ、今まで極力他人に無関心でいるよう努めてきた。他人に変な感情移い入にゆうをしないように、変に目立たないために、ナイトは現げん在ざいの自分という虚きよ像ぞうを演えんじ続けてきたのだ。


　だが――やはり自分のその考えは間違いだったのかもしれない――最近そう思うのだ、特に、ヨルと行動を共にするようになった、ここ二日ほどの間。


　その感情がなんであるのか、ナイトは自分でもわからなかった。だから答えを求めて、ナイトはヨルと共に行動している――少なくとも、彼はそう考えていた。


　だが――わからなかった。ヨルを見ていると、なにか大切なことを思い出しそうになる。だが、思い出せない。それがなんであるのかすらわからない。そのことについて考えようとすると、頭にモヤのようなものがかかるのだ。あたかも、体が思い出すのを拒きよ絶ぜつしているかのように……


　ナイトは寝巻きの袖そでで額ひたいをぬぐいながらベッドから起き上がった。ダメだ。とても眠ねむれそうにない。とりあえずノドが渇かわいたので水でも飲みに行こう。その後は夜風に当たって、少し頭を冷やした方がよさそうだ。


　二階の自室から出て一階の台所へ行く。冷蔵庫のミネラルウォーターをコップ一杯ぱい用意し、一息に飲み干ほした。ノドを鳴らして飲むただの水が、なんとも美味うまかった。それと、頰ほおに当たる夜風が涼すずしくて気持ちいい――？


　そこでナイトは気付いた。どうして台所に風が吹いているのだ？


　風の吹いてくる方向へ向かうと、庭へ繫つながるリビングのガラス戸が開いていた。風がそこから入ってカーテンをなびかせている。


　妙みようだった。戸と締じまりは毎まい晩ばん欠かさずするのがナイトの日課である。今日もしっかりカギがかかっているのを確かく認にんしたはずだ。となると――そこでナイトは、ヨルが寝ているはずの客間の扉とびらがわずかに開いているのに気付いた。チラリと見えた客間の中はもぬけの殻から、ヨルの姿すがたはなかった。


「……ヨル？」


　ナイトは開いたガラス戸から庭をうかがい、短く息を呑のんだ。


　月光に浮うき上がる庭にいたのは誰あろう、ヨルだった。黒マントに黒のドレスと、相変わらずの黒尽ずくめのカッコウだ。服の色と対照的な白はく皙せきと輝く金きん髪ぱつが夜の空間に浮かび上がるようで、ひどく幻げん想そう的だった。


「ハァ、ハァ……」


　そのヨルが一人庭に立ち、荒あらく息を吐はいていた。顔には無数の汗が浮かび上がり、肩で大きく息をしている。明らかに疲ひ弊へいしているようだった。


「……もう一度ノツホアインメル」


　ヨルは片手に自分の魔道書『闇ヤ淵ブチへの嘆タン願ガン書シヨ』を開いて持ち、すさまじい速さでページをめくりながら指を紙の上で躍おどらせた。その動きは視し認にんできないほどのレベルだった。


　たちまち変化が起こった。長い金髪がフワリと浮かび上がり、ヨルの顔の周囲に放ほう射しや状じように広がった。その髪の表面に、黒い模様が浮かび上がった。それはなにかの文字にも、図形にも見える複ふく雑ざつな形状をしたものだった。それはナイトにも見覚えがあるものだった。


「あれは……確か、『滅メツ』と同じ？」


　そうだ、それとよく似にたものを、『滅』の魔ま乖かい術じゆつ師しの腕うでにも見た記き憶おくがある。


　ヨルの変化はそれで終わらなかった。ヨルの周囲の空間、ヨルの指の動きに合わせるようにして、なにもない空間に光の魔ま方ほう陣じんが無数に現あらわれたのだ。それぞれの魔方陣は互いに呼応するかのように明滅を繰くり返しながら、ヨルの周囲に次々と姿すがたを現していった。


「……ベイ・アイントリット・デア・デュンケルハイト」


　そして、無数の魔方陣の示しめす先、ヨルの胸むねの前に〈闇ヤミ〉が現れた、暗い、昏くらい、冥くらい、漆しつ黒こくの闇、不ふ浄じような黒。圧あつ倒とう的な存そん在ざい感。光の中に浮かび上がりながら、その光全てを飲み込んでしまいそうな違い和わ感。大きさは握にぎりこぶし程度だというのに、一目見たら視線を外せない魅み力りよくを持つ――それはそんなものだった。


　同時に〈闇〉からは強力な力を感じる。魔乖咒に関して素しろ人うとであるナイトでも肌はだで感じとれるほどの圧倒的な力だ。


　ポタリ、知らないうちに浮かび上がった汗あせが、ナイトのアゴから滴したたった。それは冷や汗だった。恐きよう怖ふと畏い怖ふからか、額から汗が次々と浮かび上がってくる。あれは、あの〈闇〉は、あまりにも異い質しつだ。存在の根こん源げんが、自分たちとは違いすぎる。そしてあれに比くらべれば、自分たちはなんとちっぽけな存在なのだろう。圧倒的な力を前に、ナイトは絶ぜつ望ぼうにも似にた喪そう失しつ感を感じていた。
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　まさに圧あつ巻かんだった。魔ま乖かい術じゆつ師しの圧倒的な、そして非ひ常じよう識しきなまでに絶大な力の片へん鱗りんを、ナイトが垣かい間ま見みた瞬しゆん間かんであった。ヨルが操あやつるその力は、昨日見た『滅』の魔乖術師の力をはるかに上回るものだった。


　ヨルは自らが操あやつる〈闇〉の前で手を動かし――ふっと、〈闇〉は消えた。同時に無数の魔方陣も消え、浮かび上がったヨルの髪も元に戻った。ナイトを束そく縛ばくしていた圧迫感も失われた。


「……フゥ」


　大きく息を吐はき、呼こ吸きゆうを整えるヨル。気のせいか、先ほどより疲ひ弊へいした様子だった。汗は着ているドレスにシミを作るほど出ているし、動どう悸きはいくら息を吸っても大人しくなる気配がなかった。


「……まだだわ。こんなことで……もう一度」


　再ふたたび魔道書を持ち上げるヨル。見てられず、ナイトは反はん射しや的に声を出した。


「待て、ヨル！　もうやめろ！」


「ナイト!?　見てたの？」


　どうやらナイトの存在に気付いていなかったらしい。それほど魔ま乖かい咒じゆに集中していたのか、それとも気付く余よ裕ゆうすらなかったのか……どっちにしろ、ナイトはこれ以上ヨルの好きにさせるつもりはなかった。


「ヨル。もうやめろ、フラフラじゃないか。なにをしているのかは知らないが、もう夜も遅おそい。休むんだ」


「……放ほうっておいて。わたしはわたしの好きにするわ」


　プイと横を向き、ヨルはナイトを拒きよ絶ぜつした。ナイトは歯がみしながら夜の庭に下り立ち、ヨルに近ちか寄よった。


「無理をしてどうする？　そもそもいったいなにをしているんだ？」


「魔乖咒の練習よ……魔乖咒で大成するには天性の才能が必要だわ。でも、それと同様に日々の努力も欠かせないわ。特にこの魔ま宴えんでは、日々の積み重ねが驚おどろくほど実力の差になってくるわ」


「だからって、こんなときにまで……」


「一秒でも早く、一回でも多く魔乖咒を使う――体に染しみつくまで、何百、何千、何万回も繰くり返す反はん復ぷく。それが必要なのよ」


　おぼつかない足取りで立ちながら、それでもヨルは強い輝きを放つ目で前を見つめ、再び手の魔道書を持ち上げた。


「やめろ、ヨル！　今さらそんなことをしたって、変わらないだろう！」


「えぇ、変わらないわ。わたしは強くなるためにやっているわけじゃないの。弱くならないために練習をしているのよ」


　だが、ヨルの体力は目に見えて限げん界かいだった。ナイトはヨルの肩かたを摑つかんで強ごう引いんにこちらを振り向かせた。


「もうやめろ、そんなムチャをして、今『滅メツ』とか〈魔女猟人ヤクト・ヘクス〉に攻せめられたらどうする気だ！」


「……だからよ。決戦は近いわ。だからこそ、最高の感覚を摑むために、この練習は必要なの」


「そんなに消しよう耗もうしては、いざというとき戦えんぞ」


「ご心配なく……術式は起動と展てん開かいまでしか動かしてないわ。最後の発動をキャンセルしているから、見た目ほど魔力を使ってはないわ」


「でも……」


「わたしの好きにさせて、ナイト！」


　ナイトの腕を振り払うヨル。その顔には必死の色が浮かんでいた。なぜだろうか――どうしてこの少女は、ここまで必死なのだろうか？　どうしてそこまで魔宴のために全すべてを懸かけられるのか？　ナイトには、ヨルの本心がわからなかった。


「ヨル……教えてくれ。君は、本気で魔宴に勝ち残りたいのか？」


「えぇアーベル、もちろんナチヤーリツヒ」


「それは、死にたくないからなのか？」


「命は惜おしくないわ……もし『魔王エルケーニツヒ』になれるのだとしたら、この命を捧ささげたっていいくらいよ」


　わからない。どうしてここまでヨルは必死なのだ、自分の命を顧かえりみないのだ。


「ヨル……もう一度言う。これ以上はやめろ。そして今夜は休め。どうしても続きがやりたいなら、休んだ後だ」


「……お断りよナイン・ウント・アーベルマルス・ナイン」


「力ずくでも休ませるぞ」


「できるものなら……」


　ヨルは最後まで言葉を続けられなかった。次の瞬しゆん間かん、ヨルの前にいたナイトは背はい後ごに回り込んでいた。ドン、とヨルの首くび筋すじに手刀。うっとヨルはうめくと、そのまま崩くずれるように膝ひざをつき……庭に倒たおれる寸すん前ぜんで、ナイトに受け止められた。


「これでも、運動神しん経けいには自信があるんだ。あまり人前で見せたことはないけどな……今は休め、ヨル」


　ナイトはヨルを両手で抱だきかかえ、客間の布ふ団とんへと彼女を導みちびいた。ヨルのつけていたマントを外してやり、タオルで顔の汗あせをぬぐってやる――汗に濡ぬれた服を着き替がえさせたいところだが、さすがにこれ以上のことはできない。あとはヨルのそばにつきそっているくらいしかやることはない。


　小一時間後――ヨルはうめきながら目覚めた。


「ウッ……うん、どうしてここに？」


　ヨルは頭を押おさえながら客間の中を見回し――ナイトにやられたことを思い出したようだった。歯は軋ぎしりをしながら布団の上でうつむいた。


「……情けないわ。ただの一いつ般ぱん人じんにやられるなんて……」


「ヨル、君は魔乖咒に関しては専せん門もん家かかもしれない。でもそれと同様、俺も日本武ぶ道どうってやつをかじっててな、それなりの腕前だと自負している。気に病むことはない」


　それは本当のことだ。ナイトの祖そ父ふが道場を持っていて、子こ供どものころはそこで鍛きたえられた経けい験けんがある。


「……情けないわ、ほんとイヒ・フユエフル・ミヒ・ヴイルクリツヒ・ガンツ・エレンド……こんなことで、こんなことで、わたしは本当に『魔王』に……」


　ポタリ、と熱い液えき体たいがヨルの目からあふれた。うつむいて肩を震ふるわせるヨル。口く惜やしさからか、その涙なみだはとめどなくあふれている。ナイトはなんとも居い心ごこ地ちの悪い気まずさを感じて頭をかいた。


「あぁ、ヨル……そのだな、まぁ気に病むな。とりあえず一晩寝ねて休めば、少しは落ち着くだろ」


「……バカね……あなたに慰なぐさめられるほど安い女じゃないのよ、わたしは」


　と、顔を上げたヨルの目は赤かったが、多少は元気を取り戻もどした様子だった。


「……ほんと、バカみたいね、わたし。あなたに散々いろんなことを言ってきたのに、情なさけないところを見せちゃって、ほんとにバカみたい。わたしもまだまだ未み熟じゆくだわ」


「なぁ、ヨル。教えてくれ、君はどうしてそこまでして『魔王』になろうとするんだ？」


　ヨルの様子を見る限り、そこにはなにか複ふく雑ざつな事情がありそうだった。ナイトはどうしてもそれが知りたかった。


「そうね……それがわたしがわたしであるための理由だから、とでも言えばいいのかしら？　わたしは『魔王』になるために生まれ、そのために生きてきた……だから、『魔王』になる以外にわたしの道はないの」


「どうしてそこまで？」


「いいわ。教えてあげる……わたしの生まれをね」


　ヨルは少しだけ皮肉っぽく笑った。そのときにはようやく涙も消え、いつもの落ち着きを取り戻したようだった。


「そもそも〈絢けん爛らんなる魔ま宴えん〉っていうのはただ最強の魔ま乖かい術じゆつ師しを決めるゲーム以外の側面もあるのよ。すなわち、代理戦争ね」


「代理？」


「えぇ。魔ま乖かい咒じゆの根本を司つかさどる〈八ヤ祖ソの禍マガ家ヤ〉。でもそれぞれの家は古来より、自分たちこそが魔乖咒界を主しゆ導どうしようと躍やつ起きになって、互たがいに醜みにくい争いを繰くり広げてきたわ。魔乖咒を使用した争いは被ひ害がいも大きく、優ゆう秀しゆうな魔乖術師が何人も死んでいった……その不毛さに気付いたとある時代の八祖たちが始めたのが〈絢爛なる魔宴〉よ」


　それが代理戦争として、八祖の代表者を戦わせることだというのか。


「八祖の代表の八人が魔宴で戦い、最後まで勝ち残った魔乖術師を擁ようする家が八祖の盟めい主しゆとなり、次の魔宴が開かれるまでの間、魔乖咒界を主導する権けん利りを得るの。こうして魔乖咒界から不毛な戦争は消え、少なくとも表向きは均きん衡こうがたもたれるようになったわ……実じつ際さいはどうであれね」


　ということは、裏うらでは平和でなかった、という意味だろうか。


「魔宴が初めて開かれたのが三百年前。以来、十数回にわたって魔宴は行われてきた……そして前回の魔宴の優勝者、『魔王エルケーニツヒ』に選ばれたのは『闇』の魔乖術師……すなわち、わたしの父よ」


「ヨルの？」


　ということは、ヨルが『魔王』を目指すのは、父親にあこがれたから？


　だがヨルは無言で首を振った。


「わたしの父はね、まさに天才と呼ばれるのにふさわしい人だったわ。『闇』は戦せん闘とう向けの魔乖咒でないから、魔宴ではいつも苦戦して、一度も優勝できなかった。『闇』は八祖最弱とまで言われたほどよ――でも、父は違った。一万年に一人と言われるほど魔乖咒の才さい能のうにあふれ、今のわたしくらいの時にはもう第五咒法を使えたほどよ。そして魔宴の歴史上初めて『闇』のシュトレンベルグ家を優勝に導いた……それまで知らなかった権力の座ざについた我わが一族は、それ以来力を欲ほつするようになってしまったわ。わかる？　わたしはね、そのために一族の手によって生み出されたのよ。最強の魔乖術師である父の遺い伝でん子しをベースに、一族から厳げん選せんされた才さい能のうを持つ女じよ性せいを母に選ばれ、受じゆ精せい段だん階かいから魔乖咒的に操そう作さされた半人造の人間、それがわたし、ヨルミルミ・シュトレンベルグという女よ」


　悲しげに微ほほ笑えむヨル。ナイトは、そんな彼女にかける言葉を思いつかなかった。


「驚おどろいた？　まぁ、半人造と言っても、材料はれっきとした人間の受精卵らんよ。別にあなたたち普通の人間とそこまで変わらないわ――でも一族はそう考えなかったみたいね。わたしは生まれたときから父である『魔王』と比くらべられた。父が一歳で第一咒法に目覚めたからわたしにもそれが求められ、三歳で第一咒法全すべてをマスターしたからわたしにもそれが強要されたわ。結局わたしが第一咒法をマスターしたのは五歳で、父には遅おくれたけどね。八歳で第二咒法を、十二歳で第三、十五歳でようやく第四咒法に目覚め……そして今、わたしには父と同様、魔宴に勝ち残ることが求められているの。だからわたしは『魔王』にならねばならないの。それが理由よ」


「……君は、それでいいのか？」


　聞かずにはいられなかった。果たして、そこに本当にヨルの意い志しがあるのか、それを確たしかめねばならない。


「君は本当にそれを望んでいるのか？　本心から『魔王』になりたいのか？」


　返答は意外なものだった。ヨルは予想以上にあっさりと頷うなずいたのだった。


「えぇ。なりたいわ。だって、そう望まれているんだもの」


「だが、君が望んでいるわけではないだろ」


「同じことだわ」


　ヨルが肩をすくめた。


「わたしは『魔王』になるべくして生まれてきたのよ。人間は誰だれも、自分の生まれを自由にはできないわ。だからそのことで文もん句くを言うのはお門違い……わたしはそうして生まれ、そしてそうなるよう育てられ、教えられてきたの。そしてわたしには確かに魔乖咒の才能があったし、魔乖咒自体が嫌きらいなわけじゃない……だったら、それでいいでしょ？　どこにも自分の使命に疑ぎ問もんを挟はさむ余よ地ちなんてないわ。わたしは『魔王』になるため、この魔宴を勝ち残らないとならないの」


「だが、君自身にやりたいことはないのか？　そんな、周りに決められた人生で本当に満足なのか？」


　ヨルは苦く笑しようした。


「そうね、そういう疑問を抱いだいたこともあったけど……結局はくだらないことだわ。自分のやりたいことが仮かりにあったとして、それがどうしたの？」


「あるなら、それをやるべきだ」


「周囲の期待を押おし切って個こ人じんの願望を優ゆう先せんさせる――それはエゴよ。獣けものと変わらないわ。人間は理性的な生物なのよ。理性はエゴを押さえ込むことすらできるの。ならより人間らしい生き方って、個人と集しゆう団だんとどちらを優先させたものだと思う？」


「しかし……」


「あなたがそれを尋たずねるの？　あなたが今までやってきたことと、わたしがやったことに違ちがいはあるのかしら？」


　それを聞いて、ナイトの全身に衝しよう撃げきが走った。そうだ。同じなのだ。ヨルは、ナイトと同じなのだ。


　ナイトは過か去このイジメの経けい験けんから、身を守るために自分を殺して平へい凡ぼんな人間を演じてきた。そしてヨルも同様だ。子こ供どものころから周囲に過か大だいな期待をされて、その期待に呑のみ込まれないように、自じ己こを保たもつために、使命こそが己おのれの全すべてだと割わり切って、個人の願望を全て忘れて生きているのだ。


　あぁ、そういうことか、とナイトは頷いた。だから自分は、ヨルに惹ひかれたのか。結局のところ自分と同様、この醜みにくい世界の中で不器用にあがく生き方しかできない彼女に、ナイトは自分と同じ匂においを感じていたのだ。


　ヨルはそこで柔やわらかい微び笑しようを浮うかべた。


「ナイト、心配してくれてありがとう。でも、わたしは自分の生まれを後こう悔かいしたことはないわ。むしろ感かん謝しやしているくらい。人間は普通、生まれてもただ漫まん然ぜんと日々を過すごすだけの無む為いな存そん在ざいだわ。でも、わたしは生まれながらに、いえ、生まれる前から、生きていく目的と目標、使命が決まっていたのよ。無為な時間を怠たい惰だに過すごすことに比べれば、はるかに有意義な人生だわ」


　ナイトはその言葉を聞いて、なぜか身につまされる思いがした。そして自分自身にもその言葉が当てはまるような気がした。自分はこの十年という時間を、無為に過ごしただけではないか。自分はヨルに比べれば、どれだけ下らない生き方をしてきたのだろう。


　ヨルは最後に締しめくくった。


「まぁ、今のがわたしの戦う理由よ。それに巻き込んでしまったあなたには、本当に申し訳わけないと思っているわ……今さらだけど、わたしに協力したくないならはっきり言って。これ以上あなたに干かん渉しようはしない。『滅メツ』たちがあなたに関かかわらないようにわたしも全力をつくすわ。だから……」


「いや、いいよ、ヨル。もういいんだ……」


　ナイトはようやく自分のやるべきことを見つけた気がした。


「俺おれは正直、今までなにをしてもつまらなかった。世界は醜くて退たい屈くつなものとしか思えなかった……でも、今ようやく、俺が全力を懸けてやりたいと思えることが見つかった気がする」


　ナイトはそこで少し遠くを見つめる眼まな差ざしをヨルに向けた。


「俺は……昔、ある人と出会った。その人は、俺に大切なことをいろいろと教えてくれた、俺にとって本当にかけがえのない、大切な人だった」


　唐とう突とつに過去の思い出を語るナイト。だがヨルは驚おどろくことなく、黙だまったままナイトの言葉を聞いた。


「その人は、海の向こうの遠い外国から来たと言っていた。俺はその人に、大切なことを確かに教えてもらったはずなんだ。でも、どういうわけだか忘れてしまった」


　そうだ。かすかな記き憶おくこそあるものの、詳しよう細さいはどうしても思い出せない。まるでそこだけ記憶が塗ぬりつぶされてしまったように。


「その人のことも、教えてもらったことも、俺は全部忘れてしまった……」


「……なんでその話を、今わたしにするのかしら？」


　そうだ。どうしてだろう。そんなこと、ヨルに言っても仕方のないことなのに。


「さぁな。でも、どういうわけか君を見ていると、話したくなったんだ」


「……わたしはその人があなたになんと言ったのか、知らないわ。でももしも、仮か定ていの話だけど、もしも、わたしがあなたの言うその人だったとしたら――自分を強くもって、自分の正せい義ぎを貫つらぬきなさい、と言うわ。わたしみたいに全すべてを諦あきらめる前に、まずはあがきなさい。あなたにはまだ、可か能のう性せいがあるはずよ」


　ナイトはそれを聞いて――頷うなずいた。そうだ。もう覚えていないが、過去に出会ったあの人は、きっと今のヨルみたいな人だったはずだ。そして、ヨルの言葉に後あと押おしされ、ナイトはようやくやりたいことを見つけた。


「俺は……君に魔ま宴えんを勝ち残って欲しい。そしてその手伝いを俺はしたい。俺にそれができるなら、俺は全力をつくして君を助けよう」


「そう……後こう悔かいはしない？」


「あぁ、しないさ。ここまできて、今さら逃にげるなんて選せん択たく肢しはない。関わった以上は最後まで――君の最期まで付き合うさ」


「そこまで言うなら、好きにするといいわ」


　ヨルは頷いた――ナイトはようやく自分の居い場ば所しよを見つけた気がした。ナイトの失われた記憶にある人物、『先生マイステリン』とかつて呼よんだ少女とヨルが同一人物なのか、はっきりとはわからない。だが、ナイトは漠ばく然ぜんとした確かく信しんを持っていた。『先生』は、間違いなく自分の前に戻もどってきたのだと。


　そのことは嬉うれしいと思う。だが、単たん純じゆんに手放しで喜べるわけではない。なにしろ、大切な『先生』との記憶が、今のナイトは思い出せないのだ。過去の自分と『先生』との間になにがあり、そしてどうやって二人は別れたか――大切なそれが、どうしても思い出せなかった。


「不思議ね、ナイト」


　ヨルが、その青く、澄すんだ瞳ひとみでナイトを見つめてきた。


「なんて言うか、あなたって、放ほうっておけないのよね。初めて会った時から他人って気がしなくて、それでつい構かまいたくなるのよね」


　あぁ、そうだ。『先生』も、かつて同じことを言っていた。ワガママではあるが、面めん倒どう見みのいい性せい格かくなのだ、彼女は。


「……俺たちは、結局似にた者同士だからな」


　そうだ、ナイトとヨルは同じだ。同じ、不ふ浄じようで不ふ条じよう理極きわまりない世界という狂くるった舞ぶ台たいで道どう化け芝しば居いを続ける、哀あわれな木偶でく人形にすぎないのだ。


　だからこそ互たがいに惹ひかれあう。それは同情ではない、同病相憐あわれむわけでも、自じ己こ憐れん憫びんでもない。自分たちは道化とわかっていても、それ以外の生き方を知らない。だからそのまま進むしか道はない。まったく同じ道を同じ方向に進む二人が出会い、共に進むのは当然のことなのだ。なぜなら自分たちには道をそれることも、逆ぎやく戻もどりすることも許ゆるされてはいないのだから。それは起こるべくして起こった、必然ともいうべき運命だ。


「ヨル……勝ち残りたいな、魔宴に」


「当然、勝ち残るわよ。そのために、あなたにも協力してもらうわ」


「あぁ、できる限かぎりのことをする」


　すっかりいつもの調子を取り戻したらしいヨルの様子を見て、ナイトは息を吐ついた。


　無む論ろんのことだが――今ここでヨルに、君が『先生』なのかと尋たずねれば話は単たん純じゆんだ。だが、それでは意味がないのだ。


　もしそれでヨルが『先生』だとわかったところで、ナイトにはどうしようもない。十年ぶりの再さい会かいに涙なみだながらに抱だきつけばいいのだろうか？　冗じよう談だんではない。そんなお涙頂ちよう戴だいの再会劇げき、ナイトも『先生』も望んではいないのだ。


　そう、できることならば、ナイトは己の成長を『先生』に見て欲しかった。そして自分の実力を認みとめてもらい、その場で改めて互いに名乗りあい、再会を喜ぶのだ。それが、かつて自分に大切な生き方を教えてくれた『先生』に対する礼れい儀ぎというものだろう。


「作戦を立てるわよ、ナイト――『滅メツ』も〈魔女猟人ヤクト・ヘクス〉もわたしと早く決着をつけようとしてくるはずだわ。それを利用して、短期決戦で挑いどむわ。できるならば、今日中に決着をつけるわ」


　そして、ヨルは自分の考えた作戦を語った。それはナイトにとっても予想外のものではあったが、ナイトが自分の実力を見せるいいチャンスでもあった。


　だからこそ、ナイトは頷うなずいた。


「……わかった。その作戦で行こう。俺も全力をつくす」


「期待しているわよ、わたしのナイト様マイン・リツター」


　そう微笑むヨルの顔を見て――ナイトは、この戦いで自分の力を発はつ揮きし、ヨルになんとしても認めてもらおう――そう堅く決意するのであった。






　第四章　『先生マイステリン』







　――翌よく朝あさ、いつもならば登校する時じ刻こく。だがナイトはまだ家にいた。無む論ろん登校の準じゆん備びは整っているし、できるならばそうしていた。だが、それを阻はばもうとする同どう居きよ人にんの少女の存そん在ざいを無む視しすることはできない。


「……なぁ、ヨル。どうしてもダメか？」


「ダメよ。昨日も言ったでしょ。今の状じよう況きようがどれだけ危き険けんか、あなたはまだわかってないの？」


　と、玄げん関かんの前で仁に王おう立だちとなったヨルが頑かたくなに言った。ナイトはなおも諦あきらめず反論を試みた。


「わかっているさ。でも、俺はこれまで十年間無む遅ち刻こく無欠席の皆かい勤きん記録を……」


「そんな記録は棄すててしまいなさい」


　ダメだ。さっきから議論は平行線だった。


「昨日、覚かく悟ごを決めたはずでしょ、ナイト？　あなたはわたしと一いつ緒しよに戦うと決心したはずよ。あれはウソだったの？」


　少し潤うるんだ瞳ひとみに睨にらまれては、ナイトも首を振ふるしかなかった。


「まさか、ウソなものか……でも、せめて少しだけでもダメか？」


「なにをする気？」


「最後の別れくらい、言う機会が欲ほしい。ジンジャーとシュガーくらいには一言言っておこうと思ってな」


　こんなつまらない自分と付き合ってくれた悪友二人――彼らには、できれば隠かくしごとはしたくなかった。無論魔ま乖かい咒じゆのことを言っても信じてはもらえないだろうが、このまま黙だまって死ぬかもしれない決戦に出ていくのは、なんとも心残りだ。


「心残りはなくしておきたいんでね。大だい丈じよう夫ぶだ。少しアイサツするだけだ」


「……どうしてもっていうなら、行ってきなさい。でも、用が済すんだらすぐ戻もどるのよ？」


「あぁ、わかっているさ」


　ナイトはヨルと約束して家を出た。思っていたよりもあっさりヨルの許きよ可かが下りたので、拍ひよう子し抜ぬけしたくらいだ。ヨルもそれだけナイトのことを信しん頼らいしてくれたということだろうか。


　ナイトは学校への道すがら、どうやって二人に説明するかな、と考えた。


ナイトは今まで学校では平へい凡ぼんな自分を演えんじてきた。他人とはあまり関かかわりあいにならず、とにかく目立たないように努めてきた。


　そんな自分に親しくしてくれたのが陣じん矢やと杏あん子ずの二人だ。どういうわけかあの二人だけはナイトになにかと話しかけ、チョッカイを出してきた。いろいろと一緒に行動し、バカなこともいろいろとやった。たぶん、あの二人みたいな人間を親友と呼よぶのだろう。


　そう言ったわけで、親友にウソをついたりすることだけはしたくなかった。しかしバカ正直に言ってもしかたあるまい。さて、どうしたものかと思い悩なやんでいると――声をかけられた。


「おはようグーテン・モルゲン、清すが夢むナイト君」


　愛らしい声。だが口調は大人びている。こんな声の主を、ナイトは一人しか知らなかった。


　振り返るとそこには黒いドレスを着た銀ぎん髪ぱつの少女――アイリスがいた。アイリスはチョコンと小さな頭を下げてきた。


「久ひさしぶりだね、ナイト君。少し見ないうちに、成長したようだね」


「久しぶりもなにも、昨日会ったばかりだろう」


「肉体的な成長、という意味でなく精せい神しん的なものさ。ずいぶんとふっ切れた顔をしている」


　アイリスは微ほほ笑えみながら気さくに声をかけてきた。内心はどうあれ、表面上は実に親しげである。その素そ振ぶりには敵てき意いだとか、そういった負の感かん情じようは微み塵じんもなかった。


　しかしアイリスのその言葉には、まるで昨夜のヨルとの出来事を見み透すかされたような気がして、ナイトは無む意い識しきのうちに身み構がまえた。だがアイリスはそんなナイトの反はん応のうを気にせずに言葉を続けた。


「改めておはよう、ナイト君。こんなところで会うなんて、奇き遇ぐうだね」


「……君は、何者だ？」


「私の名はアイリス・マリア。そう名乗ったはずだが？」


「名前じゃない。君は……猟人かりうどなのか」


　ストレートに聞いた。昨夜ヨルに言われて、気になっていたことだ。アイリスは何者なのか――仮かりに彼女が猟人だとして、向こうから接せつ触しよくしてきたということは、ナイトの身辺を疑うたがっていると見ていいだろう。ならば、こちらが疑っていることを今さら隠しても意味がない。


　アイリスはその問いにパチパチと瞬まばたきをした。


「猟人？　何のことが言いたいのか、さっぱりだな。一緒に八時ちょうどのあずさ二号にでも乗るかね？」


　この子は本当に外国人だろうか。ナイトは驚おどろきを通り越こして呆あきれた。


「トボけるのか？」


「まぁ、そう怖こわい顔をするな、少年。君と少し話がしたかったんだ」


　鷹おう揚ようにアイリスは手を振った。自分の方がよほど年下なのに、ナイトのことを少年呼よばわりときた。ナイトは呆れながらも続くアイリスの言葉を聞いた。


「話というのは他ほかでもない。忠ちゆう告こくといってもいい――これ以上深入りするな――それが言いたかっただけだ」


「そうか……やはり猟人なんだな、君は」


　今の言葉でナイトは確かく信しんした。アイリスは〈魔女猟人ヤクト・ヘクス〉だ。だがどういうわけか、彼女はナイトに肩かた入いれしてくれているようだった。昨日の一件けんで、助けてくれると約束した、そのせいなのだろうか。


　アイリスはなぞめいた笑みを浮うかべた。


「私が猟人と呼ばれる人種かどうか、そんなことはどうでもいい。君は今、大きな事じ態たいに巻まき込こまれつつある。このままだと君は深みにはまって逃にげられなくなる――その果てに君はきっと、大いなる絶ぜつ望ぼうを味わうことになるだろう。そうなるのは私としても望むところではないのでね、これ以上深入りしないよう、忠告に来たのだよ」


「心配してくれてありがとう。だが、俺おれはヨルに協力すると決めた。その決心は変わらない」


「フム……そうか。だがこのままだと、私たちは戦わねばならなくなる。それは私としても嬉うれしくないことなのだがね」


　アイリス――昨日出会った時から本心が読めない、飄ひよう々ひようとした少女だ。だが一ひと筋すじ縄なわではいかない相手であるということは間ま違ちがいなかった。


　現げんに、こうして表面上は穏おだやかな会話を交かわしているときでも、小さな少女の碧へき眼がんには油ゆ断だんならない光が宿っているのだった。それに二人の間の距きよ離りも絶ぜつ妙みようだ。先ほどからアイリスはナイトとの間に一定の距離を置いている。その間かん隔かくは、ナイトの間合いよりわずかながら広かった。いざというとき、ナイトが攻こう撃げきを仕し掛かけても充じゆう分ぶんに対たい処しよできる距離だ。


「俺だって、君と戦いたくはない。でも、俺たちの前にたち塞ふさがると言うなら、俺は容よう赦しやしない」


「そうか……だが、それで君は本当にいいのか？　後こう悔かいはないのかね？」


「後悔なんてするものか。俺はヨルと共に戦うと決めたんだ」


「だが、それはつまり、彼女を守るために、他人を殺すということだぞ」


　アイリスは声を低くした。


「それだけの覚かく悟ごが本当に君にあるのかね？」


　その通りだ。魔ま宴えんに参加するということは、自分以外の参加者を殺さねばならないのだ。ナイトはそんなヨルの手助けをすると決めた以上、この手を汚よごさねばならない。


「……あぁ、覚悟の上だ」


「その覚悟は何のために？　あの女は、そこまでして守る価か値ちがあるのか？　いや、そもそも君はいったいなにを守りたい、守るべきものが君にはあるのか。魔ま乖かい術じゆつ師し同士の争いなど、君には何の関係もなかろうに」


　そうだ、ナイトに守るべきものなどないのだ。だがナイトはそれを認みとめることができず、反はん論ろんした。


「俺は、目の前で助けを求める人間がいて、俺にその手助けができるのならば、それを見み過すごすことはできない」


「お節せつ介かいだな、君は。損そんをするタイプだぞ」


　そうだな、ナイトはアイリスの言葉に頷うなずいた。きっと、自分はこの選せん択たく肢しに後悔することになるだろう。それはわかっている。だからこそ今までナイトは他人と関かかわらないようにしてきたのだ。でも、もう逃にげることはできない。目の前に現あらわれたヨルという少女を忘わすれることは、もはやナイトにはできないのだ。


「ヨルはな、俺と同じ種類の人間なんだ。彼女が命を懸けて戦うのなら、俺はそれを助ける。同じ人間が一人で傷きずつくのを、見み逃のがすことはできない。彼女が傷つくなら、俺も一いつ緒しよに傷つく」


「大した正せい義ぎ感だな。だが、そんなものは所しよ詮せん君のエゴにすぎない。ただの自じ己こ満足だ」


　冷れい徹てつな口調でアイリスはナイトに真実を告げてきた。


「目の前の人間を救う？　正義感といえば聞こえはいいが、言い換かえれば目の前の人間よりも自分の方が恵めぐまれているという身勝手な思い込みだ。浅はかな正義感とは、ただの優ゆう越えつ感の再さい認にん識しきにすぎないのだよ」


「…………」


「君に本当に人を助ける気持ちがあるなら、今すぐ貧ひん困こん国に飛んでいってボランティアに従じゆう事じした方がよほど世のため人のためになる。そこまでの覚悟を実じつ際さい君は持っているのかね？」


「…………」


　アイリスの言っていることは正論だ。だからナイトも容易たやすく言い返すことができない。だが、このまま黙だまり込んでいるわけにはいかない。このままアイリスの言葉を認めてしまっては、ナイトの決心も全すべてが否ひ定ていされてしまうことになる。それだけは認めるわけにはいかなかった。


「アイリス。君の言っていることは正しい。まったくもって、腹はらが立つほど正しい。でも、なにごとも正しくいくわけじゃないのが世の中ってものだ」


「ならば、君はそんな世界の中でどんな行動をとる？」


　ナイトはゆっくりとした口調で答えた。


「……昔、俺はある人に教えられた。その人も君と同様、正義とは人間のエゴにすぎないと言っていた」


　かつて『先生マイステリン』がナイトに言った言葉だ。世界は驚おどろくほど残ざん酷こくで、正義の居い場ば所しよなんてどこにもないと……


「世界は醜みにくく、悪意に満ちている。でも人間の本ほん質しつは、世界の悪意にも負けないほどのエゴで自分の道を切り開いていくことにあるんだ。だから俺も、残酷な世界の中で自分の信じる道を進む」


　そしてそのための力をかつてナイトは求めた。今、成長したナイトはあのときできなかったことを再ふたたびやろうというのだ。


　ナイトの返事を聞いたアイリスは、首を振って嘆たん息そくした。


「それこそ身勝手な自己満足ではないか」


「あぁ、君が言うエゴだな。でも忘れてはならない。人間は誰しも、生きている限かぎり身勝手なものだ。いや、全ての生物は他の生物の犠ぎ牲せいの上に生きているはずだ。生とはすなわち身勝手なんだ。人は生きている限り身勝手なのだから、いっそ開き直って俺は自分を貫つらぬき通す道を選ぶ」


「なるほどな……後こう悔かいするぞ」


「わかっているさ。でも、こいつばかりはどうしようもない。昔、ある人と約束したんでね。どんなことがあっても、自分の正義を守り、自分を貫く力を持つってね」


　それを聞いて、アイリスはフッと息を漏もらした。


「よかろう。そこまで決心したのならば、もはや言うまい……しかし残念だ、とても残念だ。君のことは気にいっていたのに、次に会うときは敵てき同士なわけだ」


　ナイトは身み構がまえたが、アイリスは首を振った。


「やめておこう。今はそんな気分ではない……次に会うとき、私は魔乖術師を殺すだろう。そしてその場に君がいるなら、私は君も始末せねばならない――できれば君が賢けん明めいな判はん断だんをしてくれるのを期待するよ、ムダだとはわかっているがね」


　アイリスはそれだけ言うと、静かに立ち去っていった。ほとんど足音もなく進んでいき、やがて雑ざつ踏とうの奥おくへとその姿すがたは消えていった。


　残されたナイトは、額ひたいに浮うかんだ汗あせをふき取った。ただ対たい峙じしただけなのに、少女の気配に圧おされてしまったのだ。ナイトとて武ぶ道どうをやっている身だ。相手の実力を測はかる眼がん力りきはある。あの少女、見かけとは裏うら腹はらにとんでもない実力の持ち主のようであった。


「……やっぱり、あの子とも戦うのか……」


　ナイトとしても残念だったが、それが避さけられない道であるというなら、ぶつかりあうしかないのだ。昨日ヨルと話し、覚かく悟ごを決めた時、こうなることもわかっていた。今さらためらっている暇ひまはない。


　だが――やはり別れというのは悲しいものだな、とナイトは思った。自分はこんな気持ちを二度と味わいたくなかったからこそ、人との関かかわり合いを避さけてきたのに……そう、あの日のような別れはもうたくさんだった。


　あの日、『先生』と別れなければいけなかった日――細かいことは未いまだ思い出せない。だが、あの日――鬼おにのような形相となった『先生』の顔だけは覚えている。


『どうしてこんなことが覚えられないのよ！　立ちなさい！　立って、魔ま力りよくを集中させなさい！』


　自分にいろんなことを優やさしく教えてくれた『先生』。それが醜みにくく顔を歪ゆがめ、自分を踏ふみつけながらそう怒ど鳴なったのだ。


『泣いたってごまかされないわよ！　立ちなさい、ナイト！　立たなきゃ、あたしがあなたを殺すわよ！』


　その時、『先生』から伝わってくる殺気は本物だった。ナイトは……その記き憶おくを振り切るように首を振った。


　どうして今さらそんな光景を思い出したのだろう？　だが、何年経たっても忘わすれられないほど強い印象がそこにはあったのだ。


　あの日を境さかいに……『先生』はナイトの前から姿を消した。


『さようなら、ナイト。あたしと出会ったことは、忘れなさい』


　どうして、どうして『先生』は自分の前から去ったのだろう。そしてどうして最後の『先生』はあんなに怖かったのだろう……なにも思い出せない。


　だが、『先生』は十年の時を経へて、この街に再び……


　ナイトは目をこすって前を見た。もういいのだ。あやふやな過か去この記憶を思い出すのはまた今度でいい。今は、目の前に迫せまった決戦に備そなえるときなのだ。


　ナイトは過去の妄もう執しゆうを振り払はらうように、学校への道を進んでいった。








　家に一人残されたヨルは、なにをするでもなくソファに座すわってなにもない天てん井じようを見上げていた。


　結局――ナイトは行ってしまった。できるならば一人で外へ出るような愚ぐ行こうは認みとめたくはなかったが、ナイトの決心を翻ひるがえすことはできなかった。そして今、自分はこの家を離はなれるわけにはいかない。昨夜仕し掛かけた罠わなの最終調整をせねばならないからだ。


　ヨルは緩かん慢まんな動作で魔道書を取り出し、ページを開いてこの後使う魔方陣じんをあらかじめ描えがいていった。その作業を続けながら――ふと考える。


　果たしてナイトは戻もどってきてくれるだろうか？


　戻ってくるに決まっている。ここは彼の家なのだ。だが、戻ってきた彼は、本当に自分を助けてくれるのか、助けてくれたとして、それは彼の本心からの行こう為いなのか。


　この期ごに及およんで疑うたがってしまう。彼は元々は表の世界の住人だ。魔ま宴えんに巻まき込こんでしまったのはヨルの本意ではなかった。


　しかし、今さら後にはひけない。すでに決戦は目前だ。今回の作戦は、ナイトの助けがあることを前ぜん提ていに立ててしまった。今の消しよう耗もうした自分では、『滅メツ』と〈魔女猟人ヤクト・ヘクス〉両方を相手に戦うことは不ふ可か能のうだ。ナイトの助けは必ひつ須すだった。


　でも――そこで思う。ナイトは間ま違ちがいなく必要だ。だがそれは戦いの手て駒ごまとしてだろうか？　いや、違う。ただの手駒ならば、彼女もここまで思い悩なやむ必要はない。


　なぜ心が乱みだれるのだろう。こんなことは今までなかったのに、ナイトのことを考えると、自分はおかしくなってしまう。ただ魔ま乖かい咒じゆを効こう率りつよく展てん開かいすることだけを考えていた自分が、今は日本の少年一人に心をかき乱されている。


　その感かん情じようがなんであるか――ヨルとて察しは悪くない。いい加か減げん予想はできていた。だが、その答えを、今の彼女は認めることはできなかった。


「……わたしは、絶ぜつ対たいに『魔王エルケーニツヒ』になるのよ」


　そのためならばなにもいらない。自分も、この体も、なにもかも、命さえもいらない。自分の過か去こも何もかもを捧ささげてもいい……だから、ナイトを振ふり向くことは自分にはできない。


「だって、ナイトにあげるものなんて、わたしにはもう残ってないんだものね」


　全すべては『魔王』になるために捧げてきた。今の自分はカラッポだ。ナイトからもらうだけもらって、なにも返礼はできない。あぁ、なんてヒドイ女、鬼き畜ちくにも劣おとる悪女だ。


「ごめんね、ナイト」


　謝あやまっても許ゆるされないことだとわかりつつ、彼女は魔方陣を描く作業に没ぼつ頭とうした。そして、彼が帰ってくるのを待った。必ず帰ってくると確かく信しんして。
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　彼は決して裏うら切ぎらない。ナイトとはそういう少年である。


　その好意に、ヨルは甘あまえてしまう。考えて見れば、他人に甘えるなど初めてだった。それはなんとも自分勝手で都合がよく、なによりも居い心ごこ地ちのいい気分だった。


「ほんと、わたしって最低の女ね」


　自じ嘲ちようをこぼし、ヨルはかすんだ視し界かいを片かた手てでこすった。


　さぁ、悩むのはおしまいにしよう。決戦は今日だ。なにはともあれ、今日を乗り越こえねば何も始まらない。思い悩むのも、続きは明日にしようではないか。


「今は、わたしにできることをするだけよ」


　ヨルはなにも持っていない。カラッポの彼女には、ナイトに渡わたすべき物がなにもない。


　だから、今あるものでなんとかするしかない。彼女の気持ちを伝えるにはそれしかない。


「……しかたないわね。正直厳きびしいけど、なんとかやってみるわ」


　ヨルは魔道書のページに驚おどろくべき速さで魔方陣を次々と描かき込んでいった……








　アイリスとの遭そう遇ぐうの後――天てん神じん高校の自分の教室にナイトは入った。教室内には級友たちがまばらに登校しており、それぞれが適てき当とうにグループに分かれて雑ざつ談だんに興きようじていた。


　ナイトも自分のグループに入ろうと思い――陣矢も杏子もまだ来ていないことに気付いた。


「少し早すぎたか？」


　昨夜は半分徹てつ夜やに近かったので、早く来すぎてしまったようだった。まぁ、まだ来ていないというのならば仕方がない。来るまで待とう。


　――考えてみると、学校で自分は長い間平へい凡ぼんな自分を演えんじてきた。つまらない生活だったと思う。でも、それこそが自分のかけがえのない日にち常じようだったはずだ。心が躍おどることはなかったが、平和だった。そして今、それは崩くずれようとしている。


　失われて初めてその大切さがわかると言うが、本当だ。平和な日常がこれだけかけがえのないものなのだと、ナイトは改めて実感した。


　明日も今日と同じく東から太陽が昇のぼり、自分も朝目を覚ます――そんな当たり前の日常は、実は確実なものであるという保ほ証しようなどどこにもないのだ。だが、現げん代だいの日本を生きる大多数の人間が、なんの確かく証しようもなく、そんな明日が来るということを疑いもせずに信じている。なんとも平和でのん気な話だ。


　ナイトもまた、そんな明日を信じていた身だ。だが、ヨルと戦うと決めた以上、もはや同じ明日を信じることはできない。場合によっては、今日死ぬかもしれないのだ。


　ブルリと、体が震ふるえた。恐きよう怖ふ？　いや、違ちがうとナイトは思った。確たしかに死ぬのはイヤだし、自分が傷きずつくのは恐おそろしい。だが、ただ恐ろしいだけならばヨルと共に戦う気になどなれない。戦おうと決心したのは、そこに恐怖以上のものを感じたからだ。


　平凡な日常。それを引き換かえにしてようやく自分は生の実感を得ているということを認にん識しきした。今まで隠かくしてきた自分の力を発はつ揮きするにふさわしい舞ぶ台たいを得ることができたのだ。


　死の覚かく悟ごを決めたこと――それが自分にとってよいことなのか悪いことなのか――それはナイト自身にもわからなかった。全ては結果が決めてくれるだろう。


　それに――なにより『先生マイステリン』のこともある。失ってしまった記き憶おくを取り戻もどすためにも、そしてヨルに認みとめられるためにも、ナイトは自ら戦いに身を投じて行くことを厭いとわないのであった。


　だが――その代だい償しようとして、この日常が失われようとしている。なぜなら、魔ま宴えんに参加するならば、場合によってはナイト自身が敵てきを殺さねばならない。その覚悟を、ナイトはすでに決めてしまった。その手が血に染そまれば、たとえ生き残ったとしても以前と同じ生活に戻ることはできないだろう。そもそも、無事に勝ち残るという保証などどこにもないのだ。


　ヨルと戦うことを選んだことに後こう悔かいはない。だが……心残りはある。


「……日常、か」


「うおっす、ナイト！　今日は早いな！」


　物思いにふけっていると後ろから頭を叩たたかれた、こんなことをする知り合いは一人しかいない。振ふり向けば、いつもと変わらぬ調子の陣矢が笑って立っていた。心残りが来た。


「お前、度ど胸きようあるな。よりによって今日登校するなんて……シュガーがお冠かんむりだぜ？」


　そう言えば、昨日杏子とは最悪の別れ方をしたのだった。すっかり忘わすれていた。


「あぁ、そうだったな……」


「あら、ナイト。おはよう？」


　と、件くだんの人物、杏子もやってきた。杏子は不自然に思えるくらいニコヤカな笑えみを浮うかべていた。その笑顔を見ていると、昨日の一件も赦ゆるしてくれたのかと思えてくる。


　ナイトは杏子の心が読めぬまま、とりあえず謝あやまることにした。


「シュガー。昨日はいろいろ悪かったな。君にあらぬ誤ご解かいをさせたようだが……」


「誤解？　変ね、あたしは誤解なんてしてないわ。あたしはただ、あなたが年下の女の子に抱だきつかれてデレデレするようなロリ野や郎ろうだってことを再さい認識しただけよ」


　……どうやら杏子の機き嫌げんは最悪らしい。こんな状じよう態たいで変なことを言えば、事態がどこまで悪化するかわからない。


　だが、言わねばならなかった。場合によっては、ナイトはこのまま帰ってこれないかもしれないのだ。ならばここで別れを言うのが友ゆう情じようの証あかしだ。


「ジンジャー――いや、陣矢に杏子、聞いて欲ほしいことがある」


「なんだよ、改まって？　お詫わびに昼飯でもおごってくれるのか？」


　と、現金なことを言う陣矢。彼は昨日杏子に付き合ったおかげで今は文無しなのだ。元げん凶きようのナイトにたかりたくなるのも、まぁ当然の心理だろう。ナイトもその辺りの陣矢の心情も慮おもんぱかって頷うなずいた。


「そうだな。おごってもいい。ただしそれはまた、日を改めてだ」


　ナイトはカバンを手にして立ち上がった。


「今日、俺おれは大切な用があって、これ以上ここにいることはできない。それでもわざわざ来たのは、二人にひとこと挨あい拶さつするためだ。さようなら。先生には適てき当とうに言っておいてくれ」


　陣矢が驚おどろいた表ひよう情じようを浮かべた。


「って、もう帰るのか？　無む遅ち刻こく無欠席、皆かい勤きんだけが取りえのお前が!?　なにか悪いもんでも食ったのか？」


「俺はいたって正せい常じようだ……悪いな。陣矢、それに杏子。この埋うめ合わせは、いずれな」


　その言葉を聞いても、杏子はいかめしい顔つきで黙だまったままだった。ナイトがどう声をかけるかと思案していると、杏子がポツリと言った。


「……女ね」


「え？」


「女よ、間違いないわ。ナイト。あんたが今日帰るのは、あの田中さんが関係してるんでしょ！」


　――その通りだ。なかなか鋭するどいカンをしている。これが女のカンというやつか、とナイトは場違いな感心をした。しかし、杏子は少し勘かん違ちがいをしているようだった。そしてその誤ご解かいをとくにはかなり苦労しそうだった。


　杏子は肩かたをすくめて皮肉げに顔を歪ゆがめた。


「えぇ、すばらしいわね。昼間から学校ふけこんで、女と逢あい引びき？　ご立りつ派ぱな学園生活だこと。何年も続く友情より、昨日今日から始まった女の方が大切だってわけね」


「おい、シュガー、言いすぎだっての」


　と、陣矢が杏子をたしなめた。陣矢は少し理り解かいのある口ぶりでフォローを入れてくれた。


「ナイトがここまで言うなんて、絶ぜつ対たいなにかがあるんだって。それくらい察して……」


「うっさい、生しよう姜が男！　あんたは黙ってなさい！」


　すごい剣けん幕まくで陣矢を押おしのけ、杏子はナイトに詰つめ寄よってきた。


「あんたにどんな事情があんのかしらないけど、その話を聞いただけで『はいそうですか、二人で仲良くしてね』って笑って見送れるほどあたしは大人じゃないのよ！　いったいなにが、どういう理由なわけよ！　それを説明しなさい！」


「それは……」


　言えるはずがない。魔ま乖かい咒じゆだとか、猟人かりうどだとか、そんなことを言って危き険けんに巻まき込こむわけにはいかない。それ以前に、言っても信じてはもらえないだろう。


「……理由は言えない。でも、わかって欲しい。ムシのいい話だとは思うがな」


「えぇ、ほんと……あんた、どういうつもりよ！」


　バン、と杏子は机つくえを力いっぱい叩たたいた。その音に教室中の視し線せんが二人に注目してきた。


「あたしたちが一いつ緒しよにいた三年間はなんだったの？　あたしはあんたのことを親友だと思ってたのに、あんたは違ったの？」


「いや、俺は……」


「困こまったことを相談することもできない相手が親友だとでも言うの？　ふざけるな！　あたしたちをバカにするな！」


　もう一度机を叩き、杏子は教室の扉とびらを指差した。


「さっさと出てけ!!」


「…………」


「なに？　同情して、引き止めるとでも思ったの？　そんな甘あまい女じゃないわよ、あたしは」


「いや、俺は……」


「言い訳わけなんていらないから、さっさと出てけ！」


　ナイトを蹴けり飛ばす杏子。ナイトは無言のまま扉を抜ぬけ、廊ろう下かへ出て外へと歩き出した。


　――これで、これでいいんだ。もしかしたらもう会えないかもしれないのだ。ヘタな友情を残しておいたらあの二人を悲しませることになる。それなら憎にくまれた方がいい。このまま喧けん嘩か別れしてしまった方が、万が一の事じ態たいになってもきっと、あの二人の悲しみも最さい小しよう限げんで済すむだろう。


　あぁ、失敗したな――ナイトは少しだけ後こう悔かいしていた。別れは悲しいものだ。人と人が触ふれ合えば、必ず傷きずつけあうことになる。そうなるのがイヤだったから、ナイトは平へい凡ぼんな自分を演えんじ、他人と関かかわらないようにしてきたのだ。


　しかし陣矢と杏子と出会い、いつのまにか親しくなってしまっていた――自分の甘さが、少しだけ悔くやしかった。この別れを悲しいと感じる自分がいることが、なんとも悔しい。


　でも、もう後あと戻りはできない。ナイトは覚かく悟ごを決めてしまったのだ。その選せん択たくに後悔するとしても、それは全すべて自分が受け止めて行かねばならない。


　ナイトは真まっ直すぐと今来た道を戻っていった。





「いいのかよ、シュガー。ナイト、ほんとに行っちまったぜ」


「あんな薄はく情じような奴やつ、放ほうっておけばいいのよ」


　陣矢はヤレヤレと肩をすくめた。杏子は自分の席に座すわってそっぽを向いているが、片かた手てをさすっている。よほど机を強く叩いたのだろう。手が真っ赤になっていた。


「お前もいじっぱりだな、ほんと……」


「うっさいわよ、生姜男」


　陣矢は、自分もたいがい人がいいなぁ、と思った。ナイトのことは友人だと思っている。しかし、ここでそのフォローまでをするほどの義ぎ理りはないはずだ。というか、ここでナイトをかばうのは自分にとってデメリットでしかない。それなのに口を開いてしまうのは――やはり自分がお節せつ介かい焼やきだからだろうか。


　複ふく雑ざつな心しん境きようのまま、陣矢は杏子をたしなめるような口調で続けた。


「おまえだってわかってんだろ？　あのナイトが、あそこまで言うんだぜ？　きっと、よほどの事情があるんだ。それくらい察してるだろ？」


「…………」


「意地をはるなって。あいつがそれだけの覚悟を決めたんだ。せめて俺たちくらいは笑って見送ってやろうぜ？」


「…………」


　それでも杏子は黙だまったままだ。しかたないな、と陣矢は首を振ふった。


「まぁそれでいいなら俺はこれ以上言わないけどね、お前も素す直なおになれよ。ナイトって――俺たちと一いつ緒しよにいても、なんかいつも一歩引いた感じがあっただろ？　あいつは結局不器用なんだよ。そのあいつが腹はらくくってなにかしようっていうんだぜ。俺たちくらいはそれを応おう援えんしてやってもいいんじゃないのか？　あいつの味方って、たぶん俺たちくらいしかいないんだからよ」


「……うっさい、黙れ。あんたに言われなくてもわかってるわよ」


　杏子はそれだけ言うと、立ち上がった。その時、彼女はなぜか自分のカバンを手に持っていた。そのままズカズカと、周囲の生徒がなにごとかと見守る中、窓まどに近づいていった。


　三階の窓から見下ろすと、ナイトが登校する生徒の流れに逆さからって校門へ向かっている姿すがたが見えた。杏子は窓を開け放つと、両手を口に当てて叫さけんだ。


「ナイトォォッ!!」


　ナイトはビクリと反はん応のうし、杏子のほうを見上げてきた。それを見て、杏子は自分の胸むねにたまっていたものを吐はき出した――豊ゆたかな声量をもって。


「この、バカナイト!!　約束忘れんな!!　あんたがこのまま帰ったら、あたしがわざわざ朝六時に早起きした意味がないじゃないのよぉぉぉ!!」


　叫びながら、杏子はカバンの中から取り出した包みを、下めがけて投げつけた。女子にしておくには惜おしい強きよう肩けんとコントロールだった。包みは外にいるナイトめがけて一直線にのびていき――ナイトは包みをしっかり受け止めた。


　ピンクのかわいらしい包みの中身は、弁べん当とう箱ばこである。昨日のナイトとの約束を、杏子は忠ちゆう実じつに守ったわけだ。


「ナイトォォ!!　あたしの努力ムダにすんな！　絶ぜつ対たい残さず食べなさいよ！」


　頭上で叫ぶ杏子に向かって、ナイトは真っ直ぐ親指を立てた。その姿を見下ろしながら、杏子はさらに叫んだ。


「弁当箱は、次に会うときに、洗あらって返しなさいよ!!　絶対！　今度こそ約束守んなさいよ!!」


　ナイトは手を振りながら、周囲の注目を集めつつ、校門を潜くぐり抜ぬけていった。


「……バカナイト」


　最後にもう一度だけ呟つぶやき、杏子は顔を赤くして自分の席に戻もどっていった。


「よぉ、思いっきり青春してんな、シュガー」


「大きなお世話よ、黙だまれって言ったでしょ、生しよう姜が男」


　陣矢がからかうように言うと、杏子はさらに顔を赤くして横を向いた。


「ふん、ナイトなんて、このままどっか行けばいいんだわ」


「その割わりには、熱血した告白をしたじゃないか」


「告白じゃないわよ！　ただ、邪じや魔まな弁当をくれてやっただけよ」


「ま、いーけどな、どうでも」


　陣矢は頭をかきながら、俺って卑ひ怯きようだな、と思っていた。


　ナイトに早く戻ってきて欲ほしいとは思うけど、同時に、もしこのまま戻ってこなかったら、杏子と二人っきりになれるかなと思ってしまう自分がいたからだ。


　しかし……気がかりなことがあった。


「ナイト、帰ってくんのかな？」


「なにバカなこと言ってるのよ、生姜男？」


　陣矢は先ほどのナイトの姿を思い出しながら続けた。


「いや……だって、ナイトのやつ、さようならって言って……なんつーか、もう会えない、ってな顔してなかったか？」


「……戻ってくるわよ、あのバカは、きっと」


　杏子はポツリと、だが決然と言い切った。


「あいつはバカだけど、約束は守るわ。きっと、弁当箱を返しに戻ってくるわ」


　あぁ、そうか、と陣矢は悟さとった。だから杏子は弁当を渡わたしたのだ。自分と同様、ナイトに妙みようなものを感じて、それで必ず戻ってくるようにあんな約束をしたのだ。


　こいつはかなわないなぁ、と陣矢は心の中でため息を吐ついた。まったく、ナイトにはいつまでたっても勝てやしない。


　なんだか、思いっきり泣き叫びたいような、大声で笑い飛ばしたいような――そんなムチャクチャな心しん境きようの仁じん野の陣矢十五歳さいの初夏だった。








「ただいま」


　短く言って、ナイトは自じ宅たくの玄げん関かんに入った。


「おかえり。早かったわね」


　と、ヨルが言った。やはり家に誰だれかが待っててくれるというのはいいものだな、とナイトは思った。


「それで、お別れは済すんだのかしら？」


「あぁ、問題ない」


　それに覚かく悟ごも決まった。かけがえのない日にち常じようは、もう二度と戻ってこないだろう。たとえ戻ったとして、それはもう以前と同じ日常ではない。ナイトはすでに、決して戻れない闇やみの世界へ踏ふみ出してしまったのだから。


　でも、それでも、たとえもう戻れない世界であっても、そこには変わってしまった自分を待っててくれる友人たちがいた。彼らが存そん在ざいする限かぎり、ナイトは必ずや魔ま宴えんを生き残って、彼らと再ふたたび出会わねばならない。それをすることこそが、彼らとの間にある友ゆう情じようの証しよう明めいだ。


「それで、ヨル？　もう行くのか？」


　行動するなら早い方がいい。勢いきおい込んでナイトが言うと、ヨルは少し落ち着きなさい、とナイトを抑おさえた。


「そのまえに、食事にしましょう。腹はらが減へっては戦いくさはできないわ」


「え!?」


　ナイトは硬こう直ちよくした。ヨルは怪け訝げんな顔をしてきた。


「どうしたの？」


「いや……あまり腹が減へってなくてな」


「朝からなにも食べてないじゃない。いざというとき力が出ないわよ」


　ナイトは片かた手てでカラになった弁べん当とう箱ばこを背はい後ごに隠かくしつつ、ごまかすように笑った。


「ははは……まぁ、軽く腹になにかを入れるくらいならいいか」


「決戦に備そなえて、スタミナがつくものにしたわ」


　……イヤな予感がしてきた。というか、台所から妙みように香こうばしい匂においがしてくる。この香かおりは、まさか……


「昨日は失敗したけど、ウナギを作ったわ。これで体力をつけてね、ナイト」


　リビングのテーブルにのっているのは大きなどんぶり。そこにはたっぷりのご飯と、照りのついたウナギの蒲かば焼やきがどっさりと載のっていた。


「……どうやって用意した？」


　考えてみれば変な話だ。まだ朝も早い。この辺りでウナギの蒲焼が買えるような店は、まだどこも開店前のはずだ。いったいどうやって？


　だがヨルはこともなげに言い放った。


「ちょっと調べたのよ。昨日は失敗したけど、今日は完かん璧ぺきよ。ウナギは昨日のやつをさばいたの」


　……本当か？　ウナギってそんな簡かん単たんにさばけるものか？


「言ったでしょ、こう見えても料理は得意なのよ、わたし」


　確たしかに見た目はうまそうなうな丼どんである。すでに杏子の弁当を食べた後なのだが、その香りをかいでいるとなぜか食しよく欲よくが出てきた。


「さぁ、早く食べて。冷めたらおいしくないわ」


「あぁ、そうだな……食べるか」


　香りに誘さそわれるようにしてハシをとった。そのまま香ばしい蒲焼を口に含ふくむ。


　フワリと柔やわらかい食感に、旨うま味みのある脂あぶら、甘あまいタレ、全すべてが一体となって口一いつ杯ぱいに広がる。程ほどよい脂の乗り具合。これがまた白いご飯とよくあう、絶ぜつ品ぴんだ。


「美味うまい、これは美味いぞ、ヨル！」


　喜んで言うと、ヨルも嬉うれしそうに笑った。


「そう、それはよかったわ。ついでに、刺さし身みも用意してみたの」


　ヨルが取り出した皿には、薄うす切ぎりの白身の刺身が放ほう射しや状じように並ならんでいた。これは、まさか……


「昨日のフグをさばいたの」


「マジか？　……ヨル。言っておくがフグには猛もう毒どくがあって、料理するには免めん許きよがいるんだぞ」


「知ってるわ。勉強したの。問題ないから、食べてみて」


　と、勧すすめてくるヨル。ナイトは言われるままにハシを伸ばして……弾だん力りよくある刺身を味わった。


「おぉ、これがフグ刺し、初めて食べたが……うまいな。シャッキリポンと舌したで踊おどるな」


　実じつ際さい美味かった。淡たん白ぱくな白身の味わいがなんとも言えず、嚙かみ締しめると味が口一杯に広がる。


「喜んでもらえてよかったわ。どんどん食べてね」


「ヨルは食べないのか？」


「わたしは少しでいいわ」


　と、ヨルは小皿に取り分けた刺身とウナギを少量口にした。


「……うん、美味おいしいわね。日本食はわたしも好きなのよ」


　と、笑うヨル。日本食が好きなら、昨日はどうしてあんな間ま違ちがいを？　と思ったが、深くは突つっ込こまないでおくことにした。ナイトとて学習しているのだ。真実を告げることは、必ずしも万ばん事じにおける正せい解かいではないのだと。


　だが――ナイトは食事に気をとられて、ヨルが少し疲つかれた様子をしていることに気づかなかった。あるいは、そこで彼女の様子に気付いていたなら、今後の展てん開かいもまた違ったものになったかもしれない。しかし、ナイトはその段だん階かいで気付くことができなかった。それが彼らの運命を決定してしまった。


　――なにはともあれ、食事も無事終わって、準じゆん備びは万ばん端たん整った。


「それじゃぁ、行くわよ、ナイト――今日、決着をつけるわ」


「あぁ、つきあおう、たとえ、地じ獄ごくの果てまででもな」


　二人は決意のこもった顔立ちで頷うなずきあい、連れ立って外へ出た――『滅メツ』と猟人かりうど、その双そう方ほうとの決着をつけるために。





　ナイトとヨルは赤あか霧ぎり市の南部へとやってきた。昨夜のうちにいろいろと罠わなを仕し掛かけておいた場所である。二人はここを決戦の舞ぶ台たいとする気でいた。


　日中のオフィス街はそれなりに人がいた。まもなく夕方になろうかという時じ刻こく。いろいろと準備をしていたら、これくらいの時間になったのだ。


「……連中は、ここに来るのか、ヨル？」


「間違いないわ。連中が早く決着をつけたがっているのは確かく実じつよ。今までわたしは自分の魔ま力りよくを抑おさえて隠かくれていたけど、今は抑えていない。連中にもわたしの位置ははっきりわかっているはずだわ」


　ヨルは落ち着きはらってそう言った。ナイトも表面上は落ち着いているが、内心は気が気でなかった。当然だ。命を懸けた殺し合いなど、健全な高校生にとっては初めての経けい験けんだ。緊きん張ちようするなと言うほうがムリだった。


「でも、もし来なかったら？」


「来るわ。すでに人ひと払ばらいの結界を発動させたから、まもなく周囲の人間はいなくなる。戦いの舞台準備は万全よ。『滅』にとってわたしは最も戦いやすい相手。ここで勝負を避さける理由はないわ。猟人にしても、ここまでわたしに挑ちよう発はつされて無む視しできるようならそれはただの腰抜けハツゼンヘルツだわ」


　ヨルの自信は揺ゆるがない。今はヨルの言葉を信じるしかないだろう。


　ヨルの言ったとおり、周囲からはまもなく人気がなくなっていった。人目をなくすことで心置きなく魔ま乖かい咒じゆを使うことができるのである。


　そしてそんな中、人がいないこの場所へと近づいてくる気配があった。


「……愚おろかだな、まったくもって愚かしい」


　それは、愛らしい声の持ち主だった。しかし口調は見た目にふさわしくない大人びたもの――昨日と変わらぬ黒いドレスを着た、アイリス・マリアその人であった。


「アイリス……」


「ナイト君。忠ちゆう告こくはムダだったようだな。ここまで来ては、私でももはや見のがせんぞ」


　冷たく言うアイリスと対たい峙じして、ナイトは歯がみした。やはり彼女と戦わねばならないのか。それは確たしかに予想できたことだ。だが、やはりできるならば避けたい事じ態たいであった。


「ナイト、彼女がそうなの？　ずいぶん親しそうね」


　ヨルが尋たずねてくる。ナイトは重々しく頷いた。


「……昨日、街中で会った、君にも話しただろう、ヨル？　俺おれと彼女は、ただそれだけの関係だ」


「つれないな、ナイト君。私たちはもう少し踏ふみ込んだ仲だろう？」


「だが、敵てきだ」


「そう、今の我われ々われは敵同士だ。それ以上でも、それ以下でもない」


　アイリスは小さく鼻を鳴らし、周囲を見回した。


「……見たところ、妙みような仕掛けがいくつかあるが……そんなもので私を倒たおせると思っているのか、魔ま乖かい術じゆつ師し？」


「甘あまく見ているのはどっちかしらね？　あなたはまんまとわたしの罠にかかったのよ」


　ヨルは泰たい然ぜんと構かまえたまま答えた。だが――


「かかったのは、アイリスだけなのか？」


　言われるまで声の主の存そん在ざいに気付かなかった。いつのまにか、ナイトたちの背はい後ごにも一人の男が立っていたのだ。茶色の髪かみを持つ精せい悍かんなその男には、ナイトにも見覚えがあった。アイリスのつれの男だ。


　男の姿すがたは異い様ようだった。昨日会ったときは背せ広びろ姿だったが、今彼が体につけているのは、御お伽とぎ噺ばなしの騎き士しがつけるような金きん属ぞく性せいの鎧よろい。さらに手には鈍にぶい輝かがやきを放つ両りよう刃ばの剣けんがあった。


「おれも忘わすれてもらったら困こまるな、クソ魔乖術師。お前の首を切り落とすためにわざわざ刃を研といできたんだ」


「ナマクラだからわざわざ研がなきゃならないんでしょ？」


　短く息を漏もらすヨル。前後を挟はさまれたというのに、余よ裕ゆうは崩くずれていない。


「あなたたちが猟人ね。二人組――こちらの情じよう報ほうと一いつ致ちしてるわ」


「そうだな、相手が魔乖術師とは言え、名乗るのが礼れい儀ぎか」


　アイリスはスカートを両手でつまみ、頭を下げた。


「こんばんは、『闇ヤミ』の魔乖術師。私はアイリス・マリア。そしてそちらは私の相あい棒ぼう、マシュー・インテンシア。お察しの通り、〈魔女猟人ヤクト・ヘクス〉だ」


　その名を聞いて、ヨルが目を見開いた。


「マシュー!?　『飢うえた猟りよう犬けん』の異名を持つ？」


「知ってるのか、ヨル？」


　ヨルは頷うなずいた。


「〈魔女猟人ヤクト・ヘクス〉の中でも腕うで利ききの猟人かりうどには獣けものの名が冠かんせられるわ。その中でもマシュー・インテンシアと言えば、過か去こに百人近い魔乖術師を葬ほうむってきた優ゆう秀しゆうな猟人よ」


「八や祖そまでおれを知っているとは、おれも有名になったもんだ」


　マシューは嬉うれしそうに笑った。


「さすがのおれも、まだ八祖の直ちよつ系けいは殺したことがない。お前を殺して、おれの名前をさらに上げさせてもらおう」


　それを聞いたアイリスが頷きつつ、視し線せんでマシューに合図を送った。


「おしゃべりは終わりにして、行くぞ、マシュー」


　瞬しゆん間かん、二人の姿が消えた。アイリスとマシュー、二人の姿がかき消すように見えなくなった。それは二人の移い動どう速度が速すぎて、そのように見えただけだ。瞬まばたき一回にも満たない時間がすぎたときには、すでにナイトとヨルの目前に二人の猟人の姿があった。


　マシューは手にした刃をナイトへ。アイリスはその小さな腕をヨルへと伸のばしてきた。咄とつ嗟さにナイトは反はん応のうした。マシューの刃の腹はらをつま先で蹴り上げてその軌き道どうをそらしつつ、アイリスの腕の肘ひじ内側を強く打ち払はらってなんとか二人の攻こう撃げきをかわす。同時に傍かたわらのヨルの体を摑つかみ、弾けるような勢いきおいで猟人との間合いを離はなした。


「まったく、なんて速さだよ」


　毒づくナイト。だがその二人がかりの攻撃に反応できたナイトも並なみのレベルではない。あっさりといなされたアイリスとマシューは驚おどろきを隠かくせない様子だった。


「驚きだな、少年。今の攻撃は本気ではなかったが、かといって手て加か減げんした覚えもないのだがな」


　ナイトはメガネのフレームを押おし上げた。


「なに、子こ供どものころ、武ぶ道どうってやつをかじっててね。うちの祖父じいさんが厳きびしい人で、かなりしこまれたんだ」


　そう言うナイトの言葉には余裕と自信の色が込められていた。


「ナイト、予想通り、いけそうね」


　と、ナイトに抱だかれたまま感心するヨル。一歩間ま違ちがっていたら殺されていたにもかかわらず、こちらも余裕だった。




[image: ]


「落ち着いている場合か」


「場合なのよ。魔ま乖かい術じゆつ師しが冷静さを失えば、それは敗北への片かた道みち切きつ符ぷよ」


　ヨルはナイトの手から離れて立った。


「少し計算が狂くるったわ。猟人が二人組なのはわかっていたけど――二人とも前ぜん衛えいタイプとは思わなかったわ。少し厄やつ介かいね」


「どうするんだ？」


「こちらの作戦に変へん更こうはないわ。事前に決めた通りに行くわよ」


　そうだ。昨夜のうちに作戦は決まっていた――ナイトが前衛として敵てきの攻撃をひきつけつつ、ヨルが後方から魔乖咒じゆで援えん護ごするという魔乖咒戦の黄金パターンだ。


　無む論ろん当初の予定では、戦うのはヨル一人だった。だが、ナイトの秘ひめられた実力にヨルは気付き、前衛を任まかせることにしたのだ。


　当然だが――ナイトとしても前衛をやるのは抵てい抗こうがあった。いくら実力があっても、彼はただの高校生。命を懸けた殺し合いは初めての経けい験けんだ。そんな場面で自分の力がどこまで通用するかははなはだ疑ぎ問もんだった。


　しかし、ヨルの力になりたいという自分の気持ちは思っていたよりも強かった。それに、ヨルは言ってくれた。


『あなたは基き本ほん的にわたしが魔乖咒を展てん開かいする時間を稼かせいでくれればいいわ。実じつ際さい、攻撃の要かなめはわたしの『闇ヤミ』魔乖咒になるわ』


　簡かん単たんに言ってくれるが、体を張はるのはナイトだ。だが、それでも安心しなさい、と彼女は言ったのだ。


『大だい丈じよう夫ぶ、後方からわたしもサポートするわ。『闇』は回かい復ふく、蘇そ生せいに優すぐれた魔乖咒よ。あなたは防ぼう御ぎよなんて考えないでつっこめばいいわ。わたしの第二咒法なら、ちょっとやそっと傷きずついてもすぐ回復できるわ。そうね、最悪首を切り落とされたとしても、十秒以内なら充じゆう分ぶん再さい生せい可か能のうよ。安心して傷つきなさい』


　いや、まったく安心できない。というか、不安が高まるだけだった。


　まぁ、そういった細かいことはともかく、ここまできたらあれこれ考えてもしかたがない。後はやるだけだ――ナイトはメガネを外し、フレームをたたんで服のポケットにしまった。


　その一方、猟人の二人も初撃をあっさりかわされたことで、ナイトを警けい戒かいしていた。


「アイリス。予想外だぜ。今のをかわす魔乖術師がいるとは思わなかった」


「あぁ、正せい確かくに言えば、それは魔乖術師というより、ナイト君の身体能力が優すぐれていたせいだ――正直言って、今の彼の動きは下手な猟人よりよほど速い」


　アイリスは素す直なおにナイトの実力を認みとめた。マシューは不満そうに鼻を鳴らした。


「ケッ。あんなガキに手間取ってるヒマはないんだ。さっさと片付けさせてもらうぞ！」


「待て、マシュー！」


　マシューが再ふたたび地面を蹴けり、剣を構かまえてナイトめがけて襲おそいかかってきた。速い、風のような速さだ。


　現げんに、ナイトにはマシューの動きが見えなかった。動体視し力りよくには自信があったのだが、マシューの動きはそれ以上だった。


「もらった！」


　マシューが振ふり上げた剣を、勢いきおいよく振り下ろした。相手の少年は木偶でくのように固まっている。マシューは勝利を確信した――が、予想外のことが起こった。


　マシューの剣は、確たしかにナイトの体に叩たたき込まれた――少なくとも、マシューにはそう見えた。だが、実際は空を斬きり、地面を叩く感覚が手に伝わってきただけだった。


　そして目の前には無傷で立つナイトがいて、そのナイトは無む表ひよう情じようにマシューを見つめていた。


「危あぶないな。刃は物ものを使うときは、人に刃を向けてはいけないと教えられなかったのか？」


　そんな軽口とともに、ナイトはマシューの顔面に掌しよう底ていを叩き込んだ。ウッとうめき、数歩後あと退ずさるマシュー。そのスキにナイトは間合いを取り、油ゆ断だんなく構えた。


　パチパチパチ、と、場違いな拍はく手しゆが響ひびき渡わたった。見れば、アイリスが笑いながら手を叩いている。


「いやいや、みごとな動きだ、ナイト君。マシューの踏ふみ込こみ速度は猟人かりうどでも随ずい一いちなのだが、よくかわせたな。あの動きが、君には見えていたのかな？」


「いや、正直言って、見えなかったな」


　マシューの動きはそれほどまでにすさまじかった。


「見えないけど、なんとなく動きは摑つかめた。速いけど、その分直線的な動きだったからな、かわすのは難むずかしくなかった」


「なるほどね。それが東洋のブドーというやつだな。東洋の神しん秘ぴか」


　呟つぶやくアイリスは、この状じよう況きようを楽しんでいるようだった。だが、いいようにあしらわれたマシューは面おも白しろくない。


「くそ、ガキめ……ぶっ殺す」


「熱くなるな、マシュー。今のは相手を甘あまく見た君のミスだ」


　アイリスに言われ、マシューは少しばつが悪い顔をした。


「……あぁ、確かにな。ガキと思って本気で戦わなかったのがまずかったな。こいつは久ひさ々びさに熱くなれる戦いみたいだな」


　マシューは言い、再び剣を構えた。そこから発せられる闘とう気きが先ほどまでの比ひではない。本気になったか、とナイトは思った。マズイな。相手に本気を出させないうちに何とかしたかったが、徒と手しゆ空くう拳けんでは鎧よろいを着た相手にダメージを与あたえ辛づらい。どうしたものか、と構かまえながら思案していると、ヨルが魔ま道どう書しよを開くのが視界の端はしに入った。


　ヨルは片かた手てに魔道書を持ち、すばやく指を動かした。するとヨルの手の上に魔方陣じんが浮うかんだ。今までよく使っていた単たん純じゆんな図形ではなく、見たこともない文字が描えがかれた魔方陣だった。今までの魔ま乖かい咒じゆとはレベルが違うのだ。その魔方陣の中心から剣が現あらわれた。腕うでくらいの長さがある両刃の剣。その剣身は、漆しつ黒こくだった。


「『闇』系けい統とう第三咒法〈輝かがやく闇の白はく刃じん〉――わたしの魔力を剣の形に固着したわ。この剣は、決して砕くだけない――これを使って戦いなさい」


　これが第三咒法か、とナイトは差し出された黒い剣を受け取った。魔力を物ぶつ質しつとして形作る第三咒法。今までヨルが多用していた第一、第二咒法よりも高度な魔乖咒だ。それをしごくアッサリ展てん開かいできるあたり、ヨルの非ひ凡ぼんさがうかがえた。


　ヨルの作った剣は、見た目に反して異い様ように軽かった。竹刀しないより軽いかもしれない。取りまわしは便利そうだった。相手が剣を持っている以上、こちらも同様の武ぶ器きが欲しかったところだ。正直この剣はありがたかった。剣の扱あつかいも、昔祖そ父ふにしこまれている。問題なく使えるはずだ。


「ナイト。前ぜん衛えいが二人だったのは予想外だけど、二人をなんとかひきつけてちょうだい。そのスキにわたしが大だい規き模ぼ魔ま乖かい咒じゆを展開するから」


「簡かん単たんに言ってくれる……まぁ、できるだけのことはするさ」


　小声で方ほう針しんを話し合うナイトとヨル。それは猟人も同様で、アイリスとマシューも警けい戒かいを強めたまま小声で話していた。


「マシュー、少し作戦に変へん更こうが必要だな。あの少年は私がしとめる。『闇ヤミ』をしとめる名めい誉よは、マシュー、君に譲ゆずろう」


「そうはいくか。あのガキはおれが絶ぜつ対たいにしとめる」


「熱くなるな。あの少年は冷静だぞ。熱くなりやすい君とは相あい性しようが悪い。ここは私に任まかせろ」


「アイリス。おれの目はごまかせないぜ。お前があのガキに肩かた入いれしてるのは、わかってるんだ。なんだかんだいって、あのガキを逃にがす気だな」


　マシューは剣を構えたまま、ナイトを睨にらんだ。


「もうあいつは、おれたちの世界に関わっちまった。あいつはもはや一いつ般ぱん人じゃない。魔乖術じゆつ師しの味方をするならあいつは敵てきだ。ここで始末する」


「……どうしてもか？」


「あたりまえだ、アイリス。まさか、おれの邪じや魔まをするんじゃないよな？」


「……好きにしろ」


　アイリスは憮ぶ然ぜんとした口調で言った。視し線せんをナイトの横にいるヨルに向けた。


「その代わり、私が『闇』をしとめるぞ。いいな？」


「あぁ、その代わり、ガキはおれが殺す――そんなにあいつに肩入れしてるなら、ガキの死体はおまえにくれてやるぜ。剝はく製せいにでもして部屋に飾かざったらどうだよ」


　なにがおかしいのか、はははと笑うマシュー。アイリスは額ひたいを押さえた――やはりこうなったか。まったく、だから言ったのに。どうなっても知らんぞ、ナイト――


「今度は、こちらから行くぞ！」


　と、まずナイトが動いた。ヨルのためにも、二人をひきつけねばならない。それにはこちらから攻せめねばならなかった。


「お前の相手は、おれだ！」


　マシューが、ナイトの攻こう撃げきを受け止めた。そのスキにアイリスがヨルへと向かった。


「チッ、待て、アイリス！」


「よそ見をする余よ裕ゆうはあるか！」


　マシューが力ずくでナイトの剣けんを弾はじき、そのまま連続で斬ざん撃げきを叩たたき込んできた。ナイトはその攻撃を受け止め、流しつつ歯がみした。マシュー一人が相手ならば、なんとか互ご角かくに渡わたり合えるだろう。だが、マシューを相手にしつつアイリスを追うのはさすがにムリだ。そこまでの余裕はない。


　チラリと見ると、アイリスがヨルに素す手でで襲おそいかかっているのが見えた。ヨルはそのすばやい動きに翻ほん弄ろうされつつも、なんとか戦っているようだった。だが、明らかにアイリスの方が優ゆう勢せいであった。


「嬉うれしいね、剣でおれとまともに戦える奴やつは久ひさ々びさだ！」


　マシューが鋭するどい踏ふみ込みと共にさらに剣を叩き込んできた。ナイトは闇の剣でそれを受けながら下がったが、手に伝わる衝しよう撃げきは信じられないくらい重いものばかりだった。体重と剣自体の重み、双そう方ほうを活いかした攻撃だ。人の胴どう体たいくらいたやすく両りよう断だんできる威い力りよくがあるだろう。


「でも、俺おれは負けるわけにはいかない！」


　相手の攻撃は鋭く、重い。だが、その分一度斬きった後、次のモーションに入るまでの間があいている。そこにつけいるスキがあった。


「もらった！」


　ナイトも素す早ばやさに関してはマシューに負けていない。いや、重い鎧よろいをつけたマシューと比くらべるなら、むしろ素早さでは勝っていた。相手のスキを的てき確かくについて、相手の肩口へ刃はを叩き込んだ。


　ガン、と硬かたい手て応ごたえ。闇の刃はわずかにマシューの鎧に食い込んでいたが、それだけだった。闇の剣の触ふれた先から白い煙けむりが立ち昇のぼる――マシューが吼ほえた。


「この、ガキ！」


　マシューが剣を突つきつけてくるのを、間かん一いつ髪ぱつよけた。だが左ひだり腕うでを刃がかすめ、ナイトの腕から赤い液えき体たいが滴したたり落ちた。


「やってくれたな、ガキ。この鎧を傷きずつけるとは、さすが八や祖その作った剣だ」


　マシューは鎧の肩にある焦こげた傷をなでた。


「この鎧には強力な耐たい魔ま乖かい咒じゆ効こう果かがある。並なみの魔乖咒なら完全に無効化できるんだ。その鎧でも防ふせげない剣ってのは、やっかいだな。ますます油断できん」


　マシューはニタリと笑って、剣を体の横で構かまえた。構えの形が違ちがう。さらに、マシューから漂ただよう気配も変わった。今までとなにかが違う、マズイ、とナイトが思ったときには、遅おそかった。


「遅い！」


　踏み込みも、速さも、全すべてが段違いだった。瞬しゆん時じにマシューは間合いを詰つめていた。今までの倍近い速さ。ナイトは反はん応のうが遅おくれた。今までマシューは本気で戦っていなかったのだ。マシューの本気の動きに、素しろ人うとのナイトは反応しきれなかった。


　だが、マシューの剣はナイトに迫せまってはこなかった。その刃は、すぐ横で戦っていたヨルの方へと伸のばされたのだ。


「しまった！」


　そう、この戦いは一対一の戦いを二組やっているわけではない。二対二の戦いなのだ。マシューがヨルを狙ねらうのも戦法の一つだ。


「ヨル！」


　慌あわてて剣けんを伸ばすが、一歩遅かった。完全に虚きよをつかれた形のヨルは、その刃を回かい避ひすることはできない。そしてナイトは、マシューの重い一撃を受け止める位置にまで動くことはできそうになかった。


「えぇい、ままよ！」


　考えるよりも体が勝手に動いた。ナイトは強ごう引いんにマシューの前に飛び出ると、自らの体をヨルを守る盾たてとした。マシューの強きよう烈れつな斬撃が、ナイトの胴体を切り裂さいた。


「グァァァァァァ!!」


　鈍にぶい痛いたみがナイトの全身を駆かけ巡めぐった。腹はらから血が噴ふき出る。視界が真っ赤に染そまりそうだった。同時に頭の中まで真っ赤になって、意い識しきが遠のいていく……


　ナイトは、ともすれば痛みとショックで失神しそうな中、それでも諦あきらめなかった。たかがこの程てい度どのことで、くじけるわけにはいかない。ヨルのため、杏子のため、平和のため、なにより正せい義ぎのために、この程度で終わるわけにはいかないのだ。


「このぉぉ!!」


　胴体を貫つらぬかれながら、ナイトは闇の剣の切っ先を、相手の肩かたに突き刺さした。斬きるのではなく、突く攻こう撃げき。後先のことなど考えず、ひたすら腕に力を込めて剣を突きたてると、漆しつ黒こくの刃がついにマシューの肩を貫いた。


「ヌグッ！　ガキが!!!」


　その攻撃で、マシューの左肩が死んだ。マシューは右手でナイトの体から剣を引き抜ぬき、ナイトの腹を蹴けりとばした。血を周囲に撒まき散らしながら、崩くずれるように倒たおれるナイト。


「やってくれたな。でも、『闇』をかばったのは失敗だったな。おれの勝ちだ。その傷じゃ、もう動けまい」


　どくどくと、ナイトの腹から血があふれてくる。なにかやわらかいものまではみ出してきた。手で押おさえたくらいじゃとても押さえきれない。なんだか、意識もぼんやりしてきた。マズイな、こいつは少し、命の危き険けんがあるんじゃないか？　と他人ひと事ごとのようにナイトが思った瞬間――暖あたたかいものがナイトを包んだ。


「ナイト！　しっかりしなさい、傷は浅いわ！」


　ムチャを言う。この傷が軽けい傷しようなものか――と思っていると、傷の痛みが消えてしまった。見れば、ヨルが魔道書を片かた手てにこちらへ手を向けていた。


『闇』系けい統とう第二咒じゆ法ほう〈闇天使の癒いやし手〉。ヨルが魔ま乖かい咒でナイトの傷を回かい復ふくしたのだ。


「バカね！　どうしてあんなムチャをするのよ！」


　かばわれたヨルは、喜ぶどころか逆ぎやくに怒おこっているようだった。


「しかし、あぁするしか方法が……」


「だからって、自分の体で剣を受け止めるバカがどこにいるのよ！　あなたの体はいつからまな板になったのよ！」


　まな板、というのもヒドイ喩たとえだな、せめて盾たてと言って欲しい、とナイトはこんな場面ながらもそんなことを考えた。


「ともかく、こっちは気にしないでいいわ、ナイト。わたしは一人でなんとかするから、あなたはあなたの戦いに集中しなさい！」


「……あぁ、わかった」


　ナイトは頷うなずいた。現げん状じようで、確たしかにヨルのフォローにまで回る余よ裕ゆうはない。ならば、今は一いつ刻こくも早くマシューとの戦いに決着をつけるべきだ。


　そしてナイトの傷が瞬時に塞ふさがるのを目まの当たりにしたマシューは、攻撃するのも忘わすれて呆ほうけていた。


「チッ、なんてメチャクチャな魔ま乖かい咒じゆだ……『闇』ってのは、最弱じゃなかったのかよ」


「油ゆ断だんするなと言ったはずだ、マシュー」


　アイリスがつまらなそうに告げた。


「『闇』は攻撃に不向きなだけだ。決して弱いわけじゃない。むしろ補ほ助じよとしてこれほど優ゆう秀しゆうな魔乖咒はない。脳のうや心しん臓ぞうを叩たたき潰つぶしてもすぐ復活するぞ」


「そんなやつ、どう倒せってんだよ」


「全身をみじん切りにしてやればさすがに再さい生せいも不ふ可か能のうだろう」


「本物のバケモノかよ」


　マシューは『闇』の力に舌したを巻まいた。


　そしてナイトは黒い剣を両手で構かまえ、マシューに襲おそいかかった。


「悪いが、あまり時間をかけていられない。早く決着をつけるぞ」


「ガキが、粋いきがるなよ！」


　マシューの左肩はすでに使えない。マシューは片手で戦わざるをえなかった。だが、その状じよう態たいであってもマシューの動きに衰おとろえはなかった。ナイトの動きをあっさり右手一本で受け止める。


「けっ、この程度でおれをどうこうできると……ヌオゥ！」


　背はい後ごで爆ばく発はつが起こり、マシューはよろめいた。振ふり返ると、壁かべに貼はってある紙の魔方陣じんが光っていた。昨夜しかけたものをヨルが遠えん隔かく操そう作さで動かしたのだ。鎧よろいのおかげでたいしたダメージはないが、マシューの気をそらすには充じゆう分ぶんだった。


「もらった！」


　ナイトが剣を水平に構え、前方に突き出し、マシューの胸むねへと突き立てた。硬かたい手て応ごたえ。構わず強ごう引いんに刃はをねじ込こむが、一歩及およばなかった。


「貴きっ様さまぁぁ!!」


　激げつ昂こうしたマシューが強引に体たい勢せいをたてなおし、剣をナイトへ振るった。反はん射しや的にしゃがんで攻こう撃げきをかわし、ナイトは間合いを離はなした。今のはいったと思ったが、鎧のせいで致ち命めい傷しようを与あたえるにはいたらなかった。


　だがそれでもマシューに深手を与えることには成功した。マシューは傷を剣を持った右手で押さえながら、憎ぞう悪おに燃もえる目でナイトを睨にらんだ。


「てめぇ……ブッ殺す！」


　血走った、獣けもののような目で襲いかかって来るマシュー。それを正面から迎むかえ撃うちつつ、ナイトは横目でヨルの様子をうかがった――早くヨルの元へむかわねば。


　一方のヨル。こちらはナイトのようにうまくはいっていなかった。純じゆん粋すいな魔ま乖かい術じゆつ師しであるヨルは、本来後こう衛えいだ。接せつ近きん戦は苦手である。


　対するアイリス、こちらは前衛タイプらしい。マシューのような武ぶ器きはないが、小さな拳こぶしを握にぎりしめてヨルへと迫せまる――アイリスは、素す手でで戦う格かく闘とう家からしい。


「遅おそいな、魔乖術師！」


　アイリスの拳を受け止めるヨル。だがその一いち撃げきを受け止めた左手の骨ほねが折れた。すさまじい衝しよう撃げきだ。激げき痛つうに冷や汗あせを流しながら、〈闇天使の癒し手〉を発動。骨折を回復。


「なるほど、どんな傷も瞬しゆん時じに回復とは、厄やつ介かいだ」


　口で言うほど困こまった様子はなく、アイリスは次々と連続して攻こう撃げきを放ってきた。小こ柄がらな体は、驚おどろくほど速い。特にその短い手足が繰くり出す技わざは、視し認にんするのが不ふ可か能のうなほどだ。


　小柄ゆえに力はたいしたことがないと思いきや、全身のバネを活いかし、体重とスピードのこもった攻撃を放つことで、ヨルをガードごと打ち砕くだくほど強きよう烈れつな一撃をアイリスは使えるのだ。とても小さな子こ供どもの技とは思えない。アイリスの技は、長年の経けい験けんが積み重ねられた熟じゆく練れんのものに違ちがいなかった。こんな小さな子供が、どれだけの修しゆ行ぎようをつめばこんなことができるのだろうか。ヨルには想そう像ぞうもつかなかった。


「第一咒じゆ法ほう〈炎ほのおの流星〉」


　片かた手てを動かし、火の玉を召しよう還かんしてアイリスに叩きつけてみた。火を使う第一咒法。魔ま乖かい咒の初歩だ。威い力りよくは低いが、その分魔方陣じんも必要なく、発動も早い。だが、炎はアイリスに触ふれる前に四散してしまった。


「無む駄だだよ、魔乖術師。私に魔乖咒は通用せん」


　アイリスは両手を振った。その手首には精せい緻ちな銀細工のほどこされた腕うで輪わがはめられていた。


「両腕の腕輪、そして首のチョーカー。この三つは耐たい魔乖咒用のアイテムだ。これらがある限かぎり、私に魔乖咒はとどかん」


　どうやらあの三つの輪は、高名な魔乖術師が製せい作さくした兵へい装そうらしい、とヨルはあたりをつけた。魔乖咒戦を想定した防ぼう御ぎよアイテムだ。かなり精度が高い作りのようだ。あれでは第一や第二咒法では撃ち抜ぬくことはできそうにない。


「どうした？　その程てい度どか、『闇ヤミ』の魔乖術師」


　目にもとまらぬ速さでアイリスが迫る。ドレス姿すがたなのに、その動きにはまったく無駄がない。スカートの裾すそをなびかせながら風のように動き、死の威力のこもった拳がヨルの目前に迫る。


「チッ」


　舌した打うちし、ヨルは指先を動かした。遠隔操作で魔ま乖かい咒じゆを発動、横よこ殴なぐりの一撃が、アイリスの小柄な体を弾はじき飛ばした。だが、アイリスはすぐに起き上がった。ほとんどダメージはないようだった。


「どうした、魔乖術師？　まさか、八や祖その力はこの程度ではあるまい？　私をあまり落らく胆たんさせるな」


「…………」


　ヨルは黙だまって相手を睨にらんだ。確たしかに、アイリスは強い。だが、倒たおせない相手ではないだろう。猟人かりうどとしては優ゆう秀しゆうだが、八祖である自分の実力ならば勝てない相手ではない――だが。


「君は実力をまだ隠かくしているな」


　ズバリ核かく心しんをアイリスが突ついてきた。


「どうしてか、当ててみせようか？」


　アイリスは余よ裕ゆうの表ひよう情じようで淡たん々たんと告げてきた。ヨルは黙だまって相手の言葉を聞いた。


「この場所には、いくつか魔方陣が用意されている。事前に君が仕し掛かけた罠わなだろう。だがその多くが探たん査さ、探たん索さく系けいだ。なぜだ？」


「……魔乖咒に詳くわしいのね」


「商売柄がら詳しくなるさ。探索系が多いのは、ここに迫る敵てきの位置を正せい確かくに把は握あくするためだな。なにせ、君にとっての敵は、我われ々われだけではないのだからね」


　アイリスは笑えみを深めた。その表情は、相手の心の底を見み透すかしたような顔だった。


「そう、『滅メツ』だ。君は『滅』が来るのを待っている、違うか？」


　ヨルは無言のまま牽けん制せいの火の玉を放った。アイリスはそれを易やす々やすとかわしながら言葉を続けた。


「『滅』は君にとっても無む論ろん、我々猟人にとっても敵だ。君はそれを利用する気だな――まず、わざと目立つ動きで我々を挑ちよう発はつし、この場所に誘さそい込む。君は我々の正確な位置を把握しながら、目め眩くらましの魔乖咒を利用してなんとか逃にげ回る。そうしながら『滅』と我々猟人が鉢はち合あわせするよう仕向け、戦わせる。そしてどちらが勝ち残るにせよ、弱った相手を全力で倒す――まぁ、そんなところか。単たん純じゆんではあるが、そんなに悪くない作戦だ。『滅』は確かに強いが、強さのあまり力押ししかできない魔乖術師だからな。その作戦もうまく行く可か能のう性せいが高い」


　アイリスに手のうちを読まれていたことに、ヨルは動どう揺ようした。だが、それを表情には出さないようにしながら相手を窺うかがった。


「それで、猟人さんは獲え物もののウサギを前にして、これからどうするのかしら？」


「さてな、私も今どうしようかと悩なやんでいる」


　アイリスはヨルから視し線せんを外さないようにしながら考え込んだ。


「君の作戦にあえてはまって、それを腕ずくで食い破やぶって君を殺すというのも面おも白しろい」


「たいした自信ね」


「あぁそうだな。だが――どうやら、この戦いももう終わりそうだ」


　その瞬しゆん間かん、ヨルの横手の壁かべが砕くだけ、奥おくからナイトが飛び出してきた。いや、ナイトは逃げてきたのだ。その背はい後ごからは、鬼おにのような形相をしたマシューが迫せまってくる。


「ナイト！」


　壁を突き破ったナイトは路上を転がっている。そこへマシューが剣を振り上げて迫っていくのがはっきり見えた。


　ナイトの体たい勢せいは崩くずれている。それではマシューの攻こう撃げきを受け止めきれない。その攻撃を受ければ、ナイトの頭はトマトのように潰つぶれてしまう。ヨルの『闇ヤミ』で再さい生せいはできるが、脳の場合損そん傷しようが激はげしいと記き憶おくや人じん格かくまで完全に再生できるかはわからない。なんとかせねばならない。


　考えるより早く、ヨルの体が勝手に動いていた。ナイトを突き飛ばし、マシューの刃の前にヨルは躍おどり出た。


「ヨル!!」


　ナイトが驚おどろいた顔をしているのが見える。だが、驚いているのは自分だ。どうしてこんなことをしてしまったのだろう。後こう衛えいであるヨルがナイトをかばうのは意味がない。むしろ、ここは逃げて時間を稼かせぎつつ、傷きずついたナイトを回かい復ふくする魔ま乖かい咒じゆを展てん開かいすべきだ。


　だが――イヤなのだ。もう目の前でナイトが傷つくのを見ることが、ヨルはイヤだった。先ほどかばわれたときも、ヨルは自分が傷つけられたような想おもいだった。


　自分の好きな生き方ができず、不器用にあがくことしかできないナイト――そんな彼に、ヨルは自分を重ね合わせていた。初めて会った時から、ずっと気になっていた。別に好きとか愛してるとか、そんな単純な感情ではない。ただ――ナイトには、もっと自由に生きて欲しかった。自分と同じ失敗はしないで欲しい。


　だからこそ、彼に教えたかった。世界の裏うら側がわ、魔乖咒の存そん在ざい、そして本当の正せい義ぎ……それらを見れば、きっとナイトは変わってくれる――そんな漠ばく然ぜんとした考えが、ヨルの胸むねのうちにはあった。


　そして今、ヨルはナイトをかばっていた。自分で思っている以上に、ヨルはナイトに肩かた入いれしていたのだ。自分の行動に自分で驚くと同時、ヨルはなんとか回かい避ひを試みた。致ち命めい傷しようさえ避よければ第二咒法でどうとでもなる。体をひねって、マシューの刃はから逃のがれようとする――だが。


「終わりだな」


　逃げようとした先にはいつのまに回り込んだのか、アイリスがいた。アイリスはその小さな腕うでを振ふり上げ、鋭するどい指先を相手へと一直線に伸のばし――ズブリと、白い手は容易たやすく胴どう体たいを貫かん通つうした。





　――ナイトは、目の前の光景を信じられない思いで見つめていた。


　そもそも、少し油ゆ断だんしたのが失敗だった。最初のうちにうまくマシューに傷を負わせることができて、いい気になってしまった。手負いの獣けものの危き険けん性せいを、ナイトは知らなかった。それが実戦を知らないナイトの弱点であった。


　怒いかり狂くるったマシューの迫はく力りよくに、有利だったはずのナイトが徐じよ々じよに追い詰つめられ――そしてついに、ヨルを巻まき込んでしまった。


　助けようにも、それには相手の動きが速すぎた。ナイトが立ち上がるヒマもなく、ヨルはマシューとアイリス、二人の猟人かりうどに追い詰められ――ズブリと、ついにアイリスの腕が相手の体を貫つらぬいた。


「ウ、ウソだろ……」


　その光景を、ナイトは呆ぼう然ぜんと見つめていた。アイリスの小さな腕は、紙のようにあっさりと人間の胴体を貫いていた。胸のど真ん中を。明らかに致命傷だった。その傷のせいか、相手の口から血が噴ふき出てきた。


「ウソでしょ、そんな……どうして？」


　ヨルも呆然と呟つぶやいた。そう――


「アイリス、てめぇ……裏うら切ぎったな！」


　自分の胸に風かざ穴あなを開けられたマシューが、背後のアイリスに向けて怒ど鳴なった。だがアイリスは涼すずしい顔をしていた。


「裏切ったとは人聞きが悪い。私はただ約束を果たしただけだ」


　アイリスがナイトを見つめてきた。


「君と約束したな？　次に会うとき、一度だけ命を救うと。約束は果たしたぞ」


　アイリスは血に濡ぬれた右手を引き抜いた。彼女は頑がん丈じような鎧よろいごとマシューの胸を貫いたのだった。マシューが血を撒まき散らしながらドウ、と倒たおれる。アイリスは瀕ひん死しの仲間の姿すがたなど一いつ顧こだにせず、ニタリと笑えみを浮うかべた。


「ふふふ、これで邪じや魔まな猟人は消えた。さぁ、『闇』の魔ま宴えん参加者、ヨルミルミ・シュトレンベルグよ。踊おどろうではないか、私と共に、血みどろの円舞曲ヴアルツアーをな」


「アイリス……なぜ、裏切った」


　血の混まじったつばを吐はきながら、マシューが呟いた。だがアイリスは心外だ、という表ひよう情じようを浮かべた。


「裏切る？　バカを言うな、マシュー。私は裏切ってなどいない。なぜなら、私は最初からこうするつもりだったのだからな」


「な、なんだと？」


「フム……そうだな。物分りの悪い君たちでもわかるようにしてやろう」


　ニタリと笑い、アイリスは黒いドレスの袖そでをめくって、白い腕をむき出しにした。その腕に、輝かがやく模も様ようが浮かび上がった。それは複ふく雑ざつな図形のようにも、なにかの文字のようにも見える幾き何か学がく的な模様だった。ナイトはそれに見覚えがあった。


　マシューは血と共にうめき声を漏もらした。


「バカな！　それは〈魔ま乖かい術じゆつ師しの刺いれ青ずみ〉！　猟人のお前がどうして！」


「わからないのかね、本当に君は物分りが悪いな、マシュー」


　アイリスは笑いながら、右手についたマシューの血をペロリと舐なめた。


「バカな……その腕は……」


　ナイトは目を見開いてアイリスの腕を凝ぎよう視しした。忘わすれようとしたって忘れられない。ヨルと初めて出会った夜。ヨルの体を容易く貫いた豪ごう腕わん――模様の浮かび上がった、白い腕と、同じだった。大きさこそ違ちがうが、間違いない、あの腕だ。


　アイリスはそこで再ふたたびスカートをつまんで頭を下げてきた。


「そうだな、今さらだが、改めて挨あい拶さつをしよう。君たちにはまだ本名を言っていなかったからな」


　アイリスは笑いながら優ゆう雅がな礼を披ひ露ろうした。


「私の真なる名は、アイリス・マリア・ヘルブスト。そちらの『闇ヤミ』の魔ま乖かい術じゆつ師しならわかるだろう。私がヘルブスト家の代表だ」


　その名前には、聞き覚えがあった。以前ヨルが一度だけ口にした名だ。あぁ、だが、その名前は……ヨルが、アイリスを口く惜やしそうに睨にらみながら呟いた。


「ヘルブスト――『滅メツ』を司つかさどる〈八ヤ祖ソの禍マガ家ヤ〉」


　ヨルが歯がみするのを、アイリスは実に楽しそうに眺ながめていた。


「いやはや、やはり人の裏をかくのは楽しいものだな。驚きよう愕がくに歪ゆがむ人を見るのは実に気分がいい」


「どうして、君が『滅』なんだ？」


　ナイトの問いかけに、アイリスは呆あきれたように声を漏らした。


「質しつ問もんの意図が明めい確かくでないな、ナイト君。その質問に答えるなら、私が『滅』である理由は、私がヘルブスト家に生まれたという理由以外に存そん在ざいしない」


「そうじゃない、どうして猟人かりうどである君が、『滅』の魔乖術師なんだ！」


　そうだ。魔乖術師の天てん敵てき、〈魔女猟人ヤクト・ヘクス〉。それに属ぞくするアイリスがなぜ魔乖術師なのだ、矛む盾じゆんしているではないか。そしてナイトの言葉に、アイリスは晴れやかな笑みを浮かべた。


「それでいい、ナイト君。質問をするなら、そうやって対象を明確にせねばな」


　アイリスは笑いながら答えた。


「まぁ、その答えは簡かん単たんだ。〈魔女猟人〉は、〈八祖の禍家〉の一ひと柱はしらであり、『滅』の系けい統とうを司る我わがヘルブスト家が設せつ立りつした組そ織しきなのだからね」


「バカを言え、おれたちがクソ魔乖術師の手で作られたって言うのか！」


　血を吐きながらマシューがうめくのを、アイリスは汚お物ぶつを見るような目で睨んだ。


「口のきき方に気をつけろ、マシュー。今だから言うが、私は君が嫌きらいだった。君の粗そ野やな態たい度どが嫌いだった。喋しやべるたびに漏れる臭くさい息、鎧よろいから漏れる金かな気け臭い臭においと乾かわいた汗あせの体たい臭しゆう、なにより不ふ快かいな存在感。大っ嫌いだったよ、とてもね。でも、そのガマンもここまでだ」


「黙だまれ、クソ魔乖術師、まずはてめえから殺してやる！」


　マシューはよろめきながら立ち上がり、憎ぞう悪おに燃もえる目でアイリスを睨んだ。アイリスはそんなかつての相あい棒ぼうの姿すがたに、片マユを持ち上げた。


「驚おどろいたな、マシュー。まだ動けるか」


「へっ、おれの鎧は特別製せいでね、魔乖咒じゆで受けた傷きずはすぐ塞ふさがるんだ」


　その言葉どおり、マシューの胸むねと肩かたの傷はすでに塞がりつつあった。明らかに致ち命めい傷しようだったのだが、鎧の効こう果かと、なによりマシュー自身の闘とう気きと気き迫はくが彼を復ふつ活かつさせたのだった。


「ヤレヤレ。悪いな、ナイト君に『闇』。先にこちらの汚物を始末せねばならないようだ」


　アイリスは静かにマシューに向かって両手を構かまえた。


「へへへ、おれはただじゃ死なねぇ。相あい討うちになってでも、てめえらを地じ獄ごくへ連れて行くぜ」


「やってみなよ、坊やミルヒ・ベルト」


　アイリスは鼻で笑い、横目でヨルを見た。


「『闇』、よく見ておけ。私はすでに君の力をある程てい度ど見た。今度は私が君に見せてあげよう、我わが『滅』の真なる力、その片へん鱗りんをな」


　アイリスの腕うでに模様が浮うかび上がる。複ふく雑ざつな模様が絡からみ合いながら、輝かがやきながら、何十も浮かび上がっていく。その腕で、アイリスは指を動かした。空中にその指の軌き跡せきが光となって浮かび上がる。


「アイリスゥゥ!!」


　叫さけび、マシューが大地を蹴けった。アイリスの小さな体へ向かって、疾しつ風ぷうのごとく駆かけ寄よっていく。


　アイリスの腕の周囲、指の模様に呼こ応おうするかのように幾いく重えにも魔方陣じんが宙ちゆうに浮かび上がる。それらは回転し、動きながらアイリスの右腕へとその力を集約させていった。赤黒い輝きを放つ魔方陣。光が周囲を血の色に染そめ上げ、ヨルを包んでいく。


「愚おろかなマシュー……」


　アイリスは輝く魔方陣に彩いろどられた右手を後ろに引き、必殺の構えと共に技わざの名を唱えた。


「〈破は局きよくを担にないし滅めつ亡ぼうの紡つむぎ手〉」


　アイリスの拳こぶしが、マシューへ吸すい込こまれるように伸のびた。真正面から迫せまる拳を、マシューは剣けんで迎むかえ撃うったが――剣は粉々に砕くだけ散った。


「グオアァァァァァァァァァ!!」


　それだけではなかった。アイリスの放った一いち撃げきは、一いつ瞬しゆんでマシューの全身を包む鎧に亀き裂れつを入れ、粉々に砕いてしまった。さらに崩ほう壊かいは、鎧だけでは済すまなかった。マシューの体、顔や腕にまで無数のヒビが入っていったのだ。


「そんな……」


　言葉は最後まで口から出なかった。驚きよう愕がくと絶ぜつ望ぼうに顔を歪ゆがめたマシュー、『飢うえた猟りよう犬けん』の異い名みようを持つ猟人は、全身を微び細さいな塵じん芥かいへと変えてこの世を去ったのであった。


　優ゆう秀しゆうな猟人を一撃で倒たおしたアイリスは、クチビルの端はしを持ち上げながら模様の浮き出た右手を持ち上げた。


「……見たかね？　今のが我が最強の一撃、『滅メツ』系けい統とう第四咒じゆ法ほう〈破局を担いし滅亡の紡ぎ手〉だ。これは『闇ヤミ』に敬けい意いを表して、我が真なる実力の一部を見せてあげたのだよ。感かん謝しやして欲ほしいな」


　アイリスはそう言って微ほほ笑えんだ――第四咒法。複ふく数すうの魔方陣を同時展てん開かい、連動させることで圧あつ倒とう的な量の魔力を操あやつり、敵へぶつける強力な攻こう性せい魔ま乖かい咒だ。そして八祖の中でも特に戦せん闘とうに特化したと言われる『滅』の第四咒法は、まさに一撃必殺と呼よぶにふさわしい威い力りよくを持っていた。


　ナイトはアイリスの魔乖咒を見て、混こん乱らんした。もはやナイトには、なにがどうなっているのかさっぱりだった。


「そう……そういうこと。あなたが〈魔女猟人ヤクト・ヘクス〉の元もと締じめとはね。ヘルブスト家も、回りくどい道を選んだわね」


「ヨル、どういうことだ？」


　だが、ヨルは今までの話だけで大体のことがわかっているらしかった。ヨルはナイトに説明してくれた。


「わたしたち魔乖術じゆつ師しは、一いつ般ぱん人に知られないよう隠かくれているっていうのは言ったわね？　その裏うらで時の政せい治じ、経けい済ざい、警けい察さつ、軍隊などの権けん力りよく者しやと結びつき、世界を影かげから支し配はいしてきたわ。そして『滅』のヘルブスト家は〈魔女猟人〉を支配する道を選んだのよ」


「そういうことだ。さすが、『闇』は理り解かいが速くて助かるね」


　アイリスがヨルの言葉の続きを引き継ついだ。


「我われ々われは魔乖術師。すなわち『魔』なる存そん在ざい。外げ道どうの理ことわりを操り、異界の力を引き出す不ふ浄じようなるものども。我々が魔乖術師である限かぎり、一般人は我々を忌いみ嫌きらい、憎にくむだろう。我々がどれだけ強力な力を持とうと、それに反発する人間は確かく実じつに存在する。では、我々はその連中をどうすればいい？　根ね絶だやしにするか？　まさか。そんなことをすれば、魔乖術師以外の全人類を抹まつ殺さつせねばならない。そんなことはひどく非ひ効こう率りつ的だ。反対者を排はい除じよするのでなく、我々は管理する道を選んだ。すなわち、〈魔女猟人ヤクト・ヘクス〉を設せつ立りつしたのだ」


　敵てきを倒すのでなく、あえて自分の支配下におくことで管理することにしたということか。


「そんなことができるのか？」


「現げんに我々はもう、数千年にわたってその道を進んできたのだ。支配下においておけば、敵でありながらこれほど役立つ存在はない。我々ヘルブスト家に敵対する魔乖術師たちを猟人かりうどの標的に定めれば、最さい低てい限げんの労力で猟人たちが魔乖術師を始末してくれるのだからな、まったく、便利な猟犬だ」


　くっくっく、とアイリスは含ふくみ笑いを浮うかべた。なんてことだろう、ナイトは思った。この少女は、人の命をなんとも思っていない、彼女にとって全すべての人間は、ただのモノにすぎないのだ。自分にとって役立つか、役立たないか、それだけで分けられるモノでしかない。だから仲間だったマシューを殺すことにも躊ちゆう躇ちよしなかったのだ。初対面のナイトもあっさり殺すことができるのだ。


　なるほど、とヨルは頷うなずいた。


「なかなか面おも白しろい仕組みね。でも、どうしてその飼かい犬を自分で殺したりしたの？」


「それも単たん純じゆんな話だ。手て駒ごまとして使えそうな猟人を連れてきたのはいいが、よりによって最初の相手が『闇』である君だったからな。君だけは、猟人に殺させるわけにはいかない。私自らの手で始末せねばならない」


　ギラリ、とアイリスの目が光った。その目には深い憎ぞう悪おと狂きよう気きの光が潜ひそんでいた。


「『闇』こそ我が宿敵。君だけは、私の手で千に引き裂さいて灰はいも残さず焼き尽つくしてくれる」


　そこでアイリスはナイトを見た。


「ナイト君。おしゃべりはここまでだ。今夜の私は実に気分がいい。憎にくい『闇』と決着をつけられるのだからな。だから、君のことをどうこうしようとは思わない。このまま家に帰ってベッドに入り、眠ねむるがいい。全ては夢ゆめだった――君がそう納なつ得とくするだけでいい。私はそれ以上君に関かかわりはしない」


「……話はそれだけか、アイリス？」


　ナイトはアイリスの鋭するどい眼まな差ざしにも動じず、ヨルとアイリスの間に立った。


「話はわかった――君が『滅』で、ヨルの敵だってことがな。なら、俺おれはヨルと一いつ緒しよに君と戦う。それだけだ」


「……バカね、助かるチャンスだったのに」


　ヨルがうめくように言うのを聞いて、ナイトは苦く笑しようした。


「ここまで来て一人だけ逃にげられるものか。だいいち、俺の助けがないと勝てないだろ？」


　相手は『滅』。『最強』の名を欲しいままにする魔ま乖かい術じゆつ師しだ。たとえ相手が一人でも、油ゆ断だんしていい相手ではない。


「まぁそうだけど……あなたが加わったから勝てるとも限らないわよ」


「やってみなくちゃわからないさ」


　アイリスはそんな二人の様子を眺ながめ、悲しそうに首を振ふった。


「残念だよ、ナイト君――どうあっても、君とは戦わねばならないらしい」


「あぁ、俺も残念だよ、すごくね」


　アイリスとは違ちがう出会いかたをしていれば、もっと親しくなれていたかもしれない――本当にそう思う。でも、残念だが二人の立つ場所は違いすぎたのだ。


　彼女を見み逃のがすことは、ナイトにはできなかった。人の命をなんとも思わないアイリスのような少女を見逃せば、彼女がこの先どのような暴ぼう挙きよに出るかわかったものではない。それを見逃すことは、ナイトの胸むねのうちにある正せい義ぎに反することだった。


　正義――懐なつかしい言葉だ。この十年の間、あえて無む視ししてきたものだった。かつては信じていたが、残ざん酷こくなこの世界の真理を知って以来封ふう印いんし、ナイトは他人に関かかわらないように生きてきた。だが、今再ふたたび燃もえ上がった正義の炎ほのおがナイトを突つき動かした。十年ぶりの『先生』との再さい会かいが、ナイトの胸に火をつけたのだった。


「では、始めようか。私も本気で戦おう、『闇』。君を我わが宿命の敵てきと認にん識しきする」


　アイリスが手を振ると、その手の中に分ぶ厚あつい本が現あらわれた。ヨルの持つものとよく似にた外見だった。


「それは、魔ま道どう書しよ!?」


「その通り。これが我が魔道書『滅ホロび逝ユく愚グ者シヤどもの挽バン歌カ』だ。君の狙ねらいでもある」


　アイリスがすばやく手を動かし、本のページに魔方陣じんを描えがいた。ヨルの動きに負けないほどの素す早ばやさだ。


　描かれた魔方陣は宙ちゆうに浮かび、アイリスの体に吸すい込まれた。アイリスの体が白い光を発し始める。


　ボキリ、と異い様ような音がした。アイリスの小さな体が歪ゆがむ。ゴキゴキと音を立て、体が内側から膨ふくれ上がり、巨きよ大だい化かする――やがて現れたのは、身長二メートルを超こえる巨きよ軀くだった。手足は細長く、信じられないほどガッチリ引き締しまっていた。着ていた黒いドレスは破やぶけ、女じよ性せいらしい丸みの残った体が露あらわになった。体に残っているのは両手と首にある銀細工の魔ま乖かい咒じゆ兵へい装そうのみ。豊ゆたかに膨らんだ胸も、股こ間かんの陰かげりも、アイリスは隠かくそうともせずに堂々と仁に王おう立だちとなっていた。


　その顔、銀ぎん髪ぱつと碧へき眼がんだけは変わっていない顔は、二十代前半くらいのモノに成長していた。美しい、作りものめいた印象さえ受ける、整った顔立ちだった。


「『滅メツ』系けい統とう第二咒じゆ法ほう〈滅ほろびを突き進む狂きよう戦士〉だ。自分の肉体を極きよく限げんにまで強化。圧あつ倒とう的な瞬しゆん発ぱつ力と反はん射しや神しん経けい、持じ久きゆう力りよくを身につけることができる」


　アイリスが手を振ると、空中から布ぬのが出てきた。ドス黒い、血が固まったような色のマントである。それを体にまきつけ、アイリスは自らの裸ら体たいを隠した。


「さぁ、始めようか、『闇ヤミ』」


　アイリスの両りよう腕うでに輝かがやく模様が浮うかび上がった。そして次の瞬間、『滅』はヨルの目前にまで迫せまっていた。速い！　瞬発力が、今までと段だん違ちがいだ。


「ヨル！」


　ナイトはヨルを弾はじき飛ばしてアイリスの攻こう撃げきを回かい避ひ。大振りな攻撃の後でスキのあるアイリスめがけて、ナイトは躊ちゆう躇ちよせず闇の剣けんを叩たたき込んだ。だが――


「ムダだ」


　すさまじい衝しよう撃げき。とっさにナイトは後ろに跳んでダメージを殺したが、それでもかなりの衝撃が全身を走った。アイリスの腕を切り落とすかに見えた闇の剣は、たやすく弾はじかれてしまった。そしてマシューの激はげしい攻撃をも受けとめた闇の剣は、その衝撃であっさりと、粉々に砕くだけ散ってしまった。


「愚おろかだな、ナイト君。忘わすれたか？　耐たい魔乖咒兵装の鎧よろいで完全武ぶ装そうしたマシューを、私は一撃で倒たおしたのだよ？」


　アイリスが、自らの白い腕を持ち上げた。見た目は細くて長い女性の腕。だが、それは極きよく限げんまで絞しぼり込こまれた凶きよう器きのごとき腕だった。


「我が『滅』は滅びの力。私が触ふれたものは全すべてが滅ぶ。それがどれだけ頑がん丈じようで、どれだけ巨大で、どれだけ耐魔乖咒に優すぐれようとも意味はない。我が力の前に全ては滅び逝ゆくのみ」


「気をつけなさい、ナイト」


　弾かれたヨルが、今さらながら言ってきた。


「『滅』の攻撃には防ぼう御ぎよなんて意味がないわ。当たればそれでおしまい。特に第四咒法は、当たれば即そく死しの効こう果かがあるわ」


「ムチャクチャだ。反はん則そくじゃないか、それ！」


　それだけではない。アイリスの腕で輝く銀色の腕輪、耐魔乖咒兵装も彼女にはあるのだ。それがある限かぎり、たとえ第三咒法でもアイリスには傷きず一つつけることができない。それはたった今、はっきりと証しよう明めいできた。


　これでは本当にバケモノではないか。ナイトが『滅』の恐おそろしさに改めて気付いたが、もう遅おそい。ヨルはやるせないように叫さけんだ。


「だから『滅』は『最強』と呼よばれているのよ！」


「ガァァァァァァァァ!!」


　アイリスが吼ほえ、ヨルに躍おどりかかった。巨体に似に合あわぬ素早さだ。唸うなりを上げて飛ぶ拳こぶし。


　間かん一いつ髪ぱつ、ヨルはその攻撃をかわした。だが外れた拳はそのまま壁かべに当たり――その一撃で、ヨルの背はい後ごにあったビルが倒とう壊かいした。


　ガラガラと、轟ごう音おんと共に崩くずれていくビル。半分くらいが崩れてガレキの山と化してしまった。もはや常じよう識しきもなにもない、ムチャクチャだった。


　ガレキの傍かたわらに立つアイリスは、緩かん慢まんな動作で逃にげたヨルを見た。


「……逃げるだけか、『闇』？　そんなことでは、私に勝てぬぞ」


「えぇ、そうね……逃げるわよ！　ナイト！」


　脱だつ兎とのごとく、ヨルは背後に向かって駆かけだした。ナイトも慌あわててそれに続く。


「って、逃げていいのか！」


「当たり前よ。正面から戦って、勝てる相手じゃないわ」


　確たしかに、素手でビルを解かい体たいするような怪かい物ぶつ相手に、まともに戦う手段などない。今は逃げるくらいしか道がないのも事実だ。


　逃げる二人をしばしあっけにとられたように見つめ、アイリスはやがて笑い声を上げた。


「ははは、また逃げるか……いいだろう、逃げる獲え物ものを追い詰つめるのも、狩かりの醍だい醐ご味みだ」


　アイリスは呟つぶやくと、二人を追いかけるべく、駆けだした――が、彼女が足を踏ふみ出した瞬間、地面が爆ばく発はつした。同時に四方から炎ほのおの矢が飛んできて、全身に刺ささった。


「ヌゥ」


　だがアイリスは気にしない。体をゆすると、その圧あつ倒とう的な魔力によって罠わなは全て砕け散った。


「足止めのつもりか？　『闇』は小細工が得意らしいが、それもどこまで続くかな？」


　二人が逃げる道には、あらかじめ用意していたらしい罠が無数にあるようだった。だが、どれもアイリスを傷つけるには力不足だった。こんな小しよう規き模ぼな魔ま乖かい咒じゆでは、アイリスを守る耐たい魔乖咒兵へい装そうを貫くことはできない。


「どこまで逃げられるかな？」


　笑いながらアイリスは今度こそ、風のように罠の道を駆け抜ぬけていった。





　逃げながら背後の様子をうかがい、ナイトは叫さけんだ。


「全然罠が効きいてないぞ、ヨル！」


「わかってるわ。あんなもの、『滅』相手だと足止めくらいの効果しかないわ」


「いや、足止めにすらなっていないぞ」


　爆風や落らく雷らいが背後の道では次々と起こっているが、アイリスはその全てをかわそうともせず、一直線にこちらを追ってくる。その速さは衰おとろえるどころか、徐じよ々じよにこちらへ追いつきつつあった。


「いいのよ、目め眩くらまし程てい度どの効果があればいいわ」


「本当に大だい丈じよう夫ぶなのかよ」


　もはやナイトにできるのは、ヨルを信じることだけだ。剣けんが通じない以上、ナイトにアイリスへの攻こう撃げき手しゆ段だんはなかった。素手ではまともに戦えるはずもない。


　二人は罠の道を駆け抜け――やがて広場に出た。オフィス街のビルの間にある、広場。中央に噴ふん水すいがあり、昼時には人でにぎわう場所だが、今は結界のせいでネコの子一匹ぴきいなかった。


「ここが君たちの墓はか場ばかね？　死ぬには、そんなに悪い場所ではなさそうだな」


　アイリスが追いつき、周囲を見み渡わたしながら言った。果たしてアイリスは、この場所にかけられた罠に気付くか……


「ん？　そうか、人払ばらいの結界は、ここまでか。この広場の先には一いつ般ぱん人がうようよいるな。『闇』、それを盾たてにしたつもりか？」


　ヨルは黙だまったままアイリスを睨にらんだ。アイリスはくぐもった笑いをこぼした。


「そうだな、一般人を巻まき込むな、それは魔ま乖かい術じゆつ師しの不ふ文ぶん律りつだ。いざとなったら一般人の間に逃げる気か？　存ぞん外がいつまらない手段を使う。私がそんなものを、気にすると思ったか？」


　そう、アイリスは気にしない。一番初めの時も、迷まよい込んだナイトを躊ちゆう躇ちよなく殺そうとしてきた。この魔乖術師は、目的のためなら手段を選ばない。そういう魔乖術師なのだ、彼女は。


「もし一般人に見られたなら口封ふうじに殺せばいい。いざとなれば、この街を地図から消しよう滅めつさせればいいだけのことだ。冗じよう談だんと思うかね？　私には少なくとも、それを可か能のうとする力がある、それを忘わすれないようにして欲ほしいな」


　アイリスが薄うす笑わらいと共に言ってきた。つまり、いざとなったら無差別に一般人を殺す気だ。一般人を盾にするつもりが、逆ぎやくに一般人を人ひと質じちにされてしまったことになる。ヨルが無言のまま歯は軋ぎしりした。


　アイリスは余よ裕ゆうぶった動きで一歩一歩こちらへ近づいてきた。


「さぁ、鬼おにごっこも終わりだ。これにて〈絢けん爛らんなる魔ま宴えん〉の第一幕まくが下ろされるわけだな」


　そしてアイリスが広場の中央に来た瞬しゆん間かん、ヨルが手を振ふった。


「今よ、拘こう束そく結界発動！」


　瞬間、広場の四方に配置された魔方陣が光った。中央にいるアイリスの体に、闇から伸のびる黒い鎖くさりが絡からみついた。


「ぬぅ、これは!?」


　アイリスはその鎖にがんじがらめに縛しばられていった。逃にげようともがくが、アイリスの力をもってしてもその鎖は解とけなかった。


「ムダよ、魔ま乖かい術じゆつ師し用の拘束結界を四重に仕掛けておいたわ。さすがのあなたでも、簡かん単たんには解けないはずよ」


「ちっ、味なマネをしてくれる。今までのチャチな罠は、私を油ゆ断だんさせるためか」


　そう、全てはここへの布ふ石せき。わざと単たん純じゆんでたいした威い力りよくもない罠をしかけ、罠に対する警けい戒かい心を弱くする。そしてこの場所へ誘さそい込み、本命の拘束結界で動きを止める――それがヨルの考えた作戦だった。


「『闇ヤミ』系けい統とう第三咒じゆ法ほう〈闇あん黒こくの縛ばく鎖さ〉は、捕とらえたものの魔力が強ければ強いほど、拘束力も強くなるわ。すなわち、あなたの力が強いほど、逃げるのは難むずかしくなるのよ」


「だが、私を舐なめるなよ、『闇』」


　アイリスが体を傾かたむけ、力を込めた。と、無数にある鎖のうちの一本がきしみ、細かい亀き裂れつが入った。


「確たしかに厄やつ介かいな束縛だが、私の力ならばこの程てい度ど、数分で抜け出せる」


「でも、その数分が命取りよ、今のあなたは動けないし、防ぼう御ぎよも攻こう撃げきもできないわ。この状じよう態たいで、わたしの全魔ま力りよくを使った攻撃を叩たたき込めば、あなたは防ふせぎようがないわ！」


　ヨルが片かた手ての魔ま道どう書しよを開き、指を動かして次々と魔方陣じんを描えがいていった。無数の魔方陣がヨルの周囲に浮うかび上がり、強い輝かがやきを放つ。圧あつ倒とう的な力がヨルに集まっていくのが、ナイトにもわかった。


「ヨルも、第四咒法を使うのか」


　複ふく数すうの魔方陣を同時展てん開かいさせて発動する第四咒法。威力が高い分、発動には手間がかかる。それをヨルはこうしてアイリスを束縛することで、魔乖咒展開の時間を稼かせいだ。このままヨルは第四咒法を叩き込む気だ。


　ヨルの全身から魔力が放出され、それが結集して、ヨルの胸むねに握にぎり拳こぶし大だいの闇の塊かたまりが出しゆつ現げんした。暗い、昏くらい、漆しつ黒こくの闇。一いつ片ぺんの光も許ゆるさない真の『闇』だ。


　ヨルは目を見開き、胸の前にある『闇』の塊に手をかざしてその名を唱えた。


「……『闇』系統第四咒法〈闇あん扉ぴより現あらわれ消える射い手て〉」


　ヨルの前にある闇から、目もくらむような輝きが放たれた。圧倒的な光。全すべてを飲み込む奔ほん流りゆう。それは逃げようもないアイリスへと伸のびて――爆ばく発はつした。衝しよう撃げきが周囲を震ふるわせ、振しん動どうで周囲の建物の硝子ガラスはことごとく砕くだけ散った。それだけすさまじい力だった。


　シュトレンベルグ家が崇あがめ奉たてまつる『源げん初しよの闇あん黒こく』とはすなわち、世界の源みなもと。全ての可か能のう性せいが均きん一いつに混じり合った状じよう態たい。すなわち『始まりの混こん沌とん』。その闇の中にはあらゆる存そん在ざい、万ばん物ぶつが存在しうる。そこに指向性を与あたえることで、術者の望むものをなんでも引き出すことができるのだ。もっとも、形を与えられたものはあまり長い間この世界に存在することはできないが。


『闇』系統第四咒法〈闇扉より現れ消える射手〉。『源初の闇黒』の一部を召しよう喚かんし、そこから純じゆん粋すいなエネルギーを全開まで引き出し、相手へ叩き込む必殺技わざ。直ちよく接せつエネルギーを混沌から引き出すので、魔乖咒の中で最も効こう率りつがいいとされている。『闇』は攻撃力不足と言われてはいるが、それは『滅メツ』などの攻撃特化魔乖咒と比くらべての話である。現にヨルの一撃は、周囲にあったあらゆるものを根こそぎ吹ふき飛ばしていた。


　そう、爆発の中央は、根こそぎ全てが消えていた。噴ふん水すいも、石いし畳だたみも全てが吹っ飛び、むき出しの地面だけが残っていた。


　だがその中央で、闇の鎖に縛られた『滅』の魔乖術師だけは一人残っていた。


「……信じられん、予想以上の威力だ。『闇』にこれほどの力があるとは、正直驚おどろきだ」


　そう呟つぶやくアイリスには、まだ余よ裕ゆうがあった。あれほどの攻撃を受けてなお平然と立っているのが、その証しよう拠こだ。


「バカな、効きいてないのか！」


　ナイトはうめいた。今のは、ヨルの使える最強の攻撃だったはずだ。これでダメージが与えられないのならば、もはやヨルに勝ち目はない。


　アイリスは闇の鎖に縛られたまま、含ふくみ笑いを浮うかべた。


「相そう克こくだ。『闇』は『滅』に対してその威力を充じゆう分ぶんに発はつ揮きすることはできない。故ゆえに、今の魔乖咒も私に対してはさほど効果はない」


「それは、どうかしら？」


　パリン、と、音がした。アイリスの右手にはまっていた銀色の腕うで輪わが砕けた音だった。


「なんだと？　腕輪の耐たい魔乖咒障しよう壁へきを砕いたというのか!?」


　腕輪の破は片へんを見下ろして驚くアイリスを、ヨルは冷たく見つめた。


「そうよ、知っているわ。あなたがた『滅』は確たしかに圧倒的な攻撃力を誇ほこる反面、それ以外の防ぼう御ぎよ面では並なみの魔ま乖かい術じゆつ師し以下でしかない。だからあなたはそれをおぎなうために、耐魔乖咒兵へい装そうを身につけた。つまりそれを砕いてしまえば、あなたはバカ力だけがとりえの、裸はだかの魔乖術師にすぎないわ。そうなれば」


「俺おれでも戦えるってわけだな」


　ナイトは頷うなずいた。攻撃が通じるようになれば、ナイトでもアイリス相手に戦いようがあった。


　アイリスはその言葉に奥おく歯ばを嚙かみ締しめた。だが、まだ冷静さを失わない声で切り返してきた。


「喜ぶのが早くはないかな？　私の兵装はまだ二つある。それを砕けるか？」


「やって見せるわ」


　アイリスの左腕と首に輝く輪。それを砕くことができれば、ヨルの勝ちだ。そして、ナイトは知っていた。ヨルは第四咒法を三回使える。すなわち、アイリスの兵装を全て砕ける。そのあとヨルは動けなくなるが、ナイトがまだいる。攻撃が通じるようになれば、あとはナイトが戦えばいい。


　ヨルの勝ちだ、ナイトはそう確信した。


「……〈闇扉より現れ消える射手〉」


　第二射がヨルの手から放たれた。アイリスに直撃し、その一撃はアイリスの左手にあった腕輪を砕いた。


「少しはやるな、『闇』。だが、私の拘こう束そくもまもなくとけるぞ」


　そうだ。そうしている間もアイリスは闇の鎖を一本一本引きちぎりつつあった。後数十秒でアイリスは自由になる。その前にヨルが第四咒法を放てば、ヨルの勝ちだ。


　だが――ヨルは冷や汗あせの浮うかぶ顔で歯がみした。震ふるえる指先が描えがく魔方陣は、かすかな輝きしかもたず、描くそばから消えていった。


「どうした、ヨル！　なぜ撃うたない！　第四咒法をもう一発撃てるはずだろう！」


　ヨルは必死の形相で震える手を持ち上げたが……その手は歪ゆがんだ線しか描けない。片かた手てに持っていた魔ま道どう書しよがどさりと落ちた。


「ヨル！」


「……時間切れだ」


　アイリスが、全ての鎖を引きちぎった、瞬しゆん間かん、黒い風が走った。自由となったアイリスが地面を駆かけ、ふらつくヨルに迫せまると、その鉄てつ拳けんを叩たたき込んだ。


「ヨル！」


　間かん一いつ髪ぱつ、ナイトが間に合った。その一撃を自分の胴どう体たいで受け止める――天地がひっくり返ったかと思った。経けい験けんはないが、ダンプカーに轢ひかれるとこんな感じなのだろうか？　とんでもない力で自分の体が舞まい上がると同時に、内側から自分の体がズタズタにされるような感覚だった。


　ナイトの体は傍かたわらのビルよりも高く飛び、その後反転して落下、地面に叩きつけられた。バウンドして、何度も地面とぶつかる。自分がボールになったような気分だった。手足がデタラメな方向にねじれ、全身を耐たえがたいほどの激げき痛つうが支し配はいしていた。いや、もはや痛いたすぎて、それを痛みとして認にん識しきすることができない状じよう態たいだった。


「ナイト！」


「人の心配をしている場合か？」


　アイリスが続いてヨルの体も弾はじき飛ばした。ヨルはきりもみしながら壁に叩きつけられたが……それでも意識は失わずに、指を動かした。


「〈闇天使の癒いやし手〉」


　ナイトの全身の痛みが和やわらいだ。だが、ヨルの傷きずは塞ふさがっていない。ヨルは全身を血だらけにしながら、もう一度回復の魔ま乖かい咒じゆを描こうとして――手が地面に落ちた。


「ヨル！」


「終わりだな、『闇』」


　ヨルの前に立ったアイリスが、ヨルの手を踏ふみつけた。


「確かに君はよくやったよ、ヨルミルミ・シュトレンベルグ。私をここまで追い詰つめるとは、予想外だった。あと一発第四咒法をくらっていれば、勝敗はどうなっていたかわからなかったな」


「なぜだ、ヨル！」


　ヨルはもう一発第四咒法が撃てたのではなかったのか？　やはりここまでで使った魔乖咒の消費が激はげしかったのか？


「……不ふ可か解かいだな」


　アイリスも呟つぶやいた。


「君の魔力許きよ容よう量りようなら、もう一発第四咒法は使えたはずだ。なぜ撃たなかった」


「…………」


　ヨルは倒たおれたまま、闘とう志しの消えない目でアイリスを見上げていた。その様子を見て、アイリスはふと気付いた。


「……そう言えば、今朝がたこの街中で魔乖咒の発動を感じたが……そうか、君はすでに一度、第四咒法を使っていたのか」


　え!?　どういうことだ？


「私と戦う前に一度第四咒法を使って、それで魔力が不足していたのだな」


　なぜだ？　ヨルは今日、この戦いまで魔乖咒は使っていないはずだ。昨夜練習した時だって、魔乖咒の発動は抑おさえていた。なのに、なぜ？


「ふむ……君のせいだな」


　アイリスが、ナイトを見た。アイリスの足元にいるヨルがうめく。


「やめなさい、『滅メツ』！　それ以上言わないで！」


　アイリスはだが、つまらなそうな口調で続けた。


「ナイト君、君の体からは、この女の魔力の匂においがするな。君が第四咒法を受けたのだな」


「俺おれ？」


「あぁ、間ま違ちがいない。いったいなにをしたのかは知らんが、決戦の直前に愚おろかなことをしたものだな、そんな浪ろう費ひをするとは」


　どういうことだ。ナイトに覚えはない。アイリスたちと戦いを始めるまで、ヨルの魔乖咒はなにも受けていないはずだった。


「そうだ、ナイト君。今の私の一撃は、重戦車もスクラップにできるくらいの威い力りよくはあった。人間がまともにくらえば瞬まばたき一つで挽ひき肉になる。しかるに君はそれなりのダメージはあったようだが、体の原形はとどめていた。なんらかの防ぼう護ご咒法があったな」


　つまり、ヨルがナイトを守るためにあらかじめ魔乖咒を使ったということだろうか？　しかし、いったいいつのまに？


「私の本気の一いち撃げきを防ふせぐほどの防護壁へきを常じよう時じ展てん開かいさせるとは、下位咒法ではない。もっと上――第四咒法を使ったな、『闇ヤミ』」


　ヨルは唇くちびるを嚙かんで押し黙だまった。アイリスは真まっ直すぐナイトの顔を見下ろした。


「ナイト君。思い出してみたまえ。昼間、きっと君はこの女からなにかをもらったはずだ。それが第四咒法だ」


「第四咒法……」


「『闇』の第四咒法は『始まりの混こん沌とん』から万ばん物ぶつを引き出す技わざと聞く。それこそ術者の望むものをなんでもな。この女は第四咒法でなにかを生み出し、それを君に渡わたすことで防護咒法を君に与えたのだな？」


「そんなもの……」


　イヤ、まて、昼間、確かに違い和わ感を覚えたことがあった。


　昼間の食事――ヨルはウナギとフグを用意してくれた。だが、それを売る店はまだどこも開いていない時間だった。ヨルがいくら料理が得意だったとしても、昨日まで全然知らなかったウナギやフグをさばけるはずがないではないか。では……


「まさか、ヨル……あの食事か!?」


「…………」


　ヨルの沈ちん黙もくが、肯こう定ていを意味していた。ナイトは頭を抱かかえ、天を仰あおいで嘆なげいた。


「なんてバカなことを！　そんなくだらないことのために、なんでそんなことをしたんだ！　今日が決戦だってのはわかっていたんだろう！」


「……第四咒法が二発あればなんとかなると思ったけど、少し甘あまかったわね」


　ヨルが自じ嘲ちよう気味に笑った。ナイトは、そんなことをするヨルの真意がわからなかった。


「愚かだな、『闇』。ナイト君の非ひ凡ぼんな才は認みとめるが、私を相手に切り札とするほどのものではあるまい。第四咒法を浪費してまで守るほどの価か値ちがあるとは到とう底てい思えんがな」


　そうだ。現げんにヨルはナイトを守るために第四咒法を使った結果、今こうして追い詰められている。


「なぜだ、ヨル！　そんなことを、どうして俺みたいなくだらないやつのために？」


「くだらなくなんてない」


　ヨルは首を振ふった。


「あなたが死ぬかもしれない……好き勝手巻まき込んでおいて今さらだけど、そのことを考えるとどうしてもガマンできなかった。わたしのせいであなたを死なせることだけは絶ぜつ対たい……だから、別べつ段だん後こう悔かいはしていないわ」


「でも、そのせいで負けるんだぞ！」


「そうね。でも、やっぱり後悔はしてない。結果から見れば失敗だったけど、あの時わたしは最良の選せん択たくをしたはずだもの」


　なんて……なんてバカなことをしたんだ、ヨル。よりによって、自分なんかのために……ナイトは打ちひしがれたような思いだった。


「……話はだいたいわかった。なんともくだらないな、『闇』。そんな理由で、私に負けるのか」


　アイリスは、いかにも興きようざめだ、と肩かたをすくめた。キッと、ヨルが鋭するどい眼まな差ざしをアイリスへ向けた。


「あなたにくだらないなんて言わせないわ」


「いや、くだらんね、まったく、実にくだらん……腹はら立だたしいまでにくだらん」


　アイリスは足を振り上げ、ヨルの頭の横に振り下ろした。地面に大きなくぼみができる。ヨルはみじろぎもせず、頭上のアイリスを見つめた。アイリスの顔は――憤ふん怒ぬと憎ぞう悪おによって歪ゆがんでいた。


「なんてことだ。私は君と、『闇ヤミ』と戦うために十年もの時間をかけて準じゆん備びを進めてきたのだぞ。なのに君は、個こ人じんの感かん情じようを優ゆう先せんさせ、神しん聖せいな魔ま宴えんに水をさしてくれた。私はここまで自分を抑おさえて我が慢まんしてきたというのに……どうしてくれる！」


　アイリスは叫さけんだ。それは憎にくしみのこもった咆ほう哮こうだった。ヨルは、不思議そうに目の前の魔ま乖かい術じゆつ師しを見上げた。


「どうして怒おこるのよ？　あなたの勝ちなのよ？　なのに、どうして？」


「全力の君を倒たおさねば意味がない……私はそのために、この魔宴に参加したのだぞ」


　そう言えば、アイリスはヨルに対して最初から執しゆう着ちやく心しんを見せていた気がする。いったいなぜだ？


「わからないか。そうだな、君にはわかるまい。ならば教えよう。前回の魔宴で私の父は『魔王エルケーニツヒ』に、貴き様さまの父、ヨーゼフ・ヴィント・シュトレンベルグに殺されたのだ！」


　アイリスは吐はき棄すてるように言った。


「魔宴に勝ち残り、『魔王』となった貴様のシュトレンベルグ家はいい。だが、私の父は負けた。最強の魔乖術師と呼よばれた我わがヘルブスト家の代表が、よりによって最弱の、相あい性しようも有利な『闇』を相手に負けたのだ。それがどれほどの屈くつ辱じよくだったか、貴様にわかるか！」


　アイリスは激げつ昂こうし、言葉が抑えられなくなったか、立て続けに叫んだ。


「前回の魔宴で私の父は貴様の父と戦い――負けた。父にとって有利な条じよう件けんはそろっていた。父は百年に一人の天才と呼ばれる魔乖術師だったし、相手はもっともくみしやすい『闇』だった。それが負けてしまった――後から考えれば、相手が悪かったという話だ。相手は一万年に一人の天才と呼ばれた『魔王』の中の『魔王』であるヨーゼフ・ヴィント・シュトレンベルグだ。相手が悪かった――だが、一族は納なつ得とくしなかった。ヘルブスト家の名を地に貶おとしめた父は、一族中の責せめを受けた。だが、父はすでに魔宴で死んでしまった。一族の謗そしりは残った母と私に集中したよ。母はその心労で死んだ。私は以来貴様に、『闇』に復ふく讐しゆうすることだけを生きがいに生きてきたのだよ！」


　今まで飄ひよう々ひようとした態たい度どを続けてきたアイリスが、初めて感かん情じよう的に叫んだ。それは抑えきれない彼女の内面を吐と露ろしたものだった。冷静な彼女がここまで内面をむき出しにするとは、よほどヨルへの、『闇』への怒いかりと憎しみが強かったのだろう。


「それがなんだ？　そんなくだらない理由で、貴様は負けるのか。くだらないな、まったクもっテ、クダらない……」


　アイリスの口調が、だんだんと変わっていった。初めて出会ったときと同じく、奇き妙みような発音でひどく聞きとりづらい。


「アァ、考えルのが面めん倒どうニナってキタ……モうドうでモイい。殺そウ」


　アイリスは、知ち性せいの輝かがやきを失った目でヨルを見下ろしていた。


「アイリス？　どうしたんだ？」


「魔乖咒を使いすぎたわね」


　ヨルがうめきながら呟つぶやいた。


「『滅メツ』は滅ほろびの力。それは敵てきでなく、自身をも滅ぼす力よ。『滅』の力を長く使えば、強大な力と引き換かえに、徐じよ々じよに知性や理性といったものが失われていくと聞いたことがあるわ」


「もう、難むずかしイことはイイ。殺そウ、お前ヲ。コロス。それガいイ」


　アイリスはそう言って、右手を振ふり上げた。まずい、と思ったナイトの体が勝手に動いた。


「待て、アイリス！　待ってくれ！」


　慌あわててナイトはヨルをかばうように前へ飛び出た。


「君の勝ちだ！　それはわかっているだろう！　俺おれたちの負けだ。認みとめる。欲ほしいものがあるならなんでも渡わたす。だから頼たのむ、命だけは助けてくれ！」


「……ウルさい」


　虚うつろな眼まな差ざしのアイリスは片かた手てを振って、ナイトを小石のように弾はじき飛ばした。とんでもない怪かい力りきだった。壁かべに叩きつけられ、ナイトは息が詰つまった。


「邪じや魔まだナ。先ニお前かラ殺そウカ」


　アイリスが標的をナイトに変へん更こうした。虚ろな目をした彼女は、すでにナイトが誰だれであるか認にん識しきできているかどうかも怪あやしかった。


「待ちなさいよ、『滅』。あんたの相手はわたしよ」


　ヨルが、もうまともに動く力も残っていないはずなのに、よろめきながら立って、アイリスに摑つかみかかった。


「わたしはまだ死んでないわ。決着は……まだなのよ」


「よせ、ヨル！　もういい、ムリをするな！」


「バカ言わないで……あなただけには、もうこれ以上、傷きずついて欲しくないのよ」


「ジャまダ」


　アイリスが冷たくヨルを打ち払はらった、悲鳴と共にヨルは倒れた。


「ヨル！」


　あぁ、なぜだろう、こんなときに、絶ぜつ対たいに立たなきゃいけないときに、どうして全身の力が抜ぬけていくんだ。意識まで、朦もう朧ろうとして……ナイトはそのまま眠ねむるように気を失ってしまった。





　子こ供どものころ――ナイトは魔ま乖かい術じゆつ師しの『先生マイステリン』に出会った。二人は人知れず、街外れで毎日のように出会い、そして秘ひ密みつの授じゆ業ぎようをおこなった。世界の真理、外げ道どうの奥おう義ぎ、魔乖咒じゆをナイトは学んだのだ。


　ナイトはすばらしい生徒だった。平へい均きん的な魔ま乖かい術じゆつ師しが三年かかって覚える第一咒法を、彼は魔乖咒を知ってわずか二月でマスターしたのだった。彼には魔乖咒に関する天てん性せいの素そ質しつがあったのだ。


『どう、『先生』？　ぼくがんばったよ。『先生』と会えないときも、家でずっと練習して、ここまで使えるようになったんだ』


　そう嬉うれしそうに語る子供のころのナイト。そんな生徒を前にした『先生』が浮うかべる複ふく雑ざつな表情に、浮かれるナイトは気付かなかった。


　――『先生』は、怖こわかったのだ、ナイトのあふれる才さい能のうが。自らをも上回る可か能のう性せいを秘ひめた少年が、恐おそろしかったのだ。だから先生はあの日、あんなことを――


　――その日は唐とう突とつにやってきた。いつものようにナイトが『先生』のもとへ行くと、その日の彼女はいつもと違ちがってやけに暗い顔をしていた。そして少年が来たのを認みとめるや、問答無用で上位魔乖咒を発動させたのだった。


『見た、ナイト？　これがあたしたちの技わざが『魔乖咒』と呼よばれ、忌いみ嫌きらわれる理由よ』


　先生が放った魔乖咒は、一いち撃げきで街外れの丘を消し飛ばしていた。地形をも歪ゆがめる強大な魔乖咒を前にして、ナイトは心底震ふるえが止まらなかった。とんでもない力だった。これが魔乖咒の真の力だと言うなら、今までナイトが覚えた魔乖咒は児じ戯ぎのようなものだった。


『これこそが攻こう性せい魔乖咒である第四咒法の力よ』


　圧あつ倒とう的だった。この力に比くらべたら、自分はなんと無力なのだろう。ナイトはその威い力りよくを目まの当たりにして、吐はき気さえ覚えた。


　そしてあろうことか――『先生』はナイトに今の魔乖咒を展てん開かいするように命じたのだった。


　当然だが、そんなことできるはずがなかった。ナイトが魔乖咒を学んで数か月。彼はようやく第二咒法をマスターしつつあるレベルだ。そこでいきなり第四咒法など、いくらナイトが優すぐれた才能を持っているとはいえ、どう考えても不可能だった。


　だが、『先生』は容よう赦しやなかった。


『やりなさい、ナイト。できないなら……あなたをここで殺すわよ、ナイト』


　冷たい目で睨にらむ『先生』。それでも躊ちゆう躇ちよしていたら、ナイトは『先生』に張はり倒たおされた。


『本気で殺されたいの！　さっさとやりなさい！』


　彼女が本気であるとナイトは気付き、言われるままに魔乖咒の練習を始めた――が、やはり一いつ朝ちよう一いつ夕せきに第四咒法が使えるはずもない。魔力を使い果たしてへばったナイトを、だが『先生』は容よう赦しやなく追いたてた。


『早く立って続けなさい！　できないなら、本気でこのまま殺すわよ!?』


　そんな『先生』を目の当たりにして、ナイトは悲しくなった。どうして『先生』はこんなに変わってしまったんだろう？　世界の真理を目の当たりにし、絶ぜつ望ぼうにうちひしがれた少年を励はげまし、正せい義ぎの力を教えてくれた『先生』。どうして今日に限かぎってこんな厳きびしく――ナイトは、涙なみだが止まらなかった。


　もはや視し界かいも意い識しきも曖あい昧まいになった状じよう態たいでナイトは練習を続け……奇き跡せきが起こった。何時間、あるいは何日練習を続けたか自分でもわからなくなってきたとき、ナイトは第四咒法を発動させた。


　ナイトが発動させた第四咒法は『先生』のものと同様、地形を歪めるほどの威力を発はつ揮きし、ナイトたちの前の地面に巨きよ大だいな穴あなを穿うがったのだった。


　それを見た『先生』は満足そうに頷うなずき、疲つかれ果てたナイトを優やさしく抱だきしめてくれたのだった。


『よくやったわね、ナイト。見なさい。これがあなたの発動させた第四咒法よ。あなたは魔乖咒を知って三か月で第四咒法までマスターしたのよ』


　スパルタだった。それだけでは表しきれないほど、『先生』の教えは厳しかった。鬼おににも思えた。そのしごきは一昼夜におよび――精せい根こん尽つき果てた末に、ナイトは第四咒法に開かい眼がんしたのだった。


『よくやったわね、ナイト……本当に、よくやったわ。もうあたしに、あなたに教えることはないわ』


『先生』はナイトをその場に横たえると、立ち上がった。


『さようならよ、ナイト。あたしは行くわ。あたしのことは、忘わすれなさい』


　第四咒法を使って力を使い果たしたナイトに『先生』を追う力は残っていなかった。起き上がろうとしても、魔力を使い果たした体はピクリとも動かず、そのままナイトの意識は遠のいていった。


　そして失神したナイトの夢ゆめの中に、『先生』が現あらわれた。『先生』は、なぜ去っていくのか、どうしてナイトに厳しく第四咒法を教えたのか、理由を語った。


『先生』の故こ郷きようから招しよう集しゆうがかかり、『先生』は帰らなくてはならなくなったこと。ナイトの魔ま乖かい咒じゆの才能が『先生』の予想以上だったこと。もしこのまま少年を置いていけば、ナイトの才能は成長と共に目覚め、やがて〈魔女猟人ヤクト・ヘクス〉に気付かれることになるだろう。そしてどの八や祖そにも属ぞくさない魔乖術じゆつ師しは、他の魔乖術師からも敵てき視しされる。すなわち、ナイトは猟人かりうどと魔乖術師、双そう方ほうから敵と見なされる。だがそうなったとき、少年を守るべき『先生』はもういない。ナイトは、自らを守れるだけの力を手にする必要があった。


　だから無理を承しよう知ちで『先生』はナイトに最強の第四咒法を教えたのだった。どんな敵が来ても、自分の身を自分で守れるように――正義をいつでも貫つらぬけるように。


　夢の中で、先生は続けた。


『あなたの記き憶おくを封ふう印いんするわ。下手に覚えていれば、猟人に見つけられてしまうからね。あなたはあたしと出会い、魔乖咒を覚えたことを全すべて忘れることになるわ』


　そんなのはイヤだ！　『先生』とのことを忘れたくない。


『安心しなさい。あなたの力は、あたしの力でも抑おさえきれないわ。今は忘れても、成長すればその封印をあなたは自力でといてしまうはずよ。そしてそうなった時、あなたは自分を守れるだけの力が必要なの。そのための第四咒法は教えたわ。だからナイト。あなたは胸むねを張はって、自分の道を行きなさい』


『先生』……


『ごめんね、ナイト。でもあたしには、あなたを守るだけの力が、今はないの。猟人と魔乖術師、どちらを相手にするにしても、今のあたしでは力不足なの』


『先生』は誰だれよりも強い、それはぼくがいちばんよく知っている。


『ありがとう。でもね、あたしは自分より強い人をいくらでも知っているわ。だから、あたしは強くなるわ。そしていつの日かあなたと再さい会かいした時、成長したあたしの力を見せてあげる。だからあなたも忘れないでね。正義を目指すその心だけは、絶対に』


　青い瞳ひとみでナイトを見つめた後、先生は金きん髪ぱつをなびかせながら去っていった。その後ろ姿すがたをしっかりとナイトは目に焼き付けた。その姿はこの世のどんなものよりも美しく、そして尊とうとく見えた。


　そうだ。『先生』。美しく、優やさしく、高こう潔けつで、そして少し気まぐれな魔乖術師。初めて会ったときから少年はその姿に、人ひと柄がらに、気高い魂たましいに、あこがれた。そして少しでもそれに近づきたいと願い、同じ位置に立ちたいと思った。


　だから少年は、去っていくその背せ中なかに向かって叫さけんだ。


　うん、忘れない、絶対に忘れないよ、だから『先生』、次に会ったときは……


　――ナイトが次に目覚めたとき、数か月の記憶は全て失われていた。


　ナイトの心にはイジメられて打ちひしがれた記憶のみが残り、そこから立ち直り、成長した記憶と、ある人物との出会いの記憶はすっかり消えていた。


　それ故ゆえにナイトは立ち直ることはなく、自分を殺し、平へい凡ぼんな自分を演えんじることで自分を守るという道しか、進む先はなかったのであった。


　そして十年の時を経て、ナイトは『先生』と再会したのだった。








「ヨル！」


　ナイトは叫び、飛び起きた。目の前ではアイリスがヨルにトドメを刺さそうと、腕うでを振ふり上げたところだった。となると、気を失っていたのはわずか一秒足らずの間だ。しかしナイトはそれで全てを思い出していた。


「『先生』！」


　叫び、ナイトは手を動かして、魔方陣じんを描えがいた。空中に輝かがやく魔方陣が浮うかび、魔乖咒が発動。稲いな妻ずまが走り、アイリスを直ちよく撃げきした。


「ムゥ」


　アイリスが、虚うつろな目でこちらを睨にらむ。ナイトは真まっ直すぐ立ち、喜びの眼まな差ざしで倒たおれたままのヨルを見た。


「『先生』……久ひさしぶりです。そして、ありがとうございます、俺にいろんなことを教えてくれて」


「ナイト……あなた……まさか」


　ヨルが呟つぶやいた。そうだ、ナイトのよみがえった記憶の中の『先生』。十年たっても覚えている。長い金髪に青い瞳――それは、目の前の少女の面おも影かげと一いつ緒しよだった。


「なんダ、おまエ。私ニ歯向かうカ」


　アイリスが標的をナイトに定め、足音を響ひびかせながら近づいてきた。ナイトは一度瞬まばたきをしたあと、迫せまる『滅メツ』の魔乖術師を真っ直ぐ睨んだ。


「あぁ、倒してみせるさ。俺の正せい義ぎを貫つらぬくためには、君を倒さなくてはいけないんでね」


　ナイトは両手で次々と単たん純じゆんな魔方陣を描き、立て続けに魔乖咒を展開した。その速度は、ヨルやアイリスのモノに勝まさるとも劣おとらぬものだった。


　ナイトは無数の魔乖咒を同時展開させながら思った――あぁ、ようやく思い出した過か去この記憶。再会できた『先生』。あの日約束した通り、『先生』に今の自分の実力を見せてやろう。そして、自分の実力を認みとめてもらい、あの日言えなかった言葉を『先生』に伝えたい……それがナイトの悲願であり、それをついに果たせると思うと、体の奥おくからいくらでも力がわいて来るのだった。


　ナイトの周囲に無数の光球が生まれた。それらはナイトの手の一振りで一いつ斉せいに動きだした。


「ヌオゥ」


　無数の第一咒じゆ法ほうが、アイリスに襲おそいかかった。アイリスの全身が爆ばく発はつに飲み込まれる。その様子を見て、ヨルは無む意い識しきに呟いた。


「……すごい」


　本当に、すごかった。彼女は初めて会った時から、ナイトには魔ま乖かい咒じゆの才さい能のうがあると思っていた。最初にアイリスと戦ったとき、アイリスの魔乖咒を弾いたのも、ナイトの才能によるものだった。


　そう、ナイトの才能は、ヨルの予想以上だった。最も基き本ほんとなる第一咒法とはいえ、同時にこれだけの数を操あやつることは、ナイトの非ひ凡ぼんさの証しよう明めいであった。目の前に立つナイトが放つ魔力は、圧あつ倒とう的だった。なにもしないで立っているだけなのに、肌はだがビリビリ震えるほどの気配が感じられた。これだけの力をナイトが持っていたとは、ヨルの想そう像ぞう以上だった。


　そして魔乖咒の爆発が晴れたとき――中央には、ほぼ無む傷きずのアイリスが変わらず佇たたずんでいるのだった。


「効きかン、効カん、効カン」


　アイリスの首にあるチョーカー。それが淡あわい輝きを放っていた。耐たい魔乖咒兵へい装そうがナイトの魔乖咒を全すべて無む効こう化かしたのだった。


　ナイトは状じよう況きようを冷静に分ぶん析せきして頷うなずいた。


「フム。やはり第一や第二咒法は完全に無効化されるか。となると……君を倒すには、最大の攻こう撃げきをもってその防ぼう御ぎよを打ち破やぶるしかないようだな」


　そしてナイトは両手を動かして魔方陣を描き始めた。十年ぶりの魔乖咒。だが、体は覚えていてくれた。体が勝手に魔方陣を描いてくれる。ナイトの周囲に複ふく雑ざつな魔方陣が複数浮かび上がり、それらが輝きを放ちながら連動して動き出した。


「クッ、第四咒法ヲ、使うカ!?」


　ナイトの動き、複数の魔方陣を多た層そうに展てん開かいする構かまえは、間違いなく第四咒法であった。アイリスがうめく目の前で、ナイトは最強の必殺技わざ、第四咒法の準じゆん備びを完成させつつあった。


「……だが、私は負けン。私ノ誇ほこリのたメ、絶ぜつ対たい負ケン」


　アイリスも右腕を掲かかげた。そこに幾いく重えにも魔方陣が重なっていく――『滅メツ』系けい統とう第四咒法だ。腕に重なった魔方陣が回転を繰くり返しながら互たがいに結びつき、輝く赤黒い光がアイリスの腕に流れ込んでいった。


『滅』。それは敵てきのみならず、自らも呑のみ込む究極の破は滅めつの力。かつて世界を形作ったとされる『導みちびきの破滅』から力を引き出す魔乖咒。アイリスが集中させる血の色をした光は、その力だった。光は赤黒く明めい滅めつしながら、集まる端はしから崩くずれ、霧む散さんしていった。それが『滅』の力だ。それを右腕に集中させ、零ゼロ距きよ離りから相手へ叩たたき込む〈破は局きよくを担にないし滅めつ亡ぼうの紡つむぎ手〉。当たれば無む条じよう件けんで相手が即そく死しするそれは、最強の攻こう性せい魔乖咒だ。


　そして経験の差か、アイリスの方がナイトよりも魔乖咒の展開がわずかに速かった。


「ガァァァァァァァァァ!!」


　叫さけび、アイリスが地面を蹴けって、その絶望的なまでの力がこもった拳こぶしを突つき出してきた。


　だが、ナイトもそのときには魔乖咒を完成させていた。


「俺おれは、負けない！」


　ナイトの第四咒法も発動した。広げた掌てのひらから、光が螺ら旋せんを描えがきつつ、アイリスめがけて伸のびていき、二人の魔乖咒が正面からぶつかりあった。圧あつ倒とう的な力同士のぶつかりあい。その激げき突とつを、倒たおれたままヨルは見ていた。


「ダメよ、ナイト。あなたじゃ、勝てない」


　苦しそうに言葉を吐はくヨル。彼女の言葉通り、ナイトの勝算は低かった。ナイトにどれだけ才能があっても、『滅』には勝てない。勝てない理由があるのだ。


『滅』は攻撃面で言えば八系統の魔乖咒の中でも最強だ。正面からぶつかりあって、『滅』に勝てるものはいない。第四咒法同士がぶつかりあうなら、『滅』が負けるはずがないのだ。


　現げんに、アイリスはナイトの攻撃を受け止め、光を押おしのけながらナイトに迫っていった。


　そう、『滅』に勝てる存そん在ざいなどない。だがもし、もし勝てるとしたら、それは……


〈破局を担いし滅亡の紡ぎ手〉を拳に込こめたアイリスが、ナイトの魔乖咒をも破は壊かいしながら突き進んでいく。ナイトは迫るアイリスを睨にらんだ。


「俺は……約束したんだ。絶対に、負けないってな！」


　ナイトが、吼ほえた。それと同時に、心から願った。勝ちたい、あのバケモノをなんとしてでも倒さねばならない。だから、そのための力が欲ほしい！　今こそ、今こそ正せい義ぎを貫つらぬく、そしてヨルを守る力が必要なのだ！


　ナイトのその願いに呼こ応おうするかのように、ナイトの内から巨きよ大だいな力がわき上がるのが感じられた――ナイトの意い識しき下で、なにかが弾はじけた。


　圧あつ倒とう的な力の存在が感じられた。それは、巨大な不定形の物体だった。常つねに脈打ち、泡あわ立だちながら崩くずれ、そして再さい統とう合ごうしてかろうじて存在を保たもつなにかだった。だがそれが内包する力は、すさまじいまでに強大だった。
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　ナイトは自分の魔ま乖かい咒じゆが、それから力を引き出しているのだと気付いた。魔乖咒とはすなわち、異い界かいの存在より力を引き出す技ぎ術じゆつ。目の前のそれこそがナイトの魔乖咒の源みなもとなのだ。


「あぁ……力をくれ。俺が持っているものならなんでもくれてやる。だから、その代わりにお前の力をくれ！」


　その巨大ななにかは、一度体を震ふるわせた。そして次の瞬しゆん間かん、ナイトの体に今までの何倍もの力が一気に流れ込んできた。


「う、あぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　絶ぜつ叫きようと共に、ナイトは自らの全身にあふれた魔力を掌より一気に放出した。視し界かい全すべてを覆おおいつくすほどの圧倒的な光の奔ほん流りゆうが放たれた。刹せつ那な、ナイトの放つ光が、アイリスの全身を呑のみ込んだ。


「ぬ、グ、あ、がガガアアアアあぁあァァあァァアァ!!」


　アイリスの突進を、ナイトの一撃が阻はばんだ。光の中で、アイリスを守る最後の兵へい装そうであるチョーカーが粉々に砕くだけ散った。アイリスはその全身を光に焼かれながら弾はじかれ……広場の反対側の壁かべへと叩たたきつけられ、爆ばく発はつした。ガラガラと、アイリスは倒とう壊かいする建物のガレキの中に飲み込まれていった。


「……終わった」


　ナイトは息を吐いた。同時に全身を強きよう烈れつな脱だつ力りよく感が襲おそう――さすがにいきなりの第四咒じゆ法ほうはきつかったが、なんとか勝てた――アイリスがかなり消しよう耗もうしていたからだろう。彼女が全開だったとしたら、勝敗はわからなかった。


「ナイト、大だい丈じよう夫ぶなの？」


　ヨルが駆かけ寄よってきた。ナイトは軽く首を振ふった。


「大丈夫さ、『先生マイステリン』。俺たちの勝ちだ」


「でも、どうしてあなたが、こんな第四咒法を使えたの？」


「記き憶おくが直前に戻もどったんでね」


　そうだ、本当にギリギリだった。あと数秒遅おくれていたら、手遅れだった。まったく、『先生』も厄やつ介かいな封ふう印いんをしてくれたものだ。


　でも、その封印も解とけた。今はただ、勝利を喜ぼうではないか。


「『先生』。勝ったな、俺たち」


　だが、相あい棒ぼうの少女は怪け訝げんな顔でナイトを見つめてきた。


「なに、その『先生』って？」


「なにって、君のことだ」


「あ、そう……なんで急にそんな呼よび方をするの？」


「だから、急に記憶が戻ったからだ」


　なんだか、微び妙みように話がかみ合わない。ナイトは違い和わ感を覚えた。


「それにナイト、どうしてあなた、第四咒じゆ法ほうを使えるの」


「君が教えてくれたからだろう！」


　ヨルは、いったいなにを言っているんだ、という顔になった。


「わたしが？　バカを言わないで、どうしてわたしがあんなものを教えられるのよ？」


「いや、しかし……」


　妙だ。おかしい。ヨルの言っていることが理り解かいできない。ナイトの違和感は強まるばかりだ。そしてヨルの口から、驚おどろくべき一言が漏もれた。


「あなたが使ったのは、『滅』系統第四咒法じゃない。どうしてわたしがそんなものを教えられるのよ。そもそもどうしてあなたがそんなものを使えたのよ！」


　ガツンと、頭を殴なぐられた衝しよう撃げきがナイトに走った。そんな、まさか、そんなはずがない。だって、『先生』は……


　だが、待て。もしかしたらナイトは、とんでもない勘かん違ちがいをしていたのではないだろうか？


　たしかに『滅メツ』の第四咒法は最強の攻こう性せい魔ま乖かい咒だ。それを正面から打ち破やぶることができる魔乖咒があるとすれば、それは同じ『滅』系統第四咒法以外にありえない。


　そして考えて見れば、ナイトは今まで見落としていた点が多くあると気付いた。なぜアイリスは初対面のはずのナイトのフルネームを知っていたのか。なぜアイリスはナイトを見逃そうとしてくれて、最後まで戦いを避さけようとしていたのか。


　そもそも、ヨルが『先生』であるはずがないのだ。ヨルは自分で言っていた。彼女が第四咒法に目覚めたのは十五の時だ。それでは、十年前にヨルが第四咒法を使えたはずがない。


　そしてそれらの疑ぎ問もんは、とある仮か定ていのもとには全て納得いく。そう、十年前に、ナイトに『滅』系けい統とうの魔乖咒を教えてくれた『先生』の名は……


　ナイトは自らのとんでもない勘違いに今さらながら気付くと、広場の反対側のガレキの山めがけて駆けだした。


「『先生』!!」





「あ、アぁ……負けたのか、私は」


　ガレキに半ば埋うまった状じよう態たいで、アイリスはうめいた。完敗だった。消耗していたとはいえ、正面からの魔乖咒のぶつかりあいで自分は負けたのだ。これは潔いさぎよく敗北を認みとめねばなるまい。


「『先生』！」


　声が聞こえた。幼おさないころ自分を慕したってくれた懐なつかしい声だった。ガレキの向こうに立つナイトの姿すがたが視し界かいに入った。


「あぁ、ナイト君か。どうやら、記憶が戻ったようだな」


　このタイミングで戻るとは、運命も残ざん酷こくなことをしてくれる。もしもう少し早く、あるいは遅おそく封印が解けていたら、きっとこんな展てん開かいにはならなかっただろう。運命は、ナイトに最も過か酷こくな道を歩ませようとしているようだった。


「やはり……やはりアイリス、君が『先生』？」


　アイリスは頷うなずいた。


「当たり前だろう。君は自分の恩おん師しの顔をもう忘わすれたのか？」


「でも……」


　まぁ、わからなくて当然か、アイリスは自じ嘲ちよう気味に笑った。


「『滅』は強力な反面、自分の体への負ふ担たんが大きい。特に私は子こ供どものころから魔乖咒を連発してたからな。その反動で髪かみはすっかり白くなったし、成長も子供のまま止まってしまった。気付かなくとも無理からぬ話だ」


「『先生』。ごめんなさい、俺、『先生』のことを傷きずつけて……」


　なにを気にしてるかと思えばそんなことか。アイリスは涙なみだ声ごえの主に向かって手を振ふった。


「気にするな。私と君とでは、十年前と立場が違う。私たちは再ふたたび出会い、そして私たちの正せい義ぎはぶつかりあった。それ故ゆえに戦って、こうなったのだ。君のせいではない。君が気に病やむ必要はない」


「『先生』……」


「来るな！」


　助けようと近づくナイトを、アイリスは鋭するどい声で制せいした。そして頭からかぶっているマントを固かたく体にまきつけ、ナイトの視界から自らを隠かくした。


「来ないで欲ほしい……私の体はもうボロボロだ、長期にわたって何度も『滅』を使ってきたおかげでな。おまけに今回は少し使いすぎた上に、君の『滅』系統第四咒法をまともにくらった――反動で肉体の崩ほう壊かいが始まってしまった。もう助からんよ。朽くち逝ゆく醜みにくい体を君には見せたくないから、近づかないでくれ」


「『先生』」


　ナイトは、泣いていた。いろいろな想おもいのこもった涙だった。


「泣くな、ナイト君。最さい期ごくらい、笑え顔がおで師を送り出してはくれないのかね？」


「……どういうことよ、これ？」


　遅おくれてやってきたヨルが、二人のやり取りを見て首をひねった。なぜ二人はこんなにも親しそうなのだ？　二人はもっと以前から面めん識しきがあったというのだろうか？


「ねぇ、ナイト。あなた、いったい……」


「『先生マイステリン』、諦あきらめないでくれ。まだ助かる道はある！」


　ナイトはヨルの言葉など耳に入らない様子で『先生』と話している。ヨルは、面おも白しろくなかった。同時に、心がざわめくのを感じた。どういうわけかわからないが、ナイトとアイリスが二人で話す姿を見ていると、モヤモヤとした感かん情じようがわき上がってくるのだ。その感情がなんであるか、ヨルはわからなかった――わからないフリをした。


「そうだ、ヨル、助けてくれ！」


　ナイトはそこで初めてヨルの存そん在ざいに気付いたように振り返った。突とつ然ぜん話をふられ、少し面食らった様子でヨルは自分を指差した。


「わたし？」


「そうだ。『闇ヤミ』なら、どんな傷きずでも塞ふさげるんだろ？　心しん臓ぞうや脳のうが潰つぶれても治せるんだろ？　ならお願いだ、アイリスを……『先生』を助けてくれ！」


　ヨルはいきなりなにを、と呆あきれながら言った。


「わたしにそいつを助けろって言うの？　冗じよう談だんでしょ。わたしはそいつを殺さないといけないのよ？」


　そうだ、まったくもって冗談ではない。アイリスはヨルの敵てきだ。助ける義ぎ理りは元々ない。ましてや、この女はナイトと――助けるなどという選せん択たく肢しはヨルにはなかった。


　だが、ナイトの目は真しん剣けんだった。


「なんでもする、君の言うことならなんでも聞く。だからお願いだ、助けて……」


「よせ、ナイト。そんなものはいい……敵の情なさけで生き残っても恥はじだ」


　アイリスはうめきながら、きっぱり拒きよ絶ぜつした。かすれた声でアイリスは言葉を続けた。


「そもそもその女にはもはや魔力がほとんど残っていない。第一咒法も今はまともに使えまい。それに私の傷は『滅メツ』の反動によるものだ。体の内側がボロボロだからな、『闇』でも癒いやせんよ……もって、あと数年の命だと医者に宣せん告こくされている。だからこそこの魔ま宴えんで花を咲さかせようとしたのだが……結果は初戦敗はい退たいか。残念だが、最期に君ともう一度出会えたことだけは嬉うれしかった」


「『先生』」


　泣きながらナイトは、自分の師を見つめた。赤黒い布ぬのを頭からかぶって、頑かたくなに自分の体をナイトの視し線せんから隠そうとしていた。


「さぁ、ナイト。そろそろお別れの時間だ。最後に私の頼みを聞いてくれないかね？」


「え？　あ、なんですか？」


「君の第四咒法で、私の体を跡あと形かたもなく消し飛ばしてくれ」


「！　どうしてそんなことを！」


　だが、アイリスは本気だった。


「醜い私の骸むくろを、こんな異い国こくの地で人目にさらすのは忍しのびない。せめて君の手で、私を楽にしてはくれないか？」


「……できない、できないよ、『先生』。俺おれにそんなこと、できるわけが……」


「すでに一度、第四咒法で私をふっ飛ばしただろう。もう一度やればいいだけの話だよ」


「……できない。俺には、できないよ」


「ヤレヤレ。自分の正義を貫つらぬけと教えただろう、ナイト君。そんなことでは、またイジメられるぞ」


　アイリスは苦く笑しようし、少し声を厳きびしくした。


「ナイト君。だから言ったではないか。結局は、私の言った通りになっただろう？」


「え？」


「言ったはずだ。君がこれ以上我われ々われに関かかわれば、きっと絶ぜつ望ぼうを味わうことになると……言った通りだろう？　師し匠しようの忠ちゆう告こくを無む視しした報むくいだ」


「……ごめんなさい、ごめんなさい、『先生』」


「謝あやまってどうする？　私はそんなことを望んでないぞ」


　でも……もはやナイトは、自分がどうすべきなのかわからなかった。ただ謝る以外に、できることがなかった。


「ごめんなさい、ごめんなさい、『先生』……本当にごめんなさい」


　そんな愛まな弟で子しの姿すがたを見て、アイリスはしかたないな、と首を振ふった、


「……まったく、君はどうしようもない弟子だな、ナイト君。このまま絶望の底にいる君を見み捨すてて死ぬのはなんとも心残りだ。だから師として最後の義ぎ務むを果たそう。君に少しだけ希望を与あたえようではないか」


「希望？」


「あぁ、耳をかしたまえ」


　ナイトはフードをかぶったアイリスの顔に耳を近づけた。その耳に向かって、アイリスはある言葉を囁ささやいた。


「…………」


「……それは、本当ですか、『先生』!?」


「あぁ、私はウソをつかない。わかったら、今はただ、私を楽にしてくれないか？」


「はい、『先生』……」


　ナイトは覚かく悟ごを決めた。『先生』の言葉が本当なら、確たしかにナイトにはまだ希望があるのだ。


　でも、最後に一つだけやり残したことがある。ナイトはすっかり油ゆ断だんした『先生』の顔に手を伸のばし、顔を隠かくすフードを剝はぎ取った。


「あっ！」


　両手でアイリスは顔を隠すが、もう遅おそかった。その素す顔がおを、ナイトはしっかりと目に焼き付けた。


「バカめ、なんてことをするんだ……」


　アイリスの顔――半分近くが醜みにくく焼けただれ、皮ひ膚ふがズルズルになっていた。銀ぎん髪ぱつも半分くらいが抜ぬけ落ち、片かた目めのまぶたがなくなっているために目玉がこぼれ落ちそうなくらいギョロリと飛び出ていた。鼻には潰つぶれた穴あながあいているだけだ。唇くちびるもめくれて歪ゆがんだ歯が顔を出し、今こうしている間も、その顔からは肉が削そげ落ちていた。


　人形のように美しかった顔は、面おも影かげも残っておらず、無む惨ざんだった。


　それを見て――ナイトは笑った。それは人を安心させる笑えみだった。


「全然、醜くなんてないよ、『先生』。まえと同じ、きれいな顔だ……」


　そう言って、その唇に口付けをした。初めてのキスは、死の味がした――そして、ナイトはかつて伝えられなかった言葉を、十年越ごしに言った。


「『先生』。好きでした、初めて会ったときから、ずっと……」


「……バカ。私のこと、思い出せなかったくせに」


　アイリスは気き恥はずかしそうに横を向いたが、ナイトはもう一度キスをした。アイリスはくすぐったそうに体を揺ゆらした。


「よせ、汚よごれるぞ」


「『先生』の体で汚きたないとこなんてないよ」


「……本当に、バカな男だな、君は」


「弟子は師匠に似にるんでね」


　ナイトは笑った。笑わねばならなかった。この人の最さい期ごを、泣いて見送るマネはできなかった。


「バカ、泣くな。台無しだぞ、君の演えん技ぎが」


「泣いてなんて……ない」


「笑いながら涙なみだをこぼすなんて、器用な男だな、君は」


　半ば呆あきれながらアイリスは呟つぶやき、もう一度フードをかぶった。


「さぁ、もういいだろう。終わりにしてくれ」


「えぇ、『先生』」


　最後に、三度目の口付けをしてナイトは立ち上がった。


「餞せん別べつだ。これをやろう。君ならきっと、使いこなせるだろう」


　と、アイリスは自らの魔ま道どう書しよ『滅ホロび逝ユく愚グ者シヤどもの挽バン歌カ』をナイトに手て渡わたした。


「さぁ、今度こそお別れだ」


「はい、『先生』」


　ナイトは涙と共に、たった今手に入れた魔道書を開き、そこに魔方陣じんを描えがいた。輝かがやく複ふく数すうの魔方陣が、圧あつ倒とう的な魔力を発動させる……


「あぁ、これで、私は終わる。だが、君は……」


　破は滅めつの光に包まれながら、アイリスは満足そうな声と共に消えていき――跡あとには、砂すなのような塵じん芥かいがわずかに残っただけだった。そしてその塵芥も一陣の風によって散り散りに飛ばされていった。


　それが『最強』と呼よばれた魔ま乖かい術じゆつ師しの、あっけない最期であった。


「『先生』」


　そしてアイリスの消えた場所を、ナイトは呆ぼう然ぜんと見つめていた。


「ナイト……」


　そのかたわらに、ヨルが寄ってきた。詳くわしい経けい緯いはわからないが、ナイトが非ひ情じような決意と共にアイリスにトドメをさしたことだけは彼女にもわかった。


　辺りはすっかり暗くなり、夜となっていた。ただ月光だけが、優やさしく、儚はかない光でナイトとヨルを照らし出してくれていた。


　こうして――長い、長い、〈絢けん爛らんなる魔ま宴えん〉という悪あく夢むの中の、最初の激げき戦せんが幕まくを閉とじたのであった。




第十七回〈絢爛なる魔宴〉戦せん闘とう記録







第一回戦　日時・二〇〇Ｘ年六月十七日




　　　場所・日本国某ぼう県赤霧市郊こう外がい





　　　『闇ヤミ』ヨルミルミ・シュトレンベルグ


　　　　　　　　　　ＶＳ


　　　『滅メツ』アイリス・マリア・ヘルブスト





勝者　『闇』ヨルミルミ・シュトレンベルグ







　未いまだ目的達成されず、〈絢爛なる魔宴〉続行。残る参加者七名。






　エピローグ







　激戦の翌よく朝あさ、ヨルはナイトの部屋の前に立ち、家の主を呼んでいた。


「ナイト、いい加か減げん出てきなさい、学校、行くんじゃないの！」


　あれ以来、ナイトはずっと部屋にこもりっぱなしだった。きっといろいろと思うところがあるのだろう、とヨルもわかってはいたが、やはりこのまま放ほうっておくことはできなかった。なんとかして、ナイトには元気になってもらわねばならないのだ。


「とりあえず魔宴の一回戦は終わったし、まだ他の連中も動いたって情じよう報ほうはないから、学校行ってもいいわよ。欠席はしたくないんじゃないの？」


　朝から呼んでいるのだが、部屋の中から返事はなかった。ヨルはまったく、と腰こしに手を当てた。


　結局――ナイトとアイリスがどんな関係だったのかは、よくわからない。だが、死に逝ゆくアイリスと口付けを交かわすナイトを見た時、ヨルは自分の心がざわめくのを感じた。魔宴の一回戦を勝ったというのに、その喜びも色あせてしまうような思いだった。


　そうだ。自分でも気付かないうちに、ヨルの中でナイトの存そん在ざいは大きくなっていた。そのことを、ヨルはもはや認みとめないわけにはいかなかった。


「でもいいわ。ナイトがどう思っていても、わたしがこれからアイリスあの人以上の思い出を作っていけばいいだけの話じゃない」


　そう、アイリスはもう死に、ヨルは生き残った。それが魔宴第一回戦の結果だ。死者はもはやなにもできない。これから先勝つ可か能のう性せいがあるのは、ヨルだけなのだ。


「ほら、ナイト、入るわよ」


　扉とびらのノブは、あっさりまわった。カギがないらしい。日本という国は無用心ね、と思いつつ、ヨルは中に入った。


　ナイトはきっちり学校の制せい服ふくを着てヒゲをそり、髪かみを整えて登校の準じゆん備びを終えていた。


「なんだ、大だい丈じよう夫ぶなんじゃない」


　ナイトはヨルを振ふり返り、無む表ひよう情じように頷うなずいた。


「あぁ、おはよう、ヨル。悪いな。着き替がえていたから返事できなかっただけだ。じゃあ、学校に行ってくる」


　片かた手てを振って、ナイトは部屋から出ようとした。その背せ中なかに、ヨルは思わず声をかけた。


「大丈夫なの、もう？」


「……あぁ、一ひと晩ばん寝ねたら、すっきりした」


　ナイトはヨルを振り返り、頭を下げた。


「約束したはずだ。俺おれは君を必ず勝利に導みちびくと。それが今の俺が信じる正せい義ぎ……これからもよろしくな、ヨル。必ず魔ま宴えんを勝ち残ろう」


　決然と言うナイト。ヨルは自分の心配が無用のものだったと悟さとった。そして、心からの笑え顔がおと共に手のものを差し出した。


「お弁べん当とう、作ってみたの。持っていって。朝ご飯も包んでおいたから、学校についたら食べて」


「ああ、ありがとう、ヨル。じゃぁ、行ってくる」


「行ってらっしゃい」


　ナイトはヨルの見送りの元、登校していった。





「よぉナイト、オハヨ。今日は少し遅おそかったな」


「あぁ、ジンジャー。おはよう、少し寝ね坊ぼうしたんだ」


「……おはよ、ナイト」


「シュガーもおはよう」


　教室に入り、いつも通り最初に親友と挨あい拶さつをする。と、ナイトは思い出したように空の弁当箱を取り出した。


「シュガー、弁当ありがとう。美味うまかったよ」


「そう……なんだったら、また作ってきてあげてもいいわよ？」


「そうだな……せっかくだから、また機会があったら頼たのむよ」


「うん……遠えん慮りよせずに、いつでも言ってね」


「あぁ、これからもよろしくな、シュガー」


　微ほほ笑えむナイト。杏あん子ずは少し驚おどろいた顔で、陣じん矢やを教室の隅すみへ引っ張ぱった。


「なんだよ、シュガー？」


「ちょっと、ナイトどうしたのよ？　少し変じゃない？　なんていうか、ふっ切れたっていうか……」


「惚ほれ直したのか？」


「バカ言わないでよ、ただ、あたしは……」


「まぁいいじゃないかよ、シュガー。あいつだっていろいろあんだ。男子三日あわざれば割かつ礼れいすべしってね」


「なんでそこでユダヤの宗しゆう教きよう儀ぎ式しきが出てくんのよ！」


「とにかく、あいつも成長したのさ。それでいいじゃないか」


「そうね、成長したんならいいんだけど……」


　杏子はチラリとナイトを振り返り、首をかしげた。


「でも……ナイトさっき、笑ってたけど、悲しそうだったわ」


　なにか陰かげがあったというか……杏子は敏びん感かんにナイトの変化を感じていた。





　ナイトは一人、机つくえに頰ほお杖づえをついて考えていた。結局――『先生マイステリン』の死は、自分が思っていた以上にショックだった。一晩悩なやんでも気分は晴れなかった。場合によっては、アイリスを殺したとき、自分も自殺していたかもしれなかった。それほどナイトにとって『先生』の存在は大きかったのだ。


　それを思いとどまったのは、『先生』が最さい期ごに残した言葉のおかげだった。あの言葉こそが今のナイトに活力を、最後の希望を与あたえてくれるのだ。


　そう、だからナイトは前を向いて歩いていける。ヨルと共に、魔宴を勝ち残ろうと、努力することができる。ナイトはなんとしてでも、魔宴を勝ち残らなくてはならない。そして、ヨルに残ってもらわなくてはならない。そのためだったらなんだって、悪あく魔まにだって魂たましいを売ってもいい――そこまでナイトは思っていた。


　そう、あのとき『先生』が――アイリスが残した言葉。





　――いいことを教えよう、ナイト君。『闇ヤミ』の第五咒じゆ法ほうには死者蘇そ生せいの効こう果かがある。





　それが今のナイトに残された最後の希望。





　――今のヨルミルミ・シュトレンベルグではまだその段だん階かいまで達してないが、成長すればあの女も第五咒法に目覚めるだろう。





　先生の残したその言葉にすがって、ナイトは進んでいく。





　――もし君がもう一度私に会いたいと願うならば、『闇』と共に戦うのだな。魔宴を勝ち進めれば、いずれ、君は私の魂を現うつ世しよに呼よび戻もどせるかもしれん。





　その言葉だけが、ナイトを現世に引き止める枷かせ。





　残る六人の魔宴参加者を、ナイトはなんとしてでも殺さねばならない……







（完）







　あとがき







　ご購こう入にゆうありがとうございます。


　――と、初しよっ端ぱなに読者の皆様への謝しや意いを表してみました八街歩でございます。もちろん、他の方々にも感謝しております。八街を見み捨すてることなくつきあってくれた担当のＨ編集長、今作の素晴らしいイラストを描かいて下さった深み崎さき暮くれ人ひとさん、この本の出版に携たずさわった全ての人に大感謝です。ついでに八街を生んでくれた両親にも感謝を。


　はい、どうもお久しぶりです。久々に富士見ファンタジアへと戻ってまいりました。八街を待っていたという奇き特とくな方、お待たせしてすいません。誰だれあんた？　という方、初はじめまして。


　丸二年もの間、八街はなにをしていたのだ？　と思う方もいらっしゃることでしょう。いや、別に遊びほうけていたワケではありませんよ。ただ私生活で忙いそがしかったりして（大学卒業とか、就しゆう職しよくとか）、ご無ぶ沙さ汰たしていました。なにはともあれ、こうして新作を富士見で出すことができたのは嬉しい限りです。今の気分はもう、金こん平ぺい糖とうで核かくを使った某ぼう少しよう佐さみたいなもの。富士見よ、私は帰ってきた!!　みたいな（笑）。


　とりあえず、初めての方もここまでの文章を読めば八街のバカさ加減については充分ご理解いただけたことかと思います。最後までこのテンションだとやや厳きびしいので、少しだけマジメに語ろうかと思います。





　読んでいただいた方はもうおわかりと思いますが、今回は現代日本を舞台にした伝でん奇きアクションとなっております。いやはや、牧ぼつ歌か的てきＳＦファンタジー、不ふ条じよう理り忍にん者じやコメディと来て、次が伝奇もの。我ながら節せつ操そうなく書いている気がしますが、それは気にしないということで（笑）。


　今作、ナイトサクセサーは、設定自体そんなに真新しいものではないかと思います。むしろ、似にたような話を見たことがある、という方も中にはいるかもしれません。


　ならこの作品のウリってなんなのよ？　と聞かれると、八街も答えにくいものです。


　文ぶん筆ぴつ家としての仕事を何年か続けてきた八街ですが、その手のことを考えるといつも困ります。小説を書く以上、大なり小なりその中には作者が読者に伝えたいものが込められています。ですが当然ながら、全ての読者に作者の考えが伝わるとは限かぎりません。というか、あらゆる読者に作者の思おも惑わく全てを伝えるというのは、どんな作家にもほとんど不可能な大事業なのです。


　では、読者に作者の本来の意い図とが伝わらなかったとしたら、その読者にとってその作品は完全に無む意い味みなものなのか？　と考えると、そんなことはないでしょ、と八街は思ってしまうわけです。少なくともそこには、数百ページ分の紙と幾いく許ばくかのインク分の価値はあるはずです（笑）。


　冗談はさておき、本を読めば、おもしろい、つまらない、などの感想を抱いだくはずです。読者の方が感じ取ったその感想が、八街の伝えたいことなのです。


　わかりにくいでしょうか？　では料理にたとえてみましょう。八街は実は中華料理が大好物です。特に麻婆マーボー豆腐ドウフ、それも四し川せん料理のすごく辛からいやつが大好きです。でも激げき辛から料理って、万人に受け入れられるものではありませんよね？　でも好きな人は好きです。そして好きな人でも、好きな理由は少しずつ違います。辛いから美味い、という人もいます。辛いけど美味いという人もいます。この二つ、言葉にすれば二文字の違いですけど、ニュアンスはかなり違います。


　小説だって同じことです。確かにウリになるような目立つ部分もあるでしょうけど、それが作品の全てではないのです。そこが気にいる人も、気にいらない人もいます。行間を読んで作者も思いつかないことを読み取る読者の方もいます。楽しみ方は人それぞれです。


　小難しい話が続きましたが、まぁともかく、この作品はエンターテイメントなわけですから、深く考えずに読んで、少しでも楽しんでいただければ幸さいわいです。買おうかどうかを今本屋で悩なやんでいるあなた、一言アドバイスします。悩んだら買いなさい。いや、買ってください、いえ、お願いだから買ってください、プリーズ、プリーズヘルプミー（土ど下げ座ざ）。





　今作「ナイトサクセサー」は一人の少年の成長を描えがいた物語です。現代日本の高校生が主役の物語ですが、考えてみると昔の八街はこの手の主しゆ人じん公こうが苦にが手てでした。八街が現役高校生だったころ、色んな本を読み漁あさっていたものです。一日平均二冊は読んでいた気がします。一番多く読んでいたのはこの富士見ファンタジアのようないわゆるライトノベルと呼ばれるジャンルでした。でも当時の八街は高校生が主役の物語はさほど好きではありませんでした。自分自身が高校生だから、物語の中の高校生が活躍しても、オイオイ、そんな高校生いるわけないじゃん、とか思っていたのです。


　そのクセ異世界ファンタジーとかは大好きだったので、我われながらひねくれていたものです（笑）。


　あれから何年もたった今、こうしてこのような物語を自分で書くようになるとは、自分でも思っていませんでした。この作品は、あのころの自分がこれを読んだら、少しは見解を変えたかな、という気持ちで書いたものです。実際に読んでどう感じるか、それは読者のあなたが決めることです。





　さて、読んだ方はわかると思いますが、この本は全ての設定を消しよう化かしきれておりません。つまり、まだ続きがあります。でも続くかどうかは、読者であるあなた次第ということで……なにとぞよろしくお願いします（土下座）。


　なお、ファンレターは随ずい時じ受け付け中です。八街のポリシーとして、ファンレターには必ず返へん信しんするようにしているので、どしどし送ってください。





　では、近いうちにまたお会いできることを祈って、終わらせていただきます。







八街　歩　　





ぼくと彼かの女じよに降ふる夜よる


ナイトサクセサー～夜を継ぐ者





八やち街また　歩あゆむ
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